
D
〈554>Damihifactum,dabotibijus.[Dafactummihi,dab6j

Ustibi.](Dekretalen,2,1,6;3Bulstro53;Broom,Max.133)「 君 は

私 に[要 件]事 実 を 与 え よ 。[そ う す れ ば 、]私 は 君 に 法 を 与 え る で あ ろ う 。」

〈da>… 〈do>[与 え る]の 圃 國 口 團 。 ※ ロ ー マ 法 で は 、 古 く は 、 民 事 訴 訟

と い う 仕 組 み に 紛 争 の 解 決 を 委 ね る た め に は 、 訴 権(actio)が 必 要 で あ っ

た 。 こ れ は 、 法 律 な ど に よ っ て か な り 厳 密 に パ タ ー ン 化 さ れ て お り 、 そ の

た め に 、 申 立 て の ベ ー ス と な っ て い る よ う な 事 実 関 係 が そ の 訴 権 が 設 定 さ

れ て い る 枠 組 の な か に き っ ち り と は ま ら な い か ぎ り 、 訴 訟 へ と 進 む こ と は

不 可 能 で あ っ た 。 表 題 の 格 言 の よ う に 、 事 実 だ け を お し た て て 法 の と り し

き る 裁 判 の 世 界 へ 進 み で る と い う こ と は 、 で き な か っ た の で あ る 。 「法 は 法

廷 が 知 る 。」(〈1484>)と い う 格 言 に つ い て も 、 表 題 の 格 言 中 の 「事 実 」 と

「法 」 と の 対 比 の こ と を 念 頭 に お い て 読 め ば 、 そ の 意 味 す る と こ ろ を 理 解 し

て 頂 け る で あ ろ う 。 や が て 、 ロ ー マ 法 に も 構 造 変 化 が 生 じ て く る 。 ナ ン バ

ー2の 政 務 官(政 治 家 一 行 政 官)で 、民 事 訴 訟 を 管 理 す る 二 名 の 法 務 官 は 、

時 代 の ニ ー ズ を う け と め て 、 市 民 か ら も ち こ ま れ る 事 実 そ の も の を 裁 判 の

場 に あ げ て や り 、 自 身 の 職 権=責 任 に お い て 、 そ の ケ ー ス か ぎ り の ル ー ル

(つ ま り 、 ア ド ・ ホ ッ ク 型 の 法)を 設 定 し 、 事 実 に 対 し て し か る べ き 法 的 評

価 を 与 え る よ う 、 と り は か ら う こ と も 少 な く な か っ た か ら で あ る 。 ロ ー マ

に は 、 成 文 法 ・ 制 定 法 は 、 民 事 法 に か ん す る か ぎ り 、 そ れ ほ ど 多 く な か っ

た の で 、 そ の よ う な 現 実 的 な 対 応 が 許 さ れ て い た(も ち ろ ん 、 法 学 者 が 法

務 官 を バ ッ ク ・ ア ッ プ し て い る の で 、 そ の た め に 法 的 安 定 性 が 大 き く ゆ ら

ぐ 、 と い う よ う な こ と は な か っ た)。 し た が っ て 、 ロ ー マ 私 法 が 生 成 ・発 展

し て く る 共 和 政 時 代 に お い て は 、 表 題 の 格 言 の 示 す よ う な 状 況 が ロ ー マ に

も そ れ な り に 存 在 し た こ と に な る 。 「事 実 と 法 」→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法)

と ホ ン ネ(事 実)」 → 「索 引 」。

〈555>Dabitquidedit.[Quidedit,dabit.]「 与 え た[人 が]与 え る

で あ ろ う 。」

〈555わfs>Damna,quaeinprudentibusaccidunt,idestdamna

fatalia,sociinoncogenturpraestare.[Sociin6nc6genturprae

staredamna,quaeacciduntinprUdentibus,idestdamnafatali

a.]「 組 合 員 は 、 用 心 ぶ か い[人 々]の 下 で[も]生 ず る 損 害 、 つ ま り 不 可

抗 力 に よ る 損 害 、 の 責 を 負 う よ う 強 い ら れ な い 。」 〈SOCii>… 〈SOCiUS>[組

合 員]の 圏 国 、<praestare>… 〈praesto>[示 す]の 囲 困 、 〈accidunt>…<a

ccido>[生 ず る]の 囲 国 國 、〈prudentibus>… 〈prudens>[洞 察 力 の あ る]
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の 圏[劉 圏(囮)、 〈fatalia>… 〈fatalis>[運 命 が 定 め た]の[園 口]匡1。

〈555オ θr>Damnllmpatividetllr唖11icommodumamittitquodc

onsequipoterat.[Qulamittitcommodum,quodpoteratc6nsequl,

videturpatidamnum.]「 取 得 す る こ と が 出 来 た 利 益 を 放 棄 す る[人 は]、

損 失 を 蒙 る も の と 見 ら れ る 。」 〈amittit>… 〈amitto>[す て る]の 囲 国 團 、

〈commodum>… 〈commodum>[利 益]の 團 因]、 〈consequi>… 圖 〈conseq

uor>[取 得 す る の 囲 圏(図)、 〈pati>… 圖 〈patior>[た え る]の 囲 困(図)。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈v

idetur>と 〈pati>の 双 方 に か か る 。 国 匠]→ 〈98>、 「利 益(利 得)と 損 失(損

害 ・ 不 利 益 ・危 険 ・ 負 担)」 → 「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ

ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈556>Damnumquodquissuaculpasentit,sibidebet,nona

liisimputare.[Debetimputaredamnum,quodquissentitculpa

sua,sibi,n6naliis.](Po肌p.D.50,17,203;Lib.Sex.5,13,86)「 あ る 人

は 、 自 身 が 自 身 の 過 失 に 依 り 蒙 る 損 害 は 、 他 人 に で は な く 、 自 身 に 帰 す る

べ き で あ る 。」 〈imputare>… 〈imputo>[帰 す る]の 囲 困 、 〈sentit>… 〈se

ntio>[こ う む る]の 囲 国 團 。 ※ 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」

〈557>Damnumsentirenonvideturquisibidamnumdedit.[Q

uideditdamnumsibi,n6nvidetursentiredamnum.](Poη ψ.D.50,

ヱ7,203)「 自 身 に[自 ら]損 害 を 与 え た[人 は]、 損 害 を 蒙 る も の と は 見 ら

れ な い 。」 〈sentire>… 〈sentio>[感 ず る]の 囲 困 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が

見 え る 。 隠 れ て い る 主 語 は 、 〈videtur>と<sentire>の 双 方 に か か る 。 国 圏

→ 〈98>

〈558>Damnumsentitdominus.[Dominussentitdamnum.]「 所

有 権 者 が 損 害 を 蒙 る 。」 〈sentit>… 〈sentio>[感 ず る]の 囲 国 團 。

〈559>Damnumsineinjuriaessepotest.[Damnumpotestesse

sineinjUria.](Pα ㍑Z.D.50,17,151;HalkMax.12)「 損 害 は 、 不 法 な し

に[も]存 在 す る こ と が 出 来 る 。」 〈282>一 〈284>・ 〈2803>。

〈560>Dansetretinensnihildat.[Dansetretinensdatnihil.]

(Pα ㍑Z.D,50,17,167pr,;Tray.Lat,Max.129)「 与 え し か も[対 象 を]留 保

し て い る[人]は 、 な ん ら 与 え な い 。」 〈dans>… 〈do>[与 え る]の 囲 囹<d

anS>團 囲 国(囮)、 〈retinenS>… 〈retineO>[留 保 す る]の 囲 囹 〈retine

n・ 〉の 團 囲 国(囮)。

〈560わfs>Dantioperamreiillicitaeimputanturomlliaqllaes

equunturcontravo11111tatemsllam.[Omnia,quaesequunturcont

ravoluntatemsuam,imputanturdantloperamreiillicitae.]「 不 正

な 事 柄 に 尽 力 し た 人 に は 、 彼 の 意 図 に 反 し て 生 ず る こ と が 、 す べ て 、 帰 せ
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ら れ る 。」 〈imputantur>… 〈imputo>[帰 す る]の 図 囲 国 圏 、 〈danti>… 〈d

o>[与 え る]の 國 囹 〈dans>の 團 團(匿 圏)、 〈operam>… 〈opera>[働 き]

の 團 因]、 〈illiCitae>… 〈illiCitUS>[不 正 な]の 團[図 團 。

〈561>Dareinsolutumestvendere.[DareinsolUtumestvend

ere.](C.J.8,44,4)「 弁 済 さ れ た[も の]へ と 与 え る こ と は 、 売 却 す る こ

と で あ る 。」 〈vendere>… 〈vendo>[売 る]の 囲 困 。

〈562>Darenemopotest,噌uodnonhabet.[Nem6potestdare,

quodn6nhabet.]「 誰 も 、[自 身 が]持 た な い[も の を]与 え る こ と は 出

来 な い 。」

〈563>Daribonumquodpotuit,auferripotest。[Bonum,quod

potuitdarl,potestauferrl.](Syr.184)「 与 え ら れ る こ と の 出 来 た 利 益

は 、 取 り あ げ ら れ る こ と が 出 来 る 。」<bonum>… 「善 」、 〈auferri>… 〈aufe

ro>[奪 う]の 図 囲 圏 。 ※ 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・法 の バ ラ ン ス 感 覚 」

→ 「索 引 」

〈563翫s>Daturbeneficiumpropterofficium。[Beneficiumdatu

rpropterofficium.]「 特 典 は 職 務 の た め に 与 え ら れ る 。」 〈beneficium>

… 「特 典 」。

〈563fθr>Datustutor,aduniversumpatrimoniumdatusesse

credituL[TUtordatuscredituressedatusadpatrim6niumUnive

rsum.]「 与 え ら れ た 後 見 人 は 、 資 産 全 体 の た め に 与 え ら れ た も の と 考 え ら

れ る 。」 〈tutor>… 「後 見 人 」、 〈patrimonium>… 〈patrimonium>の 團 因]、

<universum>…<universus>の 團 圃 因]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主

語 の 〈tutor>は 、〈creditur>と 〈esse(datus)〉 の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈564>Defideetofficiojlldicisnonrecipitllrquaestio,sed

descientia,sivesiterrorjurissivefacti.[Quaesti6n6nrecipi

turdefideetoffici6jUdicis,seddescientia,slveerrorsitjUris

sivefacti.](Bac.Max.Reg.17;Broom,Max.48)「 裁 判 官 の 信 義 と 廉 直

さ に 関 し て は 審 査 は 受 け い れ ら れ な い が 、 し か し 、[判 決 の 際 の]誤 ま り が

法 に 関 す る も の か 事 実 に 関 す る も の か を 問 わ ず 、 知 識 に 関 し て は 、[審 査 が

な さ れ る]。 」 〈quaestio>… 「探 求 」、 〈recipitur>… 〈recipio>[う け と る]

の 図 囲 国 團 、<scientia>… 〈scientia>[矢 口識]の 團 團 。 ※ 〈non～sed>、

〈sive～sive>は 相 関 語 で あ る 。 「法 と 事 実 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法)

と ホ ン ネ(事 実)」 → 「索 引 」。

〈565>Deinternisnonjudicatpraetor.[Praetorn6njUdicatd

einterms,]「 法 務 官(裁 判 官)は 、 内 面 の[こ と]に 関 し て は 裁 か な い 。」

<praetor>… 「法 務 官(裁 判 官)」 、 〈internis>… 〈internus>[内 部 の]の 國

圃 圏(囮)。 〈348>・ 〈1783>・ 〈3438>
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〈566>Dejuredecimarum,originemducensdejurepatronatu

s,t1111ccognitiospectatadlegemcivilem,i.e.commllnem.[DU

censorlginemdejUrepatr6cinatUs,dejUredecimarum,tuncc69

niti6spectatadlegemcivilem,i.e.commUnem.](Godb.64)「 一 〇

分 の 一 税 の 法 に 関 し て[言 え ば]、[人 が]保 護 者 の 権 利 に そ の 起 源 を 求 め

る と す る な ら 、 そ の と き に は 、[そ の]承 認 は 、 市 民 の 法 律(法)、 つ ま り 、

普 通[法]に 関 係 す る 。」 〈ducens>… 〈duco>[導 く]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈o

riginem>… 〈origo>[起 源]の 團 因]、<patrocinatus>… 〈patrocinatus>[保

護 者]の 團[國 、 〈decimarum>… 〈decima>[一 〇 分 の 一 税]の[國 國 、 〈cog

nitio>… 「承 認 」、 〈spectat>… 〈specto>[見 る]の 囲 国 團 、 〈i.e.〉 … 〈id

est>[そ れ は ～ で あ る 一 つ ま り]。 ※ 主 格 形 の 囲 囹 の 〈ducens>の と こ ろ は 、

文 章 の 中 軸 か ら 浮 き あ が っ た 感 じ に な っ て い る 。 そ の こ と は 、 〈tunc>[そ

の と き に あ た っ て]と い う 副 詞 が 入 っ て い る こ と か ら も 、 理 解 で き る 。 「分

詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」。 英 語 の 分 詞 構 文 の 感 じ で そ の あ た り の と

こ ろ を と ら え て 頂 け ば よ い 。 ち な み に 、 あ る 英 訳 で は 、 〈deducingitsor

igin>と な っ て い る 。

〈567>Dejurejudices,defactojuratoresrespondent.[JUdice

srespondentdejUre,jUrat6resdefact6.](Co.Litt.295;Broom,Ma

x.99)「 裁 判 官 は 法 に 関 し て 、 陪 審 員 は 事 実 に 関 し て 、 答 え る 。」 〈respon

dent>… 〈respondeo>[答 え る]の 國 国 圏 、 〈juratores>… 〈jurator>[陪

審 員]の 圏 国 。 ※ 「事 実 問 題 と 法 律 問 題 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法)と

ホ ン ネ(事 実)」 → 「索 引 」。

〈568>Demajorietminorinonvariantjura.[JUran6nvarian

tdemaj6rietmin6ri.](2Vern.552)「(比 較 的)大 き な[も の]と(比

較 的)小 さ な[も の]に 関 し て 、 法 は 異 な ら な い 。」 〈variant>… 〈vario>

[異 な っ て い る]の 囲 国 國 。※ 絶 対 的 比 較 級 の 用 例 で あ る → 〈105>、 「大(多)

と 小(少)」 → 「索 引 」。

〈569>Deminimisnoncuratlex.[Lexn6ncUratdeminimis.]

(Cro.Eliz.353;Broom.Max.142)「 法 律(法)は 、 極 め て 小 さ い[こ と]

に つ い て は 考 慮 し な い 。」 〈curat>… 〈curo>[考 慮 す る]の 囲 国 團 。 ※ 「絶

対 的 比 較 級 ・ 絶 対 的 最 上 級 」 →<105>・ 「索 引 」。 〈3096>

〈570>Demortellominisnullaestcunctatiolonga.[CUnctati

6nUllaestlongademortehominis.](Co.Litt.134b)「 人 の 死 に 関 し

て は 、 い か な る た め ら い も 長 い と い う も の で は な い 。」 〈cunctatio>… 「た

め ら い 」、 〈longa>… 〈longus>[長 い]の 團[冤 国 、 〈morte>… 〈mors>[死]

の 團 團 。

〈571>Denominepropriononestcurandum,cuminsubstant

B-179



ianonerretur;吼uianominamutabiliasunt,resautemimmob

iles.[N6nestcUrandumden6minepropri6,cumn6nerreturin

substantia;quian6minasuntmUtabilia,autemresimm6biles.]

(6Co.66)「[あ る 物 の]実 質 に 於 い て 誤 ま り が な い と き に は 、[そ の 物 の]

固 有 の 名 称 に つ い て 気 を く ば る 必 要 は な い 。 な ぜ な ら ば 、 名 称 は 可 変 的 で

あ る が 、 し か し 物 は 動 か せ な い も の だ か ら で あ る 。」 〈curandum>… 〈curo>

[配 慮 す る]の 國 圏 〈curandus>[配 慮 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 囲 国 、

<erretur>…<erro>[誤 ま る]の 圏 図 囲 国 團 、<substantia>… 〈substant

ia>[実 質]の 團 圏 、 〈mutabilia>… 〈mutabilis>[変 わ り や す い]の 閣 圃

国 、 〈immobiles>… 〈immobilis>[動 か せ な い]の[園 國 匡1。 ※ 「タ テ マ エ

(名 称)と ホ ン ネ(実 質)」 → 「索 引 」

〈572>Denonapparentibusetnonexistentibuseademestra

tio.[Rati6esteademden6napparentibusetn6nexistentibus.]

(4Co.Rep.5b,47a)「 明 ら か で は な い[こ と]と 存 在 し な い[こ と]に 関

し て は 、 理 は 同 一 で あ る 。」 〈apparentibus>… 〈appareo>[明 ら か に な る]

の 國 囹 〈・pP・ ・en・ 〉の 國 囲 圏(囮)、 〈・xi・t・ntibu・ 〉… 〈・xi・t・ 〉[出 て く

る]の 囲 囹 〈existens>の[國 匠]團(匿 唾])。 ※ 「タ テ マ エ(存 在 し な い)と

ホ ン ネ(明 ら か で な い)」 → 「索 引 」

〈573>Deseconfessononcreditursupercriminealterius.[N

6ncrediturc6nfess6desesupercrlminealterlus.](Dam.Reg,Can.

42)「 自 身 に 関 し て 自 白 し た[人]は 、 他[人]の 犯 罪 に つ い て は 、 信 じ

ら れ な い 。」 〈confesso>… 圖 〈confiteor>[自 白 す る]の 園 囹 〈confessus>

の 團 囲 團(囮)。 ※ 〈de>と い う 前 置 詞 は 、 奪 格 の 形 で も あ る 〈confesso>

に は か か っ て は い か ず 、 〈se>に か か る 。 そ の 〈confesso>は 与 格 で あ る が 、

こ れ は 〈creditur>が 与 格 支 配 の 動 詞 だ か ら で あ る 。「自 身 と 他 人 」→ 「索 引 」

〈574>Desimilibusadsimiliaeademrationeprocedendumes

t.[Estpr6cedendumdesimilibusadsimiliarati6neeadem.](Br

anch,Princ.)「 類 似 の[こ と]か ら 類 似 の[こ と]へ は 、 同 じ 理 に 依 っ て

進 む べ き で あ る 。」 〈procedendum>… 〈procedo>[進 む]の 國 囮 〈procede

ndus>[進 む べ き[で あ る]]の 團 田 国 、〈similibus>… 〈similis>[類 似 の]

の 圏 園 團(囮)、 〈similia>… さ き の 〈similis>の 國 圃 因](囮)。 ※ 國 囮

→ 〈1>、 「 自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 「索 引 」。

〈575>Desimilibusidemestjudicium.[JUdiciumestidemde

similibus,](Calvin'sCase,7Co,Rep,18b)「 類 似 の[こ と]に 関 し て は 、

判 決 は 同 一 で あ る 。」〈similibus>… 〈simile>[類 似 の]の 國 匝]圏(囮)。

〈576>Dever1⊃isnoncuratjurisconsultus.[JUrisc6nsultusn6n

cUratdeverbis.]「 法 学 者 は 文 言 に つ い て 配 慮 し な い 。」 〈jurisconsult
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us>… 「法 学 者 」、 〈curat>… 〈curo>[配 慮 す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈juriscons

ultus>は 、 〈jurisconsultus>と 表 記 さ れ る こ と も あ る が 、 こ れ は 、 〈cons

ultus>と い う 形 容 詞 が 属 格 を 支 配 し て い る か ら で あ る 。 こ の 現 象 は 〈juris

pertus>[法 学 者]や 〈jurisprudentia>[法 学]の 場 合 で も 同 じ で あ る 。

「属 格 を ひ く 形 容 詞 」 → 「索 引 」

〈577>Debetessefinislitium.[FlnisIltiumdebetesse.](Jenk.

Cent.61)「 訴 訟 の 終 結 が 存 在 す る べ き で あ る 。」 〈finis>… 「終 結 」。

〈578>Debetessetitulussecundumjus.[Titulusdebetessese

cundumjUs.](Brac.Fol.154b)「 権 原 は 法 に 従 っ た も の で あ る べ き で あ

る 。」 〈titulUS>… 「権 原 」。

〈579>Debet唖uisjurisubjacere,ubidelin"uit.[Quisdebets

ubjacerejUrl,ubldelinquit.](3Co.lnst.34;Brac.Fol.154b)「 人 は 、

犯 罪 を 犯 す と こ ろ で 、[そ の 土 地 の]法 に 服 す る べ き で あ る 。」 〈subjacere>

… 〈subjaceo>[下 に い る]の 囲 国
、 〈delinquit>… 〈delinquo>[犯 す]の 囲

国 團 。 ※ 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」。 〈1106>・ 〈3249>

〈580>Debetsllacui唖11edomusesseperfugiumtutissimllm.[D

omussuadebetesseperfugiumtUtissimumcuique.](Clasonv.S

hotwell,12Johns(N.Y.)31,54)「 各 人 の 家 は 、 そ の 人 に と っ て 最 も 安 全 な

避 難 所 で あ る べ き で あ る 。」 〈domus>… 「家 」、 〈perfugium>… 「避 難 所 」、

〈tutissimum>… 〈tutus>[安 全 な]の 國 〈tutissimus>の 團 田 国 。

〈581>Debilefundamentumfallitopus.[Fundamentumdebilef

allitopus.](Finch,Law.1,14,36;Wing.Max.113,114,180,182)「 弱 い

基 礎 は 建 物 を 壊 す 。」 〈fundamentum>… 「基 礎 」、 〈debile>… 〈debilis>[弱

い]の 團 園 国 、 〈fallit>… 〈fallo>[た お す]の 囲 国 團 、 〈opus>… 〈opus>

[建 物]の 團 因]。

〈582>Debitasequunturpersonamdebitoris.[Debitasequuntu

rpers6namdebit6ris.](Halk.Max.13)「 債 務 は 債 務 者 の 人 格 に 随 伴 す

る 。」

〈583>Debitornonpraesumiturdonare.[Debitorn6npraesUmi

turd6nare.](Halk.Max,13;Story.Confl,Laws,§362)「 債 務 者 は 贈 与

す る も の と は 推 定 さ れ な い 。」 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の<debi

tor>は 、 〈praesumitur>と 〈donare>の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈584>Debitorspecieiliberaturinteriturei.[Debitorspecieil

IberaturinteritUrel.]「 特 定 物 の 債 務 者 は 、 物 の[そ の 人 の 責 に 依 ら な

い]滅 失 に よ っ て 解 放 さ れ る 。」 〈debitor>… 「債 務 者 」、 〈speciei>… 〈spe

cies>[特 殊 性]の 團 國 、 〈liberatur>… 〈libero>[解 放 す る]の 図 囲 国 團 、

〈interitu>… 〈interitus>[消 滅]の 團 匿ヨ。 〈3227>・ 〈3457>
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〈585>Debitorsuiipsiusnemoessepotest。[Nem6potestesse

debitorsulipslus.]「 誰 も そ の 者 自 身 の 債 務 者 で あ る こ と は 出 来 な い 。」

<396>

〈585わfs>Debitoreliberatoperconsequentiasfidejussorquoq

uedimittitur.[Fidejussorquoquedimittiturperc6nsequentias,

debit6rellberat6]「 信 命 人 も 、 債 務 者 が 解 放 さ れ る と 、 結 果 的 に 責 任 を

免 れ る 。」 〈fidejussor>… 「信 命 人 」、 〈dimittitur>… 〈dimitto>[免 ず る]

の 図 囲 国 團 、<consequentias>… 〈consequentia>[帰 結]の 國 因]、 〈libe

rato>… 〈libero>[解 放 す る]の 囲 囹 〈liberatus>の 團 囲 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格

の 構 文 が 見 え る 。 名 詞(debitore)プ ラ ス 分 詞(liberato)」 型 で 、 そ の 意

味 は 「～ す る と き 」 で あ る 。 圏 團 → 〈22>

〈586>Debitorismeidebitornonestmeusdebitor.[Debitord

ebit6rismeln6nestdebitormeus.]「 私 の 債 務 者 の 債 務 者 は 、 私 の 債

務 者 で は な い 。」 ※ 「言 葉 遊 び 」 → 「索 引 」

〈587>Debitorumpactionibuscreditorumpetitionectolline

cmilluipotest.[Petlti6credit6rumpotestnectolllnecminulpa

cti6nibusdebit6rum.](C.J.2,3,25;1Poth.Obl.108;Bart.Max.115)

「債 権 者 た ち の 請 求 は 、債 務 者 た ち の 合 意 に 依 っ て 奪 わ れ る こ と も 減 少 さ せ

ら れ る こ と も 出 来 な い 。」 〈petitio>… 「請 求 」、 〈tolli>… 〈tollo>[奪 う]の

図 囲 匠]、 〈minui>… 〈minuo>[減 ら す]の 図 囲 匠]。 ※ 〈nec～nec>は 相

関 語 で あ る 。

〈588>Debitumetcontractussuntnulliusloci.[Debitumetc

ontractussuntlocinUllius.](BuluerlsCase,7Co.Rep.3a,61;2

Co.Inst.231;1Smith.Lead.Cas.340,363;Story,Confl.Laws,362)「 債

務 と 契 約 は 、[そ れ 自 体 と し て は]い か な る 土 地 に も 結 び つ け ら れ な い 。」

※ 「～ の も の で あ る 」 と い う 「属 格 の 訳 し か た 」 →<68>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈589>Debitumexcausavictualinoncompensatur.[Debitum

excausavictualin6ncompensatur.]「 扶 養 の 状 況 に 基 づ く 債 務 は 、 相

殺 さ れ な い 。」 〈victuali>… 〈victualis>[食 糧 の]の 團 國 團 、 〈compensa

tur>… 〈compenso>[あ が な う]の 図 國 国 團 。

〈590>Deceptisnondecipienti1⊃usopitulatur.[Opitulaturdece

ptis,n6ndecipientibus.](σlp.D.16,1,2,3;Tray.Lat.Max.46)「 欺 く

[人]に で は な く 、 欺 か れ た[人]に 、 助 力 が 与 え ら れ る 。」 〈opitulatur>

… 圖 〈opitulor>[助 け る]の 囲 国 團(図) 、 〈deceptis>… 〈decipio>[欺 く]

の 囲 囹 〈deceptus>の 國 囲 團(囲)、 〈decipientibus>… さ き の 〈decipio>

の 囲 囹 〈decipiens>の 國 囲 團(匿 囮)。 ※<opitulor>は デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア

動 詞 な の で 、 本 来 な ら ば 、 「彼 は 助 け る 」 と な っ て い く が 、 こ こ は 、 ふ つ う
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の 動 詞 の 受 動 相 の よ う な か っ こ う に し て あ る 。

〈591>Decipiillenoncensetur"uiscitsesedecipi.[Ille,quI

scitsesedecipl,n6ncenseturdecipl.](Syr.1029)「 自 身 が 欺 か れ

て い る こ と を 知 っ て い る あ の 人 が 、 欺 か れ る も の と は 考 え ら れ な い 。」 〈sc

it>… 〈scio>[知 る]の 囲 国 團 、 〈decipi>… 〈decipio>[欺 く]の 図 囲 国 。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈ille>は 、 〈censetur>と 〈decipi>の

双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈scit>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。

対 格 形 の 〈esse>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、<decipi>に か か る 。[劉 圏 → 〈35>

〈592>Decipiquamfallereesttutius.[DecipiesttUtiusquam

fallere.]「 欺 く こ と よ り も 欺 か れ る こ と が 、 い っ そ う 安 全 で あ る 。」 〈deci

pi>… 〈decipio>[欺 く]の 図 囲 困 、 〈tutius>… 〈tutus>[安 全 な]の 囲 〈t

utior>の 團 圃 匡1、 〈fallere>… 〈fallo>[欺 く]の 囲 匠]。 ※ 「文 頭 の 不 定 法 」

→ 「索 引 」

〈592わfs>Dedisseintelligendusestetiamisquipermutavitv

elcompensavit。[EtiamisquipermUtavitvelcompensavit,esti

ntelligendusdedisse.]「 交 換 し た か あ る い は 相 殺 し た 人 さ え も 、 与 え た

も の と 理 解 さ れ る べ き で あ る 。」 〈permutavit>… 〈permuto>[交 換 す る]

の 囲 国 圓 、 〈compensavit>… 〈compenso>[相 殺 す る]の 囲 国 團 、 〈intel

ligendus>… 〈intelligo>[理 解 す る]の 見 出 し 語 國 囮[理 解 さ れ る べ き[で

あ る]]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈is>は 、 省 略 さ れ て い る 〈e

sse(intelligendus)〉 と 〈dedisse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈593>Deficienteunosanguinenonpotestesseheres.[Heres

n6npotestesse,sanguineUn6deficiente.](3Co.Rep.41)「 一 方 の

血 が 欠 け れ ば 、 そ の 人 は 相 続 人 で あ る こ と は 出 来 な い 。」 〈sanguine>… 〈s

anguis>[血]の 團 團 、 〈deficiente>… 〈deficio>[欠 け る]の 囲 囹 〈defic

iens>の 團 囲 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(sanguine)プ ラ

ス 現 在 分 詞(deficiente)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 囮 圏 →

〈22>

〈593翫s>Defunctoeoquireusfuitcriminis,etpoenaextinc

taest.[Etpoenaestextlncta,e6,qulfuitreuscrlminis,defUnc

t6.]「 犯 罪 に 責 の あ っ た 人 が 死 亡 し た と き に は 、 刑 罰 も 消 滅 し た 。」<exti

ncta>… 〈extinguo>R肖 す]の 囲 囹 〈extinctus>の 團 國 国(受 動 相 完 了 の

構 成 要 素)、 〈defuncto>… 〈defungor>[死 ぬ]の 囲 囹 〈defunctus>の 團[劉

圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「代 名 詞(eo)プ ラ ス 完 了 分 詞(defu

ncto)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 圏 圏 → 〈22>。 「犯 罪 と 刑 罰 」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(犯 罪)と ホ ン ネ(刑 罰)」 → 「索 引 」。

〈593fer>Delatahereditasintelligiturquamquispossitadeu
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ndoconse吼ui.[Hereditas,quamquispossitc6nsequiadeund6,i

ntelligiturdelata.]「 あ る 人 が 承 認 す る こ と に 依 っ て 取 得 す る こ と が 可 能

な 相 続 は 、 付 与 さ れ た[も の]と 理 解 さ れ る 。」 〈consequi>… 〈consequor>

[し た が う]の 図 囲 團 、 〈adeundo>… 〈adeo>[近 づ く]の 國 囮 〈adeundu

m>の 圏(團)。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈hereditas>は 、 〈in

telligitur>と 隠 れ て い る 〈esse(delata)〉 の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>、 國

囮 → 〈153>・ 〈1540>、 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」。

〈594>Delegatapotestasnonpotestdelegari.[Potestasdelega

tan6npotestdelegarL](2Co.Inst.597;Broom,Max.839)「 委 任 さ

れ た 権 能 は 、 委 任 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈delegata>… 〈delego>[委 任

す る]の 匠1囹 〈delegatus>の 團 國 国 、 〈delegari>… さ き の 〈delego>の 図 囲

困 。

〈595>Delegatusnonpotestdelegare.[Delegatusn6npotestd

elegare.](2Co.Inst.597;Story,Ag.§13)「 委 任 さ れ た[人]は 委 任 す

る こ と は 出 来 な い 。」 〈delegatus>… 〈delego>[委 任 す る]の 囲 囹 〈delega

tus>の 團 囲 国(囮)、 〈delegare>… さ き の 〈delego>[委 任 す る]の 國 圏 。

〈596>Deli1⊃erandumestdiuquodstatuendumestseme1.[Quo

deststatuendumsemel,estdeliberandumdiU.](Syr.190;12Co.

Rep.74)「 最 終 的 な も の と し て 決 定 さ れ る べ き[こ と]は 、 長 く 熟 慮 さ れ

る べ き で あ る 。」 〈statuendum>… 〈statuo>[決 定 す る]の 國 圏 〈statuend

us>[決 定 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 囲 国 、 〈deliberandum>… 〈deliber

o>[熟 慮 す る]の 國 囮<deliberandus>[熟 慮 さ れ る べ き[で あ る]]の 團

圃 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>。 〈1240>

〈597>Delicatusdebitorestodiosus.[Debitordelicatusestodi

6sus.](σZp,D.ヱ3,7,25;2Bulst.148)「 甘 や か さ れ た 債 務 者 は 嫌 わ れ る 。」

<delicatus>… 「享 楽 的 な 」、<odiosus>… 「憎 む べ き 」。 〈1532>・<1677>

・ 〈2258>

〈598>1)elictaparentumliberisnonnocent。[Delictaparentu

mn6nnocentliberis.](C.J.6,7,2 .ρr.)「 親 の 犯 罪 は 子 を 害 し な い 。」 〈p

arentum>… 〈parens>[両 親]の 國(複 数 形)、 〈nocent>… 〈noceo>[害 す

る]の 囲 国 國 、<liberis>… 〈liberi>[子](複 数 形)の 團 。 ※ 「親(父 ・

家 長)と 子(息 子)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(親)と ホ ン ネ(子)」 → 「索

引 」。

〈599>Delictllmiteratumgraviusest.[Delictumiteratumestg

ravius.]「 繰 り か え さ れ た 犯 罪 は い っ そ う 重 い 。」 〈iteratum>… 〈itero>[繰

り か え す]の 囲 囹 〈iteratUS>の 團 圃 国 、 〈graViUS>… 〈graViS>[重 い]の 囲

〈gravior>の 團 圃 国 。 〈1901>
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〈599翫s>Delictumnonimputaturubidolusnonest。[Delictu

mn6nimputatur,ubidolusn6nest,]「 悪 意 が 存 在 し な い と こ ろ で は 、

不 法 行 為 は 問 わ れ な い 。」〈imputatur>… 〈imputo>[帰 す る]の 図 囲 国 團 。

〈600>Delictumpersonaenondebetindetrimentumecclesia

eredundare.[Delictumpers6naen6ndebetredundareindetrime

ntumecclesiae,]「 人 の 不 法 行 為 は 、 教 会 の 不 利 益 へ と 作 用 す る べ き で は

な い 。」 〈redundare>… 〈redundo>[お ち い る]の 囲 困 、 〈detrimentum>

… 〈detrimentum>[損 害]の 團 因]
、<ecclesiae>… 〈ecclesia>[教 会]の 團

國 。

〈601>Delin吼uensperiramprovocatuspuniridebetmitius.[D

elinquenspr6vocatusperIramdebetpUnlrlmltius,](3Co.lnst,5

5)「 怒 り の た め に 刺 激 さ れ た 犯 罪[者]は 、 比 較 的 緩 や か に 罰 せ ら れ る べ

き で あ る 。」〈delinquens>… 〈delinquo>[罪 を 犯 す]の 見 出 し 語 囲 囹(囮)、

〈provocatus>… 〈provoco>[刺 激 す る]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈iram>… 〈ira>

[怒 り]の 團 因]。 ※ 〈mitius>は 副 詞 の 絶 対 的 比 較 級 の 用 例 で あ る → 〈105>。

「絶 対 的 比 較 級 ・ 絶 対 的 最 上 級 」 → 〈105>

〈602>Delinquiturautpropositoautimpetuautcasu.[Delinq

uiturautpr6posit6autimpetUautcasU.](Mαrcf.D.48,19,11,2)「 不

法 行 為 は 、 あ る い は 故 意 に 依 っ て 、 あ る い は 激 情 に 依 っ て 、 あ る い は 事 変

に 依 っ て 、 な さ れ る 。」 〈delinquitur>… 〈delinquo>[不 法 行 為 を 行 な う]

の 図 囲 国 團 、 〈proposito>… 〈propositum>[計 画]の 團 圏 、 〈impetu>… 〈i

mpetus>[激 情]の 團 團 。 ※ 〈aut～aut～aut>は 相 関 語 で あ る 。

〈603>Depositumllabetexecutionemparatam.[Depositumhab

etexecUti6nemparatam.]「 寄 託 は 、 用 意 の 整 っ た 執 行 を 持 つ 。」 〈depo

situm>… 「寄 託 」、 〈executionem>… 〈executio>[執 行]の 團 因]、 〈parat

am>… 〈paratus>[準 備 さ れ た]の 團 國 圃 。

〈604>Derelictiocommunisutilitatiscontranaturamest.[De

relicti6UtilitatiscommUnisestcontranatUram.](Cic.)「 共 通 の 利

益 の 放 棄 は 自 然 に 反 し て い る 。」 〈derelictio>… 「放 棄 」、 〈utilitatis>… 〈u

tilitas>[利 益]の 團[国 。

〈605>Derivativapotestasnonpotestessemajorprimitiva.[P

otestasderivativan6npotestessemajorprimitiva.](Noy,Max.;W

ing.Max.36,66)「 派 生 的 な 権 能 は 、 元 来 の[権 能]よ り も 大 き い も の で あ

る こ と は 出 来 な い 。」 〈derivativa>… 〈derivativus>[派 生 的 な]の 團 國 国

(〈derivativus>と い う 語 は 「辞 書 」 に は な い)、 〈primitiva>… 〈primitivu

s>[元 来 の]の 團 國 團(匿 唾])。 ※ 「比 較 の 奪 格 」 の 用 法 が 見 え る 。 こ れ

は 、 こ の 場 合 、 〈quamプ ラ ス 主 格 〉の 意 味 を 、 一 定 の 場 合 に 、 奪 格 単 独 で
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示 し て し ま う も の で あ る 。 日 本 語 の 比 較 構 文 で は 「よ り(も)」 が 用 い ら れ

る が 、 こ れ は 、 「よ り 」 の ニ ュ ア ン ス を も つ 奪 格 の 用 法 に も 近 い 。 そ の 〈pr

imitiva>は 、 主 格 形 で は な く 、 奪 格 形 で あ る 。 「比 較 の 奪 格 」 → 〈605>・ 「索

引 」、 「比 較 級 ・ 最 上 級 」 → 〈105>、 「原 初 と 派 生 」 → 「索 引 」。

〈606>Designatiojusticiariorumestarege;jurisdictiovero

ordinariaalege.[Deslgnati6jUsticiari6rumestarege;ver6jUri

sdicti66rdinariaalege,](4Co,Inst.74)「 裁 判[官]の 任 命 は 国 王 に

依 る も の で あ る 。 し か し 、通 常 の 裁 判 権 は 法 律(法)に 依 る も の[で あ る]。 」

〈designatio>… 「任 命 」、〈ordinaria>… 〈ordinarius>[正 規 の]の 團 國 国 。

〈607>Designatiouniusestexclusioalterius;etexpressumf

acitcessaretacitum.[Deslgnati6UnlusestexclUsi6alterlus;et

expressumfacitcessaretacitum.](Co.Litt.210a;Broom,Max.443)

「一 つ の[こ と]の 表 示 は 、 他 の[こ と]の 排 除 で あ る 。 そ し て 、 明 確 に 言

明 さ れ た[こ と]は 、 述 べ ら れ な か っ た[こ と]を 差 し ひ か え さ せ る 。」 〈d

esignatio>… 「指 示 」、 〈exclusio>… 「排 除 」、 〈expressum>… 〈exprimo>

[明 確 に 言 う]の 匠1囹 〈expressus>の 團 匝 】国(囮)、 〈cessare>… 〈cesso>

[中 止 す る]の 囲 困 、〈taCitUm>… 〈taCitUS>[沈 黙 し た]の 團 圃 因](囮)。

※ 「一 っ と 他 」 → 「索 引 」

〈607翫s>Deteriormandantiscausanunquamfieripotest.[Ca

usamandantispotestfierldeteriornunquam.]「 委 任 者[の]状 況 は

決 し て 悪 化 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈mandantis>… 〈mando>[委 任 す る]

の 囲 囹 〈mand・n・ 〉の 團 囲 國(囮)。

〈608>Deussolusllaeredem(11eredem)facerepossunt,nonllo

mo。[Deuss61us,n6nhom6,possuntfacerehaeredem(heredem).]

(Broom,Max,334;Co.Litt,76)「 神 だ け が[人 を]相 続 人 に す る こ と が 出

来 る の で あ っ て 、 人 が[そ の よ う に 出 来 る わ け で は]な い 。」 ※ 「神 と 人 」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(神)と ホ ン ネ(人)」 → 「索 引 」。

〈609>Dicattestatoreteritlex.[Testatordicat,etlexerit.]

(Pα ㍑Z.D.50,1742)「 遺 言 者 は 言 明 す れ ば よ い 。 そ う す れ ば 、 法 律(法)

が 存 在 す る こ と に な る で あ ろ う 。」 〈1062>

〈610>Dieiadjectioproreoest.[Adjecti6dielestpr6re6.](σ

Zp.D.45,1,41,1)「 期 限 の 付 加 は 債 務 者 の た め の も の で あ る 。」 〈adjectio>

… 「付 加 」、 〈diei>… 〈dies>[期 限]の 團 圏 。

〈611>Diesa⊂1uononcomputatur.[Dies,aqu6,n6ncomputat

ur.](Pα ㍑Z.D.50,16,134;σZp.D.40,1,1)「 そ こ か ら[期 間 の 計 算 が 行 な

わ れ 始 め る]日 は 、 算 入 さ れ な い 。」 〈dies>… 「日 」、<computatur>…<co

mputo>[計 算 す る]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈aquo>の 後 に は 動 詞 が 省 略 さ れ て
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い る 。 〈612>・ 〈2308>

〈612>Diescoeptusprocompletohabetllr.[Diescoeptushabe

turpr6complet6.](Veη.D.44,3,15pr.;σlp.D.40,1,1;D.50,4,8)「 始

ま っ た ば か り の 日 は 、 経 過 し た[一 日]と 扱 わ れ る 。」 〈dies>… 「 日 」、 〈c

oeptus>… 〈coepi>[は じ め る](完 了 形)の 見 出 し 語 匠1囹 、〈completo>… 〈c

ompleo>[み た す]の 匠]囹 〈completus>の 團 囲 團 。 ※ 〈coepi>の よ う な 、

「現 在 形 の 意 味 を も つ 完 了 」 と い う 特 別 の 動 詞 に つ い て は 、 〈275>を 参 照 →

「索 引 」。 〈611>・ 〈2308>

〈613>Diesdominicusnonestjuridicus.[Diesdominicusn6n

estjUridicus.](C.J.3,12,6pr.;Co.Litt.135a;Moy,Max.2;Wing,Ma

x.7,5)「 日 曜 日 は 開 廷[日]で は な い 。」 〈dies>… 「 日 」、 〈dominicus>…

「主 の 」。

〈614>Diesincertusappellaturconditio.[Diesincertusappell

aturconditi6.]「 不 確 定 な 期 限 は 条 件 と 呼 ば れ る 。」 〈dies>… 「期 限 」、 〈i

ncertus>… 「不 確 定 な 」、 〈appellatur>… 〈appello>[呼 ぶ]の 図 囲 国 團 。

〈615>

〈615>Diesincertusintestamentoconditionemfacit.[Diesi

ncertusintestament6facitconditi6nem.](Pαp.D.35,1,75)「 遺 言 中

の 不 確 定 な 期 限 は 、 条 件 を 作 る 。」 〈dies>… 「期 限 」、 〈incertus>… 「不 確

定 な 」。 〈614>

〈616>Diesincertusproconditionehabetur.[Diesincertusha

beturpr6conditi6ne.](Pα ρ.D.354,25)「 不 確 定 な 期 限 は 条 件 と 扱 わ れ

る 。」 〈dies>… 「期 限 」、 〈incertus>… 「不 確 定 な 」。

〈616翫s>Diesinesttacite.[Diesinesttacite.]「 期 限 は 秘 か に 内

在 す る 。」 〈dies>… 「期 限 」、 〈inest>… 〈insum>[内 在 す る]の 國 国 團 。

〈617>Diesinterpellatprohomine.[Diesinterpellatpr6homi

ne.](C.J.8,37,12;Dekretalen,3,18,4)「 期 限 は 人 に 代 っ て 催 告 す る 。」

〈dies>… 「期 限 」 〈interpellat>… 〈interpello>[催 告 す る]の 囲 国 團 。 〈1

655>

〈618>Diesnonremoratllrobligationem.[Diesn6nremoratur

obligati6nem.]「 期 日 は 債 務 関 係 を 遅 ら せ な い 。」 〈remoratur>… 圖 〈remo

ror>[お く ら せ る]の 囲 国 團(図)。

〈619>Diesoffertprohomine。[Diesoffertpr6homine.]「 期 限

は 人 に 代 っ て 提 供 す る 。」 〈dies>… 「期 限 」、 〈offert>… 〈offero>[提 供 す る]

の 國 国 團 。

〈620>Diessiinobligationibusnonponitur,praesentedied

ebetur。[Debeturdiepraesente,sidiesn6np6niturinobligati6n
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ibus.]「 も し 期 限 が 債 務 関 係 の 中 に 示 さ れ て い な い 場 合 に は 、 債 務 は 即 日

に 負 わ れ る 。」 〈die>… 〈dies>[日]の 團 團 、 〈praesente>… 〈praesens>[現

在 の]の 團 囲 團 、 〈ponitur>… 〈pono>[お く]の 図 囲 国 團 。

〈621>Difficileestutunushomovicemduorumsustineat.[U

thom6Unussustineatvicemdu6rum,estdifficile.](4Co.Rep.11

8)「 た だ 一 人 の 人 間 が 二 人 の[人 間 の]地 位 を 引 き う け る こ と は 、難 し い 。」

〈sustineat>… 〈sustineo>[ひ き う け る]の 圏 國 国 團 、 〈vicem>'"〈vicis>

(属 格 形)[地 位]の 團 因]、 〈difficile>… 〈difficile>[む ず か し い]の 團 匝 国 。

※ 接 続 詞 〈ut>[こ と]の 用 い か た は 、 現 代 風 の も の で あ る 。

〈622>Difficultasnonvitiatactum.[Difficultasn6nvitiatact

um.]「 困 難 さ は 行 為[の 有 効 性]を 害 し な い 。」 〈difficultas>… 「困 難 さ 」、

<vitiat>… 〈vitio>[害 す る]の 囲 国 團 。<1761>

〈622わfs>Dignavoxestmajestateregnantislegibusalligatum

seprincipemprofiteri.[Estv6xdignamajestateregnantisprin

cipemprofiterisealligatumlegibus.]「 元 首 が 自 身 が 法 律(法)に 拘

束 さ れ て[い る]と 公 言 す る こ と は 、 統 治 す る 人 の 威 厳 に ふ さ わ し い 声 で

あ る 。」 〈vox>… 「声 」、<digna>… 〈dignus>[ふ さ わ し い]の 團 國 国 、 〈m

ajestate>… 〈majestas>[威 厳]の 圓 團 、 〈regnantis>… 〈regno>[王 と し

て 支 配 す る]の 囲 囹 〈regnans>の 團 囲 圏(囮)・ 〈P「inciPem>'"〈P「ince

ps>[元 首]の 團 因]、 〈profiteri>… 圖 〈profiteor>[公 言 す る]の 國 囹(図)、

〈alligatum>… 〈alligo>[結 び つ け る]の 囲 囹 〈alligatus>の 團 囲 因]。 ※ 〈d

ignus>は こ こ で は 奪 格 を ひ い て い る 。 〈estvox>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の

構 文 が 、 二 重 の か た ち で 、 二 つ 見 え る 。 対 格 形 の 〈principem>と 〈se>は 、

そ れ ぞ れ 、〈profiteri>と 省 略 さ れ て い る 〈esse(alligatum)〉 の 主 語 と な る 。

圃 圏 → 〈35>

〈623>Dignitasdelictumauget.[Dlgnitasaugetdelictum.]「[犯

人 の]品 格[の 高 さ]は 、 犯 罪 を 増 大 さ せ る 。」 〈dignitas>… 「品 格 」、 〈a

uget>… 〈augeo>[ふ や す]の 囲 国 團 。 〈624>

〈624>Dignitasdelinquentispeccatumauget。[Dignitasdelinq

uentisaugetpeccatum.](.Mθ ηαηdεr,D.49,16,2,1;Dam,Reg.Can.52)

「犯[人]の 品 格[の 高 さ]は 、 悪 事[の 意 味]を 増 大 さ せ る 。」 〈dignita

s>… 「品 格 」、 〈delinquentis>… 〈delinquo>[犯 罪 を 行 な う]の 囲 囹 〈del

inquens>の 團 囲 圏(囮)、 〈auget>… 〈augeo>[増 や す]の 囲 国 團 、 〈p

eccatum>… 〈peccatum>[犯 行]の 團 圃 。 〈623>

〈625>Dilatiodamnllmllabet,morapericulum.[Dllati6habet

damnum,moraperlculum.](Erasmus)「 逡 巡 は 損 害 を も た ら し 、 遅 延

は 危 険 を[も た ら す]。 」 〈dilatio>… 「逡 巡 」、 〈mora>… 「遅 延 」、 〈pericu
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lum>… 〈periculum>[危 険]の 團 因]。

〈626>Dilationesinlegesuntodiosae.[Dllati6nesinlegesun

todi6sae.](Branch,Princ.)「 法 律(法)に 於 け る 遅 滞 は 嫌 悪 さ れ る 。」

〈dilationes>… 〈dilatio>[遅 滞]の 國 国 、 〈odiosae>… 〈odiosus>[憎 む べ

き]の 圏 國 国 。

〈627>Diligellterfinesmandaticustodielldisunt.[Fmesmand

atlsuntcUst6diendldlligenter.](Pα ㍑Z.D,17,1,5pr.)「 委 任 の 限 界 は

注 意 深 く 見 は ら れ る べ き で あ る 。」<fines>… 〈finis>[境 界]の 國 国 、<ma

ndati>… 〈mandatum>[委 任]の 團[國 、 〈custodiendi>… 〈custodio>[み

は る]の 國 囮 〈custodiendus>[み は ら れ る べ き[で あ る]]の 圏 囲 国 。 ※

國 匪ヨー→〈1>。 〈2886>

〈628>Diligentiorpraesumiturinresuadominusquamprocu

rator.[DominuspraesUmiturdlligentiorinresua,quampr6cUra

tor.]「 所 有 権 者 は 、 自 身 の 事 案 に 於 い て は 、 委 託 事 務 管 理 人 よ り も い っ そ

う 注 意 深 い[も の]と 推 定 さ れ る 。」 〈diligentior>… 〈diligens>[入 念 な]

の 見 出 し 語 、 〈procurator>… 「委 託 事 務 管 理 人 」。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が

見 え る 。 主 語 の 〈dominus>は 、<praesumitur>と 省 略 さ れ て い る 〈esse>の

双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈629>Dimissumquodnesciturnonamittitur.[Dimissum,quo

dnescitur,n6namittitur.](Syr,)「 知 ら れ な い 状 態 で 放 棄 さ れ た[も

の]は 、 失 な わ れ な い 。」 〈dimissum>… 〈dimitto>[放 棄 す る]の 園 囹 〈di

miSSUS>の 團 匝 国(囮)、 〈neSCitUr>… 〈neSCiO>[知 ら れ な い]の 図 囲 国

團 、 〈amittitur>… 〈amitto>[失 な う]の 図 囲 国 圓 。

〈630>Disciplinamilitarispotestexerceridiebusfestivis.[Di

scipllnamllitarispotestexercerldiebusfestlvls.](σZp.D,2,ヱ2,9;

Nic.Ev.Loc.Arg.Leg.56,42)「 軍 事 的 な 教 練 は 、 祭 日 に 於 い て[も]実 施

さ れ る こ と が 出 来 る 。」 〈disciplina>… 「教 練 」、 〈militaris>… 〈militaris>

[軍 事 的 な]の 團 國 国 、 〈exerceri>… 〈exerceo>[実 施 す る]の 図 囲 囲 、 〈d

iebus>… 〈dies>[日]の[園 團 、 〈festivis>… 〈festivus>[祭 の]の 腫]囲 團 。

〈631>Discretioestdiscemereperlegem噌uidsitjustum.[Di

screti6estdiscernereperlegemquidsitjUstum.](20Co.Rep.99,

100,140)「 自 由 裁 量 は 、 な に が 正 し い か を 法 律(法)を 通 じ て 判 定 す る こ

と で あ る 。」〈discretio>… 「裁 量 」、〈discernere>… 〈discerno>[区 別 す る]

の 國 匠]。 ※ 「疑 問 代 名 詞 」 → 「索 引 」

〈632>Disparatanondebentjungi.[Disparatan6ndebentjung

I.](Jenk.Cent.24)「[異 な る 性 質 の も の と し て]分 け ら れ た[も の]は 、

結 び あ わ さ れ る べ き で は な い 。」 〈disparata>… 〈disparo>[分 け る]の 囲 囹
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〈disparatus>の 圏 囲 国(囲)、 〈jungi>… 〈jungo>[結 び っ け る]の 図 囲

困 。

〈633>Dispensatioestmaliprohibitiprovidarelaxatio,utilit

ateseunecessitatepensata;etestdejuredominoregiconce

ssa,propterimpossibilitatempraevidendideomnibusparticul

aribus.[Dispensati6estrelaxati6pr6vidamallprohibitl,pensata

Utilitateseunecessitate;etestconcessadomin6regldejUre,

propterimpossibilitatempraevidendldeparticularibusomnibus.]

(10Co.Rep.88)「[法 律(法)の]適 用 免 除 は 、 有 用 性 あ る い は 必 要 性 を

考 慮 し た 、 法 定 犯 罪 の 用 心 深 い 緩 和 策 で あ る 。 そ し て 、 こ れ は 、 あ ら ゆ る

特 殊 な[こ と]に 関 し て 予 測 を 行 な う こ と が 不 可 能 で あ る こ と の た め に 、

支 配 者 で あ る 国 王 に 法 上 許 さ れ て い る[も の]で あ る 。」 〈dispensatio>…

「免 除 」、 〈relaxatio>… 「緩 和 」、 〈provida>… 〈providus>[用 心 し た]の 團

國 国 、 〈pensata>… 〈penso>[半1」 定 す る]の 囲 囹 〈pensatus>の 團 國 国 、 〈u

tilitate>… 〈utilitas>[有 用 性]の 團 圏 、〈necessitate>… 〈necessitas>[必

要]の 團 圏 、 〈concessa>… 〈concedo>[許 す]の 匠1囹 〈concessus>の 團 國

国(匿 囮)、 〈praevidendi>… 〈praevideo>[予 見 す る]の 國 囮<praeviden

dum>の 國(團)、 〈particularibus>… 〈particularis>[特 殊 な]の 國 圃 圏

(囮)。 ※ こ の 訳 で は 、 〈concessa>と い う 完 了 分 詞 は 、 受 動 相 完 了 の 構 成

要 素 で は な く 、 た ん な る 形 容 詞 と 扱 っ て い る 。 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈634>Dispensatioestv111nus,噌uodvulneratjllscomm1111e.[D

ispensati6estvulnus,quodvulneratjUscommUne.](Ir.K.B.Dav.

69)「 適 用 免 除 は 、 共 通 の 法 を 傷 つ け る 傷 で あ る 。」 〈dispensatio>… 「免

除 」、 〈VUInUS>… 「傷 」、 〈VUInerat>… 〈VUInerO>[傷 つ け る]の 囲 国 團 。

〈635>Dissesinamsatisfacit,噌uiutinollpermisitposessore

m,velminuscommode,1icetomninononexpellat.[Quln6np

ermisitpossess6remUti,velminuscommode,facitdissesinamsa

tis,licetn6nexpellatomnin6.](Co.Litt.331b)「 占 有 者 に 、 利 用 す る

こ と を[全 面 的 に]許 さ な か っ た か 、 あ る い は あ ま り 適 切 に[利 用 さ せ]

な[か っ た][人 は]、 た と え 完 全 に[そ の 人 を]追 い だ さ な い と し て も 、

十 分 に 占 有 侵 奪 を 生 じ さ せ る 。」〈dissessinam>… 〈dissessina>[占 有 侵 奪]

の 團 囲 、 〈expellat>… 〈expello>[追 い だ す]の 囲 国 團 。 ※ 対 格 不 定 法 の

構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈possessorem>は 、 主 語 と し て 、 〈uti>に か か る 。

圃 圏 → 〈35>

〈636>Dissimiliumdissimilisestratio.[Rati6dissimiliumest

dissimilis.](Co.Litt.191a)「 異 な る[も の]の 処 理 の し か た は 、 異 な っ

て い る 。」 〈dissimilium>… 〈dissimilis>[異 な っ た]の 圏 圃 國(囮)、 〈d
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issimilis>… さ き の 〈dissimilis>の 團 國 国 。

〈637>Dissimulationetolliturinjuria.[InjUriatolliturdissimu

lati6ne.](Ersk.lnst.B,4,Tit:44,§108)「 不 法 は 黙 認 に 依 っ て 取 り さ ら れ

る 。」 〈tollitur>… 〈tollo>[と る]の 図 囲 国 圓 、 〈dissimulatione>… 〈diss

imulatio>[沈 黙]の 團 圏 。

〈637翫s>Disso111taneglegentiapropedolumest.[Neglegentia

dissolUtaestpropedolum,]「 投 げ や り な 怠 慢 さ は 悪 意 に 近 い 。」 〈negl

egentia>… 「怠 慢 さ 」、<dissoluta>… 〈dissolutus>[な げ や り な]の 團[図

国 。

〈638>Dissolvitlegemjudexmisericordia.[JUdexdissolvitleg

emmisericordia,](Syr.)「 裁 判 官 は 慈 悲 に 依 っ て 法 律(法)を 溶 か す 。」

<dissolvit>… 〈dissolvo>[解 く]の 囲 国 團 、<misericordia>… 〈miserico

rdia>[慈 悲]の 團 圏 。

〈639>Dissolviturlexcumfitjudexmisericors.[Lexdissolvit

ur,cumjUdexfitmisericors.](Syr.)「 裁 判 官 が 慈 悲 深 く な る と き 、

法 律(法)は 溶 け る 。」 〈dissolvitur>… 〈dissolvo>[解 く]の 図 國 国 團 、

<misericors>… 「慈 悲 深 い 」。

〈640>Distinguendasunttempora;aliudestfacere,aliudper

ficere。[Temporasuntdistinguenda;facereestaliud,perficereal

iud.](3Leon.243;Branch,Princ,)「 時 は 区 別 さ れ る べ き で あ る 。 従 っ

て 、 な す こ と と 完 了 す る こ と は 、 別 で あ る 。」 〈tempora>… 〈tempus>[時]

の 圏 国 、 〈distinguenda>…<distinguo>[区 別 す る]の 國 囮 〈distinguen

dus>[区 別 さ れ る べ き[で あ る]]の 國 圃 国 、 〈perficere>… 〈perficio>[完

成 す る]の 囲 困 。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈641>Distillgllendasunttempora;distillglletemporaetcollc

orda1⊃isleges.[Temporasuntdistinguenda;distinguetemporaet

concordabisleges.](1Co.Rep.140)「 時 は 区 別 さ れ る べ き で あ る 。 そ

れ で 、 君 は 時 を 区 別 せ よ 。 そ う す れ ば 、 君 は も ろ も ろ の 法 律(法)を 調 和

さ せ る で あ ろ う 。」 〈distinguenda>… 〈distinguo>[区 別 す る]の 國 囮 〈di

stinguendus>[区 別 さ れ る べ き で あ る]の 國 田 国 、 〈distingue>… さ き の

<distinguo>の 圃 囲 口 團 、 〈concordabis>… 〈concordo>[調 和 す る]の 困

[]團 。 ※ 〈concordo>は 他 動 詞 と し て 用 い ら れ て い る 。 國 囮 → 〈1>

〈641翫s>Diuturnaconsuetudoprojureetlegeinhisquaen

onexscriptodescenduntobservarisolet.[C6nsuetUd6diUturna

soletobservarlpr6jUreetlegeinhls,quaen6ndescenduntex

scrlpt6.]「 永 続 的 な 慣 習 は 、 書 か れ な か っ た こ と に 由 来 す る こ と に 於 い

て は 、 法 お よ び 法 律 と し て 遵 守 さ れ る の が 、 常 で あ る 。」 〈diuturna>… 〈di
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uturnus>[永 続 的 な]の 團 國 国 、 〈observari>… 〈observo>[遵 守]の 図 囲

困 、 〈descendunt>… 〈descendo>[下 る]の 囲 国 圏 、 〈scripto>… 〈scribo>

[書 く]の 匠1囹 〈scriptum>の 團 匠]團(囮)。 ※ 〈jus>[法]と 〈lex>[法

律]が 併 置 さ れ て い る 例 は め ず ら し い → 〈1436>・ 〈1604>・ 〈1769>。 「法

律(法)と 慣 習 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(慣 習)」

→ 「索 引 」。

〈642>Divideetimpera.[Dlvideetimpera.](4Co,Inst.35)「 君

は 、分 割 し 、そ し て 支 配 せ よ 。」〈divide>… 〈divido>[分 け る]の 囹 囲 口 團 、

〈impera>… 〈impero>[支 配 す る]の 囹 囲[]團 。 ※ ル イ ー 一 世 も 用 い た ス

ロ ー ガ ン で あ っ た 、 と も 伝 え ら れ て い る 。 と こ ろ で 、 こ の 格 言 は お そ ら く

ル ネ ッ サ ン ス 期 に 生 み だ さ れ た も の で あ ろ う が 、 こ れ を ロ ー マ に あ て は め

て み る と 、 ロ ー マ 人 も 、 分 割 し 、 分 別 す る こ の 方 式 を 巧 み に 駆 使 し て 、 統

治 面 で 大 成 功 を お さ め て い る 。 そ の 方 式 の 一 つ は 「分 断 政 策 」 政 策 で 、 他

は 「差 別 化(区 別 化)政 策 」 で あ る 。 共 和 政 も 初 め の こ ろ 、 ロ ー マ は 周 辺

の 都 市 連 合 と 同 盟 市 戦 争 を 敢 行 し 、圧 勝 し た が 、そ の 戦 後 処 理 の 策 と し て 、

各 同 盟 市 相 互 間 に 締 結 さ れ て い た 、 個 々 的 な 条 約 や 同 盟 は す べ て 御 破 算 に

し 、 そ れ ら の 都 市 の あ い だ の ヨ コ の 関 係 を た ち き り 、 ロ ー マ と 個 別 都 市 と

の あ い だ に 、 い わ ば タ テ 型 の 条 約 を 結 ば せ た 。 こ れ が 「分 断 政 策 」 の 知 恵

で あ る 。 そ の 一 方 で 、 ロ ー マ 側 か ら の 、 同 盟 市 の 法 的 ・ 政 治 的 待 遇 に ラ ン

ク を つ け 、 隣 接 す る 同 盟 市 間 が 相 互 に い が み あ う よ う に し む け る 知 恵 で あ

る 。 こ れ が 「差 別 化(区 別 化)」 政 策 で あ る 。 な お 、 格 言 に 見 え る 〈et>に は 、

「そ れ を 通 じ て 」 と い う 微 妙 な ニ ュ ア ン ス も あ る 。

〈643>1)ivideutregnes.[Divide,utregnes.]「 君 は 、 統 治 す る た

め に 、 分 割 せ よ 。」 〈divide>… 〈divido>[分 け る]の 圃 囲 口 團 、 〈regnes>

・〈regno>[統 治 す る]の 國 囲 口 團 。

〈644>Divinatio,noninte叩retatioest,quaeomninorecedit

alittera.[Quaereceditalitteraomnin6,estdivinati6,n6ninte

rpretati6.](Bac.Max.Reg.3)「 文 言 か ら ま っ た く 離 れ る[も の は]、 予 想

で あ っ て 、 解 釈 で は な い 。」 〈recedit>… 〈recedo>[は な れ る]の 囲 国 團 、

〈littera>… 〈littera>[文 字]の 團 團 、 〈divinatio>… 「予 言 」。

〈645>Divisioinstarpermutationisobtinet。[Dlvlsi60btinetI

nstarpermUtati6nis.](σZp.D.10,2,20,3)「 分 割 は 交 換 と 同 じ よ う な 性

質 の も の で あ る 。」 〈divisio>… 「分 割 」、 〈obtinet>… 〈obtineo>[え る]の

國 国 團 、 〈instar>… 不 変 化 詞 で 、 「外 観 」 を 意 味 し 、 属 格 を と っ て 、 「～ と

同 種 の も の 」 を 意 味 す る 。 〈permutationis>… 〈permutatio>[交 換]の 團

國 。

〈646>Doutdes.[D6utdes.](Pα ㍑Z.D.19,5,5pr.;D.19,5,5,1)「 私
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は 、 君 が 与 え る[よ う に 成 る]た め に 、 与 え る 。」 ※ こ れ は 、厳 密 に 言 え ば 、

格 言 の よ う な も の で は な い が 、 講 学 上 重 要 な の で 、 御 参 考 ま で に と り あ げ

る こ と に し た 。 こ の<Doutdes>の ほ か に 、 〈Doutfacias.〉[私 は 、 君 が

な す た め に 与 え る 。]、 〈Facioutdes.〉[私 は 、 君 が 与 え る た め に な す 。]

・ 〈Facioutfacias .〉[私 は 、 君 が な す た め に な す 。]と い う 三 っ の パ タ ー

ン が あ る(〈facias>は 〈facio>の 接 続 法 現 在 二 人 称 単 数 で あ る)。 こ の よ う

な 構 造 を も っ た 契 約 類 型 は ロ ー マ も 末 期 に な っ て よ う や く 学 問 的 に 編 み あ

げ ら れ た も の で あ る が 、 こ れ ら は 、 中 世 以 後 に 「無 名 践 成 契 約 」 と 名 づ け

ら れ た 。 ち な み に 、 「現 在 」 以 外 の 時 制 の 例 を あ げ る と 、 〈Dabitquidedi

t.〉 「与 え た[人]が 与 え る だ ろ う 。」 が あ る 。 〈dabit>は 、 〈do>[与 え る]

の 未 来 三 人 称 単 数 で 、 〈dedit>は そ の 完 了 で あ る 。

〈647>Docotrinontenemurcredere,nisiprobetopinionems

uamperautenticamscripturam.[N6ntenemurcrederedoct6rl,

nisiprobetopini6nemsuamperscriptUramautenticam.](Nic.Ev.

Loc.Arg.Leg.95,12)「[法]学 者 が 自 身 の 見 解 を 真 正 の 書 類 を 通 じ て 確 証

す る の で な け れ ば 、 私 た ち は 彼 を 信 ず る よ う 義 務 づ け ら れ な い 。」 〈doctor

i>… 〈doctor>[学 者]の 團 團 、 〈opinionem>… 〈opinio>[意 思]の 團 因]、

〈scripturam>… 〈scriptura>[文 書]の 團 因]、 〈authenticam>… 〈authent

iCUS>[真 正 の]の 團 國 因]。

〈648>Dolinondolisunt,nisiastucolas.[Dolln6nsuntdoll,

nisicolasastU.](Plaut,Capt.2,1,26)「 悪 意 は 、 君 が 狡 猜 さ を 発 揮 し

て 行 動 す る の で な い 限 り 、 詐 欺 で は な い 。」 〈colas>…<colo>[い と な む]

の 囲 口 圓 、 〈astu>… 〈astus>[狡 猜 さ]の 團 團 。

〈648翫s>Dolofacitquicontratransactionemexpertusampli

uspetit.[Qulexpertuspetitampliuscontratransacti6nem,facit

dol6.]「 和 解 に 反 す る か た ち で 、 意 識 的 に い っ そ う 多 く 請 求 す る[人 は]

悪 意 で な す 。」 〈expertus>… 圖 〈experior>[吟 味 す る]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈t

ransactionem>… 〈transactio>[和 解]の 團[瑚 。 ※ 〈expertus>は 副 詞 的 に

と ら え て あ る 。 「形 容 詞 の 訳 し か た 」 → 「索 引 」

〈649>Dolofacit,"uipetit,噌uodredditurusest.[Qulpetit,q

uodestredditUrus,facitdol6.](Pα αZ.D.50,ヱ7,173:D.44,4,8ρr.)

「[あ る 他 の 人 が][近 い 時 期 に]]返 還 す る こ と に 成 っ て い る[も の を]請

求 す る[人 は]、 悪 意 で 行 動 す る こ と に 成 る 。」 〈redditurus>… 〈reddo>[返

還 す る]の 見 出 し 語 困 囹(「 返 還 す る つ も り[で あ る]」)。 ※ 現 在 分 詞 と 完

了 分 詞(近 代 欧 米 語 の 過 去 分 詞 の よ う な も の)は 比 較 的 理 解 し や す い も の

で あ ろ う が 、 こ の 、 三 つ 目 の 未 来 分 詞 〈redditurus>に つ い て は 、 多 少 は 説

明 が 必 要 で あ る 。 語 形 的 に は 、 英 語 の 〈future>(ラ テ ン 語 の 〈futurus>[存
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在 し よ う と し て い る(と こ ろ の)])の 〈ure>の 語 尾 を ヒ ン ト に し て 記 憶 し

て 頂 け ば 、 よ い 。 上 例 中 の 〈redditurus>に 見 え る 〈urus>が 未 来 分 詞 の 見 出

し 語 の 語 尾 で あ る 。 そ の 意 味 は 、 「～ し よ う と し て い る 」・「～ す る つ も り で

あ る 」。 「～ す る は ず で あ る 」 と い っ た 、 未 来 に か か わ る 情 況 を 示 す 。 〈quO

dredditurusest>の と こ ろ に 〈quodrestituereoporteteundem>が[そ

の 彼 が 返 還 す る こ と を 要 す る と こ ろ の]が 入 っ て く る と 、 意 味 は ほ と ん ど

同 じ で も 、 文 法 的 に は 、 後 者 は は る か に 複 雑 な か た ち に な っ て く る 。 つ ま

り 、 〈oportet>に ひ か れ て 〈idem>[同 じ]の 対 格 形 の 〈eundem>が 不 定 法 の

〈restituere>(〈restituo>[返 還 す る]の 囲 国)を ひ く 対 格 不 定 法 が こ こ

に 見 ら れ る か ら で あ る 。 因]匠]→ 〈35>、 「未 来 分 詞 」 → 〈179>・ 「索 引 」。

〈649翫s>Dolomalopactumfit,唖110tiescircumscribendialter

iuscausa,aliudagituretaliudagisimulatur.[Pactumfitdol6

mal6,quotiesaliudagituretaliudsimulaturaglcircumscrlbendI

alteriuscausa.]「 他 人 を 欺 く た め に 、 他 の こ と が な さ れ た り 、 ま た 他 の

こ と が な さ れ る こ と が 仮 装 さ れ た り す る た び ご と に 、 合 意 は 悪 意 で な さ れ

る 。」 〈simulatur>… 〈simulo>[偽 る]の 図 囲 国 團 、 〈circumscribendi>

… 〈circumscribo>[欺 く]の 國 囮<circumscribendus>[欺 か れ る べ き[で

あ る]]の 團 囲[國 。 ※ 〈causa>は 〈causa>の 團 圏 の 形 で 、 属 格 を と も な っ

て 、 「～ の た め に 」 を 表 わ す 。 「後 置 詞 」 → 「索 引 」。 動 形 容 詞 は 動 名 詞 の か

わ り に 用 い ら れ て い る 。 「動 形 容 詞 と 動 名 詞 の 密 接 な 関 係 」 → 〈153>・ 〈15

40>

〈650>Dolomalopactumsenonservabit。[Pactumdol6mal6

n6nservabitse.](σZp.D.2,14,7,9)「 悪 意 で 合 意 さ れ た[こ と は]、 そ

れ 自 身 を 保 た な い で あ ろ う 。」〈servabit>… 〈servo>[保 存 す る]の 困 国 團 。

〈651>Dolosusversaturingeneralibus.[Dol6susversaturing

eneralibus.](Tray.Max.162)「 悪 意 の あ る[人 は]、 一 般 的 な[こ と]

の 中 に 潜 ん で い る 。」〈dolosus>… 〈dolosus>[悪 意 の あ る]の 團 囲 国(囮)、

〈versatur>… 圖 〈versor>[あ る]の 囲 国 團(図)。

〈651翫s>Dolumauctorisbonaefideiemptorinonnocere,cer

tijurisest.[EstjUriscertldolumauct6risempt6rlfidelbonae

n6nnocere.]「 前 主 の 悪 意 が 善 意 の 買 主 を 害 し な い と い う の は 、 確 定 し た

法 に 属 す る 。」 〈auctoris>… 〈auctor>[前 主]の 團 圏 、 〈nocere>… 〈noceo>

[害 す る]の 囲[耐 。 ※ 〈est(certi)juris>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見

え る 。 対 格 形 の 〈dolum>は 、 主 語 と し て 、 〈nocere>に か か る 。 匿1困 → 〈35>、

「善 意 と 悪 意 」 → 「索 引 」。

〈652>Dolumexinsidiispe叩icuisprobariconvenit。[Conveni

tdolumprobariexinsidiisperspicuis.](C.J.2,20(21),6;1Story,
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Cont.§625)「 悪 意 が 明 白 な 好 計[の 存 在]に 依 っ て 証 明 さ れ る こ と が 、 適

切 で あ る 。」 〈COnVenit>… 〈COnVeniO>[合 致 す る]の 國 国 團(非 人 称 的 表

現)、 〈insidiis>…<insididiae>[妊 計]の 團(複 数 形)、 〈perspicuis>… 〈p

erspicuus>[明 白 な]の[國[冤 團 。

〈653>Dolumfacit,quiexalienajacturalucrumquaerit.[Qui

quaeritlucrumexjactUraaliena,facitdolum.]((Proc.)Pα ㍑Z.D.ヱ4,

347,4)「 他 人 の 損 失 に 基 づ い て 利 益 を 求 め る[人 は]、 悪 意 を な す 。」 〈q

Uaerit>… 〈qUaerO>[求 め る]の 囲 国 團 、 〈jaCtUra>…<jaCtUra>[損 失]

の 團 圏 。 ※ 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 →

「索 引 」。 〈1496>・ 〈1742>・ 〈1983>

〈654>Dolusauctorisnonnocetsuccessori.[Dolusauct6risn

6nnocetsuccess6rl.]「 前 主 の 悪 意 は 承 継 者 を 害 し な い 。」 〈auctoris>…

<auctor>[前 主]の 團 圓 、 〈nocet>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 国 團 、 〈suc

cessori>… 〈successor>[承 継 者]の 團 團 。 ※ 「前 主 と 承 継 者 」 → 「索 引 」

〈655>Doluscircuitunonpurgatur。[Dolusn6npUrgaturcircui

tU.](Bac.Max.Reg,1)「 悪 意 は 迂 回 に 依 っ て は 清 め ら れ な い 。」 〈purgat

ur>…<purgo>[清 め る]の 図 囲 国 團 、 〈circuitu>… 〈circuitus>[迂 回]

の 團 圏 。 ※ 「タ テ マ エ(本 来 行 為)と ホ ン ネ(迂 回 行 為)」 → 「索 引 」

〈655翫s>Doluseidumtaxatnoceredebetquiadmisit。[Dolus

debetnocereel,quladmlsit,dumtaxat.]「 悪 意 は[そ れ を]行 な っ た

人 だ け を 害 す る べ き で あ る 。」 〈nocere>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 困 、 〈ad

misit>…<admitto>D巳 す]の 園 国 團 。

〈656>1)01usemtorisqualitatefactinonquantitatepretiiae

stimatur.[Dolusemt6risaestimaturqualitatefacti,n6nquantita

tepretil.](C.J.4,44,10)「 買 主 の 悪 意 は 、 代 価 の 量[の 大 き さ]で は な

く て 、 行 為 の 質[そ の も の]に よ っ て 評 価 さ れ る 。」 〈aestimatur>… 〈aest

imO>[評 価 す る]の 図 囲 国 團 、 〈qUalitate>… 〈qUalitaS>[質]の 團 圏 、

〈quantitate>… 〈quantitas>[量]の 團 圏 、 〈pretii>… 〈pretium>[代 価]

の 團 國 。 ※ 「タ テ マ エ(量)と ホ ン ネ(質)」 → 「索 引 」

〈657>Do111sestmachinatio,cumaliuddissimulat,alilldagit.

[Dolusestmachinati6,cumdissimulataliud,agitaliud.](Lane,

47)「 悪 意 は 、 あ る こ と を 仮 装 し 、[そ れ と は]別 の こ と を な す の で 、 女干 計

で あ る 。」 〈dolus>… 「悪 意 」、 〈machinatio>… 「好 計 」、 〈dissimulat>… 〈d

issimulo>[装 う]の 囲 国 團 。

〈658>Do111setfrausnemillipatrocilletur.[Dolusetfrauspat

r6cineturneminl.](Year.B.14Hen.8,8)「 悪 意 と 詐 欺 は 誰 も 保 護 し な

い 。」 〈fraus>… 「詐 欺 」、 〈patrocinetur>… 圖 〈patrocinor>[保 護 す る]
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の 囲 国 團(図)。

〈659>Dolusetfrausunainpartesanaridebent.[Dolusetfr

ausdebentsanarlinparteUna.](Noy,Max.45)「 悪 意 と 詐 欺[の 被

害 を 受 け た 人]は 、 常 に 救 済 さ れ る べ き で あ る 。」 〈fraus>… 「詐 欺 」、 〈sa

nari>… 〈sano>[治 す]の 図 囲 團 、 〈parte>… 〈pars>[事 情]の 團 圏 。 ※ 〈i

nparteuna>は 熟 語 で あ る 。

〈660>Do111sfllturllsremittinollpotest.[DolusfutUrusn6np

otestremittl.]「 将 来 の 悪 意 は 許 容 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈futurus>…

「未 来 の 」、 〈remitti>… 〈remitto>[認 容 す る]の 図 囲 團 。

〈661>Doluslatetingeneralibus。[Doluslatetingeneralibus.]

(Tray,Lat.Max.162)「 悪 意 は 一 般 的 な[こ と]の 中 に 隠 れ て い る 。」 〈lat

et>… 〈lateo>[隠 れ る]の 囲 国 團 。

〈662>Dolusnonpraesumitur.[Dolusn6npraesUmitur.](σlp.

D.22,3,18,1)「 悪 意[の 存 在]は 推 定 さ れ な い 。」 〈985>

〈663>Dolusomnimodopuniatur.[DoluspUniaturomnimod6.]

(1Vθr,D.44,4,11,1)「 悪 意 が あ ら ゆ る 方 法 で 罰 せ ら れ る よ う 。」 〈665>・ 〈1

691>

〈664>Doluspropossessioneest.[Dolusestpr6possessi6ne.]

(Pα ㍑Z.D.50,17431)「 悪 意 は 占 有 に 代 わ る 。」 〈2718>

〈665>Do111ssemperpraestatur.[Doluspraestatursemper,]「 悪

意 に は 常 に 責 が 負 わ れ る 。」 〈praestatur>… 〈praesto>[責 を 負 う]の 図 囲

国 團 。 〈2330>

〈666>Dolussuusneminemrelevat.[Dolussuusrelevatnemin

em.](σZ .ρ.D.17,2,63,7)「 自 身 の 悪 意 は 誰 も 助 け な い 。」 〈relevat>… 〈rel

evo>[解 く]の 國 国 團 。 〈806>・ 〈980>・ 〈2016>

〈666わfs>Dolustutorumpueronequenocerenequeprodesse

debet。[DolustUt6rumdebetnequenocerenequepr6dessepuer6.]

「後 見 人 の 悪 意 は 、 子 を 害 す る こ と も[子 に]役 だ つ こ と も 在 っ て は な ら な

い 。」 〈tutorum>… 〈tutor>[後 見 人]の[園[圃 、 〈nocere>… 〈noceo>[害 す

る]の 國 困 、 〈prodesse>… 〈prosum>[役 だ つ]の 囲 圏 、 〈puero>… 〈pue

r>[子]の 團 團 。 ※ 〈neque～neque>は 相 関 語 で あ る 。

〈667>Dolusversaturingeneralibus.[Dolusversaturingener

alibus.](2Co.Rep.34a;3Co.Rep.81a;Wing.Max.636)「 悪 意 は 一 般

的 な[こ と]の 中 に 潜 ん で い る 。」 〈versatur>… 圖 〈versor>[あ る]の 國 国

團(図)。

〈667わfs>Domesticadomesticisprobantur。[Domesticaprobant

urdomesticis.]「 家 内 の[こ と]は 家 内 の[人 々]に 依 っ て 証 明 さ れ る 。」
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〈d・mesti・a>… 〈d・mesti・u・ 〉[家 の]の 圏 園 国(囮)、 〈d・mesti・ii・ 〉

… さ き の 〈domesticus>の 國 囲 圏(囲) 。

〈668>Domisuaequilibetrex.[Qullibetrexdomlsuae.]「 誰 で

も 、 自 身 の 家 で は 王[で あ る]。 」 〈domi>… 〈domus>[家]の 團 地 格 。 ※ 〈d

omi>は 、 辞 書 で は 副 詞 扱 い と な っ て い る が 、 本 来 は 〈domus>の 地 格 形 で あ

る 。 こ の 格 は 、 ラ テ ン 語 の 発 達 段 階 で 、 奪 格 に 吸 収 さ れ て い っ た が 、 こ の 〈d

omi>の ほ か に 、 い く つ か の 語 で 昔 の 面 影 を と ど め て い る 。 重 要 な 法 律 用 語

と し て は 〈domimilitiaeque>[平 時 お よ び 戦 時 に お い て]が あ る(〈milit

ia>は 「軍 務 」 を 指 す)。 な お 、 地 格 形 の 〈Romae>は 「ロ ー マ で 」 を 意 味 す

る こ と が あ る 。 「地 格 」 → 「索 引 」

〈668わfs>Domicilillmreetfactotransfertllr,110nnlldacollte

statione.[Domiciliumtransferturreetfact6,n6ncontestati6ne

nUda.]「 住 所 は 、 物 お よ び 行 為 に 依 っ て 移 転 す る が 、 し か し 単 な る 宣 明 に

依 っ て は 、 移 転 し な い 。」 〈domicilium>… 「住 所 」、 〈transfertur>… 〈tran

sfero>[う つ す]の 図 囲 国 團 、 〈contestatione>… 〈contestatio>[宣 明]

の 團 團 、 〈nuda>… 〈nudus>[た ん な る]の 團[冤 團 。

〈669>Dominiumapossessionecoepissedicitur.[DominiumdI

citurcoepisseapossessi6ne.]「 所 有 権 は 占 有 か ら 始 ま る 、 と 言 わ れ る 。」

〈coepisse>… 〈coepi>[は じ ま る]の 国(完 了 形)。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が

見 え る 。 主 語 の 〈dominium>は 、 〈dicitur>と 〈coepisse>の 双 方 に か か る 。

〈coepi>は 完 了 形 時 称 で し か 現 わ れ な い 特 別 の 動 詞 で あ る 。 → 〈275>・ 〈78

4>。 「現 在 形 の 意 味 を も つ 完 了 」 → 「索 引 」。 国 圏 → 〈98>。 「所 有 権(所 有

権 者)と 占 有(占 有 者)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(所 有 権)と ホ ン ネ(占 有)」

→ 「索 引 」。

〈669翫s>Dominiumestjusutendietablltendi⊂1uatellusjllris

ratiopatitur.[DominiumestjUsUtendletabUtendl,quatenus

rati6jUrispatitur.]「 所 有 権 は 、 法 の 理 が 容 認 す る 限 り で 、 利 用 し 、 利

用 し つ く す こ と の 権 利 で あ る 。」〈utendi>… 巨]〈utor>[利 用 す る]の 國 囮 〈u

tendum>の 國(團)、 〈abutendi>… 〈abutor>[利 用 し つ く す]の 國 囮 〈ab

utendum>の 國(團)、 〈patitur>… 圖 〈patior>[許 す]の 國 国 團(図)。

※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈669fer>Dominiuminvitononacquiritur.[Dominiumn6nacq

uiriturinvit6.]「 所 有 権 は 望 ま な い[人]に は 取 得 さ れ な い 。」 〈acquiri

tur>… 〈acquiro>[取 得 す る]の 図 囲 国 團 、 〈invito>… 〈invitus>[望 ま な

い]の 團 囲 團(囮).※ 「望 む ・ 望 ま な い 」 → 「索 引 」

〈670>Dominiumnonpotestesseinpendenti.[Dominiumn6n

potestesseinpendenti.](σZp.D.7,1,12,5:D.7,1,25,1;Halk.Max.3
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9)「 所 有 権 は 不 確 定 な[状 況]に 在 る こ と は 出 来 な い 。」 〈pendenti>… 〈p

endeo>[ぶ ら さ が っ て い る]の 囲 囹 〈pendens>の 團 團 圏(囲)。

〈671>Dominushabeturquipossidet,donecprobeturcontrar

ium.[Quipossidet,habeturdominus,d6neccontrariumprobetur.]

「 占 有 す る[人 は]、 反 対 の[こ と]が 証 明 さ れ る ま で は 、 所 有 権 者[で あ

る]と 扱 わ れ る 。」〈contrarium>… 〈contrarius>[反 対 の]の 團 團 国(匿 唾])。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 主 語 は 、 〈habetur>と 隠 れ て い

る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 「所 有 権(所 有 権 者)と 占 有(占

有 者)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(所 有 権)と ホ ン ネ(占 有)」 → 「索 引 」。 〈2

637>

〈672>Dominllsimperatorinterritoriosuo.[Dominusimperat

orinterrit6ri6su6.]「 所 有 権 者 は 自 身 の 土 地 で は 支 配 者[で あ る 。]」 〈i

mperator>… 「支 配 者 」、<territorio>… 〈territorium>[土 地]の 團 團 。

〈673>Dominusmembrorumsuorumnemovidetur.[Nem6videt

urdominusmembr6rumsu6rum.](σZp.D.9,2,13pr.)「 誰 も 自 身 の 四

肢 の 所 有 権 者 で[あ る]と は 見 ら れ な い 。」 〈membrorum>… 〈membrum>

[四 肢]の[國[国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、<videt

ur>と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 團 → 〈98>

〈674>Dominusrexnullumhaberepotestparem,multominu

ssllperiorem.[DominusrexpotesthabereparemnUllum,superi

6remminusmult6,](1Reeve,Hist,Eng,Law.115)「 支 配 者 で あ る 国 王

は 、[自 身 と]同 等 の[人]を 誰 も 持 つ こ と は 出 来 な い 。[自 身 よ り]い っ

そ う 上 の[人]は 、 も ち ろ ん[持 つ こ と は 出 来]な い 。」 〈parem>… 〈par>

[等 しい]の 團囲圃(囮)。

〈675>Dominllssoliestdominuscoeli(caeli)etinferorllm.[D

ominussollestdominuscoell(caell)etInfer6rum.]「 土 地 の 所 有 権

者 は 天 空 と 地 下 の 所 有 権 者 で あ る 。」 〈coeli(caeli)〉 … 〈coelum(caelum)〉

[天]の 團[國 、 〈inferorum>… 〈inferi>[地 下]の 國(複 数 形)。 〈508>

〈676>Domussuacuiqueesttutissimumrefugium.[Domussu

aestrefugiumtUtissimumcuique.](Gα ムD.2,4,18;5Co,Rep.9b,9

2)「 す べ て の 人 に と っ て 、 自 身 の 家 は 最 も 安 全 な 避 難 所 で あ る 。」 〈domus>

… 「家 」
、 〈refugium>… 「避 難 所 」、 〈tutissimum>… 〈tutus>[安 全 な]の

國 〈tutissimUS>の 團 園 国 。

〈677>Domustutissimumcui唖11erefugiumatqllereceptacu111

msit.[DomussitrefugiumatquereceptaculumtUtissimumcuiq

ue.](Gαf.D.2,4,18)「 家 が 、 す べ て の 人 に と っ て 、 最 も 安 全 な 、 避 難 所

で 、 隠 れ 場 で あ る よ う 。」 〈domus>… 「家 」、 〈refugium>… 「避 難 所 」、 〈t
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utissimum>… 〈tutus>[安 全 な]の 國 〈tutissimus>の 團 口]国 、 〈receptac

ulum>… 「か く れ 場 」。

〈678>Donaclandestinasuntsempersuspiciosa.[D6naclande

stinasuntsuspici6sasemper.](C.J.4,35,23;3Co.Rep.81a)「 内 密

の 贈 与 は 、 常 に 疑 い の 眼 を も っ て 見 ら れ る 。」 〈dona>… 〈donum>[贈 物]

の 圏 国 、 〈clandestina>… 〈clandestinus>[内 密 の]の 圏 囲 国 、 〈suspic

iosa>… 〈suspiciosus>[疑 念 を も た れ る]の 圏 團 国 。 〈335>・ 〈1371>

〈678わfs>Donasuntquaenullanecessitatejuris,officii,sed

spontepraestantur.[D6nasunt,quaepraestantur,necessitaten

UllajUris,officii,sedsponte.]「 贈 与 は 、 法 、 義 務 の な ん ら の 強 制 も な

い 状 況 下 で 、 自 由 意 思 で 給 付 さ れ る[も の]で あ る 。」 〈dona>… 〈donum>

の 圏 国 、<praestantur>… 〈praesto>[さ ず け る]の 図 囲 国 圏 。 ※ 〈nulla

～sed>は 一 種 の 相 関 語 で あ る 。

〈679>Donareestperdere.[D6nareestperdere.]「 贈 与 す る こ と

は 失 な う こ と で あ る 。」 〈donare>… 〈dono>[贈 与 す る]の 囲 困 、 〈perder

e>… 〈perdo>[失 な う]の 國 圏 。 ※ 「文 頭 の 不 定 法 」 → 「索 引 」

〈680>Donarividetur,quodnullojurecogenteconceditur.[Q

uodconceditur,jUrenUll6c6gente,videturd6nari.](PαP.D.50,17,

82)「 な ん ら の 法 も 強 制 し な い と こ ろ で 譲 与 さ れ る[も の は]、 贈 与 さ れ る

も の と 見 ら れ る 。」 〈conceditur>… 〈concedo>「 譲 与 す る 」 の 図 囲 国 團 、 〈c

ogente>… 〈cogo>[強 い る]の 國 囹 〈cogens>の 團 田 團 。 ※ 主 格 不 定 法 の

構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 主 語 は 、〈videtur>と<donari>の 双 方 に か か る 。

絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(jure)プ ラ ス 現 在 分 詞(cogente)」

型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と き に 」 で あ る 。 国 困 → 〈98>、 囮 圏 → 〈22>。

〈681>Dollationollpraesumitur.[D6nati6n6npraesUmitur.](J

enk.Cent.109)「 贈 与 は 推 定 さ れ な い 。」<4>・<3188>

〈682>Donatioomniumbonorumpraesentiumetfuturorumn

onvalet.[D6nati6bon6rumomniumpraesentiumetfutUr6rumn

6nvalet.](Bartolus,P.D.45,1,61)「 現 在 の ま た 将 来 の 物 す べ て の 贈 与

は 、 有 効 で は な い 。」 〈bonorum>… 〈bona>[財 産]の 圓(複 数 形)、 〈prae

sentium>…<praesens>[現 在 の]の[國 匠]國 、 〈futurorum>…<futu「us>

[将 来 の]の[國 圃[圃 。 ※ 「現 在 と 未 来(将 来)」 → 「索 引 」

〈683>Donatioperficiturpossessioneaccipientis.[D6nati6pe

rficiturpossessi6neaccipientis.](Jenk.Cent.109,Case9;2Kent.

438)「 贈 与 は 、 受 領 す る[人]の 占 有 に 依 っ て 完 成 さ れ る 。」 〈perficitur>

… 〈perficio>[完 成 す る]の 図 囲 国 團 、 〈accipientis>°"<acciPio>[う け

と る]の 囲 囹 〈accipi・n・ 〉の 團 囲 國(囮)。
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〈684>Donationessintstrictijuris,ne吼uisplusdonassepra

esumatur噌uamindollationeexpressit.[D6nati6nessintjUriss

trictl,nequispraesUmaturd6nasseplUs,quamexpressitind6n

ati6ne.](13Ed.1.C.1)「 あ る 人 が 贈 与 に 於 い て 明 言 し た も の 以 上 に 贈 与

し た も の と 推 定 さ れ な い よ う に 、 贈 与 に 厳 格 な 法 が 適 用 さ れ る よ う 。」 〈st

ricti>… 〈strictus>[厳 格 な]の 團 匝1[国 、 〈donasse>… 〈dono>[贈 与 す る]

の 匠1匠](〈donavisse>か ら 〈vi>が お ち た も の:『 新 ラ テ ン 文 法 』 §213)、 〈e

xpressit>… 〈exprimo>[明 瞭 に の べ る]の 園 国 團 。※<jurisstricti>は 「所

有 の 属 格(「 ～ の も の で あ る)」 の 用 例 で あ る → 〈68>。 主 格 不 定 法 の 構 文 が

見 え る 。 主 語 の 〈quis>は 、 〈praesumatur>と 〈donasse>の 双 方 に か か る 。

国 匠]→ 〈98>、 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」。

〈685>Donationiscausacontrahilocationonpotest.[Locati6

n6npotestcontrahld6nati6niscausa.](Pα αZ.D.19,2,204)「 賃 約 は 、

贈 与 の た め に 締 結 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈locatio>… 「賃 約 」、 〈contra

hi>… 〈contraho>[締 結 す る]の 図 囲 團 。

〈686>Dollationumaliaperfectaaliainceptaetllonperfecta;

utsidonatiolectafueritetconcessa,actraditionondumfu

eritsubsecuta.[Aliad6nati6numperfecta,aliainceptaetn6np

erfecta;ut,sid6nati6fueritlectaetconcessa,actraditi6fuerit

subsecUtan6ndum.](Co.Litt,53b,66)「 贈 与 の 内 の あ る も の は 、 完 成

し た も の[で あ り]、 あ る も の は 、 着 手 さ れ た が 完 成 さ れ て い な か っ た も の

[で あ る]。[後 者 に つ い て 言 え ば 、]贈 与 が 選 択 さ れ 、 ま た 譲 与 さ れ て い て

も 、 し か し 、 ま だ 引 渡 が 伴 わ な か っ た よ う な 場 合 が 、 こ れ で あ る 。」 〈perf

ecta>… 〈perfectus>[完 成 さ れ た]の 團 國 国 、 〈incepta>… 〈incipio>[は

じ め る]の 囲 囹 〈inceptus>の 團 國 国 、 〈lecta>… 〈lego>[選 ぶ]の 園 囹 〈l

ectus>の 團 國 国 、 〈c・ncessa>… 〈c・nced・ 〉[ゆ ず る]の 園 囹<c・ncessus>

の 團 國 国 、 〈subsecuta>… 圖 〈subsequor>[後 続 す る]の 囲 囹 〈subsecu

tus>の 團 國 国 。 ※ 〈fuerit>は 、 〈sum>[で あ る]の 直 説 法 未 来 完 了 国 團 と

圏 園 国 團 と で 、 同 形 に な る 。 完 了 分 詞 〈perfecta>・ 〈incepta>・ 〈lecta>

・〈concessa>・ 〈subsecuta>は 、 た ん な る 形 容 詞 と し て 、 〈sum>[で あ る]

と 結 び つ く か た ち に な っ て い る だ け で あ る 。

〈686わfs>Donatordeevictionenontenetur.[D6natorn6ntene

turdeevicti6ne.]「 贈 与 者 は 追 奪 に 基 づ い て は 拘 束 さ れ な い 。」 〈donato

r>… 「贈 与 者 」、 〈evictione>… 〈evictio>[追 奪]の 團 團 。

〈687>Dollatornum唖uamdesinitpossidereante⊂1uamdonatari

usincipitpossidere。[D6natordesinitpossiderenumquam,ante

quamd6natariusincipitpossidere.](Dyer.281)「 贈 与 者 は 、 受 贈 者
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が 占 有 し は じ め る 以 前 に は 、 占 有 す る こ と を 決 し て 止 め な い 。」 〈donator>

… 「贈 与 者 」、 〈desinit>… 〈desino>[や め る]の 囲 国 團 、 〈donatarius>

… 「受 贈 者 」、 〈incipit>… 〈incipio>[は じ め る]の 囲 国 團 。

〈688>Dormiuntaliquandoleges,numquammoriuntur.[Leges

dormiuntaliquand6,moriunturnumquam.](2Co.Inst.161)「 法 律

(法)は 、 と き に は 眠 る が 、 決 し て 死 な な い 。」 〈dormiunt>… 〈dormio>[眠

る]の 國 国 國 、 〈mOriUntUr>… 圖 〈mOriOr>[死 ぬ]の 囲 国 圏(図)。 ※ 「タ

テ マ エ(死 ぬ)と ホ ン ネ(眠 る)」 → 「索 引 」

〈689>Dosdedotepetinondebet.[D6sn6ndebetpetided6t

e.](Co.Litt.31;4Co.Rep.122b)「 嫁 資 は 嫁 資 か ら 請 求 さ れ る べ き で は

な い 。」 〈dos>… 「嫁 資 」、 〈dote>… 〈dos>の 團 圏 。

〈690>Dosestuxorialites.[D6sux6riaestIltes.](Or.A.A.2,1

55)「 妻 の 嫁 資 は 争 論 で あ る 。」 〈dos>… 「嫁 資 」、 〈uxoria>… 〈uxorius>[妻

の]の 團 國 国 。

〈690翫s>Dosipsiusfiliaepropriumpatrimoniumest。[D6ses

tpatrim6niumpropriumflliaeipslus.]「 嫁 資 は 婦 女 自 身 の 固 有 の 資 産

で あ る 。」 〈dos>… 「嫁 資 」、 〈patrimonium>… 「資 産 」、 〈filiae>… 〈filia>

[娘]の 團 圏 。

〈690オer>Dotemnumerationonscripturadotalisinstrumenti

facit.[Numerati6,n6nscrlptUraInstrUmentld6talisfacitd6tem.]

「嫁 資 の 証 書 の 書 面 で は な く 、支 払 が 嫁 資 を 作 る 。」〈numeratio>… 「支 払 」、

<scriptura>… 「文 書 」、〈instrumenti>… 〈instrumentum>[文 書]の 團[国 、

〈dotalis>… 〈dotalis>[嫁 資 の]の 圓 圃 國 、 〈dotem>… 〈dos>[嫁 資]の 團

圃 。

〈691>Dotilexfavet;praemillmpudorisest,ideoparcatllr.[L

exfavetd6tl;estpraemiumpud6ris,ide6parcatur.](Co.Litt.31a)

「法 律(法)は 嫁 資 を 優 遇 す る 。 そ れ は 、 貞 淑 さ へ の 報 賞 で あ り 、 そ の た め

に 、 大 切 に さ れ る べ き で あ る 。」 〈favet>… 〈faveo>[優 遇 す る]の 囲 国 團 、

〈doti>… 〈dos>[嫁 資]の 團 團 、 〈praemium>… 「報 賞 」、 〈pudoris>… 〈p

udor>[名 誉 感]の 團 圓 、 〈parcatur>… 〈parco>[大 切1こ す る]の 國 図 囲

国 團 。

〈691わfs>Dotiscausaperpetuaest。[Causad6tisestperpetua.]

「嫁 資 の 原 因 は 永 久 的 で あ る 。」 〈dotis>… 〈dos>[嫁 資]の 團[國 、 〈perpet

ua>… 〈perpetuus>[永 遠 の]の 團 國 国 。

〈691オer>Dotillmcausasemperetllbi唖11epraecipuaest.[Caus

ad6tiumestpraecipuasemperetublque.]「 嫁 資 の 原 因 は 、 常 に 、

ど こ に 於 い て も 、 有 力 で あ る 。」 〈dotium>… 〈dos>の[園 圏 、 〈praecipua>
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… 〈praecipuus>[す ぐ れ た]の 團 國 国 。

〈692>Duaenegationesfortillsaffirmallt.[Negati6nesduaeaff

Irmantfortius.]「 二 重 の 否 定 は 、 い っ そ う 強 く 肯 定 す る 。」 〈negationes>

… 〈negatio>[否 定]の 閣 国 、〈affirmant>… 〈affirmo>[固 め る]の 囲 国 國 、

〈fortius>… 〈fortis>[強 く]に 由 来 す る 副 詞 囲 。

〈693>Duasuxoreseodemtemporellaberellonlicet.[N6nlice

thabereux6resduastemporee6dem.](∫.J,1,10,6;Bl,Com.436)「 二

人 の 妻 を 同 時 点 で 持 つ こ と は 、 許 さ れ な い 。」 〈uxores>… 〈uxor>[妻]の 國

圃 。

〈694>Dubiainmelioremparteminterpretaridebent.[Debent

interpretarldubiainpartemmeli6rem.](Mαrcθ.D.50,17,192,1;De

kretalen,5,41,2,Summarium)「 疑 問 の あ る[こ と]を い っ そ う 良 い 方 へ

と 解 釈 す る べ き で あ る 。」 〈interpretari>…[≡]〈interpretor>[解 釈 す る]

の 囲 国(図)、 〈partem>… 〈pars>[側]の 團 因]。 ※ 〈interpretor>は デ ー ポ

ー ネ ン テ ィ ア 動 詞 な の で 、 〈dubia>は 、 主 格 で な く て 、 対 格 と 理 解 し な け

れ ば な ら な い 。 し か し 、 比 較 的 後 代 の ラ テ ン 語 で は 、 こ の デ ー ポ ー ネ ン テ

ィ ア 動 詞 を ふ つ う の 動 詞 と 扱 っ た う え で 、 そ の 受 動 相 と し て 〈interpretar

i>と い う 不 定 法 を も っ て き て い る よ う に も 見 え る 。 こ の と き 、 〈dubia>は

主 語 の 扱 い と な っ て く る 。 も っ と も 、 日 本 語 で は 受 動 相 的 な 表 現 は あ ま り

好 ま れ て い な い の で 、 ど ち ら の 理 解 に よ っ て も 、 最 終 の 日 本 語 訳 は 同 じ よ

う に な っ て く る が 。 〈Indubio・dubiis>論 → 「索 引 」、 「デ ー ポ ー ネ ン テ ィ

ア 動 詞(形 式 所 相 動 詞)の 訳 し か た 」 → 〈6>・ 〈1303>・ 「索 引 」。

〈695>Ducautdota.[DUcautd6ta.](Dec.5,16,2;Mose,22,16,

17)「[未 婚 の 婦 女 を 誘 惑 し た]君 は 、[彼 女 を 婚 姻 の た め に]連 れ て い く

か 、 あ る い は[彼 女 の た め に]嫁 資 を 設 定 す る か 、 せ よ 。」 〈duc>… 〈duco>

[ひ っ ぱ る]の 圃 囲 口 團 、〈dota>… 〈doto>[嫁 資 を 設 定 す る]の 囹 囲 口 團 。

〈695わfs>Duocumfaciuntidem,nonestidem.[N6nestidem,

cumduofaciuntidem.]「 二 人 が 同 一 の[こ と]を な す と き に は 、 そ れ

は 同 一 の も の で は な い 。」

〈696>Duocumidemfaciuntlloclicetimpunefacerehllic,i1

1inonlicet.[LicetfacerehochuicimpUne,n6nlicetilll,cumd

uofaciuntidem.](cf.Tac.Ad.V.3,37)「 二 人 が 同 一 の[こ と]を な す と

き 、 こ の 人 に は こ れ を 罰 せ ら れ な い ま ま に な す こ と が 許 さ れ 、 あ の 人 に は

[こ れ が]許 さ れ な い[こ と が あ る]。 」

〈697>Duononpossuntinsolidounamrempossidere.[Duon

6npossuntpossidereremUnaminsolid6.](Co.Litt.368)「 二 人 は 、

た だ 一 つ の 物 を 全 体 と し て 占 有 す る こ と は 出 来 な い 。」
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〈698>Duosuntinstrumentaadomnesresautconfirmandas

autimpugllandas,ratioetauctoritas.[InstrUmentaadresomne

sautc6nflrmandasautimpUgnandassuntduo,rati6etauct6rit

as.](8Co.Rep.16)「 あ ら ゆ る も の を 、 あ る い は 確 証 す る た め 、 あ る い は

攻 撃 す る た め の 手 段 は 、 理 と 権 威 と の 二 つ で あ る 。」 〈instrumenta>… 〈in

strumentum>[手 段]の[園 国 、 〈confirmandas>… 〈confirmo>[固 め る]

の 國 圏 〈confirmandus>[固 め ら れ る べ き[で あ る]]の[圓[冤[到 、 〈impug

nandas>… 〈impugno>[攻 め る]の 國 囮<impugnandus>[攻 め ら れ る べ

き[で あ る]]の[圓 國 因]、 〈auctoritas>… 「権 威 」。 ※ 二 つ の 動 形 容 詞 は 、

前 置 詞 に ひ か れ て 対 格 に 展 開 し て い る だ け な の で 、 こ こ は 動 名 詞 の よ う に

軽 く 訳 し て い か な け れ ば な ら な い 。 こ れ は と く に 注 意 の 必 要 な と こ ろ で あ

る 。 國 囮 →<1>、 「動 形 容 詞 と 動 名 詞 の 密 接 な 関 係 」 →<153>・<1540>。

〈699>Duobuslitiganti1⊃ustertiusgaudet.[Tertiusgaudetdu6

buslitigantibus.]「 二 人 が 争 っ て い る こ と を 、 第 三[者]が 喜 ぶ 。」 〈ter

tius>… 「第 三 者 」、 〈gaudet>… 〈gaudeo>[よ ろ こ ぶ]の 囲 国 團 、 〈litiga

ntibus>… 〈litigo>[争 う]の 囲 囹 〈litigans>の 國 囲 團 。 ※ 〈duobuslitig

antibus>は 、 〈gaudeo>が 奪 格 を 支 配 す る 動 詞 な の で 、 「争 っ て い る 二 人 」

と い う 意 味 の 、 た ん な る 奪 格 の ペ ア と 見 る の が ひ と ま ず 適 切 で あ る が 、 こ

こ に 絶 対 的 奪 格 の 構 文([二 人 が 争 っ て い る と き に])を 見 る こ と も 、 ま っ

た く 不 可 能 と い う わ け で は な い 。 そ の と き 、 「名 詞(数 詞)(duo)プ ラ ス

現 在 分 詞(litigantibus)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る あ い だ に 」 と な る 。

囮 團 → 〈22>

〈700>Duoruminsolidumdominiumessenonpotest.[Domini

umdu6rumn6npotestesseinsolidum.](σZμD.13,6,5,15;1Mac

keldey,Civ,Law.236,245)「 二 人 の 人 の[同 一 物 に 関 す る]所 有 権 は 、 全

体 に つ い て は 存 在 出 来 な い 。」<2582>

〈701>Duplicationempossibilitatislexnonpatitur.[Lexn6n

patiturduplicati6nempossibilitatis.](1Rolle,321)「 法 律(法)は

可 能 性 の 倍 化 を 許 さ な い 。」〈patitur>… 囲 〈patior>[許 す]の 囲 国 團(図)、

〈duplicationem>… 〈duplicatio>[倍 化]の 團 因]、 〈possibilitatis>… 〈po

ssibilitas>[可 能 性]の 團 圓 。

〈702>Duralex,sedlex.[LexdUra,sedlex.](σZp.D.40,9,12,1)

「そ れ は 、 峻 厳 な 法 律(法)で[あ る が]、 し か し 、 法 律(法)[で あ り 、 遵

守 さ れ な け れ ば な ら な い]。 」 〈dura>… 〈durus>[峻 厳 な]の 團 國 国 。 ※ 動

詞 が 省 略 さ れ て い る 。 こ の ラ テ ン 語 命 題 に は 、 ふ つ う 、 「悪 法 も 法 な り 。」

と い う 日 本 語 訳 が あ て ら れ て い る が 、 そ れ は 原 語 か ら か な り は な れ た 訳 に

な っ て く る 。 一 般 に 、 古 い 法 の 歴 史 を た ど っ て み る と 、 現 代 の 感 覚 か ら す
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れ ば 、法 や そ の 制 裁 は き わ め て 厳 し か っ た こ と が 知 ら れ る の で 、「峻 厳 な 法 」

を か ん た ん に 「悪 法 」 と き め つ け る わ け に は い か な い か ら で あ る 。 実 際 の

と こ ろ 、 ア テ ー ナ イ の 立 法 家 ・ ド ラ コ ー(前 七 世 紀)が 制 定 し た 法 律 は 、

ほ と ん ど の 犯 罪 に 死 刑 を 科 し た 、 と 伝 え ら れ て い る こ と で 有 名 で あ る し 、

ロ ー マ で も 、 初 期 の 時 代 に は 、 現 行 犯 を 殺 害 し て よ い 場 合 が 法 定 さ れ て い

た 。 つ い で に 言 え ば 、 問 題 が も う 一 つ あ る 。 そ れ は 、 多 く の 書 物 に お い て 、

哲 人 ソ ー ク ラ テ ー ス が 「悪 法 も 法 で あ る 。」 と 考 え て い た 、 と 各 著 作 に お い

て 説 明 さ れ て い る 部 分 に か ん す る こ と で あ る 。 古 代 ギ リ シ ア の ア テ ー ナ イ

の 民 主 政 が 衆 愚 政 に む か い つ つ あ っ た 前 四 世 紀 の は じ め に 、 彼 は 、 国 家 の

神 々 を 冒 涜 し 、 新 し い 霊 を 導 入 し 、 青 年 を 腐 敗 さ せ た か ど で 訴 追 を う け 、

五 〇 一 名 か ら な る 民 衆 裁 判 所 で 死 刑 の 判 決 が 出 た と き 、 脱 獄 し て 刑 を ま ぬ

が れ る 方 法 も あ っ た の に(こ れ が 当 局 か ら 黙 認 さ れ て い た ふ し も あ る)、 い

さ ぎ よ く 刑 に 服 し た 。 そ の よ う な こ と を 理 由 と し て 、 「悪 法 も 法 な り 。」 と

彼 が 考 え て い た 点 が あ げ ら れ て い る の で あ る 。 し か し 、 彼 の 考 え か た を 点

検 し て み る と 、 彼 は 、 「法 が 正 し い か ら 、 そ の 法 に し た が う 。」、 「悪 い 法 は

そ も そ も 法 で な い 。」 と 考 え て 、 刑 に 服 し た と 思 わ れ る の で 、 ご く 一 般 的 な

「悪 法 も 法 で あ る 。」 と い う 命 題 に ソ ー ク ラ テ ー ス の 故 事 を ス ト レ ー ト に 結

び つ け る の は 不 適 切 で あ ろ う 。 彼 の 場 合 、 「悪 判 も 判 。」(つ ま り 、 ま ち が っ

た 判 決 で も 、 判 決 は や は り 判 決 で あ る)ぐ ら い の こ と な ら 、 言 っ て も さ し

っ か え な い と 思 わ れ る が 。 〈704腕s>

〈703>Durantecausadurateffectus.[EffectusdUrat,causadU

rante.]「 原 因 が 続 く 限 り 、 結 果 は 続 く 。」 〈durat>…<duro>[つ づ く]の 囲

国 團 、 〈durante>… さ き の 〈duro>の 囲 囹 〈durans>の 團 國 圏 。 ※ 絶 対 的 奪

格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(causa)プ ラ ス 現 在 分 詞(durante)型 」 で 、

そ の 意 味 は 「～ す る か ぎ り 」 で あ る 。 圏 團 → 〈22>、 「原 因 と 結 果 」 … 「索

引 」。

〈704>Duriorcausaestpetitoris.[Causapetit6risestdUrior.]

(Poπz .ρ.D.50,17,33)「 言青 求 者 の 状 況 は 、[被 請 求 者 の 状 況 よ り も]い っ そ

う 厳 し い 。」 〈petitoris>… 〈petitor>[請 求 者]の 團 國 、 〈durior>… 〈duru

s>[厳 し い]の 囲 〈durior>の 團 國 国 。

〈704わfs>Durumhocseditalexscriptaest.[HocestdUrum,

sedlexestscriptaita.]「 こ れ は 峻 厳 で あ る が 、 し か し 、 法 律(法)は

こ の よ う に 書 か れ た 。」 〈durum>… 〈durus>[き び し い]の 團 園 国 、 〈scri

pta>… 〈scripto>[書 く]の 園 囹 〈scriptus>の 團 國 国(受 動 相 完 了 の 構 成

要 素)。 〈702>
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〈705>Eaestaccipiendainterpretatio,quaevitiocaret.[Inte

rpretati6ea,quaecaretviti6,estaccipienda.](Bac.Max.Reg.3b,1

7,47)「 欠 陥 の な い そ の 解 釈 が 、 受 け い れ ら れ る べ き で あ る 。」 〈caret>… 〈c

areO>[欠 け て い る]の 囲 国 團 、 〈VitiO>… 〈VitiUm>[欠 陥]の 團 圏 、 〈aC

cipienda>…<accipio>[う け い れ る]の 國 囮<accipiendus>[う け い れ ら

れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈705わfs>Eaestnaturacavillationisutabevidenterveris,P

erbrevissimasmutationesdisputatio,adeaqllaeevidellterfa

lsasunt,perducatur.[Ea,utdisputati6perdUcatur,abverlsevi

denter,permutati6nesbrevissimas,adea,quaesuntfalsaevide

nter,estnatUracavillati6nis.]「 明 ら か に 真 実 で あ る[こ と]か ら 、 極

め て 簡 潔 な 変 更 に 依 っ て 、 明 ら か に 偽 り で あ る こ と へ と 議 論 が 導 か れ る 、

と い う こ と は 、 屍 理 屈 の 性 質 で あ る 。」 〈disputatio>… 「議 論 」、 〈perduc

atur>… 〈perduco>[導 く]の 図 囲 国 團 、<veris>… 〈verus>[眞 実 の]の 國

圃 圏 、 〈mutationes>… 〈mutatio>[変 更]の 國 圃 、 〈brevissimas>… 〈br

evis>[簡 潔 な]の 國 〈brevissimus>の[園 國[到 、 〈falsa>… 〈falsus>[偽 り

の]の 圏 囲 国 、 〈cavillationis>… 〈cavillatio>[屍 理 屈]の 團 圓 。

〈706>Ea噌uae,commendandicausa,invenditiollibusdic1111t

ur,sipalamappareant,venditoremnonobligant.[Ea,quaedI

cunturinvenditi6nibuscommendandicausa,n6nobligantvendit

6rem,siappareantpalam.](FZor.D.18,1,43pr.)「 売 却 に 於 い て 推 賞

す る こ と の た め に 言 わ れ る こ と は 、 も し そ の[言 葉 が]明 ら か に[推 賞 の

た め の も の で あ る こ と が]明 白 と な る 場 合 に は 、 売 主 を 拘 束 し な い 。」<co

mmendandi>… 〈commendo>[推 せ ん す る]の 國 囮 〈commendandum>の 圏

(團)、 〈appareant>… 〈appareo>[明 ら か に な る]の 國 囲 国 圏 。 ※ 國 囮 →

〈153>・ 〈1540>

〈707>Ea,噌uaedariimpossibiliasllntve1噌uaeinrerumnat

uranonsunt,prononadjectisllabetur.[Ea,quaedarlsuntim

possibiliavelquaen6nsuntinnatUrarerum,habeturpr6n6na

djectis.](σZp.D.50,17435)「 与 え ら れ る こ と が 不 可 能 で あ る も の 、 あ る

い は 物 の 部 類 の 中 に 存 在 し な い も の は 、付 加 さ れ な か っ た も の と 扱 わ れ る 。」

〈adjectis>… 〈adjicio>[付 加 す る]の 匠1囹 〈adjectus>の 國 團 圏([蟹)。

※ 〈quaedariimpossibiliasunt>の く だ り を 文 法 的 に 説 明 す る と 、 〈dar

i>[与 え ら れ る こ と]と い う 不 定 法 は 〈impossibilis>と い う 形 容 詞 の 補 語
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の 位 置 に お か れ て い る 。 〈cantaridignus>[歌 わ れ る の に ふ さ わ し い=歌

う に 値 す る]も 、 〈cantareperiti>[歌 う こ と に 長 じ た(複 数 形)]も 同 じ

構 造 の も の で あ る 。 〈cantari>は 〈canto>[歌 う]の 受 動 相 現 在 不 定 法 で あ

り 、 〈cantare>は さ き の 〈canto>の(能 動 相)現 在 不 定 法 で あ り 、 〈dignus>

は 「ふ さ わ し い 」 を 意 味 す る 見 出 し 語 形 容 詞 で あ り 、 〈periti>は 「熟 練 し

た 」を 意 味 す る を 意 味 す る 形 容 詞 〈peritus>の 複 数 男 性 主 格 の 形 で あ る 。『新

ラ テ ン 文 法 』 §502、 〈2726>。

〈708>Ea,quaefiuntajudice,siadejusnonspectantoffici

um,viribusnonsubsistunt.[Ea,quaefiuntajUdice,n6nsubsi

stuntviribus,sin6nspectantadofficiumejus.](Pα ㍑Z.D.50,17,1

70;Lib.Sex.5,13,26)「 も し 裁 判 官 に 依 っ て な さ れ る も の が 彼 の 職 務 に 関

係 し な い 場 合 に は 、 そ れ は 効 力 を 持 た な い 。」 〈subsistunt>… 〈subsisto>

[と ど ま る]の 囲 国 國 、 〈spectant>…<specto>[関 係 す る]の 囲 国 國 。<1

456>

〈709>Ea,吼uaeincurianostrariteactasunt,debitaeexecu

tionidemandaridebellt.[Ea,quaesuntactaincUrianostrarlt

e,debentdemandarlexecUti6nldebitae.](J㍑Z.D.50,17,64;D.28,2,

13pr.;co.Litt.289b)「 私 た ち の 法 廷 で 方 式 に 従 っ て な さ れ た こ と は 、 し

か る べ き 執 行 に 委 ね ら れ る べ き で あ る 。」〈curia>… 〈curia>[法 廷]の 團 團 、

〈demandari>… 〈demando>[委 ね る]の 図 囲 困 、 〈executioni>… 〈execut

io>[執 行]の 團 團 。

〈710>Ea,quaeinpartesdividinonpossunt,solidaasingul

isheredibusdebentur.[Ea,quaen6npossuntdividiinpartes,

solidadebenturaheredibussingulis.](Mαrc.D.50,17,192pr.)「 部

分 に 分 割 す る こ と が 不 可 能 な も の は 、 個 々 の 相 続 人 に 依 っ て 全 体 と し て 負

わ れ る 。」 〈dividi>… 〈divido>[分 け る]の 図 囲 困 、 〈partes>… 〈pars>[部

分]の[國 因]、 〈solida>… 〈solidus>[全 体 の]の[國 圃 国 、 〈singulis>… 〈si

nguli>[個 々 の]の 圏 囲 圏 。 ※ 〈solida>は 、 主 語 の 〈ea>に か か る が 、 意 味

は 、 「全 体 と し て 」 と い う よ う に 独 立 的 な も の に な る 。「形 容 詞 の 訳 し か た 」

→ 〈55>・ 「索 引 」

〈710わfs>Eaquaepererroremomissavelsolutasunt,condic

ipossunt.[Ea,quaesuntomissavelsolUtapererr6rem,possun

tcondici.]「 錯 誤 に 依 っ て 見 送 ら れ た か 弁 済 さ れ た か し た も の は 、 不 当 利

得 に 基 づ い て 返 還 請 求 さ れ る こ と が 出 来 る 。」 〈omissa>… 〈omitto>[や め

る]の 匠1囹 〈omissus>の 圏 囲 国 、 〈condici>… 〈condico>[不 当 利 得 に も

と つ い て 返 還 請 求 す る]の 図 囲 国 。

〈710fer>Eaquaeprecariomodorelinquuntur,fideicommissa
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vocantur。[Ea,quaerelinquunturmod6precari6,vocanturfideic

ommissa.]「 容 仮 的 な 態 様 で 遺 さ れ る も の は 、 信 託 遺 贈 と 呼 ば れ る 。」 〈re

linquuntur>… 〈relinquo>[残 す]の 図 囲 国 國 、 〈modo>… 〈modus>[方

法]の 團 圏 、 〈precario>… 〈precarius>[認 容 に よ っ て 与 え ら れ た]の 團 囲

圏 、 〈vocantur>… 〈voco>[呼 ぶ]の 図 囲 国 圏 、 〈fideicommissa>… 〈fide

icommissum>[信 託 遺 贈]の 國 国 。 ※ 「タ テ マ エ(遺 贈)と ホ ン ネ(信

託 遺 贈)」 → 「索 引 」

〈711>Ea,quaeraroaccidunt,nontemereinagendisnegotii

scomputantur.[Ea,quaeacciduntrar6,computanturinneg6tii

sagendisn6ntemere.](JαZ.50,17,64)「 稀 に し か 生 じ な い こ と は 、 法

律 行 為 の 実 行 の 際 に 安 易 に は 考 慮 さ れ な い 。」 〈accidunt>… 〈accido>[生

ず る]の 囲 国 圏 、 〈computantur>… 〈computo>[計 算 す る]の 図 囲 国 國 、

<agendis>… 〈ago>[な す]の 國 囮 〈agendus>[な さ れ る べ き 「で あ る 」]

の[國 圃 圏 。 ※ 動 形 容 詞 は 動 名 詞 の か わ り に 用 い ら れ て い る 。 意 味 は 、 「な

さ れ る べ き 事 務 に お い て 」 で は な く 、 「事 務 を な す こ と に お い て 」 と い う よ

う に 、 軽 い も の で あ る 。 「動 形 容 詞 と 動 名 詞 の 密 接 な 関 係 」 → 〈153>・ 〈15

40>・ 「索 引 」、 國 囮 → 〈1>、 國 囮 → 〈153>。

〈711わfs>Eaquaesuntmorisetconsuetudinis,inbonaefide

ijudiciisdebentvenire.[Ea,quaesuntm6risetc6nsuetUdinis,

debentvenlreinjUdicilsfidelbonae.]「 習 慣 お よ び 慣 習 に 属 す る も

の が 、誠 意 訴 訟 に 於 い て 対 象 と な る べ き で あ る 。」〈moris>… 〈mos>[慣 習]

團 國 、 〈venire>… 〈venio>[く る]の 囲 困 。 ※ ふ つ う 母 音 に は 長 音 符 は つ

け ら れ な い の で 、 さ き の 〈venire>は 「売 る 」 の 現 在 不 定 法 の 形 と 同 じ に 見

え る 。 「信 義 誠 実 ・ 誠 意 ・ 善 意 」 → 「索 引 」

〈712>Ea,唖uaesuntstilo,nonoperantur.[Ea,quaesuntstil

6,n6noperantur.]「 筆 跡 の 状 態 に 在 る も の は 、 効 果 を 持 た な い 。」 〈stil

o>_〈stilus>[筆]の 團 圏 、 〈operantur>… 圖 〈operor>[骨 折 る]の 囲 国

圏(図)。

〈713>Eaquoquequaeexhostibuscapiuntur,naturaliration

enostrafiunt.[Quoqueea,quaecapiunturexhostibus,fluntn

ostrarati6nenatUrall.](Gai.1.2,69)「 敵 か ら 奪 取 さ れ る も の も 、 自 然

の 理 に 依 っ て 私 た ち の も の と な る 。」〈capiuntur>… 〈capio>[と る]の 図 囲

国 國 、 〈hostibus>… 〈hostis>[敵]の 國 圏 。 ※ 「国 際 法 」 → 「索 引 」

〈713翫s>Earesfactimagis噌uamjurisest.[ReseaestfactI

magis,quamjUris.]「 そ の 事 柄 は 、 法 の も の と い う よ り も 、 む し ろ 事 実

の も の で あ る 。」 ※ 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」、 「法 と 事 実 」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法)と ホ ン ネ(事 実)」 → 「索 引 」。
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〈714>Eademcausadiversisrationibuscoramjudicibuseccle

siasticisetsaecularibusventilatur.[Causaeademventilaturra

ti6nibusdlverslsc6ramjUdicibusecclesiasticlsetsaecularibus.]

(2Co.Inst.622)「 同 じ 事 案 が 、 教 会 裁 判 所 の 裁 判 官 と 世 俗 の 裁 判 官 の 下

で 、[そ れ ぞ れ]異 な る 論 理 に 依 っ て 論 じ ら れ る 。」 〈ventilatur>… 〈ventil

o>[論 究 す る]の 図 囲 国 國 、 〈diversis>… 〈diversus>[異 な っ た]の 圏 國

圏 、 〈ecclesiasiticis>… 〈ecclesiasticus>[教 会 の]の[園 囲 團 、 〈saecul

aribus>…<saecularis>[世 俗 の]の 國[劉 匿]。

〈715>Eademestratio,eademestlex.[Rati6esteadem,lexe

steadem.](7Pick(Mass.)493)「 理 が 同 じ で あ れ[ば]、 法 律(法)[も]

同 じ で あ る 。」 ※ 「タ テ マ エ(法)と ホ ン ネ(事 実)」 → 「索 引 」

〈716>Eademmenspraesumiturregisquaeestjuris,etquae

essedebet,praesertimindubiis.[MensregispraesUmitureade

m,quaeestjUris,etquaedebetesse,indubiispraesertim.](Ho

b.154;Bac.Max.54)「 国 王 の 心 情 は 法 の 心 情 と 同 じ[で あ る]と 推 定

さ れ 、 そ し て 、 特 に 疑 問 の あ る[こ と]に お い て は 、 あ る べ き[心 情]と

同 じ[で あ る]と 推 定 さ れ る 。」 〈mens>… 「心 」。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見

え る 。 主 語 の 〈mens>は 、 〈praesumitur>と 省 略 さ れ て い る 〈esse>の 双 方 に

か か る 。 「～ と 同 じ 」 と い う 表 現 に は 、 こ こ の 〈idem～qui>系 の パ タ ー ン

の ほ か に 、 〈idem～atque>(つ ぎ の 格 言 の 場 合)が あ る 。 国 困 → 〈98>。

〈717>Eademvisesttacitiat噌ueexpressiconsensus.[Vlsc6

nsensUstacitlatqueexpresslesteadem.](Pαp.D.2,14,2pr.)「 黙 示

の 同 意 と 明 示 の 同 意 は 、 同 じ 力 を 持 つ 。」 〈taciti>… 〈tacitus>[黙 示 の]の

團[劉 圏 、 〈expressi>… 〈exprimo>[表 明 す る]の 囲 囹 〈expressus>の 團[劉

國 。 ※ 〈idem～atque>は 一 種 の 相 関 語 で あ る 。 「明 示 と 黙 示 」 → 「索 引 」、

「タ テ マ エ(明 示)と ホ ン ネ(黙 示)」 → 「索 引 」。

〈718>Ecclesiaecclesiaedecimassolverenondebet.[Ecclesia

n6ndebetsolveredecimasecclesiae.](Cro.Eliz.479)「 教 会 は 、[他

の]教 会 に 一 〇 分 の 一 税 を 支 払 う 必 要 は な い 。」 〈ecclesia>… 「教 会 」、 〈d

ecimas>… 〈decima>[一 〇 分 の 一 税]の 國 因]、 〈ecclesiae>… さ き の 〈eccl

esia>の 團 團 。

〈719>Ecclesiaestinfraaetatemetincustodiadominiregis,

吼uiteneturjuraetllereditatesejusdemmanutenereetdefe

lldere.[EcclesiaestInfraaetatemetincUst6diadominlregis,q

ulteneturteneremanUetdefenderejUraethereditatesejusdem,]

(11Co.Rep.49)「 教 会 は 、[成 熟]年 令 以 下[の 状 態]に 在 り 、 そ し て 、

支 配 者 で あ る 国 王 の 保 護 の 下 に 在 る 。 国 王 は 、 そ の 教 会 の 権 利 と 相 続 財 産
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を そ の 手 に 保 持 し 擁 護 す る 義 務 を 負 う 。」 〈ecclesia>… 「教 会 」、 〈aetatem>

… 〈aetas>[年 令]の 團 因]
、 〈custodia>… 〈custodia>[保 護]の 團 圏 、 〈m

anu>…<manus>[手]の 團 匿]、 〈defendere>… 〈defendo>[防 ぐ]の 囲 匠]。

〈720>Ecclesiafungiturjureminoris.[EcclesiafungiturjUre

min6ris.](C.J.1,2,14pr.;Decretalen,1,411,1:1,41,3;Co.Litt.34

1a)「 教 会 は 年 少[者]の 法 に 従 っ て 活 動 す る 。」 〈ecclesia>… 「教 会 」、 〈f

ungitur>… 圖 〈fungor>[と り 行 な う]の 囲 国 團(図)。

〈721>Ecclesiafungiturviceminoris.[Ecclesiafungiturvice

min6ris.](11Co.Rep.49)「 教 会 は 年 少 者 と し て 活 動 す る 。」 〈ecclesia>

… 「教 会 」
、 〈fungitur>… 囲 〈fungor>[と り 行 な う]の 囲 国 團(図)、 〈vi

ce>… 「 か わ り に 」(属 格 の 名 詞 を と る 副 詞)。

〈722>Ecclesiameliorarinondeterioraripotest.[Ecclesiapot

estmeli6rarl,n6ndeteri6rarl.](2Eden,313)「 教 会 は 、 よ り 良 い 状

況 に さ れ る こ と は 出 来 る が 、 よ り 悪 い 状 況 に さ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈ec

clesia>… 「教 会 」、 〈meliorari>… 〈melioro>[よ り よ く す る]の 図 囲 国 、

〈deteriorari>… 〈deterior>[よ り 悪 く す る]の 図 囲 困 。 ※ 「良 い と 悪 い 」

→ 「索 引 」。 〈350>

〈723>Ecclesianonmoritur.[Ecclesian6nmoritur.](2Co.I

nst.3)「 教 会 は 死 な な い 。」 〈ecclesia>… 「教 会 」、 〈moritur>… 圖 〈morio

r>[死 ぬ]の 囲 国 團(図)。 〈350>

〈724>Ecclesiallonsititsallgllinem.[Ecclesian6nsititsangui

nem.]「 教 会 は 血 を 渇 望 し な い 。」 〈ecclesia>… 「教 会 」、 〈sitit>… 〈siti

o>[渇 望 す る]の 囲[ヨ 團 、 〈sanguinem>"'〈sanguis>[血]の 團 因]。

〈725>Ecclesiavicempersonaeobtinet。[Ecclesiaobtinetvice

mpers6nae,]「 教 会 は 人 の 地 位 を 持 つ 。」 〈ecclesia>… 「教 会 」、 〈obtine

t>… 〈obtineo>[え る]の 囲 国 團 、 〈vicem>…<vicis>[地 位](属 格 の 形 が

見 出 し 語 と な っ て い る)の 團 因]。

〈726>EcclesiavivitlegeRomana.[EcclesiavivitlegeR6mana.]

(LexRibuaria,58,1)「 教 会 は ロ ー マ の 法 律(法)に 依 っ て 生 き る 。」 〈ec

clesia>… 「教 会 」、 〈vivit>… 〈vivo>[生 き る]の 囲 国 團 、 〈Romana>… 〈R

・manUS>[ロ ー マ の]の 團 因 團 。

〈727>Ecclesiaemagisfavendumestquampersonae.[Estfave

ndumecclesiaemagis,quampers6nae.](Giodb.Ecc.Law,172)「 人

よ り も む し ろ 教 会 を 優 遇 す る べ き で あ る 。」 〈favendum>… 〈faveo>[好 意

を も っ]の 國 圏 〈favendus>[好 意 を も つ べ き[で あ る]]の 團 田 国 、 〈ec

clesiae>… 〈ecclesia>[教 会]の 團 團 。 ※ 〈magis～quam>は 相 関 語 で あ

る 。 「 自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈1>・ 〈574>・ 「索 引 」
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〈728>Educatiopupillorumnullimagis吼uammatricommitte

lldaest.[Educati6pUpill6rumestcommittendanUlllmagis,qua

mmatrl.](C.J.5,494pr.)「 未 成 熟 者 の 養 育 は 、 母 以 外 の 誰 に も 委 ね ら

れ る べ き で は な い 。」 〈educatio>… 「養 育 」、 〈pupillorum>… 〈pupillus>

[未 成 熟 者]の 國 圏 、 〈committenda>… 〈committo>[委 ね る]の 國 囮 〈co

mmittendus>[委 ね ら れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 、 〈matri>… 〈mater>

[母]の 團 團 。 ※ 〈nUlli～magiSqUam>は 一 種 の 相 関 語 で あ る 。 國 圏 →

<1>

〈729>Effectussequiturcausam.[Effectussequiturcausam.]

(Wing.Max.226;1Phil.Ev.194)「 結 果 は 原 因 に 従 う 。」 ※ 「原 因 と 結 果 」

→ 「索 引 」

〈730>Eiincum1⊃itprobatio,quidicit,nonquinegat;cump

errerumnaturamfactumnegantisprobationullasit.[Probati6

incumbitei,quidicit,n6nquinegat;cumprobati6nUllanegan

tisfactumsitpernatUramrerum.](Pα ㍑Z.D.22,3,2;Phil.Ev.1,194)

「証 明 は 、 主 張 す る 人 に 課 せ ら れ 、 否 認 す る[人 に は]課 せ ら れ な い 。 そ れ

は 、 事 物[の 存 在]を 否 認 す る 人 の 証 明 は 、 事 物 の 性 質 上 、 な ん ら 存 在 し

な い か ら で あ る 。」 〈incumbit>… 〈incumbo>[課 せ ら れ る]の 囲 国 圓 、 〈n

egat>… 〈negO>[否 定 す る]の 囲 国 團 、 〈negantiS>… さ き の 〈negO>[否 定

す る]の 囲 囹 〈negans>の 團 囲 圓(囮)。 ※ 〈negantis>は 、 「～ の も の で あ

る 」 と い う 属 格 の 用 法 例 で あ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」、

「主 張 と 否 認 」 → 〈2722>・ 「索 引 」。

〈731>Eiquiaffirmat,noneiquinegat,incumbitprobatio.

[Probati6incumbitei,quiaffirmat,n6nei,quinegat.](Pα ㍑1.D.2

2,3,2)「 証 明 は 、 主 張 す る 人 に 課 せ ら れ 、 否 認 す る 人 に は 課 せ ら れ な い 。」

<incumbit>… 〈incumbo>[課 せ ら れ る]の 囲 国 團 、<affirmat>… 〈affirm

O>[主 張 す る]の 囲 国 團 、 〈negat>… 〈negO>[否 定 す る]の 囲[ヨ 圓 。 ※

「主 張 と 否 認 」 → 「索 引 」

〈732>Ei,quisemelsuaprodigerit,alienacredinonoportet.

[N6noportetalienacredlel,qulpr6digeritsuasemel,](Andreas

Alciatus,Embelematum,Liber,Bl.40)「 い っ た ん 自 身 の[も の]を 浪 費

し た 人 に 他 人 の[も の]が 委 ね ら れ る こ と は 、 適 切 で は な い 。」 〈prodiger

it>… 〈pr・dig・ 〉[浪 費 す る]の 圏 囲 国 團 。 ※ 〈・P・rtet>に ひ か れ た 対 格 不

定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈aliena>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈credi>

に か か る 。 因]困 → 〈98>、 「自 身 と 他 人 」 → 「索 引 」。

〈733>Ejusestactionemdenegare,quipossitetdare.[Deneg

areacti6nemestejus,quipossitetdare.](σZp.D.50,17,102,1)
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「訴 権 を 拒 絶 す る こ と は 、[そ れ を]付 与 す る こ と も 出 来 る よ う な 人 に[だ

け]出 来 る こ と で あ る 。」 〈denegare>… 〈denego>[拒 絶 す る]の 囲 困 。 ※

<ejus>は 、 「そ の 者 の も の で あ る 」 と い う 構 造 の 言 い ま わ し で 、 「～ す る 地

位 を も つ 」 と な る → 〈68>・ 〈84>・ 〈500>・ 「索 引 」。 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス

感 覚 ・法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈733翫s>Ejusestdestituerecujusestinstituere.[Destituere

estejus,cUjuslnstituereest.]「 定 め る 権 限 を 持 つ 人 が 止 め る 権 限 を

持 つ 。」 〈destituere>… 〈destituo>[す て る]の 囲 圏 、 〈instituere>… 〈in

stituo>[定 め る]の 囲 圏 。 ※ 〈ejus～,cujus>は 相 関 語 で あ る 。 〈68>・ 〈8

4>・ 〈500>・ 「索 引 」

〈734>Ejusestinterpretarileges,cujusestcondere.[Interpr

etarllegesestejus,cUjuscondereest.](C.J.ヱ,14,12,3:4:5;Coηs

オπ 厩foTα 配 α,21;Tray.Civ.Law,96;Lat.Max.174)「 法 律(法)を 解 釈

す る こ と は 、[そ れ を]作 り だ す こ と が 出 来 る 人[だ け]の 仕 事 で あ る 。」 〈i

nterpretari>… 圖 〈interpretor>[解 釈 す る]の 囲 国(図)、 〈condere>… 〈c

ondo>[つ く る]の 囲 困 。 ※ 「〈sum>プ ラ ス 代 名 詞 の 属 格 」 の 構 文 が 見 え

る 。 〈ejus～,cujus>は 相 関 語 で あ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 →<68>・ 〈84>

・ 〈500>・ 「索 引 」

〈735>Ejusestnolle,quipotestve111e.[N611eestejus,quipo

testvelle,](σZp.D,50,17,3)「 望 ま な い[で い る]こ と は 、 望 む こ と が

出 来 る 人[だ け]に 可 能 な こ と で あ る 。」 ※ 〈ejus～,cujus>→ 〈68>。 「望

む ・望 ま な い 」 → 「索 引 」、 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・<84>・ 「索 引 」、 「タ

テ マ エ(望 む こ と が で き る)と ホ ン ネ(望 ま な い)」 → 「索 引 」。

〈736>Ejusestpericulum,cujusestdominiumautcommodu

m.[Perlculumestejus,cUjusdominiumautcommodumest.](Pα

αZ.D.50,1740;Bart.Max.33)「 所 有 権 あ る い は 利 益 を 持 つ 人 に 、 危 険 が

属 す る 。」 〈periculum>… 「危 険 」、 〈commodum>… 「利 益 」。 ※ 〈ejus～,

cujus>は 相 関 語 で あ る → 〈68>・ 〈84>・ 〈500>・ 「索 引 」、 「利 益(利 得)と

損 失(損 害 ・不 利 益 ・ 危 険 ・負 担)」 → 「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚

・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」、 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索

引 」。

〈737>Ejusesttollerelegem,cujusestcondere.[Tollerelege

mestejus,cUjuscondereest.]「[法 律(法)を]作 る こ と が 出 来 る 人

が 、 法 律(法)を 撤 廃 す る こ と が 出 来 る 。」 〈tollere>… 〈tollo>[奪 う]の 囲

困 、 〈condere>… 〈dondo>[つ く る]の 囲 困 。 ※ 〈ejus～,cujus>は 相 関

語 で あ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 〈500>・ 「索 引 」。

〈738>Ejusnullaculpaest,cuiparerenecesseest.[CulpanU
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llaestejus,cuiestnecesseparere.](Pα ㍑Z.D.50,17,169pr.;Broo

m,Max.12)「 服 従 す る こ と が 必 要 な 人 に は 、 な ん ら の 過 失 も な い 。」 〈nec

esse>… 「必 要 な 」 を 意 味 す る 不 変 化 の 形 容 詞 、 〈parere>… 〈pareo>[し た

が う]の 囲 團 。 ※ 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 〈3090>・ 「索 引 」。

〈739>Ejussuntmobilia,cujusestdomus.[M6biliasuntejus,

cUjusdomusest.]「 家 を 所 有 す る 人 に 動[産]が 属 す る 。」 〈mobilia>

… 〈mobilis>[動 か す こ と が 出 来 る]の 圏 團 国(囮) 、 〈domus>… 「家 」。

※ 〈ejus～,cujus>は 相 関 語 で あ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・<84>・ 〈5

00>・ 「索 引 」

〈740>Electaunavianondaturrecursusadalteram.[Recurs

usadalteramn6ndatur,viaUnaelecta.](JuZ,D.47,2,57,1;10T

oull.n.170)「 一 つ の 道 が 選 ば れ た と き に は 、 他 の[道]へ 戻 る こ と は 認 め

ら れ な い 。」<recursus>… 「ひ き か え し 」、<via>… 〈via>[道]の 團 團 、 〈e

lecta>… 〈eligo>[選 ぶ]の 囲 囹 〈electus>の 團 國 圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文

が 見 え る 。 「名 詞 〈via>プ ラ ス 完 了 分 詞(electa)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す

る と き に 」 で あ る 。 圏 圏 → 〈22>、 「一 つ と 他 」 → 「索 引 」。

〈741>Electiosemelfactanonpatiturregressum.[Electi6fac

tasemeln6npatiturregressum](Co.Litt.146a)「 い っ た ん 行 使 さ れ

た 選 択 は 、 撤 回 を 許 さ な い 。」 〈electio>… 「選 択 」、 〈patitur>… 圖 〈patior>

[許 す]の 囲 国 團(図)、 〈regreSSUm>… 〈regreSSUS>[逆 行]の 團 圃 。

〈742>Electionesfiantriteetliberesineinterruptioneali噌u

a.[Electi6nesflantrlteetIlberesineinterrupti6nealiqua.](Co.

Litt.146a;2Co.Inst.169)「 選 択 が 、 形 式 に 貝1」り 、 し か も な ん ら の 妨 害

も な し に 自 由 に な さ れ る よ う 。」 〈electiones>… 〈electio>[選 択]の 圏 国 、

〈interruptione>… 〈interruptio>[遮 断]の 團 圏 。

〈743>Eligenselecticonditionemscirepraesumitur.[Eligens

praesUmiturscireconditi6nemelecti.]「 選 ぶ[人]は 、 選 ば れ た[人]

の 状 況 を 知 っ て い る も の と 推 定 さ れ る 。」 〈eligens>… 〈eligo>[選 ぶ]の 見

出 し 語 囲 囹(囮)、 〈scire>… 〈scio>[知 る]の 囲 困 、 〈electi>… 〈eligo>

[選 ぶ]の 囲 囹 〈electus>の 團 囲 圓(囮)。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。

主 語 の 〈eligens>は 、 〈praesumitur>と 〈scire>の 双 方 に か か る 。 国 匠]→ 〈9

8>

〈743翫s>Emtio(Emptio)etvenditiocontrahitursimulatque

depretioconvenerit.[Emti6(Empti6)etvenditi6contrahitursim

ulatqueconveneritdepreti6.]「 売 却 と 購 入 は 、 代 価 に 関 し て 合 意 が

な さ れ る と 同 時 に 、 締 結 さ れ る 。」 〈pretio>… 〈pretium>[代 価]の 團 團 。

〈744>Emtio(Emptio)tollitlocatum.[Emti6(Empti6)tollitloca
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tum.](Gαf.D.19,2,254)「 購 入 は 賃 貸 を 奪 う 。」 〈tollit>… 〈tollo>[奪 う]

の 國 国 團 、 〈locatum>… 〈locatum>[賃 貸]の 團 囲 。 ※ 「売 買 は 賃 貸 借 を

破 る 。 〈KaufbrichtMiete.〉 」 と い う 独 語 の 格 言 の ロ ー マ 版 、 と で も ひ と

ま ず 表 現 し て お こ う 。 他 方 で 、 「売 買 は 賃 貸 借 を 破 ら な い 。」 と い う ル ー ル

(法 理)も 存 在 し て い た 。 古 い ゲ ル マ ン 法 で は そ う で あ っ た し 、 現 代 で も 、

賃 借 人 の 利 用 権 を 保 護 す る 立 場 か ら 、 部 分 的 に は そ の よ う な 扱 い に な っ て

い る 。

〈745>Emtor(Emptor)curiosusessedebet.[Emtor(Emptor)deb

etessecUri6sus.](σZp.D.15,3,3,9)「 買 主 は[購 入 の 際 に は]注 意 深

く あ る べ き で あ る 。」 〈curiosus>… 「注 意 深 い 」。 ※ ち な み に 、 ド イ ツ 法 に

も 、 〈WerdieAugennichtauftut,tutdenBeutelauf.〉[眼 を[し っ

か り と]開 け て い な い 者 は 、 財 布 を 空 っ ぽ に す る 。]と い う 法 格 言 が あ る 。

売 り 買 い の 営 み と い う も の が 一 種 の 白 兵 戦 で も あ る こ と が よ く 知 ら れ て い

る わ け で あ る 。 〈3825>。 「契 約 の 実 相 」 → 「索 引 」

〈746>Emtor(Emptor)emitquamminimopotest,venditorven

det唖11ammaximopotest.[Emtor(Emptor)emitquamminim6pot

est,venditorvendetquammaxim6potest.](2JohsCh.(N.Y.)25

2,256,486;2Kent.Com.486)「 買 主 は で き る 限 り 小 さ い[金 額]で 買 い 、

売 主 は で き る 限 り 大 き い[金 額]で 売 る 。」 〈emit>… 〈emo>[買 う]の 囲 国

團 、 〈quam>… 「[で き る]か ぎ り 」(最 上 級 と 結 合 し た 用 法)、 〈vendet>

… 〈vendeo>[売 る]の 囲 国 團 。 ※ 「売 主 と 買 主 」 → 「索 引 」、 「契 約 の 実

相 」 → 「索 引 」、 「大 と 小 」 → 「索 引 」。

〈746わfs>Emtor(Emptor)nummosvenditorisfacerecogitur.[E

mtor(Emptor)c6giturfacerenumm6svendit6ris.]「 買 主 は 金 銭 を 売

主 の も の と す る こ と を 強 い ら れ る 。」 〈nummos>… 〈nummus>[金 銭]の 國

因]。 ※ 「売 主 と 買 主 」 → 「索 引 」、 「～ の も の と す る 」 と い う 「属 格 の 訳 し

か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」。

〈746fθr>Emtori(Emptori)etiamvenditorisjuraprodessenon

ambigitur.[N6nambigiturjUravendit6rispr6desseetiamemt6ri

(empt6rl),]「 売 主 の 権 利 が 買 主 に さ え も 役 だ つ こ と は 、 疑 わ れ な い 。」 〈a

mbigitur>… 〈ambiguo>[疑 問 と す る]の 図 囲 国 團 、 〈prodesse>… 〈pros

um>[役 だ つ]の 囲 困 。 ※ 〈ambigitur>に ひ か れ た 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見

え る 。 対 格 形 の 〈jura>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈prodesse>に か か る 。 国

困 → 〈98>、 「売 主 と 買 主 」 → 「索 引 」。

〈747>Emtori(Emptori)tempusvenditorisadusucapionempr

ocedit.[Tempusvendit6risadUsUcapi6nempr6ceditemt6rl(empt

6ri).](Pα ㍑Z.D.41,3,14pr.:D.41,4,2,20)「 買 主 に は 、 売 主 の 、 時 効 取 得
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の た め の 期 間 が 進 行 す る 。」 〈usucapionem>… 〈usucapio>[時 効 取 得]の

團 圃 、 〈procedit>… 〈procedo>[進 む]の 囲 国 團 。 ※ 「売 主 と 買 主 」 → 「索

引 」。 〈3534>

〈748>Enumeratioinfirmatregulamincasibusnonenumerati

s.[Enumerati6infirmatregulamincasibusn6nenumeratis.](Ba

c.Aph.17)「 列 挙 は 、 列 挙 さ れ て い な い 事 案 に 於 い て 、 原 則 を 弱 め る 。」 〈e

numeratio>… 「列 挙 」、 〈infirmat>… 〈infirmo>[弱 め る]の 囲 国 團 、 〈re

gulam>… 〈regula>[原 則]の 團 困]、 〈enumeratis>… 〈enumero>[列 挙 す

る]の 囲 囹 〈enumeratUS>の 圏 囲 圏 。

〈749>Enumeratiouniusestexclusioalterius.[Enumerati6Un

IusestexclUsi6alterlus.](Johns,Ch(N.Y.)106,113)「 一 つ の[も の]

の 列 挙 は 、 他 の[も の]の 排 除 で あ る 。」 〈enumeratio>… 「列 挙 」、 〈excl

usio>… 「排 除 」。

〈749わfs>Eolocupletiorfactusestquantumpropriaepecunia

epepercit。[Estfactuslocupletiore6,quantumpepercitpecUnia

epropriae.]「 彼 は 、 自 身 の 金 銭 を 節 約 し た 限 り で 、 い っ そ う 豊 か に な っ

た 。」 〈locupletior>…<locuples>[富 ん だ]の 見 出 し 語 國 、 〈pepercit>…<p

arco>[節 約 す る]の 囲 国 團(与 格 を 支 配 す る 動 詞 で あ る)、 〈pecuniae>

… 〈pecunia>[金 銭]の 團 團 。 ※ 〈eo～,quantum>は 相 関 語 で あ る 。

〈750>Eodemligaminequoligatumestdissolvitur.[Dissolvit

urligaminee6dem,qu6estligatum](σZ .ρ.D.50,17,35;Co.Litt.212

b;Broom,Max.599)「 そ れ は 、 そ れ を 義 務 づ け た の と 同 じ 絆 を 通 し て 、

解 消 さ れ る 。」 〈dissolvitur>… 〈dissolvo>[解 く]の 図 囲 国 團 、 〈ligamin

e>… 〈ligamen>[絆]の 團 圏 、 〈ligatum>… 〈ligo>[結 び つ け る]の 園 囹 〈l

igatus>の 團 囲 国(受 動 相 完 了 形 の 構 成 要 素)。 ※ 「設 定 と 解 消 」 → 「索 引 」、

「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈751>Eodemmodoquooritur,eodemmododissolvitur.[Diss

olviturmod6e6dem,m6doe6dem,qu60ritur.](Cro.Eliz.697)「 そ

れ は 、 発 生 す る の と 同 じ 方 法 に 依 っ て 、 解 消 さ れ る 。」 〈dissolvitur>… 〈di

ssolvo>[解 く]の 図 囲 国 團 、 〈modo>… 〈modus>[方 法]の 團 圏 、 〈orit

ur>… 圖 〈orior>[生 ず る]の 囲 国 團(図)。 ※ 「設 定 と 解 消 」 → 「索 引 」、

「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈752>Eodemmodoquoquidconstituitur,eodemmododestr

uitur.[Destruiturm6doe6dem,m6doe6dem,qu6quidc6nstituit

ur.](σZ .ρ,D.5047,35;6Co,Rep.53b)「 あ る も の が 設 定 さ れ る 場 合 に 用

い ら れ る の と 同 じ 方 法 に 依 っ て 、 そ れ は 破 棄 さ れ る 。」 〈destruitur>… 〈de

struo>[こ わ す]の 図 囲 国 團 、 〈modo>… 〈modus>[方 法]の 團 圏 、 〈co
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nStitUitUr>… 〈COnStitUO>[設 定 す る]の 図 囲 国 團 。 ※ 「代 用 型 と し て の

〈quis>」 → 「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索

引 」、 「設 定 と 解 消 」 → 「索 引 」。 〈2459>・ 〈2758>・<3000>・ 〈3117>

〈752わfs>Eodemmodovinculumobligationumsolviturquoqu

aeriadsolet。[Vinculumobligati6numsolviturmod6e6dem,qu6

adsoletquaerl.]「 債 務 関 係 の 鎖 は 、 作 り だ さ れ る 際 に 慣 わ し と な っ て い

る 方 法 と 同 じ も の に 依 っ て 、解 か れ る 。」 〈vinculum>…[絆]、 〈modo>… 〈m

odus>[方 法]の 團 團 、 〈adsolet>…<adsoleo>[な ら わ し と す る]の 囲 国

團 、 〈quaeri>… 〈quaero>[手 に い れ る]の 図 囲 困 。 ※ 「設 定 と 解 消 」 →

「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈753>Episcopusalteriusmandato噌uamregisnontenetllrob

temperare.[Episcopusn6nteneturobtemperaremandat6alterlus,

quamregis.](Co.Litt.134)「 司 教 は 、 国 王 以 外 の[人]の 命 令 に 従 う

こ と を 義 務 づ け ら れ な い 。」 〈episcopus>… 「司 教 」、 〈obtemperare>… 〈o

btempero>[し た が う]の 囲 困 、 〈mandato>… 〈mandatum>[命 令]の 團

團 。 ※ 〈alter～quam>は 一 種 の 相 関 語 で あ る 。

〈754>Episcopusteneatplacitum,incuriaCllristianitatis,d

eiisquaemeresuntspiritualia.[Episcopusteneatplacitum,in

cUriaChristianitatis,deiis,quaesuntspiritualiamere.](12C

o.Rep.44)「 司 教 は 、 キ リ ス ト 教 の 裁 判 所 に 於 い て は 、 純 粋 に 宗 教 上 の こ

と に に 関 し て[だ け]、 決 定 を 保 持 す る べ き で あ る 。」 〈episcopus>… 「司

教 」、 〈placitum>… 〈placitum>[決 定]の 團 因]、<curia>… 〈curia>[法 廷]

の 團 圏 、 〈Christianitatis>… 〈Christianitas>[キ リ ス ト 教]の 團 圏 、 〈s

piritualia>… 〈spiritualis>[魂]の 圏 囮 国 。

〈755>Erantomniacommuniaetindivisaomllibus,ve111tilln

umcunctispartrimoniumesset.[OmniaerantcommUniaetindI

visaomnibus,velutiessetpartrim6niumUnumcUnctis.](Justin.

1,43,1.)「 そ れ ら は 、 す べ て 、 あ た か も す べ て の[人 々]の た め の た だ 一

つ の 財 産 で あ る よ う に し て 、 す べ て の[人 々]に 共 通 で 、 分 割 出 来 な い も

の で あ っ た 。」 〈indivisa>… 〈indivisus>[分 割 さ れ て い な い]の 圏 囲 国 、

<patrimonium>… 「資 産 」、 〈cunctis>… 〈cunctus>[す べ て の]の[國[劉 團

(囮)。

〈756>Erransnonfatetur.[Erransn6nfatetur.](σZμD.42,2,2)

「錯 誤 す る[人]は 自 白 し な い 。」 〈errans>… 〈erro>[金 昔 誤 す る]の 見 出 し

語 國 囹(國)、 〈fatetur>… 圖 〈fateor>[自 白 す る]の 國 国 團(図)。

〈757>Errantiestignoscendum.[EstIgn6scendumerrantl.]

(Mαrcf.D.39,4,16,9)「[私 た ち は]錯 誤 す る[人]を 許 す べ き で あ る 。」 〈i
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gnoscendum>… 〈ignosco>[許 す]の 國 囮 〈ignoscendus>[許 す べ き[で

あ る]]の 團 田 国 、 〈erranti>… 〈erro>[誤 ま る]の 囲 囹 〈errans>の 團 囲 團

(囮 囮)。 ※ 「自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈574>・ 「索 引 」。

〈758>Errantisvoluntasnullaest.[VoluntasnUllaesterranti

s.](C.J.1,18,8;Poπz .ρ.D.39,3,20)「 錯 誤 す る[人]に は 、 い か な る 意 思

も な い 。」 〈errantis>… 〈erro>[誤 ま る]の 囲 囹 〈errans>の 團 囲 圓(囮)。

「文 頭 の 属 格 」 → 「索 引 」。 〈2169>

〈759>Errorcalculinonnocet.[Errorcalculln6nnocet.](Mαc.

D.49,8,1,1;C.J.2.5.1)「 計 算 の 過 誤 は 害 し な い 。」 〈calculi>… 〈calculu

s>[計 算]の 團 國 、 〈nocet>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 国 團 。

〈760>Errorcomm1111isfacitjus.[ErrorcommUnisfacitjUs.]

(σZp.D.1,ヱ4,3)「 共 通 の 過 誤 は 法 を 作 る 。」

〈761>Error,cuinonresistitur,appro1⊃atur.[Error,cuin6nr

esistitur,approbatur.]「 阻 止 が な さ れ な い 過 誤 は 、 是 認 さ れ る 。」 〈resi

stitur>… 〈resisto>[抵 抗 す る]の 図 囲 国 團 、 〈apProbatur>… 〈apProbo>

[是 認 す る]の 図 囲 国 團 。 〈768>

〈762>Errorfucatusnudaveritateinmultisestprobabilior;

etsaepenumerorationibusvincitveritatemerror.[ErrorfUcat

usveritatenUdainmultisestprobabilior;eterrorvincitveritat

emrati6nibussaepenumer6,](2Co.Rep.73a)「 単 な る 真 実 に 依 っ て

色 づ け さ れ た 誤 ま り は 、 多 く の[こ と]に 於 い て は い っ そ う 有 り え る こ と

で あ り 、 そ し て 、 誤 ま り は 、 理 に 依 っ て し ば し ば 真 実 に 打 ち か つ 。」 〈fuca

tus>… 〈fuco>[色 づ け す る]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈veritate>… 〈veritas>[真

実]の 團 圏 、 〈nuda>… 〈nudus>[裸 の]の 團 國 圏 、 〈probabilior>… 〈pr

obabilis>[真 実 ら し い]の 見 出 し 語 囲 、 〈vincit>… 〈vinco>[勝 つ]の 國 国

團 、 〈veritatem>… さ き の 〈veritas>の 團 因]。

〈763>Errorinsyllabanonnocet.[Errorinsyllaban6nnocet.]

(Cerひ.Scα θひ.D.40,4,54pr.)「 表 記 に 於 け る[明 ら か な]誤 ま り は 、 害 し

な い 。」 〈syllaba>… 〈syllaba>「 音 節 」 の 團 團 、 〈nocet>… 〈noceo>[害 す

る]の 國 国 團 。

〈764>Errorjurisnocet.[ErrorjUrisnocet.](Mackeld,Rom.Law,

§178;1,Story,Eq.Jur.§139,Note;4Bouv.Inst.Note,3828)「 法 の 錯 誤

は 害 す る 。」 〈nocet>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 国 團 。

〈764翫s>Errorjusfacit(propterimperitiamtestatoris).[Err

orfacitjUs(propterimperltiamtestat6ris),]「(遺 言 者 の 無 知 の た め

に)誤 ま り は 法 を 作 る 。」 〈imperitiam>… 〈imperitia>[無 知]の 團 因]。

〈765>Errornoceterranti.[ErrornoceterrantL](σZp.D.50,17,
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134,1)「 錯 誤 は 錯 誤 す る 人[自 身]を 害 す る 。」 〈nocet>… 〈noceo>[害 す

る]の 囲 国 團 、 〈erranti>… 〈erro>[錯 誤 す る]の 囲 囹 〈errans>の 團 囲 團

(囮)。

〈766>Errornominisnumquamnocet,sideidentitatereico

nstat。[Errorn6minisnocetnumquam,sic6nstatdeidentitater

el.](C,J.6,37,74;1Duer,Inst.171)「 名 称 の 誤 ま り は 、 も し[対 象]

物 の 同 一 性 が 明 ら か で あ る 場 合 に は 、 決 し て 害 し な い 。」 〈nocet>… 〈noce

o>[害 す る]の 囲 国 團 、<identitate>…<identitas>[同 一 性]の 團 團 。

〈767>Errornonestimputandus.[Errorn6nestimputandus.]

「錯 誤 の 責 は 問 わ れ る べ き で は な い 。」 〈imputandus>… 〈imputo>[帰 す

る]の 見 出 し 語 國 匪ヨ〈imputandus>[帰 せ ら れ る べ き[で あ る]]。 ※ 國 匪ヨ

→ 〈1>

〈768>Errorquinonresistitur,approbatur。[Errorquln6nre

sistitur,approbatur.](Doct.&St.0,70)「 阻 止 さ れ な い 誤 ま り は 、 是

認 さ れ る 。」 〈resistitur>… 〈resisto>[抵 抗 す る]の 図 囲 国 團 、 〈approba

tur>… 〈approbo>[是 認 す る]の 図 國 国 團 。 〈761>

〈769>Errorscribentisnocerenonde1⊃et.[Errorscrlbentisn6

ndebetnocere.](Scαeび.D.50,17,92;Jenk.Cent.324)「 書 き[手]の

誤 ま り は 、[人 を]害 す る べ き で は な い 。」 〈scribentis>… 〈scribo>[書 く]

の 國 囹 〈scribens>の 團 囲[圃(國)、 〈nocere>… 〈noceo>[害 す る]の 國 匠]。

〈770>Erroresadsuaprincipiareferre,estrepellere.[Referre

err6resadprlncipiasua,estrepellere.](3Co.lnst.15)「 誤 ま り を

そ の 始 め に 関 係 づ け る こ と は 、[そ れ を]斥 け る こ と で あ る 。」 〈referre>

… 〈refero>[関 係 づ け る]の 囲 国
、 〈principia>… 〈principium>[は じ ま

り]の 圏 因]、 〈repellere>… 〈repello>[し り ぞ け る]の 囲 困 。 ※ 不 定 法 が

主 語 と な っ て い る → 〈171>。

〈771>Erroresscribentisnocerenondebent.[Err6resscribent

isn6ndebentnocere.](Scα θひ.D.50,17,92;Jenk.Cent.324)「 書 き[手]

の 誤[記]は 害 す る べ き で は な い 。」 〈scribentis>… 〈scribo>[書 く]の 囲

囹 〈scribens>の 團 囲 國(囮)、 〈nocere>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 圏 。

〈772>Erubescimus,cumsinelegeloquimur.[Erubescimus,cu

mloquimursinelege.](1Voび.18,5;Bartolus,Com.1.Auth.3,5,5)「 私

た ち は 、 法 律(法)な し に 語 る と き 、 赤 面 す る 。」 〈erubescimus>… 〈erub

eSCO>[赤 面 す る]の 囲E國 、 〈10qUimUr>… 圖 〈10qUOr>[語 る]の 囲E國

(図)。

〈773>Erubescitlexfilioscastigareparentes.[Lexerubescitf

ili6scastigareparentes.](8Co.Rep.116)「 法 律(法)は 、 息 子[の
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方]が 親[の 行 な い]を 正 す こ と に 赤 面 す る 。」 〈erubescit>… 〈erubesco>

[赤 面 す る]の 國 国 團 、 〈filios>… 〈filius>[,息 子]の 圏 圃 、 〈castigare>

… 〈castigo>[矯 正 す る]の 囲 匠] 、 〈parentes>… 〈parens>[親]の[國[劉 。

※ 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈filios>は 、 主 語 と し て 、 〈castig

are>に か か る 。 因]困 → 〈35>、 「親(父 ・ 家 長)と 子(息 子)」 → 「索 引 」、

「タ テ マ エ(親 ・ 父 ・ 家 長)と ホ ン ネ(子 ・ 息 子)」 → 「索 引 」。

〈774>Esseoptimeconstitutamrempublicam,唖11aeextribus

generibusillis,regali,optimo,etpopulari,sitmodiceconfus

a.[RempUblicam,quaesitc6nfUsamodiceexgeneribustribusi

llis,regali,optim6,etpopulari,essec6nstitUtamoptime.]「 国 王 、

貴 族 、 お よ び 平 民 の[部 類]と い う 、 あ の 三 つ の 部 類 か ら ほ ど 良 く 混 ぜ あ

わ さ れ た 国 家 が 最 も 良 く 構 成 さ れ た こ と 。」 〈confusa>… 〈confundo>[混

ぜ る]の 囲 囹<confusus>の 團 國 国 、 〈tribus>…<tres>[三 つ の]の 圃 團

(圏)、 〈regali>… 〈regalis>[国 王 の]の 團 圃 圏 、 〈populari>… 〈populari

s>[国 民 の]の 團[]]圏 、 〈constitutam>… 〈constituo>[構 成 す る]の 匠1囹

〈constitutus>]の 團 國 匿1(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。 ※ 本 動 詞 を 欠 く か た

ち の 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈rempublicam>は 、 主 語 と し

て 、 〈esse>に か か る 。 因]国 → 〈35>

〈775>Estaliquod吼uodnonoportetetiamsilicet;quicquid

verollonlicetnolloportet.[Aliquod,quodn6noportet,etiamsI

licet,est;ver6quicquidn6nlicet,n6noportet,](Hob.159)「 た と

え 許 さ れ て い て も[な す こ と が]適 切 で は な い あ る こ と が 、 存 在 す る 。 し

か し 、 一 方 で 、[な す こ と が]許 さ れ て い な い こ と に つ い て は 、 す べ て 、[こ

れ を な す こ と は]適 切 で は な い 。」 ※ 〈quicquid>の も と と な る 〈quisquis>

は 、不 定 関 係 代 名 詞 で あ る 。〈quicumque>も ほ ぼ 同 じ よ う な 意 味 を も つ が 、

前 者 の 場 合 、 〈quis>と 〈quis>で 、 両 方 と も 変 化 す る の に 対 し て 、 後 者 の 場

合 、 前 半 部 の 〈qui>の と こ ろ だ け が 変 化 す る と こ ろ が ち が っ て い る 。 「タ テ

マ エ(許 さ れ て い る)と ホ ン ネ(適 切 で あ る)」 → 「索 引 」

〈776>Estautemvislegemsimulans.[Autemvisestsimulans

legem.]「 暴 力 も 法 律(法)の 振 り を す る も の で あ る 。」 〈simulans>… 〈si

mulo>[ふ り を す る]の 囲 囹 〈simulans>の 團 國 国 。

〈777>Estbonijudicisampliarejurisdictionem.[AmpliarejUr

isdicti6nemestjUdicisboni.](Gilb.14)「 裁 判 権 を 拡 充 す る こ と は 、

有 能 な 裁 判 官 の[任 務]で あ る 。」 〈ampliare>… 〈amplio>[拡 げ る]の 囲

困 。 ※ 〈judicis>は 、 「裁 判 官 の[任 務]で あ る 」 を 意 味 す る 属 格 の 用 法 の

例 で あ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈778>Estcujusqueproprium,quoquisquefruituratqueutit
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ur.[Qu6quisquefruituratqueutitur,estpropriumcujusque.](C

ic.)「 各 人 が 収 益 し そ し て 使 用 す る[も の が]、 各 人 に 固 有 の も の で あ る 。」

<fruitur>… 圖<fruor>[収 益 す る]の 囲 国 團(図)。

〈779>Estipsorumlegislatorumtanquamvivavox.[V6xlegisl

at6rumips6rumest,tanquamviva.](10Co.Rep.101b)「 立 法 者 自

身 の 声 は 、 あ た か も 生 き た[声]の よ う な も の で あ る 。」 〈VOX>… 「声 」、 〈l

egislatorum>… 〈legislator>[立 法 者]の 國[国 、〈viva>… 〈vivus>[生 き た]

の 團 國 国 。

〈780>Estjuspublicumetprivatum,quodexnaturalibuspra

eceptisautgentium,autcivilibusestcollectum;et吼uodinj

urescriptojusapPellatllr,idi111egeAngliaerectumdicitur.

[JUspUblicumetprlvatumest,quodestcollectumexpraeceptib

usnatUralibus,autgentiumautclvillbus;et,id,quodappellatu

rjUsinjUrescript6,diciturrectuminlegeAngliae.](Co.Litt.15

8b)「 公 法 お よ び 私 法 は 、 あ る い は 諸 国 家 の 、 あ る い は 市 民 の 、 自 然 の 掟

か ら 集 め ら れ た[も の]で あ る 。 そ し て 、 成 文 法(ロ ー マ 法)に 於 い て 〈j

us>[法]と 呼 ば れ て い る も の は 、 イ ギ リ ス の 法 律(法)に 於 い て は 〈rect

um>[公 正]と 言 わ れ る 。」〈publicum>… 〈publicus>[公 け の]の 團 圃 国 、

〈privatum>… 〈privatus>[私 の]の 團 口]匡1、 〈collectum>… 〈colligo>[ま

と め る]の 囲 囹 〈collectus>の 團 囲 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈praece

ptibus>… 〈praeceptum>[教 え]の 圏 圏 、 〈gentium>… 〈gens>[国 民]の

圏 國 、 〈apPellatur>… 〈apPello>[呼 ぶ]の 図 囲 国 團 、 〈scripto>… 〈scri

bo>[書 く]の 囲 囹 〈scriptus>の 團 圃 圏 、 〈dicitur>… 〈dico>[言 う]の 図

囲 国 團 、〈rectum>… 「公 正 さ 」、〈Angliae>… 〈Anglia>[イ ギ リ ス]の 團 圓 。

※ 「公 法 と 私 法 」 → 「索 引 」

〈781>Estregistuerisubditos.[Tuerlsubdit6sestregis.]「 服

属[者]を 保 護 す る こ と は 、 国 王 の 義 務 で あ る 。」 〈tueri>… 圖 〈tueor>[保

護 す る]の 囲 国 團(図)、 〈subditos>… 〈subditus>[服 属 し て い る]の 國

囲 因](囮)。 ※ 「国 王 の も の で あ る 」 と い う 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>

・ 〈84>・ 「索 引 」。 不 定 法 が 主 語 と な っ て い る → 〈171>。

〈782>Etnonfacerefacereest.[Etn6nfacereestfacere.](P

α㍑Z.D.50,17,121)「 行 な わ な い こ と も 行 な う こ と で あ る 。」※ こ の 格 言 は 、

ラ テ ン 語 の 原 資 料 を 簡 潔 に 言 い あ ら わ し た 点 で 、 完 成 の 域 に 達 し て い る 名

言 で あ る が 、 作 為 と 不 作 為 の あ い だ の 微 妙 な 関 係 を 示 す そ の 命 題 の 意 味 す

る と こ ろ に つ い て は 、 深 い 省 察 を ほ ど こ し て い く こ と が 必 要 で あ る 。 不 作

為 に つ い て も 、 時 と 場 合 に よ っ て は 、 責 任 が 問 わ れ る こ と も あ る か ら で あ

る 。 現 代 日 本 で も 、 行 政 の 不 作 為 の 責 任 が 問 わ れ た 有 名 な 事 例 が あ る 。
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〈782翫s>Et吼uioccasionempraestatdamnumfecissevidetur。

[Et,qulpraestatoccasi6nem,videturfecissedamnum.]「 機 会 を 与

え る[人]も 、 損 害 を 生 じ さ せ た と 見 ら れ る 。」 〈praestat>… 〈praesto>[与

え る]の 囲 国 團 、 〈occasionem>… 〈occasio>[機 会]の 團 圃 。 ※ 主 格 不

定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>

と 〈fecisse>の 双 方 に か か る 。 国 圏 → 〈98>

〈783>Etiaminpeccatorectepraestaturfides.[Fidespraesta

turetiaminpeccat6recte.]「 犯 罪 に お い て さ え も 信 義 が 示 さ れ る の は 、

正 し い 。」 〈praestatur>… 〈praesto>[示 す]の 図 囲[ヨ 圓 、 〈peccato>… 〈p

eccatum>[悪 事]の 團 圏 。 ※ 〈recte>は 「正 し く 」 を 意 味 す る 副 詞 で あ る

が 、 文 章 全 体 に か か る と 、 こ の よ う な 訳 に な っ て く る 。 「〈frustra>系 の も

の 」 → 「索 引 」、 「信 義 誠 実 ・誠 意 ・ 善 意 」 → 「索 引 」。

〈783わfs>Etiamjurecivilidomesticitestimoniifidesimpro1⊃

atur.[Fidestestim6niidomesticiimprobaturetiamjUrecivili.]「 市

民 法 に 於 い て さ え も 、 家 内 の 証 言 に 信 頼 は 与 え ら れ な い 。」<<domestici>

… 〈domesticus>[家 内 の]の 團 匝]圓 、 〈improbatur>… 〈improbo>[否 認

す る]の 図 囲 国 團 。

〈783fer>Etiamperinterpositampersonamdonatioconsumma

ripotest.[D6nati6potestc6nsummarietiamperpers6naminter

positam.]「 贈 与 は 、 介 在 す る 人 を 通 し て さ え も 、 完 成 さ れ る こ と が 出 来

る 。」 〈comsummari>… 〈comsummo>[し あ げ る]の 図 囲 困 、 〈interposi

tam>…<interpono>[そ え る]の 園 囹 〈interpositus>の 團 國 圖 。

〈783q㍑ αオer>Etiamquaefuturasuntlegaripossunt.[Etiam,q

uaesuntfutUra,possuntlegari.]「 将 来 に 存 在 す る[も の]さ え も 、

遺 贈 さ れ る こ と が 出 来 る 。」 〈legari>… 〈lego>[遺 贈 す る]の 図 國 匠]。

〈784>Etiamquifaciunt,oderuntinjuriam.[Etiam,qulfaciun

tinjUriam,6derunt.]「 不 法 を な す[人]さ え も 、 不 法 を 憎 む 。」 〈oder

unt>… 〈odi>[憎 む](完 了 形)の 囲 国 圏 。 ※ 〈odi>は 、 〈memini>・ 〈cons

uevi>な ど と 同 じ よ う に 、 完 了 の 形 な の に 、 過 去 の 行 為 に よ っ て 生 じ た 現

在 の 結 果 を 示 す 点 で 現 在 の 意 味 を も つ 特 別 の 動 詞 で あ る 。「現 在 形 の 意 味 を

も つ 完 了 」 → 「索 引 」。 『新 ラ テ ン 文 法 』 §265を 参 照 。

〈785>Etsinihilfacilemutandumestexsollemnibus,tamen

ubiaequitasevidensposcit,subveniendumest。[Estsubvenien

dumtamen,ublaequitasevidensp6scit,etslnihilestmUtandu

mfacileexsollemnibus.](Mαrcθ.50,17,183)「 た と え 様 式 に 関 し て な

ん ら の こ と も 安 易 に 変 更 が 加 え ら れ る べ き で は な い と し て も 、 や は り 、 明

白 な 衡 平 さ が 求 め る と こ ろ で は 、 救 済 す る べ き で あ る 。」 〈subveniendum>
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… 〈subvenio>[助 け る]の 國 囮 〈subveniendus>[助 け る べ き[で あ る]]

の 團 囲 国 、 〈evidens>… 〈evidens>の 團 國 国 、 〈poscit>… 〈posco>[求 め

る]の 囲 国 團 、 〈mutandum>… 〈muto>[変 え る]の 國 囮 〈mutandus>[変

え ら れ る べ き[で あ る]]の 團 圃 国 、 〈sollemnibus>… 〈sollemnis>[儀 式

ば っ た]の[園 囮 圏(囮)。 ※ 「自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈574>、 國 囮 → 〈1>。

〈786>Eum,唖11icertllsest,certiorariulteriusnolloportet.

[N6noporteteum,qulestcertus,certi6rarlulterius.](Lib,Sex.5,

13,31)「 確 報 を 持 っ て い る 人 に 更 に 知 ら さ れ る 必 要 は 、 な い 。」 〈certiora

ri>… 〈certioro>[知 ら せ る]の 図 囲 圏 。 ※ 〈oportet>に ひ か れ た 対 格 不 定

法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈eum>は 、 主 語 と し て 、 〈certiorari>に か か

る 。 因]匿 ヨ→ 〈35>。 〈314>・ 〈2869>

〈787>Eum,quinocenteminfamarit,nonestaequumet1⊃onu

mobeamremcondemnari;delictaenimnocentiumnotaesse

oportetetexpedit.[N6nestaequumetbonumeum,quiinfama

ritnocentem,condemnariobremeam;enimoportetetexpeditd

elictanocentiumessen6ta.](Pα ㍑1,D.47,10,18pr.;1Bl.Com.125)

「犯 罪 者 を 中 傷 し た 人 が そ の こ と の た め に 有 罪 判 決 を 受 け る こ と は 、衡 平 な

こ と で も 、 良 い こ と で も な い 。 実 際 、 犯 罪 者 の 不 法 行 為 が[世 間 に]知 ら

れ て い る こ と は 、 必 要 で あ り 、 ま た 、 好 都 合 で も あ る 。」 〈aequum>… 〈ae

quus>[衡 平 な]の 團 囲 国 、 〈infamarit>… 〈infamo>[中 傷 す る]の 囲 国

團(『 新 ラ テ ン 文 法 』 §213に 省 略 形 の 完 了 の 例 示 が あ る)、 〈nocentem>

… 〈nocens>[犯 罪 者]の 團 因] 、 〈condemnari>…<condemno>[有 罪 判 決

す る]の 図 囲 團 、 〈expedit>… 〈expedio>[好 都 合 で あ る]の 囲 国 團 、 〈n

ocentium>… さ き の 〈nocens>の[園[到[國 、〈nota>… 〈notus>[知 ら れ て い る]

の[園 田 因](完 了 不 定 法 の 構 成 要 素)。 ※ 対 格 不 定 法 の 構 文 が 、 二 っ 、 登 場

す る 。 主 語 の 役 割 を ひ き う け る 対 格 は 、 そ れ ぞ れ 、 〈eum>、 〈delicta>(〈o

portet>と 〈expedit>と い う 、 二 組 の 非 人 称 動 詞 と 関 係 す る)で 、 動 詞 に あ

た る 不 定 法 は 、 そ れ ぞ れ 、 〈condemnari>と 〈esse>で あ る 。 因]匠]→ 〈35>

〈788>Eventusvariosresnovasemperhabet。[Resnovahabet

eventUsvari6ssemper.](Co.Litt,379)「 新 し い 事 柄 は 、 常 に 、 さ ま ざ

ま な 結 果 を 持 つ 。」 〈nova>… 〈novus>[新 し い]の 團 國 国 、 〈eventus>… 〈e

ventus>[出 来 事]の[國 因]、 〈varios>… 〈varius>[異 な っ た]の[國 囲 因]。

〈2140>

〈789>Exabusllnollargllitllradusum.[N6narguituradUsum

exabUsU.]「 濫 用 か ら 使 用 へ の 推 論 は な さ れ な い 。」 〈arguitur>… 〈argu

o>[証 明 す る]の 図 囲 国 團 、<abusu>… 〈abusus>[濫 用]の 團 圏 。

〈790>Exabusunonestargumentumaddesuetudinem.[ArgU
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mentumexabUsUaddesuetUdinemn6nest.]「 濫 用 か ら 廃 用 へ の 推

論 は な い 。」 〈argumentum>… 「推 論 」、 〈abusu>… 〈abusus>[濫 用]の 團

匿]、 〈desuetudinem>… 〈desuetudo>[廃 用]の 團 因]。

〈791>Exantecedentibusetconsequentibusfitoptimainterp

retatio。[Interpretati60ptimafitexantecedentibusetc6nsequent

ibus,](2Co.lnst.317;2Pars,Constr.12)「 先 行 す る[も の]と 後 続

す る[も の]か ら 、 最 良 の 解 釈 が 生 ず る 。」 〈antecedentibus>… 〈anteced

o>[先 行 す る]の 囲 囹 〈antecedens>の 圏 匝 團(囲)、 〈consequentibus>

… 圖 〈consequor>[後 に つ づ く]の 囲 囹 〈consequens>の 國 圃 圏(囮) 。

※ 「前 と 後 」 → 「索 引 」

〈792>Exassefitdupondium.[Dupondiumfitexasse.](∫,J.2,

ヱ4,8)「 ア ー ス か ら ニ ア ー ス が 生 ず る 。」<dupondium>… 「ニ ア ー ス 」、<a

sse>… 〈as>[ア ー ス]の 團 匿]。

〈793>Excommendationeetconsiliogeneralinullanascitur

obligatio.[Obligati6nUllanasciturexcommendati6neetc6nsili6

generall,](σZ、 ρ.D,17,ヱ,ヱ2,12;Gαf,D.17,1,2,6;FZor.D,18,ヱ,43、 ρr.)

「推 賞 と 一 般 的 な 助 言 か ら は 、 な ん ら の 債 務 関 係 も 生 じ な い 。」 〈commend

atione>… 〈commendatio>[推 せ ん]の 團 圏 、 〈consilio>… 〈consilium>

[助 言]の 團 圏 。 〈411>・ 〈2011>・ 〈2368>・ 〈2889>

〈793わfs>Excontractibusvenientesactionesinhaeredesdan

tur,1icetdelictum唖110queversetur.[Acti6nesvenientesexcont

ractibusdanturinhaeredes,licetquoquedelictumversetur.]「 契

約 に 基 づ い て 生 ず る 訴 権 は 、 た と え[被 相 続 人 の]不 法 行 為 も 係 わ る と し

て も 、 相 続 人 に 対 し て 与 え ら れ る 。」 〈venientes>… 〈venio>[く る]の 囲 囹

〈VenienS>の 國 園 国 、 〈VerSetUr>… 圖 〈VerSOr>[も と つ く]の 國 國 国 團

(図)。

〈794>Excriminemaximapeccandinecessitas。[Necessitasma

ximapeccandiexcrimine.]「 罪 を 犯 す こ と の 最 大 の 必 要 性 は 、 犯 罪 か

ら[生 ず る]。 」 〈peccandi>… 〈pecco>[悪 事 を 犯 す]の 國 囮 〈peccandum>

の 國(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈795>Exdesuetudineamittunturprivilegia.[Prlvilegiaamittu

nturexdesuetUdine.]「 特 権 は 不 利 用 に 依 っ て 失 な わ れ る 。」 〈privilegi

a>… 〈privilegium>[特 権]の 國 国 、 〈amittuntur>… 〈amitto>[喪 失 す る]

の 図 囲 国 圏 、 〈desuetudine>… 〈desuetudo>[不 使 用]の 團 圏 。

〈796>Exdieincipitobligatio.[Obligati6incipitexdie.](Pα ㍑

Z.D.44,7,44,1)「 債 務 関 係 は 期 日 か ら 始 ま る 。」 〈incipit>…<incipio>[は

じ ま る]の 囲 国 團 、 〈die>… 〈dies>[期 日]の 團 圏 。
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〈797>Exdiutumitatetemporisomniapraesumunturesserit

eetsollemniteracta.[OmniapraesUmunturesseactarlteetso

llemniterexdiUturnitatetemporis.](C.丁 九 εod.12,1,74,1;Jenk.Ce

nt.185;Co.Litt.6;Broom,Max,942)「 時 の 長 さ か ら 、 す べ て の[こ と]

が 、 形 式 に 則 り 、 正 式 に な さ れ た も の と 推 定 さ れ る 。」 〈diuturnitate>… 〈d

iuturnitas>[長 さ]の 團 團 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈omn

ia>は 、 〈praesumitur>と 隠 れ て い る 〈esse(acta)〉 の 双 方 に か か る 。 国 圏 →

<98>。 〈1181>

〈798>Exdolomalononorituractio.[Action6noriturexdol

6mal6.](σZp.D.50,17,1344;Cowp.341;Broom,Max.297,497,498,

499,729)「 悪 意 か ら は 、[悪 意 で 行 動 す る 人 の 許 に は 、]訴 権 は 生 じ な い 。」

<oritur>… 圖 〈orior>[生 ず る]の 囲 国 團(図)。

〈799>Exeonondebetquisfructumconsequi,quodnisusex

titit(exstitit)impugnare.[Quisn6ndebetc6nsequifructumexe

6,quodnisusextitit(exstitit)impUgnare.](σlp.D.5,2,8,14;Pα ㍑1.

D.4944,13,9;C.J.6,35,8;Lib.Sex,5,13,38)「 誰 も 、 自 身 が 努 力 し て 効

力 を 奪 う よ う 振 舞 っ た こ と か ら は 、 利 益 を 入 手 す る べ き で は な い 。」<cons

equi>… 圖 〈consequor>[手 。こ い れ る]の 囲 團(図)、 〈fructum>… 〈fruct

us>[果 実]の 團 因]、 〈nisus>… 圖 〈nitor>[努 力 す る]の 見 出 し 語 園 囹 、

〈extitit(exstitit)〉 … 〈existo(exsisto)〉[あ ら わ れ る]の 匠1国 團 、 〈impug

nare>… 〈impugno>[滅 ぼ す]の 囲 困 。 ※ 〈nisus>と い う 分 詞(完 了 分 詞

で あ る が 、 も と の 動 詞 が デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア 動 詞 で あ る た め に 、 完 了 分 詞

の 意 味 は 、 こ こ で は 、 ふ つ う の 場 合 と は ち が っ て 、 能 動 的 な も の と な る)

は 関 係 節 中 の 主 語 に か か る が 、 副 詞 的 な 訳 を す る の が 自 然 で あ る 。 「分 詞 の

訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」、 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」。

〈800>Exfactojusoritur.[JUsoriturexfact6.](σZp.D.44,7,2

5;2Co.Inst.479;Broom,Max.57,102)「 法 は 事 実 か ら 生 ず る 。」 〈orit

ur>… 圖 〈orior>[生 ず る]の 囲 匡1團(図)。 ※ 「法 と 事 実 」 → 「索 引 」、 「タ

テ マ エ(法)と ホ ン ネ(事 実)」 → 「索 引 」。

〈801>Exfre"uentidelictoaugeturpoena.[Poenaaugeturex

delict6frequentl.](CZα ㍑d謡sSα 飽rη 翫 ㍑s,D.48,19,16,ヱ0;2Co.lnst.

479)「 刑 罰 は 、 反 復 さ れ た 犯 罪 に 基 づ い て 加 重 さ れ る 。」 〈augetur>… 〈au

geo>[増 す]の 図 囲 国 團 、 〈frequenti>… 〈frequens>[反 復 さ れ た]の 團

匝]團 。 ※ 「辞 書 」 末 尾 の 「付 録 」 の[39]の と こ ろ に 見 え る 現 在 分 詞 〈am

ans>の 團 匝]圏 の 語 尾 は 〈amante>で あ る が 、 『新 ラ テ ン 文 法 』 §913の 該 当

個 所 に は 、 〈amo>[愛 す る]に か ん し て 、 〈amante(-i)〉 と あ る 。 こ こ の 〈f

requenti>は 、 与 格 形 で は な く て 、 奪 格 形 の 方 で あ る 。 「刑 罰 と 犯 罪 」 → 「索
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引 」、 「タ テ マ エ(犯 罪)と ホ ン ネ(刑 罰)」 → 「索 引 」。

〈802>Exinjuriajusnonoritur.[JUsn6noriturexinjUria,]

「不 法 か ら は[不 法 を 行 な う 人 の 許 に]権 利 は 生 じ な い 。」<oritur>… 圖 〈o

rior>[生 ず る]の 囲 国 團(図)。 〈353>・ 〈806>・ 〈2363>

〈803>Exmalacausanonorituractio.[Action6noriturexca

usamala,]「 訴 権 は 悪 い 状 況 か ら は 生 じ な い 。」 〈oritur>… 圖 〈orior>[生

ず る]の 囲 国 團(図)、 〈mala>… 〈malUS>[悪 い]の 團 園 圏 。

〈804>Exmaleficiononoriturcontractus.[Contractusn6nor

iturexmalefici6.](Gα ご.D.46,1,70,5:D.18,1,35,2:D.44,7,5,1;Br

oom,Max.734)「 不 法 行 為 か ら は 契 約 は 生 じ な い 。」 〈oritur>… 圖 〈orior>

[生 ず る]の 國 国 團(図)、 〈maleficio>… 〈maleficium>[不 法 行 為]の 團

匡≡]o〈1784>

〈805>Exmalismoribusbonaelegesnataesunt.[Legesbonae

suntnataeexmoribusmalis.](2Co.Inst.161)「 悪 い 慣 行 か ら 良 い

法 律(法)は 生 ま れ た 。」 〈natae>… 圖 〈nascor>[生 ま れ る]の 囲 囹 〈nat

us>の 圏 國 国 、 〈moribus>… 〈mos>[1貫 習]の 國 圏 。 ※ 「良 い と 悪 い 」 →

「索 引 」、 「法 律(法)と 慣 行 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律)と ホ ン ネ(慣

行)」 → 「索 引 」。

〈806>Exmalitianemocommodumhaberedebet。[Nem6debet

haberecommodumexmalitia.](σZp.D.50,174344)「 誰 も 、 悪 意 か

ら 利 益 を 持 つ べ き で は な い 。」 〈commodum>… 〈commodum>[利 益]の 團

因]、 〈malitia>… 〈malitia>[悪 意]の 團 團 。 〈802>・ 〈2363>。

〈807>Exmultitudinesignorumcolligituridentitasvera.[Ide

ntitasveracolligiturexmultitUdinesign6rum.](Bac.Max.Reg.24

;4Bac.Works.7,638;Broom,Max.638)「 真 の 同 一 性 は 徴 候 の 多 さ か ら

集 め ら れ る 。」 〈identitas>… 「同 一 性 」、 〈vera>… 〈verus>[真 の]の 團[図

国 、 〈colligitur>… 〈colligo>[集 め る]の 図 囲[ヨ 團 、 〈multitudine>… 〈m

ultitudo>[多 数]の 團 匡ヨ、 〈signorum>… 〈signum>[徴 候]の 國[國 。 ※

「徴 候 の 多 さ 」 の と こ ろ は 、 「多 く の 徴 候 」 と 訳 出 す る の が む し ろ 適 切 か も

し れ な い 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈808>Exnaturacujusqueactusvoluntatemagentiumde1⊃em

usinterpretari.[Debemusinterpretarivoluntatemagentiumexn

atUraactUscUjusque.]「 私 た ち は 各 行 為 の 性 質 に 基 づ い て 行 為[者]の

意 思 を 解 釈 す る べ き で あ る 。」 〈interpretari>… 圖 〈interpretor>[解 釈 す

る]の 國 困(図)、 〈agentium>… 〈ago>[行 な う]の 囲 囹 〈agens>の 圏 囲

國(囮)。

〈809>Exnihilonihi1.[Nihilexnihil6.](Lucretius,1,155;Boet
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hius,DeCons.Phil.5,1;Aristoteles,Phys.1,4;13Wend(N.Y.),17

8,221)「 無 か ら は な に も[生 じ]な い 。」 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 〈210

8>・ 〈3059>

〈810>Exnonscriptojusvenit,quodususcomprobavit.[JUs,

quodUsuscomprobavit,venitexn6nscript6.](Hθrm.D.1,3,35;1.

J.1,2,9)「 慣 用 が 認 め た 法 が 、 書 か れ な か っ た[も の]か ら 生 ず る 。」 〈us

us>… 「慣 用 」、 〈comprobavit>… 〈comprobo>[是 認 す る]の 囲 国 團 、 〈v

enit>… 〈venio>[く る]の 囲 国 團 、 〈scripto>… 〈scribo>[書 く]の 園 囹 〈s

criptus>の 團 圃 圏(囮)。 ※ 「法 と 慣 行(慣 用)」 → 「索 引 」、 「 タ テ マ エ

(法 律)と ホ ン ネ(慣 行)」 → 「索 引 」。

〈811>Exnudopactononnasciturobligatio.[Obligati6n6nn

asciturexpact6nUdo.](σZ .ρ.D.2,14,7,4)「 単 な る 合 意 か ら は 、 債 務 関

係 は 生 じ な い 。」 〈nudo>…<nudus>[裸 の]の 團 圃 圏 。

〈812>Exnudopactononorituractio.[Acti6n6noriturexpa

ct6nUd6.](Plowd.Com.305;Noy,Max.24;Broom,Max.745)「 単 な る

合 意 か ら は 、 訴 権 は 生 じ な い 。」 〈oritur>… 圖 〈orior>[生 ず る]の 囲 国 團

(図)、 〈nudo>… 〈nudus>[裸 の]の 團 圃 匿]。 ※ 〈Expactoactionemno

nnasci.〉(C.J.2,3,10)は 「合 意 か ら 訴 権 が 生 じ な い こ と 」 は 、 対 格 不

定 法 の 不 定 法 で 止 め ら れ た 表 現 と な っ て い る 。 「不 定 法 止 」 → 〈171>

〈813>Expactoillicitononorituractio.[Acti6n6noriturex

pact6illicit6.](σZp.D.50,174344;Broom,Max.742)「 不 法 な 合 意 か

ら は 、 訴 権 は 生 じ な い 。」<oritur>… 圖 〈orior>[生 ず る]の 囲 国 團(図)、

〈illicito>… 〈illicitus>[不 法 な]の 團 圃 匡1。 〈819>

〈814>Expraecedentibusetconsequentibusfitoptimainterp

retatio.[lnterpretati60ptimafitexpraecedentibusetc6nsequen

tibus.](1Rolle,375)「 先 行 す る[こ と]お よ び 後 続 す る[こ と]か ら 、

最 良 の 解 釈 が 生 ず る 。」 〈interpretatio>… 「解 釈 」、 〈praecedentibus>… 〈p

raecedo>[先 行 す る]の 囲 囹 〈praecedens>の 圏 圃 圏(囮)、 〈consequ

entibus>… 圖 〈consequor>[っ つ い て 生 ず る]の 囲 囹 〈consequens>の 國

匝]團(囮)。 ※ 「前 と 後 」 → 「索 引 」

〈815>Exquapersonaquislucrumcapit,ejusfactumpraesta

redebet.[Debetpraestarefactumejus,exquapers6naquiscap

itlucrum.](σZp.D.50,17,149)「 あ る 人 が あ る 他 の 人 を 通 じ て 利 益 を 得

る 場 合 に は 、 前 者 は そ の 後 者 の 行 為 に 責 を 負 う べ き で あ る 。」 〈praestare>

… 〈praesto>[責 任 を も つ]の 囲 困 、 〈capit>… 〈capio>[え る]の 囲 国 團 。

※ 変 化 し て い る 関 係 形 容 詞 〈qua>の 先 行 詞 と な る 言 葉(quis)は ふ つ う は

男 性 形 と 考 え ら れ る が 、 し か し 、 〈qua>は 、 形 容 詞 と し て 、 〈persona>と
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い う 女 性 名 詞 に か か っ て い く 関 係 で 、 女 性 形 に 展 開 し て い る 。 関 係 代 名 詞

や 関 係 形 容 詞 を 直 訳 調 で 訳 し だ す と 、 日 本 語 に な ら な い こ と が 多 い 。 こ こ

で そ の 直 訳 を 示 す と 、「そ の 人 の 人 格 に も と つ い て あ る 人 が 利 益 を え る と こ

ろ の そ の 人 の[行 為 に]」 と い う よ う に な る 。 上 記 の 最 終 的 な 日 本 語 訳 は 、

関 係 形 容 詞 が か ら ん で い る 節 を 「～ の 場 合 に 」 と い う 接 続 詞 を く わ え て 読

み か え た も の で あ る が 、 そ こ に ゆ き つ く ま で に 、 も う 少 し お と な し い 訳 も

あ る 。 「あ る 人 を 通 じ て 利 益 を え る 人 は 、 そ の あ る 人 の 行 為 に 責 を 負 う べ き

で あ る 」 が こ れ で あ る 。 い ず れ に し て も 、 関 係 代 名 詞 や 関 係 形 容 詞 を 平 明

に 日 本 語 に す る に は 、 一 工 夫 が 必 要 で あ る 。 「関 係 形 容 詞 」 → 〈122>・ 〈12

5>・ 「索 引 」。 話 し は か わ る が 、 そ の 関 係 代 名 詞 が さ ら に 進 化(?)し て い

く と 、前 の 文 章 全 体 を う け る 用 法 が 生 ま れ る 。 「(そ し て)そ の こ と は(を)」

と い っ た 説 明 を ひ き だ す 〈quod>に よ っ て 導 か れ る く だ り が 、 そ れ で あ る 。

→ 〈839>。 「代 用 型 と し て の<quis>」 → 「索 引 」。 こ れ と も 多 少 は 関 係 す る

用 法 が 、 『新 ラ テ ン 文 法 』 §250で 解 説 さ れ て い る 。 「利 益(利 得)と 損 失

(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・負 担)」 → 「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法

の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈816>Exscientiapraesumiturconsensus.[C6nsensuspraesU

miturexscientia.]「 知 っ て い る と い う こ と か ら[、 沈 黙 が あ っ て も 、]

同 意 が 推 定 さ れ る 。」 〈scientia>… 〈scientia>[知 る こ と]の 團 圏 。

〈817>Exsinguliscausissingulaepoenaeirrogantur.[Poenae

singulaeirroganturexcauslssingulls.](Mαc,D.48,16,15,1)「 各 個

の 原 因 に 基 づ い て 各 個 の 刑 罰 が 科 せ ら れ る 。」 〈sinigulae>… 〈singuli>[各

個 の]の 閣 國 国 、 〈irrOgantUr>… 〈irrO90>[科 す]の 図 囲 国 國 、 〈SingUl

is>… さ き の 〈singuli>の 圏 國 圏 。

〈818>Extotamateriaemergatresolutio.[ResolUti6emergate

xmateriat6ta.](Wing.Max.238)「 素 材 全 体 か ら 解 決 策 が 生 ず る よ う 。」

〈resolutio>… 「解 決 」、 〈emerget>… 〈emergo>[生 ず る]の 國 囲 国 團 、 〈m

ateria>… 〈materia>[素 材]の 團 匡1。

〈819>Exturpicausanonorituractio。[Acti6n6noriturexc

ausaturpl,](Gαf.D,25,2,2;C,J.4,7,5;2Kent.Com.466;Cowp.343

;1Selw.N.P.63;Broom,Max.182,499)「[恥 ず べ き]原 因 か ら は 、 訴 権

は 生 じ な い 。」 〈oritur>… 圖 〈orior>[生 ず る]の 囲 国 團(図)、 〈turpi>…

〈turpis>[恥 辱 的 な]團[図 圏 。 〈813>

〈820>Exturpicontractunonorituractio.[Acti6n6noritur

excontractUturpl,](Pα ㍑1,D.2,14,27,4;C.J.4,7,5;2Kent,Com.46

6)「 恥 ず べ き 契 約 か ら は 、 訴 権 は 生 じ な い 。」 〈oritur>…[≡]〈orior>[生 ず

る]の 囲 国 團(図)、 〈turpi>… 〈turpis>[恥 ず べ き]の 團 囲 圏 。
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〈821>Exvoluntatedebitorisnullaobligatioconsisterepotes

t.[Obligati6nUllapotestc6nsistereexvoluntatedebit6ris.](Jαo.

D.454,108,1)「 い か な る 債 務 関 係 も 、 債 務 者 の 意 思 か ら は 成 り た つ こ と

は 出 来 な い 。」 〈consistere>… 〈consisto>[な り た つ]の 囲 国 。

〈822>Exceptioconfirmatregulam.[Excepti6c6nfirmatregula

m.]「 例 外 は 原 則 を 確 証 す る 。」〈confirmat>… 〈confirmo>[た し か に す る]

の 國 国 團 、 〈regulam>… 〈regula>[原 則]の 團 圃 。 ※ 「原 則 と 例 外 」 → 「索

引 」、 「タ テ マ エ(原 則)と ホ ン ネ(例 外)」 → 「索 引 」。

〈823>Exceptioejusreicujuspetiturdissolutionullaest.[E

xcepti6reiejus,cUjusdissolUti6petitur,estnUlla.](Jenk.Cent.

37)「 解 消 が 求 め ら れ て い る そ の 事 柄 の 抗 弁 は 、 な ん ら 存 在 し な い 。」 〈dis

solutio>… 「解 消 」。

〈824>Exceptioeststrictissimaeinterpretationis.[Excepti6e

stinterpretati6nisstrictissimae.]「 抗 弁 は 極 め て 厳 密 な 解 釈 の 対 象 で

あ る 。」 〈strictissimae>… 〈strictus>[厳 密 な]の 國 〈strictissimus>の 團

國 圓 。 ※ 「～ の も の で あ る 」 と い う 「属 格 の 用 法 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」。

こ こ の 最 上 級 は 絶 対 的 な 意 味 で 用 い ら れ て い る も の と 読 み た い → 〈105>。

〈825>Exceptioexjuretertiinondatur.[Excepti6exjUreter

tiin6ndatur.]「 第 三[者]の 権 利 か ら の 抗 弁 は 与 え ら れ な い 。」 〈tert

ii>… 〈tertiu・ 〉[第 三 の]の 團 囲 國(囮)。

〈826>Exceptiofalsiomnillm111tima.[Excepti6falslultimaom

nium.](Tray.Max.198)「 虚 偽 の[こ と]の 抗 弁 は あ ら ゆ る[も の]の 内

で 最 終 の も の[で あ る]。 」 〈falsi>… 〈falsus>[虚 偽 の]の 團 圃 圖(囮)。

※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈827>Exceptiofirmatregulamincasibusnollexceptis.[Exce

pti6flrmatregulamincasibusn6nexceptls.](Nic.Ev.Loc.Arg.Leg.

9,1f.:79,53)「 例 外 は 、除 外 さ れ て い な い 事 案 に お い て 、原 則 を 確 証 す る 。」

〈firmat>… 〈firmo>[確 証 す る]の 囲 国 團 、 〈regulam>… 〈regula>[原 則]

の 團 因]、 〈exceptis>… 〈excepio>[除 外 す る]の 匠1囹 〈exceptus>の[園[圃 團 。

※ 「原 則 と 例 外 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(原 則)と ホ ン ネ(例 外)」 → 「索

引 」。 〈833>

〈828>Exceptioinjuretertiifundataproficitnemini.[Except

i6fUndatainjUretertiipr6ficitnemini.]「 第 三[者]の 権 利 に 基 づ

い た 抗 弁 は 、 誰 に も 役 だ た な い 。」 〈fundata>… 〈fundo>[基 礎 づ け る]の 匠1

囹 〈fund・tu・ 〉の 團 國 国 、〈t・・tii>… 〈tertiu・ 〉[第 三 の]の 團 囲 國(囮)、

<proficit>…<proficio>[役 だ つ]の 囲 国 團 。

〈829>Exceptiojurisnonllabetinjuriam.[Excepti6jUrisn6n
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habetinjUriam.](σZp.D.41,10,134)「 法 の 例 外 は 不 法 を 持 た な い 。」

〈830>Exceptiononpetitaaccusatiomanifesta.[Excepti6n6n

petltaaccUsati6manifesta.]「 請 求 さ れ な か っ た 抗 弁 は 明 白 な 告 訴[で

あ る 。]」 〈petita>… 〈peto>[請 求 す る]の 囲 囹 〈petitus>の 圓 國 国 、 〈ma

nifesta>… 〈manifestus>[明 白 な]の 團 國 国 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈831>Exceptiollullaestversusactionem⊂1uaeexceptionem

perimit.[Excepti6nUllaestversusacti6nem,quaeperimitexcep

ti6nem.](Jenk.Cent.106)「 抗 弁 を 無 効 に す る 訴 権 に 対 し て は 、 い か な

る 抗 弁 も 存 在 し な い 。」 〈perimit>… 〈perimo>[ま っ た く と り さ る]の 囲 国

團 。

〈832>Exceptioprobatregulamderebusnonexceptis.[Excep

ti6probatregulamderebusn6nexceptls.](11Co.Rep.41a;3Te

rm.722)「 例 外 は 、 除 外 さ れ て い な い 事 柄 に 関 し て 、 原 則 を 証 明 す る 。」 〈r

egulam>… 〈regula>[原 則]の 團 因]、 〈exceptis>… 〈excipio>[除 外 す る]

の 囲 囹 〈exceptus>の[園 國 圏 。 ※ 「原 則 と 例 外 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(原

則)と ホ ン ネ(例 外)」 → 「索 引 」。

〈833>Exceptio,quaefirmatlegem,exponitlegem.[Excepti6,

quaefirmatlegem,exp6nitlegem.](2Bulst.189)「 法 律(法)を 確

証 す る 例 外 は 、 法 律(法)を 明 ら か に す る 。」 〈firmat>… 〈firmo>[固 め る]

の 國 国 團 、 〈exponit>… 〈expono>[お く]の 國 国 團 。 〈827>

〈834>Exceptio唖110queregulamdeclaret.[Excepti6quoquede

claretregulam.](Bac.Aph.17)「 例 外 も 原 則 を 明 示 す る 。」 〈declaret>

… 〈declaro>[明 示 す る]の 囲 国 團 、〈regulam>… 〈regula>[原 貝1」]の 團 因]。

※ 「原 則 と 例 外 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(原 則)と ホ ン ネ(例 外)」 → 「索

引 」。

〈834わfs>Exceptioreijudicataeo1⊃statquotiesintereasdem

personaseademquaestiorevocaturvelaliogenerejudicii.[Ex

cepti6reijUdicataeobstat,quotiesquaesti6eademrevocaturint

erpers6naseasdemvelgenereali6jUdicii.]「 既 判 物 の 抗 弁 は 、 同 一

の 問 題 が 同 一 の 人 々 の 間 で 、 あ る い は 、 他 の 種 類 の 訴 訟 に つ い て 、 関 係 づ

け ら れ る た び ご と に 、 妨 げ に な る 。」 〈obstat>… 〈obsto>[妨 げ る]の 囲 国

團 、〈quaestio>… 「問 題 」、〈revocatur>… 〈revoco>[帰 す る]の 図 囲 国 團 。

〈835>Exceptiosemperultimaponendaest.[Excepti6estp6n

endaultimasemper.](9Co.Rep.53)「 抗 弁 は 常 に 最 後 に 置 か れ る べ き

で あ る 。」 〈ponenda>… 〈pono>[お く]の 國 圏 〈ponendus>[お か れ る べ

き[で あ る]]の 團 國 国 、 〈ultima>… 〈ulter>[向 こ う 側 の]の 國<ultimu

s>の 團 國 国 。 ※ 〈ultima>は 、 主 語 の 〈exceptio>に か か る 形 容 詞 で あ る が 、
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「最 後 の も の と し て 」 と い う よ う に 同 格 的 に 訳 す 必 要 が あ る 。 國 囮 → 〈1>、

「形 容 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」。

〈836>Exceptionemo1⊃jiciensnonvideturdeintentioneadve

rsariiconfiteri.[Objiciensexcepti6nemn6nvideturc6nfiteride

intenti6neadversarii.](Mαrcθ.D.44,1,9;Lib.Sex.5,13,63)「 抗 弁 を

提 出 す る[人]は 、 相 手[方]の 請 求 に 関 し て 自 白 す る も の と は 見 ら れ な

い 。」 〈objiciens>… 〈objicio>[提 起 す る]の 見 出 し 語 囲 囹(匿 圏)、 〈conf

iteri>… 圖 〈confiteor>[自 白 す る]の 囲 困(図)、 〈intentione>'° °〈intent

io>[請 求]の 團 匡1、 〈adversarii>… 〈adversarius>[反 対 の]の 圓[劉[圃(匿 團)。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈objiciens>は 、 〈videtur>と 〈confit

eri>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈2887>

〈837>Excessivuminjurereprobatur.Excessusinrequalibe

tjurereprobaturcommuni.[ExcesslvuminjUrereprobatur.Exc

essusinrequalibetreprobaturjUrecommUni.](Co.Litt.44)「 法 に

お け る 過 度 の[こ と]は 、 非 難 さ れ る 。 あ ら ゆ る 事 柄 に 於 け る 逸 脱 は 、 普

通 法 に 依 っ て 非 難 さ れ る 。」 〈excessivum>… 〈excessivus>[法 外 な]の 團

匝 国(囮)、 〈reprobatur>…<reprobo>[非 難 す る]の 図 囲 国 團 、<exc

eSSUS>… 「逸 脱 」。

〈838>Exclusacensenturomnia,quaelexenumerandononin

clusit.[Omnia,quaelexn6ninclUsitenumerand6,censenturexc

lUsa.]「 法 律(法)が 列 挙 の 際 に 包 含 し な か っ た[も の]は 、 す べ て 、 除

外 さ れ た[も の]と 考 え ら れ る 。」 〈inclusit>… 〈includo>[か こ む]の 園 国

團 、 〈enumerando>… 〈enumero>[算 え る]の 國 囮 〈enumerandum>の 圏

(團)、 〈exclusa>… 〈excludo>[除 外 す る]の 囲 囹 〈exclusus>の 圏 園 国 。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈omnia>は 、〈censentur>と 〈(esse)

exclusa>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈860>・ 〈1320>・ 〈2882>

〈839>Excusatautextenuatdelictumincapitalibus,quodno

noperaturidemincivilibus。[ExcUsatautextenuatdelictumin

capitalibus,quodn6noperaturidemincivilibus.](Bac.Max.Reg.

7)「 そ れ は 、 死 刑[問 題]に 於 い て は 、 犯 罪 を 赦 す か あ る い は 軽 減 す る か 、

す る 。 し か し 、 そ の こ と は 、 民 事 的 な[問 題]に 於 い て は 、 同 じ よ う に は

作 用 し な い 。」 〈excusat>… 〈excuso>[弁 解 す る]の 囲 国 團 、 〈extenuat>

… 〈extenuo>[軽 減 す る]の 囲 国 團 、 〈capitalibus>… 〈capitalis>[死 刑

の]の 國 團 圏(囮)、 〈operatur>… 圖 〈operor>[遂 行 す る]の 國 国 團(図)。

※ 関 係 代 名 詞 〈quod>は 、 「そ し て 、 そ れ は 」 ・ 「し か し 、 そ れ は 」 と い う よ

う に 、前 文 全 体 を う け る 表 現 で あ る →<815>。 「関 係 代 名 詞 の 継 続 的 用 法 」」

→ 「索 引 」。 こ の 〈quod>の ほ か に 、 〈quodres>が あ る が 、 〈quod>単 独 の ケ
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一 ス が も っ と も ま ぎ ら わ し い
。

〈840>Excusationollpetitaaccusatiomanifesta.[ExcUsati6n

6npetltaaccUsati6manifesta.]「 求 め ら れ な か っ た 弁 解 は 明 白 な 告

訴[で あ る]。 」 〈excusatio>… 「弁 明 理 由 」、 〈petita>… 〈peto>[求 め る]

の 囲 囹 国 〈petitus>の 團 國 国 、 〈manifesta>… 〈manifestus>[明 白 な]の

團 國 国 。

〈841>Executio(Exsecutio)estexecutio(exsecutio)jurissecun

dumjudicium.[ExecUti6(ExsecUti6)estexecUti6(exsecUti6)jUris

secundumjUdicium.](3Co.Inst.212)「[刑 の]執 行 は 、 判 決 に 従 っ た 、

法 の 執 行 で あ る 。」 〈executio(exsecutio)〉 … 「執 行 」。 ※ 「タ テ マ エ(判 決)

と ホ ン ネ(執 行)」 → 「索 引 」

〈842>Executio(Exsecutio)estfinisetfructuslegis.[ExecUti

6(ExsecUti6)estflnisetfrUctuslegis.](Co.Litt.28)「 執 行 は 、 法 律

(法)の 目 的 で あ り 、 ま た 果 実 で あ る 。」 〈executio(exsecutio)〉 … 「執 行 」、

〈finis>… 「 目 的 」、 〈fructus>… 「果 実 」。 〈1463>・ 〈1497>

〈843>Execlltio(Exsecutio)jurisllonllabetilljuriam.[ExecUti6

(ExsecUti6)jUrisn6nhabetinjUriam.](σZP.D.47,10,13,ヱ;2Co.In

st.482;Rolle,301;Co.Litt.289b)「 法 の 執 行 は 不 法 を 持 た な い 。」 〈exec

UtiO(eXSeCUtiO)〉 … 「執 行 」。

〈844>Exemplademonstrallt,sedllonprobant.[Exemplademo

nstrant,sedn6nprobant.]「 先 例 は 示 す が 、 し か し 、 証 明 は し な い 。」 〈e

xempla>… 〈exemplum>[前 例]の 國 国 、<demonstrant>…<demonstro>

[示 す]の 囲 国 圏 。

〈845>Exemplaillustrant,nonrestringunt.[ExemplaillUstran

t,n6nrestringunt.](Co,Litt.240)「 先 例 は[法 律(法)を]明 瞭 に は

す る が 、[し か し 、]限 定 は し な い 。」 〈exempla>… 〈exemplum>[前 例]の

閣 国 、 〈illUStrant>… 〈illUStrO>[明 ら か に す る]の 囲 国 閣 、 〈reStringU

nt>… 〈restringo>[制F艮 す る]の 囲 国 圏 。

〈846>Exemplodeterritidelin吼uuntminus.[Deterritiexempl6

delinquuntminus.](σZp.D.4849,6,1)「 先 例 に 依 っ て 追 い か え さ れ た

[人 々]は 、 あ ま り 犯 罪 を 犯 さ な い 。」 〈deterriti>… 〈deterreo>[撃 退 す る]

の 囲 囹 〈deterritus>の 國 囲 国(囮)、 〈exemplo>… 〈exemplum>[前 例]

の 團 圏 、 〈delinquunt>… 〈delinquo>[犯 罪 を 犯 す]の 囲 国 國 。 〈1166>

・ 〈1385>・ 〈1410>・ 〈1790>・ 〈2601>・ 〈2765>・ 〈3708>・ 〈3709>・ 〈37

10>

〈847>Exemploplusquamrationevivimus.[Vlvimusexempl6

plUs,quamrati6ne.]「 私 た ち は 、 理 に 依 る よ り 以 上 に 、 先 例 に 依 っ て 生
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き る.」 〈vivimus>… 〈viv・ 〉[生 き る]の 囲 日 國 、 〈exempl・ 〉… 〈exemplu

m>[前 例]の 團 團 。 ※ 〈plus～quam>は 比 較 の 構 文 で あ る 。 「タ テ マ エ

(先 例)と ホ ン ネ(理)」 → 「索 引 」

〈848>Exlleredatuspartemfacitadminuendamdebitamporti

onem。[Exheredatusfacitpartemadminuendamporti6nemdebita

m.](σZp.D.5,2,8,8)「 相 続 廃 除 さ れ た[人]は 、 負 わ れ た 持 分 を 減 少 さ

せ る た め の 部 分 を 作 る 。」 〈exheredatus>… 〈exheredo>[相 続 廃 除 す る]

の 見 出 し 語 匠1囹(囮)、 〈partem>… 〈pars>[部 分]の 團 因]、 〈portione

m>… 〈portio>[部 分]の 團 園]、 〈minuendam>… 〈minuo>[減 少 さ せ る]

の 國 囮 〈minuendus>[減 少 さ せ ら れ る べ き[で あ る]]の 團 國 因]。 ※ 〈ad

minuendam>の と こ ろ に は 動 形 容 詞 が 用 い ら れ て い る が 、 動 名 詞 の よ う に

訳 す 必 要 が あ る 。 國 囮 → 〈1>、 「動 形 容 詞 と 動 名 詞 の 密 接 な 関 係 」 → 〈153>

。 〈15∠ 卜0> o

〈849>Exiguumestadlegembonumesse.[Essebonumadleg

emestexiguum.]「 法 律(法)と の 関 係 で[だ け]良 い 、 と い う こ と は 、

取 る に た り な い こ と で あ る 。」 〈exiguum>… 〈exiguus>[狭 い]の 團 囲 国 。

※ 不 定 法 が 主 語 と な っ て い る 。 こ こ は 、 書 き な お し 文 で 〈esse>と い う 不 定

法 が ト ッ プ の 位 置 に く る だ け の も の で あ る が 、 も と も と の 文 章 で ト ッ プ の

位 置 に 不 定 法 が く る ケ ー ス も あ る 。 → 〈4>・ 〈561>。 〈exiguum>が 中 性 の 形

を と っ て い る の は 、 不 定 法 が 中 性 単 数 と 扱 わ れ て い る か ら で あ る 。 〈3315>

一 〈3317>の よ う に 不 定 法 が 文 頭 に く る と き は 、構 文 は す っ き り と し て い る

が 、 こ の 場 合 の よ う に 文 末 に あ る と 、 読 み と り が 少 し む ず か し い 。 不 定 法

が 主 語 と な っ て い る → 〈171>。 「権 利 濫 用 」 論 → 「索 引 」

〈850>Exilium(Exsilium)estpatriaeprivatio,natalissolimu

tatio,1egumllativarumamissio.[Exilium(Exsilium)estprlvati6

patriae,mUtati6sollnatalis,amissi61egumnatlvarum.](Calvinl

sCase,7Co.Rep.20a)「 流 刑 は 、 祖 国 の 剥 奪 、 生 ま れ た 土 地 の 変 更 、 生 ま

れ つ き 持 っ て い る 法 律(法)の 喪 失 で あ る 。」 〈exilium(exsilium)〉 … 「追

放 」、 〈privatio>… 「剥 奪 」、 〈patriae>… 〈patria>[祖 国]の 團 國 、 〈mut

atio>… 「変 更 」、 〈natalis>… 〈natalis>[誕 生 の]の 團 囲 圓 、 〈amissio>

… 「喪 失 」、 〈nativarum>… 〈nativus>[生 ま れ な が ら の]の[國[冤[国 。

〈851>Exitusactaprobat.[Exitusprobatacta.]「 結 果 が 行 為 を 証

明 す る 。」 〈exitus>… 「結 果 」。 〈953>

〈852>Expeditreipublicae,ne噌uisresuamalelltatur.[Exp

editrelpUblicae,nequisUtaturresuamale.](∫,J.1,8,2;1Vθr,D.

41.;Broom,Max.238,356,365)「 人 が 自 身 の 物 を 悪 く 用 い な い こ と は 、

国 家 に と っ て 好 都 合 で あ る 。」〈expedit>… 〈expedio>[役 に た つ]の 囲 国 團 。
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※ 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」、 「権 利 濫 用 」 論 → 「索 引 」、 〈138

6>・ 〈1780>。

〈853>Expeditreipublicae,utfinissitlitium。[Expeditrelp

Ublicae,utfinislitiumsit.](1Ver.D.41,10,5pr.;Co.Litt.303b)「 訴

訟 に 終 わ り が 在 る こ と は 、 国 家 に と っ て 好 都 合 で あ る 。」 〈expedit>… 〈exp

edio>[役 に た つ]の 囲 国 團 、 〈finis>… 「終 わ り 」、 〈litium>… 〈lis>[訴

訟]の[園[国 。 〈1388>・ 〈1393>

〈854>Experientiapervariosactuslegemfacit.[Experientia

peractUsvari6sfacitlegem.](Co.Litt.60b)「 さ ま ざ ま な 行 為 を 通 じ

て の 経 験 は 、 法 律(法)を 作 る 。」 〈experientia>… 「経 験 」、 〈varios>… 〈v

arius>[さ ま ざ ま な]の[医1囲 因]。

〈854わfs>Expoliatusanteomniarestituendus。[Expoliatusrest

ituendusanteomnia.]「[身 柄 を]奪 い と ら れ た[人]は 、 す べ て の こ

と よ り 先 に 、[地 位 を]回 復 さ れ る べ き[で あ る]。 」 〈expoliatus>… 〈expo

lio>[奪 う]の 見 出 し 語 匠1囹(囮)、 〈restituendus>… 〈restituo>[回 復

す る]の 見 出 し 語 國 圏 〈restituendus>[回 復 さ れ る べ き[で あ る]]。

〈855>Expositioquaeexvisceri1⊃uscausaenascitur,estapti

ssimaetfortissimainlege.[Expositi6,quaenasciturexvisceri

buscausae,estaptissimaetfortissimainlege.](10Co.Rep.24b)

「事 案 の 中 核 か ら 生 ず る 解 釈 は 、 法 律(法)に 於 い て 、 最 も 適 切 で 、 し か も

最 も 強 力 で あ る 。」 〈expositio>… 「解 釈 」、 〈visceribus>… 〈viscera>[内

臓]の 團(複 数 形)、<aptissima>… 〈aptus>[適 合 し た]の 國 〈aptissimu

s>の 團 國 国 、〈fortissima>… 〈fortis>[強 い]の 國 〈fortissimus>の 團 國 国 。

〈856>Expressanocent,nonexpressanonnocent。[Expressa

nocent,n6nexpressan6nnocent.](.Mod,D.35,1,52:D.50,17,195

;Calvin)「[い っ た ん]表 明 さ れ た[こ と]は 、 害 す る が 、 表 明 さ れ な か

っ た[こ と]は 害 し な い 。」 〈expressa>… 〈exprimo>[表 明 す る]の 囲 囹 〈e

xpressus>の 圏 圃 国(囮)、 〈nocent>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 国 圏 。

〈857>Expressanonprosunt,quaenonexpressaproderunt。[E

xpressa,quaeexpressan6npr6derunt,n6npr6sunt.](.Mo(1.D.50,

ヱ7,195;4Co.Rep.73b)「 表 示 さ れ な い と き[で も]役 だ つ こ と に な る[も

の は]、 表 示 さ れ て も 、[特 に]役 だ つ 、 と い う こ と は な い 。」 〈expressa>

… 〈exprimo>[表 示 す る]の 囲 囹 〈expressus>の 圏 園 国(囮) 、 〈proder

unt>… 〈prosum>[役 に た つ]の 困 国 國 、 〈prosunt>… さ き の 〈prosum>

の 國 国 圏 。 ※ 〈nonexpressa>は 、 形 の う え で は 、 複 数 中 性 主 格 で 、 関 係

代 名 詞 〈quae>に 関 係 す る が 、 意 味 は 、 「表 示 さ れ な い も の と し て 」 と か 「表

示 さ れ な い ま ま に 」 と か の 、 少 し 浮 い た よ う な 感 じ に な っ て く る 。 〈expre
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ssa>に つ い て も 同 じ で 、 「表 示 さ れ た こ と が 」 と い う 主 語 で は な く て 、 「い

っ た ん 表 示 さ れ れ ば 」と か 、「表 示 さ れ て も 」と い っ た 幅 の あ る 表 現 に な る 。

こ れ は 、 分 詞(こ の 場 合 は 完 了 分 詞)の 訳 し か た に 注 意 が 必 要 な 文 例 で あ

る 。 〈856>。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈858>Expressioeorumquaetaciteinsuntnihilopratur.[Exp

ressi6e6rum,quaeInsunttacite,operaturnihil.](.Mod.D,35,1,52

;Co.Litt,210;4Co.Rep,73b;Broom,Max.669)「 暗 黙 の 内 に 内 在 し て

い る も の の 明 示 は 、 な ん ら の[効 果]も 生 み だ さ な い 。」 〈expressio>… 「表

示 」、 〈insunt>… 〈insum>[内 在 す る]の 囲 国 圏 、 〈operatur>… 圖 〈oper

・r>[実 行 す る]の 囲 国 團(図)。

〈859>Expressiospecialisomllemimpeditextensionem.[Expr

essi6specialisimpeditextensi6nemomnem.]「 特 別 の 表 示 は あ ら ゆ る

拡 充 を 阻 止 す る 。」 〈expressio>… 「表 示 」、 〈specialis>… 〈specialis>[特

別 の]の 團 國 国 、 〈impedit>… 〈impedio>[妨 げ る]の 囲 国 團 、 〈extensi

onem>… 〈extensio>[拡 充]の 團 因]。

〈860>Expressiouniuspersonaevelreiestexclusioalterius.

[Expressi6pers6naevelrelUnlusestexclUsi6alterlus.](Broom.

Max.443,607,651;Co.Litt.183b,210a)「 一 人 の 人 、 あ る い は[一 つ の]

事 柄 の 表 示 は 、 他 の[も の]の 排 除 で あ る 。」 〈expressio>… 「表 示 」、 〈ex

clusio>… 「排 除 」。 ※ 〈expressio>の と こ ろ に 、 〈positio>[設 定]や 〈incl

usio>[包 摂]が 入 っ て く る 命 題 も あ る 。 「一 人(一 つ)と 他 」 → 「索 引 」。

<838>。<1320>・ 〈2882>

〈861>Expressumfacitsileretacitum.[Expressumfacitsilere

tacitum.](Nic.Ev.Loc.Arg.Leg.20,27;Broom,Max.607,651;Co.Litt.

183b)「 表 示 さ れ た[こ と]は 、 沈 黙 さ れ た[こ と]を 無 力 な も の と す る 。」

<expressum>… 〈expressus>[表 現 さ れ た]の 團 匝 国(囮)、 〈silere>

… 〈SileO>[沈 黙 す る]の 囲 困 、 〈taCitUm>… 〈taCitUS>[沈 黙 し た]の 團 圃

因](囮)。 ※ 〈silere>の 位 置 に 〈cessare>[さ し ひ か え る]が 入 っ て く る

命 題 も あ る(Co.Litt.183b)。

〈862>Exsecutio(Executio)estexsecutio(executio)jurissecun

dumjudicium.[ExsecUti6(ExecUti6)estexsecUti6(execUti6)jUris

secundumjUdicium.](3Co.Inst.212)「[刑 の]執 行 は 判 決 に 基 づ く 法

の 執 行 で あ る 。」 〈exsecutio(executio)〉 … 「執 行 」。 ※ 「 タ テ マ エ(判 決)

と ホ ン ネ(執 行)」 → 「索 引 」

〈863>Exterusnonhabetterras.[Exterusn6nhabetterras.](T

ray.Lat.Max.203)「 外[人]は 土 地 を 持 た な い 。」 〈exterus>… 〈exterus>

[外 の]の 團 囲 国(囮)、 〈terraS>… 〈terra>[土 地]の 國 因]。
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〈864>Extinctae(Exstinctae)resvindicarinonposssunt.[Res

extlnctae(exstlnctae)n6npossuntvindicarl.](1.J.2,1,26;Gai.1.2,

79)「 滅 失 し て し ま っ た 物 は 、 返 還 請 求 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」<extinct

ae(exstinctae)〉 … 〈extinguo(exstinguo)〉[消 滅 さ せ る]の 囲 囹 〈extinct

us(exstinctus)〉 の 圏 國 国 、 〈vindicari>… 〈vindico>[返 還 請 求 す る]の 図

國 圏 。

〈865>Extillcto(Exstincto)subjecto,to111itllradjllnctum.[Adj

Unctumtollitur,subject6extlnct6(exstlnct6).](3Kent.Com.52;1

6Johns.(N.Y.)438,492)「 主 た る も の が 消 滅 す れ ば 、付 随 的 な[も の][も]

取 り さ ら れ る 。」 〈adjunctum>… 〈adjungo>[つ な ぐ]の 囲 囹 〈adjunctus>

の 團 田 国(圃)、 〈tollitur>… 〈tollo>[と り さ る]の 図 囲 国 團 、 〈subje

cto>…<subjectum>[主 た る も の]の 團 團 、 〈extincto(exstincto)〉 ・°°〈ext

inguo(exstinguo)〉[消 す]の 囲 囹 〈extinctus(exstinctus)〉 の 團 圃 團

(囮)。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 用 法 が 見 え る 。 「名 詞(subjecto)プ ラ ス 完 了 分 詞

(extincto(exstincto))」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 圏 圏 → 〈2

2>。 「主 と 従 」 → 「索 引 」、 「 タ テ マ エ(主)と ホ ン ネ(従)」 → 「索 引 」。

〈866>Extinguitur(Exstinguitur)crimenmortalitate.[Crlmen

extinguitur(exstinguitur)mortalitate.](σZp.D.48,4,11)「 犯 罪 は 死 亡

に 依 っ て 消 し さ ら れ る 。」 〈extinguitur(exstinguitur)〉 … 〈extinguo(exsti

ngUO)〉[消 滅 さ せ る]の 図 囲 国 團 、 〈mOrtalitate>… 〈mOrtalitaS>[死 亡]

の 團 團 。 〈481>

〈867>Extinguitur(Exstinguitur)01⊃1igatio,siineumcasumi

nciderit,aquoinciperenonpotest.[Obligati6extinguitur(exsti

nguitur),siincideritincasumeum,aqu6n6npotestincipere.]

(Pα ㍑Z,D.454440,2)「 債 務 関 係 は 、 そ れ を 始 ま ら せ る こ と が 出 来 な い よ

う な 状 況 に 陥 っ た 場 合 に は 、 消 滅 す る 。」 〈extinguitur(exstinguitur)〉 … 〈e

xtinguo(exstinguo)〉[消 滅 さ せ る]の 図 囲[ヨ 圓 、 〈inciderit>… 〈incido>

[お ち い る]の 圏 囲[ヨ 團 、 〈incipere>… 〈incipio>[は じ ま る]の 囲 團 。 ※

〈887>

〈868>Extracompromissllmarbiternihilfacerepotest.[Arbit

erpotestfacerenihilextracompr6missum.](Pα ㍑1.D.4,8,32,21)「 裁

定 人 は 、 裁 定 合 意 を 超 え て は な ん ら な す こ と は 出 来 な い 。」 〈arbiter>… 「裁

定 人 」、 〈compromissum>… 〈compromissum>[合 意]の 團 因]。

〈869>Extralegempositusestcivilitermortuus.[Positusext

ralegemestmortuusclvlliter,](Co.Litt,130a)「 法 律(法)の[保 護

の]外 に 置 か れ た[人]は 民 事 的 に は 死 者 で あ る 。」 〈positus>…<pono>

[お く]の 囲 囹 〈P・ ・itu・ 〉の 團 囲 国(囮)、 〈m・ ・tuu・ 〉… 「死 者 」。
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〈870>Extraterritoriumjusdicentiimpunenonparetur.[N6

npareturdlcentljUsextraterrit6riumimpUne.](Pα ㍑Z,D.2,1,20;

Branch,Princ.;10Co.Rep.77a)「 管 轄 を 超 え て 法 を 宣 言 す る[人]に 従

わ な く て も 、 罰 せ ら れ な い 。」 〈paretur>… 〈pareo>[服 従 す る]の 図 囲 国

團 、 〈dicenti>… 〈dico>[宣 言 す る]の 囲 囹 〈dicens>の 團 囲 團(囮)、 〈t

erritorium>… 〈territorium>[管 轄]の 團 因]。 ※ 〈pareo>は 与 格 を と る 自

動 詞 な の で 、 受 動 相 を つ く る さ い 、 こ の 与 格 形 の 名 詞 〈dicenti>は 主 語 に は

な れ な い 。 「 自 動 詞 の 受 動 相 」 →<59>・ 「索 引 」。 〈impune>は 文 章 全 体 に か

か る 副 詞 で あ る 。 「〈frustra>系 の も の 」 → 「索 引 」。 〈1440>

〈871>Extraneusestsubditusquiextraterram,i。e.potestat

emregis,natusest.[Extraneusestsubditus,qulestnatusextr

aterram,i.e.potestatemregis.](7Co.Rep.16.)「 外[人]は 、 領 土

の 外 、 つ ま り 、 国 王 の 権 力 の 外 で 、 生 ま れ た 臣 下 で あ る 。」 〈extraneus>

… 〈extraneus>[外 の]の 團[到 国(囮) 、 〈subditus>… 「臣 下 」、 〈natu

s>… 囲 〈nascor>[生 ま れ る]の 囲 囹 〈natus>の 團 囲 国 、 〈te「 「am>'"〈te「 「

a>[領 土]の 團 因]、 〈i.e.〉 … 〈idest>[そ れ は ～ で あ る 一 つ ま り]。

〈872>Extremisprobatis,praesumunturmedia.[MediapraesU

muntur,extremisprobatis.](Tray.Lat.Max.207)「 極 限 の[こ と]が

証 明 さ れ れ ば 、 中 間 的 な[こ と]は 推 定 さ れ る 。」 〈media>… 〈medius>[中

間 の]の[園 匝]国(囮)、 〈extremis>… 〈exter>[外 の]の 國 〈extremus>

の[園 田 團 、〈probatis>… 〈probo>[証 明 す る]の 園 囹 〈probatus>の 國 匝]團 。

※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(extremis)プ ラ ス 完 了 分 詞(prob

atis)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 囮 匡1→ 〈22>。 「極 限 と 中 間 」

→ 「索 引 」
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F
〈873>Facereinjuriamnemo,nisiquiscitseinjuriamfacere,

potest.[Nem6nisi,quiscitsefacereinjUriam,potestfacerein

jUriam,]「 誰 も 、 自 身 が 不 法 侵 害 を な す こ と を 知 っ て い る[人]で な い 限

り は 、不 法 侵 害 を な す こ と は 出 来 な い 。」〈scit>… 〈scio>[知 る]の 囲 国 團 。

※ 〈scit>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈se>は 、 主 語 と

し て 、 〈facere>に か か る 。 因]困 → 〈35>

〈873わ1s>Facientesetconsentientesparipoenaplectantur。[F

acientesetc6nsentientesplectunturpoenaparl,](Dam,Reg.Can.

121;Dec.2,2,1,10;2,17,4,5)「 実 行 す る[人]と 同 意 す る[人]は 、 同

等 の 罰 を 受 け る 。」 〈facientes>… 〈facio>[な す]の 囲 囹 〈faciens>の 閣 囲

国(囮)、 〈consentientes>… 〈consentio>[同 意 す る]の 囲 囹 〈consent

iens>の 圏 囲 国(囲)、 〈plectantur>… 〈plecto>[罰 す る]の 図 囲 国 圏 、

〈pari>… 〈par>[同 等 の]の 團[冤 圏 。 〈155>

〈874>Facileestferreleges,tueridifficile.[Ferrelegesestf

acile,tueridifficile.]「 法 律(法)を 制 定 す る こ と は 容 易 で あ る[が]、

[し か し 、][そ れ を]遵 守 す る こ と は 難 し[い 。]」 〈ferre>… 〈fero>[制 定

す る]の 囲 困 、 〈facile>… 〈facilis>[容 易 な]の 團 田 国 、 〈tueri>… 圖 〈t

ueor>[守 る]の 囲 困(図)、 〈difficile>… 〈difficilis>[む ず か し い]の 團

圃 国 。 ※ 不 定 法 が 主 語 に な っ て い る → 〈171>。

〈875>Faciliusjudexquamtestisrejicitur.[JUdexrejiciturfa

ciliusquamtestis.]「 証 人 よ り も 、 裁 判 官 の 方 が 、 い っ そ う 容 易 に 拒 ま

れ る 。」 〈rejicitur>… 〈rejicio>[拒 む]の 図 國 国 團 、 〈facilius>… 〈facile>

[容 易 に]の 囲 。

〈876>Factaloquuntur.[Factaloquuntur.]「 事 実 は 語 る 。」 〈loqu

untur>… 圖 〈loquor>[言 吾 る]の 囲 国 圏(図)

〈877>Factanonpraesumuntur,sedprobantur.[Factan6npr

aesUmuntur,sedprobantur.]「 事 実 は 推 定 さ れ な い が 、 し か し 、 証 明 さ

れ る 。」 ※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。 「タ テ マ エ(推 定)と ホ ン ネ(証

明)」 → 「索 引 」

〈878>Factapertestes,nonpacta,probantur。[Factaprobant

urpertestes,pactan6n.]「 証 人 に 依 っ て 事 実 は 証 明 さ れ る[が 、 し か

し 、]合 意 は[証 明 さ れ]な い 。」

〈879>Factaproinfectisha1⊃erinonpossunt.[Factan6nposs

unthaberipr6infectis.](1Voび.97,1)「 な さ れ た[こ と]は 、 な さ れ な

B-236



か っ た[こ と]と 扱 わ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈infectis>… 〈infectus>[な

されなかった]の[圓[ヨヨ圏(囲)。

〈880>Factasuntpotentioraverbis.[Factasuntpotenti6rave

rbis.]「 事 実 は 言 葉 よ り も い っ そ う 強 力 で あ る 。」 〈potentiora>… 〈potens>

[強 い]の 囮 〈potentior>の 圏 園 国 。 ※ 「比 較 の 奪 格 」 → 〈605>

〈881>Factatellentm111taquaefieriprollibentur.[Factatene

ntmulta,quaeprohibenturfierl.](12Co.Rep.125)「 捺 印 証 書 は 、

な さ れ る こ と が 禁 じ ら れ る 多 く の[こ と]を 含 む 。」 〈facta>…<factum>[捺

印 証 書]の[國 国 。

〈882>Factumajudice,quodadejusofficiumnonspectat,n

onratllmest.[FactumajUdice,quodn6nspectatadofficiumej

us,n6nestratum.](Pα αZ.D.50,17470;10Co.Rep.76)「 裁 判 官 の 職

務 に 関 係 し な い か た ち で 彼 に よ っ て な さ れ た[こ と]は 、 有 効 で は な い 。」

〈spectat>… 〈specto>[関 係 す る]の 囲 国 團 、〈ratum>… 〈ratus>[有 効 な]

の 團 園 国 。

〈883>Factllmcui唖11esllum,nonadversarionoceredebet.[Fa

ctumsuumdebetnocerecuique,n6nadversari6.](Pα αZ.D.50,ヱ7,

155pr.)「 各 人 自 身 の 行 為 は 、 相 手 方 で は な く 、 各 人 自 身 に 不 利 益 を 与 え

る べ き で あ る 。」 〈nocere>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 困 、 〈adversario>… 〈a

dversarius>[相 手]の 團 團 。 ※ 「自 身 と 他 人 」 → 「索 引 」

〈884>Factllmexecutorisfactumpartis.[FactumexecUt6risfa

ctumpartis.]「 執 行 者 の 行 為 は 当 事 者 の 行 為[で あ る]。 」 〈executoris>

… 〈executor>[執 行 者]の 團 圏 、 〈partis>… 〈pars>[但ll]の 團 圖 。 ※ 動

詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈885>Factumillfectumfierine⊂1uit.[FactumnequitfierlInfe

ctum.](1Kames.Eq.96,259)「[い っ た ん]な さ れ た[こ と]は 、 な さ

れ な か っ た[こ と]と 成 る こ と は 出 来 な い 。」 〈nequit>… 〈nequeo>[～ で

き な い]の 囲 国 團 、〈infectum>… 〈infectus>[な さ れ て い な い]の 團 圃 国 。

※ 〈nequeo>は 、 〈queo>[～ で き る]と 同 じ よ う に 、 補 足 不 定 法(こ こ で

は 〈fieri>)を と る 。 面 白 い こ と に 、 〈queo>の 受 動 相 の 國 国 團 の 〈quitur>

は 、 「で き る 」 と い っ た ニ ュ ア ン ス に な る 。 こ の よ う に 、 ラ テ ン 語 で は 、 受

動 相 と 能 動 相 の 区 別 は 、 近 代 欧 米 語 の 場 合 ほ ど 明 確 で は な い 。

〈886>Factumjudicisfactumpartis.[FactumjUdicisfactump

artis.]「 裁 判 官 の 行 為 は 当 事 者 の 行 為[で あ る 。]」 〈partis>… 〈pars>[側]

の 團 圓 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈887>Factumlegitimeretractarinondebet,1icetcausapost

eaeveniat,aquononpotuitincllohari.[Factumlegitimen6nd
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ebetretractari,licetcausa,aqu6n6npotuitinchohari,eveniat

postea.](PαuZ.D.50,17,85,1;Lib,Sex.5,13,73)「 適 法 に な さ れ た[こ

と]は 、 た と え そ れ を 始 ま ら せ る こ と が 出 来 な か っ た 状 況 が 事 後 に 生 ず る

こ と に な っ て も 、取 消 さ れ る べ き で は な い 。」〈retractari>… 〈retracto>[取

消 す]の 図 囲 国 、 〈inchohari>… 〈inchoho>[は じ め る]の 図 囲 国 、 〈eve

niat>… 〈evenio>[生 ず る]の 圏 囲 国 團 。 ※ 前 置 詞 つ き 関 係 代 名 詞 で あ る 〈a

quo>は 、 も ち ろ ん 〈causa>を 先 行 詞 と し て い る の で あ る が 、 「そ こ か ら そ

れ が ～ す る と こ ろ の ～ 」 と い う 訳 し か た は 日 本 語 的 で は な い 。 こ う い う と

き に は 、 前 置 詞 ぬ き で 訳 し か え て し ま う の も 一 案 で あ る 。 「前 置 詞 つ き 関 係

代 名 詞 」 → 〈96>・ 「索 引 」、 「当 初(過 去)と 事 後(未 来)」 → 「索 引 」。 〈8

67>

〈887わfs>Factumlex,nonsententiamnotat.[Lexnotatfactum,

n6nsententiam.]「 法 律(法)は 、 意 思 で は な く 、 行 為 を 替 め る 。」 〈no

tat>… 〈noto>[非 難 す る]の 囲 国 團 。 ※ 「意 思 と 行 為 」 → 「索 引 」、 「タ テ

マ エ(意 思)と ホ ン ネ(行 為)」 → 「索 引 」。

〈888>Factllmnegalltisllullaprobatioest.[Probati6negantis

factumestnUlla.](C.J.4,19,23)「 事 実 を 否 認 す る[人]の 証 明 は 、 な

ん ら 存 在 し な い 。」 〈negantis>… 〈nego>[否 認 す る]の 囲 囹 〈negans>の 團

囲 圓(囮)。 ※ 「「～ の も の で あ る 」 と い う 属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈8

4>・ 「索 引 」

〈889>Factumnondicitur,噌uodnonperseverat.[Quodn6np

erseverat,n6ndlciturfactum.](5Co.Rep.96)「 持 続 的 に 効 力 を 持 た

な い[も の は]、 〈factum>(捺 印 証 書)と は 言 わ れ な い 。」 〈perseverat>…

〈persevero>[持 続 す る]の 囲 国 團 。

〈890>Factllmnondicitur,ubiali噌uidsllperestfaciendllm.[N

6ndlciturfactum,ublaliquidfaciendumsuperest.](C.J.6,35,11,

3)「 あ る こ と が な さ れ る べ き[も の]と し て 残 っ て い る と き に は 、 そ れ は

な さ れ た[も の と]は 言 わ れ な い 。」 〈factum>… 〈facio>[な す]の 囲 囹 〈f

actus>の 團 囲 国 で 、 省 略 さ れ て い る 〈esse>(〈sum>[で あ る]の 現 在 不 定

法)と あ わ さ っ て 、 〈facio>の 受 動 相 完 了 不 定 法 を か た ち つ く っ て い る(〈f

actum>に は 名 詞 の 意 味 も あ る が)。<faciendum>… 〈facio>[な す]の 國 囮

〈faciendus>[な さ れ る べ き で[で あ る]]の 團 圃 国(囮)、 〈superest>

… 〈supersum>[残 っ て い る]の 囲 国 團 。 ※ 〈aliquid>と 〈faciendum>1ま 同

格 の よ う な 関 係 に あ る も の と 見 た い 。 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て

い る 主 語 〈aliquid>は 、 〈dicitur>と 〈(esse)factum>の 双 方 に か か る 。 国 匿ヨ

→ 〈98>、[到 囮 → 〈1>。

〈891>Factumreputabiturprovoluntate.[Factumreputabitur
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pr6voluntate.]「 行 為 は 意 思 と 考 え ら れ る だ ろ う 。」 〈reputabitur>… 〈re

puto>[考 え る]の 図 困 国 團 。 ※ 「意 思 と 行 為 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(意

思)と ホ ン ネ(行 為)」 → 「索 引 」。

〈892>Factumsuumnemorecteimpugnat.[Nem6impUgnatfa

ctumsuumrecte.]「 誰 も 、 自 身 の 行 為 を 正 当 に 攻 撃 す る こ と は 、 な い 。」

〈impugnat>… 〈impugno>[攻 め る]の 國 国 團 。

〈893>Factllmtacelldo,crimenfaciasacrius.[Faciascrlmena

crius,tacend6factum.](Syr.256)「 君 が 、 行 為 を 秘 密 に す る こ と に 依

っ て 、[自 身 の]罪 を い っ そ う 重 い も の と す る よ う 。」 〈acrius>… 〈acer>[激

し い]の 囲 〈acrior>の 團 園 因](囮)、 〈tacendo>… 〈taceo>[秘 密 に す る]

の 國 囮 〈tacendum>の 圏(團)。 ※ 國 囮 → 〈1>。 副 詞 の 比 較 級 は 、 形 容 詞 の

比 較 級 の 単 数 中 性 対 格 の 形 と 同 形 に な る の で 、 と き に は ま ぎ ら わ し い こ と

も 生 ず る 。 他 方 で 、 最 上 級 は 〈e>で 終 わ る の で 、 た い て い は す ぐ に 副 詞 と

判 明 す る 。 た と え ば 、 〈gravissime>は 、 「も っ と も(き わ め て)重 く 」 で

あ る 。 一 方 、 近 代 欧 米 語 で は 、 形 容 詞 の 語 尾 に 〈ly>と か 〈ment,mente>と

か を つ け る や り か た に な っ て い る が 、 独 語 で は 、 副 詞 は 形 容 詞 と 同 形 の ま

ま で あ る(も っ と も 、 ラ テ ン 語 に は 、 「タ テ マ エ で は 形 容 詞 で 、 ホ ン ネ で は

副 詞 」 と い う 微 妙 な 用 法 も あ る が[K]部 門IV-p.55f,)ち な み に 、 〈c

itius,altius,fortius>だ け だ と 、 形 容 詞 比 較 級 の 単 数 中 性 主 格 と か そ の

対 格 と か と う け と ら れ る 危 険 が 十 分 に あ る が 、そ れ は そ れ と し て 、こ れ は 、

副 詞 表 現 の 、 「い っ そ う 速 く 、 い っ そ う 高 く 、 い っ そ う 強 く 」 と い う 近 代 オ

リ ン ピ ッ ク の モ ッ ト ー で あ る 。 記 録 を 争 う の も ス ポ ー ツ の 目 的 な の で 、 こ

れ を 相 対 的 比 較 級 の 用 例 と 理 解 し て お こ う 。 副 詞 の 原 級 は 、 そ れ ぞ れ 、 〈c

ito>、 〈alte>、 〈fortiter>で 、そ の も と と な る 形 容 詞 は 、 そ れ ぞ れ 、〈citus>、

〈altus>、 〈fortis>で あ る 。 形 容 詞 か ら 副 詞 が で き あ が る さ い 、 語 尾 に 〈e>

・〈o>・ 〈iter>な ど が 現 わ れ て く る 。 ち な み に 、 ト ヨ タ 自 動 車 の 「プ リ ウ ス 」

と い う 車 の 名 前 は 、「も っ と 前 に(他 車 よ り も 発 想 の う え で 進 化 を と げ て)」

と い う 副 詞 比 較 級 と も う け と れ る 。

〈894>Factumtutorisfactumpupilli。[FactumtUt6risfactum

pUpilll.]「 後 見 人 の 行 為 は 被 後 見 人 の 行 為[で あ る 。]」 〈tutoris>… 〈tuto

r>[後 見 人]の 團 國 、 〈pupilli>… 〈pupillus>[被 後 見 人]の 團[国 。

〈895>Factumuniusalterinocerenondebet.[FactumUnius

n6ndebetnocerealteri.](Co.Litt.152b)「 一 人 の[人]の 行 為(捺 印

証 書)は 他 の[人]を 害 す る べ き で は な い 。」 〈nocere>… 〈noceo>[害 す る]

の 國 匠]。 ※ 「一 人 と 他 人 」 → 「索 引 」

〈896>Facultasprobationumnonestangustanda.[Facultaspr

obati6numn6nestangustanda.](C.J.1,5,21,3;4Co.Inst.279)「 証
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明 の 可 能 性 は 狭 め ら れ る べ き で は な い 。」 〈facultas>… 「可 能 性 」、 〈angus

tanda>… 〈angusto>[狭 め る]の 國 圏 〈angustandus>[狭 め ら れ る べ き で

[で あ る]]の 團 國 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>。 〈2727>

〈897>Falsacausa(adjecta)nonnocet.[Causafalsa(adjecta)

n6nnocet.](1.J.2,20,31)「 虚 偽 の(付 加 さ れ た)事 由 は 害 し な い 。」 〈f

alsa>… 〈falsus>[虚 偽 の]の 團 國 国 、 〈adjecta>… 〈adicio>[付 加 す る]

の 囲 囹 〈adjectus>の 團 國 国 、 〈nocet>… 〈noceo>[害 す る]の 國 国 團 。

〈898>Falsademonstrationonnocet,cumdeco叩oreconstat.

[Dem6nstrati6falsan6nnocet,cumc6nstatdecorpore.](Gαf.D.

35,1,33 .ρr.;6Term.676)「 虚 偽 の 表 示 は 、 対 象 に 関 し て 確 定 し て い る と

き に は 、 害 し な い 。」 〈demonstratio>… 「表 示 」、 〈falsa>… 〈falsus>[虚

偽 の]の 團 國 国 、 〈nocet>…<noceo>[害 す る]の 囲 国 團 、 〈corpore>… 〈c

orpus>[対 象]の 團 團 。

〈899>Falsademonstrationonvitiatlegatum.[Dem6nstrati6f

alsan6nvitiatlegatum.](Jα ひ.D.354,40,4;σlp.D.30,75,1;1.J.2,2

0,30;C.J.6,44,2)「 虚 偽 の 表 示 は 遺 贈 を 無 効 な も の と し な い 。」 〈demons

tratio>… 「表 示 」、<falsa>… 〈falsus>[虚 偽 の]の 團 國 国 、 〈vitiat>… 〈v

itiO>[無 効 な も の と す る]の 囲 国 團 、 〈legatUm>… 〈legatUm>[遺 贈]の

團 圃 。

〈900>Falsademonstratiollelegatllmnonperimitur.[Legatum

n6nperimiturdem6nstrati6nefalsa.](1,J.2,20,30;Bac.Max.438,6

45)「 遺 贈 は 、 虚 偽 の 表 示 に 依 っ て は 、 無 効 と 成 ら な い 。」<legatum>… 「遺

贈 」、 〈perimitur>… 〈perimo>[無 効 に す る]の 図 囲 国 團 、 〈demonstrati

one>… 〈demonstratio>[表 示]の 團 圏 、 〈falsa>… 〈falsus>[虚 偽 の]の

團 國 團 。

〈901>Falsagrammaticanonvitiatconcessionem.[Grammatic

afalsan6nvitiatconcessi6nem.]「 誤 ま っ た 文 法 は 譲 与 を 無 効 な も の

と は し な い 。」 〈grammatica>… 「文 法 」、 〈falsa>… 〈falsus>[偽 り の]の 團

國 国 、 〈Vitiat>… 〈VitiO>[害 す る]の 囲 国 團 、 〈COnCeSSiOnem>… 〈COnCe

ssio>[譲 与]の 團 因]。

〈902>Falsaorthograpllia,sivefalsagrammaticanonvitiatc

oncessionem.[Orthographiafalsa,sivegrammaticafalsa,n6nvi

tiatconcessi6nem.](9Co.Rep.48a;Bart.Max.164)「 誤 ま っ た 綴 り あ

る い は 誤 ま っ た 文 法 は 、 譲 与 を 無 効 な も の と は し な い 。」 〈orthographia>

… 「綴 り 」
、 〈falsa>… 〈falsus>[誤 っ た]の 團 國 国 、 〈grammatica>… 「文

法 」、 〈vitiat>… 〈vitio>[害 す る]の 囲 国 團 、 〈concessionem>… 〈conces

sio>[譲 与]の 團 因]。
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〈903>Falsumestnimirum,quodcrediturvulgo,testamenta

llomillumspeculumessemorllm.[Quodcrediturtestamentahom

inumessespeculumm6rumvulg6,estfalsumnlmlrum.](Plin.Mi

n.Ep.8,18)「 人 々 の 遺 言 が[そ の 人 々 の]性 格 を 映 す 鏡 で あ る 、 と 一 般 に

信 じ ら れ る こ と は 、 確 か に 偽 り で あ る 。」 〈speculum>… 「鏡 」、 〈morum>

… 〈mos>[性 格]の 圏 國 、 〈falsum>… 〈falsus>[偽 り の]の 團 田 国 。 ※

対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈testamenta>は 、 主 語 と し て 、 〈es

se>に か か る 。 因]巨 ヨ→ 〈35>。

〈904>Falsusinunofalsusinomnibus.[FalsusinUn6falsus

inomnibus.](Jα ひ.D.35,1,40,4;7Wheat.(S.)338;5L.Ed.454)「 た

だ 一 つ の[こ と]に 於 い て[で も]偽 る[人 は]、 す べ て の[こ と]に 於 い

て 偽 る[人][で あ る]。 」 〈falsus>… 「偽 り の 」 を 意 味 す る 見 出 し 語 形 容 詞

が 名 詞 化 し た も の 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈905>Fama,fidesetoculusnonpatiunturludum.[Fama,fid

esetoculusn6npatiunturIUdum.](3Bulst.226)「 名 声 、 信 義 、 お

よ び[人 の]眼 は 、欺 哺 を 容 認 し な い 。」〈fama>… 「名 声 」、〈oculus>… 「眼 」、

<patiuntur>… 圖 〈patior>[許 す]の 囲 国 圏(図)、 〈ludum>… 〈ludus>

[欺 隔]の 團 圃 。

〈906>Familiareestllominibusomniasibiignoscere.[lgn6sce

reomniasibiestfamiliarehomnibus.](Vell.Hist.Rom.2,30)「[人

々 が]自 身 に は す べ て の[こ と]を 許 す こ と は 、人 々 に 普 通 の こ と で あ る 。」

<ignoscere>…<ignosco>[許 す]の 囲 匠]、<familiare>… 〈familiaris>[親

し い]の 團 圃 国 。 ※ 不 定 法 が 主 語 と な っ て い る → 〈171>。

〈907>Familiasconservaripubliceinterest。[Interestfamilias

c6nservarlpUblice.]「 家 族 が 維 持 さ れ る と い う こ と に つ い て は 、 公 け に

利 害 関 係 が あ る 。」 〈familias>… 〈familia>[家 族]の[國 因]、<conservari>

… 〈conservo>[維 持 す る]の 図 囲 国 。 ※ 〈interest>は 対 格 不 定 法 を ひ く 非

人 称 動 詞 で あ る 。 対 格 形 の 〈familias>は 、 主 語 と し て 、 〈conservari>に か

か る 。 因]匿 ヨ→ 〈35>

〈908>Fatetllrfacinus,噌uijudicillmfugit.[Qulfugitjudicium,

fateturfacinus.](3Co.Inst.14)「 裁 判 を 回 避 す る[人 は]、 悪 事 を 自

白 す る 。」 〈fugit>… 〈fugio>[逃 げ る]の 囲 国 團 、 〈fatetur>… 圖 〈fateor>

[自 白 す る]の 囲 国 團(図)、 〈facinus>'"〈facinus>[悪 事]の 團 圃 。

〈909>Fatlluspraesumitur唖11iinproprionomineerrat.[QuI

erratinn6minepropri6,praesUmiturfatuus.](Code,6,24,14;Joh

ns.Ch.(N.Y.)145,151)「 自 身 の 名 前 の 点 で 誤 ま る[人 は]、 無 知[で あ

る]と 推 定 さ れ る 。」 〈errat>… 〈erro>[誤 ま る]の 囲 国 團 、 〈fatuus>… 「無

B-241



知 な 」。※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 で 、隠 れ て い る

主 語 は 、〈praesumitur>と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈909わfs>FavorlibertatissaepebenignioressententiasexPri

mit.[Favorlibertatisexprimitsententiasbenigni6ressaepe.]「 自

由 の 優 遇 は し ば し ば い っ そ う 寛 大 な 判 断 を 下 す 。」 〈favor>… 「好 意 」、 〈ex

primit>… 〈exprimo>[示 す]の 國 国 團 、 〈benigniores>… 〈benignus>[寛

大 な]の 國 〈benignior>の[園[図 因]。

〈910>Favorabiliainlegesuntfiscus,dos,vita,1ibertas.[Fi

scus,d6s,vita,libertassuntfav6rabiliainlege.](Jenk.Cent.94)

「 国 庫 、 嫁 資 、 生 命 、 自 由 は 、 法 律(法)に 於 い て は 、 優 遇 さ れ て い る 。」 〈f

iscus>… 「 国 庫 」、 〈dos>… 「嫁 資 」、 〈vita>… 「生 命 」、 〈favorabilia>… 〈f

avorabilis>[好 意 あ る]の 國 圃 国 。

〈911>Favorabilioresreipotiusquamactoresha1⊃etur.[Relp

otius,quamact6res,habeturfav6rabilil6res.](Gα ご.D.50,17,125;

Broom,Max.488)「 被 告 は 、 原 告 よ り も い っ そ う 有 利 な 位 置 に[在 る も の]

と 扱 わ れ る 。」 〈favorabiliores>一 ・〈favorabilis>の 國 〈favorabilior>の[園 囲

国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈rei>は 、<habetur>と 隠 れ て い

る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 團 → 〈98>。 「原 告 と 被 告 」 → 「索 引 」

〈912>Favorabilioressuntexecutionesaliisprocessibusquib

uscun唖ue.[ExecUti6nessuntfav6rabili6respr6cessibusalilsqui

buscunque.](Co.Litt.289)「 執 行 は 他 の あ ら ゆ る 手 続 よ り も い っ そ う 有

利 な 扱 い を 受 け る 。」 〈executiones>… 〈executio>[執 行]の 國 国 、 〈favo

rabiliores>… 〈favorabilis>[有 利 な]の 囲 〈favorabilior>の 圏 國 国 、 〈pr

ocessibus>… 〈processus>[手 続]の[園 圏 。 ※ 「比 較 の 奪 格 」 → 〈105>

〈913>Favoresampliandisullt,odiarestrillgenda.[Fav6ressu

ntampliandl,6diarestringenda.]「 有 利 な 扱 い は 拡 充 さ れ る べ き[で

あ る][が]、 不 利 な 扱 い は 制 限 さ れ る べ き[で あ る]。 」 〈favores>… 〈favo

r>[好 意]の 國 国 、 〈ampliandi>… 〈amplio>[ひ ろ げ る]の 國 囮 〈amplia

ndus>[ひ ろ げ ら れ る べ き[で あ る]]の 國 囲 国 、 〈odia>… 〈odium>[敵

視]の 國 国 、 〈restringenda>… 〈restringo>[制 限 す る]の 國 圏 〈restring

endus>[制 限 さ れ る べ き[で あ る]]の 圏 匝 国 。 ※<Indubio・dubiis>

論 → 「索 引 」、 「有 利 と 不 利 」 → 「索 引 」。 〈2394>・ 〈2394翫s>

〈913翫s>Fecisedjurefeci.[Feci,sedfecijUre.]「 私 は 行 な っ た 。

し か し 、 法 に 従 っ て 行 な っ た 。」

〈914>Felixqllipotuitrerumcognoscerecausas.[Qulpotuit

c6ngn6scerecausasrerum,felix.](Co.Litt,231)「 事 物 の 原 因 を 認 識

す る こ と が 出 来 た[人 は]、 幸 い[で あ る]。 」 〈cognoscere>… 〈cognosco>

B-242



[認 識 す る]の 囲 困 、 〈felix>… 「幸 い な 」。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈915>Felonia,exvitermini,significat噌uodlibetcapitalecr

imenfelleoanimope叩etratum.[Feloniaslgnificatcrlmencapit

alequodlibetperpetratumanim6felle6exvitermini.](Co.Litt.39

1a)「 重 罪 は 、 言 葉 の 内 容 か ら す れ ば 、 悪 い 心 情 に よ っ て 犯 さ れ た 、 死 刑

に 係 わ る あ ら ゆ る 犯 罪 を 意 味 す る 。」 〈felonia>… 「重 罪 」、 〈significat>… 〈s

ignifico>[示 す]の 國 国 團 、 〈capitale>… 〈capitalis>[死 刑 の]の 團 囲 圃 、

<perpetratum>… 〈perpetro>[犯 す]の 匠1囹<perpetratus>の 團 匠]因]、 〈a

nimo>… 〈animus>[心]の 團 圏 、 〈felleo>… 〈felleus>[悪 い]の 團 囲 圏 、

〈termini>… 〈terminus>[名 称]の 團 圏 。

〈916>Felolliaimplicaturin⊂1ualibetproditione.[Feloniaimpl

icaturinpr6diti6nequalibet.](3Co.Inst.15)「 重 罪 は す べ て の 大 逆

行 為 の 中 に 含 ま れ る 。」 〈felonia>… 「重 罪 」、 〈implicatur>… 〈implico>[含

む]の 図 囲[ヨ 團 、 〈proditione>… 〈proditio>[大 逆]の 團 圏 。

〈917>Feminaestfinisfamiliae.[Feminaestfinisfamiliae.](σ

Zp.D,50,16495,5)「 婦 女 は 家 の 終 わ り で あ る 。」 〈femina>… 「婦 女 」、 〈fi

nis>… 「終 わ り 」、 〈familiae>… 〈familia>[家]の 團[国 。

〈918>Feminaeabomnibusofficiiscivilibusvelpublicisrem

otaesunt.[Feminaesuntrem6taeabofficiisomnibuscivilibusv

elpUblicls.](σZp.D,50,17,2pr.)「 婦 女 は 、 あ ら ゆ る 市 民 的 あ る い は 公

的 な 義 務 か ら 遠 ざ け ら れ た 。」 〈feminae>… 〈femina>[婦 女]の[園 国 、 〈re

motae>… 〈removeo>[遠 ざ け る]の 匠1囹 〈remotus>の 國 因[ヨ(受 動 相 完

了 の 構 成 要 素)。 ※ 〈remotus>は 〈removeo>の 完 了 分 詞 で あ る が 、 こ れ を 、

た ん な る 過 去 の ニ ュ ア ン ス を も つ 完 了 と い う 時 称 を 示 す 表 現 の 一 部 と は 見

な い で(受 動 相 の 完 了 は こ の 完 了 分 詞 と 〈esse>の 変 化 形 を 組 み あ わ せ て つ

く ら れ る)、 形 容 詞 と し て の 完 了 分 詞(「 遠 ざ け ら れ た 状 況 に あ る 」)と 見 る

考 え か た も あ る 。 こ の よ う に 、 「～ さ れ た 」 と 「～ さ れ て い る 」 と が 同 じ 表

現 に な る 現 象 は 、 仏 語 や 独 語 に も 見 ら れ る(西 語 で は 両 者 を 区 別 す る 表 現

が 工 夫 さ れ て い る)。 な お 、 英 語 で は 、 た と え ば 「〈is>プ ラ ス 過 去 分 詞 」 は

受 動 態 現 在 で あ る が 、 ラ テ ン 語 で は 、 そ の 受 動 相 現 在 は 〈amatur>「 彼 は 愛

さ れ る 」 の よ う に 、 一 語 で 示 さ れ る の で 、 こ の よ う な 「〈sunt>プ ラ ス 完 了

分 詞 」 の 形 に な る と 、 受 動 相 の 完 了 に な る 。

〈919>Feminaenonsuntcapacesdepublicisofficiis.[Femina

en6nsuntcapacesdeofficilspUblicls,](Jenk.Cent.237)「 婦 女 は 、

公 け の 職 務 に 関 し て[就 任]能 力 を 持 た な い 。」 〈feminae>… 〈femina>[婦

女]の 國 国 、 〈capaces>…<capax>[能 力 の あ る]の 圏 國 国 。 ※ 一 般 に 、

古 い 時 代 で は 、婦 女 が 男 子 の 場 合 と 同 等 の 権 利 を 与 え ら れ る こ と は 、な い 。
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ロ ー マ で も 同 様 で あ る 。 兵 士 と し て 国 家 ・ 共 同 体 に 直 接 的 ・ 具 体 的 に 奉 仕

す る こ と の な い 婦 女 に は 、 そ の 見 返 り と し て の 公 法 上 の 権 利 が 欠 け る こ と

に な る の は や む を え な い と こ ろ で あ ろ う 。 他 方 で 、 ロ ー マ の 私 法 秩 序 の な

か で も 、婦 女 に は 十 分 な 権 利 は 与 え ら れ な か っ た 。 そ の こ と は 、た と え ば 、

ト ラ ブ ル の 相 手 方 を 訴 訟 の 場 に ひ き だ す に は 個 人 的 に 実 力 を 行 使 す る 必 要

の あ る シ ス テ ム の も と で は 、 実 カ ー 腕 力 の な い 婦 女 に は 原 告 の 資 格 な ど あ

り え な い 、と い う 事 情 か ら も 理 解 で き よ う 。婦 女 が 婚 家 の 家 長 権 に 服 さ ず 、

そ れ か ら 自 由 な 立 場 に お か れ る よ う な い わ ば 進 ん だ 事 態 が 生 ず る よ う に な

っ て も 、 彼 女 は 家 長 に な る こ と は で き な い 。 ま た 、 そ の と き 、 成 熟 期 に 達

し た あ と で も 、 後 見 人 の 助 成 が な け れ ば 、 彼 女 は 法 律 行 為 を 実 行 す る こ と

は で き な い 。 時 代 が 下 る に つ れ て 、 こ の 婦 女 後 見 の 仕 組 み は す た れ て い っ

た 。 以 上 の 話 は 、 制 度 論 で あ っ て 、 い わ ば タ テ マ エ 論 で あ る 。 実 際 の 婦 女

の 社 会 的 活 動 を 見 て み る と 、 ロ ー マ で は 、 婦 女 が 、 母 性 と し て 高 い 尊 敬 を

う け て 、 生 活 の 表 舞 台 で 活 躍 し て い る こ と が 判 明 す る 。 同 じ 古 代 で も 、 ギ

リ シ ア で は 、 タ テ マ エ 上 も 、 ホ ン ネ 上 も 、 婦 女 が 低 い 地 位 に お し こ め ら れ

て い た の と は か な り 異 な る 状 況 が 、 こ こ ロ ー マ に は あ っ た 。

〈920>Feminaeproinfirmitatesexusminusausuraeessecre

duntur。[FeminaecredunturesseausUraeminuspr6infirmitate

sexUs.](C.J.9,8,5,3;Hob.97)「 婦 女 た ち は 、 性 の 弱 さ の た め に 、 あ ま

り 果 敢 で は な い 、 と 考 え ら れ て い る 。」 〈feminae>… 〈femina>[婦 女]の 國

国 、 〈ausurae>… 〈audeo>[あ え て ～ す る]の 困 囹 〈ausurus>の 圏 國 国 、

<infirmitate>… 〈infirmitas>[弱 さ]の 團 團 、 〈sexus>… 〈sexus>[性]

の 團 圏 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈feminae>は 、 〈creduntur>

と 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 「未 来 分 詞 」 が 登 場 す る よ う な 用

例 は と て も め ず ら し い 。 「未 来 分 詞 → 「索 引 」

〈921>Feodumestquodquistenetexquacunquecausa,sive

sittenementum,siveredditus.[Feodumest,quodquistenetex

causaquacunque,sivesittenementum,siveredditus.](Co.Litt.

1b)「 封 地 は 、 保 有 財 産 と し て で あ れ 、 あ る い は 地 代 支 払 地 と し て で あ れ 、

あ る 人 が 各 状 況 に 基 づ い て1保 有 す る[も の]で あ る 。」 〈feodum>… 「封

地 」、 〈tenementum>… 「保 有 資 産 」、 〈redditus>… 「地 代 支 払 」。 ※<sive

～sive>は 相 関 語 で あ る 。 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」

〈921翫s>Fereinomnibuspoenalibusjudiciisetaetatietim

prudentiaesllccurritllr.[SuccurrituretaetatletimprUdentiaei

njUdicilspoenalibusomnibisfere.]「 ほ と ん ど す べ て の 刑 事 裁 判 に 於

い て 、 年 令 に も 未 熟 さ に も 助 け が 与 え ら れ る 。」 〈succurritur>… 〈succur

ro>[援 助 す る]の 図 囲 匡1團 、 〈aetati>… 〈aetas>[年 令]の 團 團 、 〈impr
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udentiae>… 〈imprudentia>[未 熟 さ]の 團 團 。

〈922>Feresecundumpromissoremillterpretamllr.[Interpreta

mursecundumpr6miss6remfere.](CεZ.D.45,1,99ρr.)「 私 た ち は ほ

と ん ど 諾 約 者 に 有 利 に 解 釈 す る 。」〈interpretamur>…[≡]〈interpretor>[解

釈 す る]の 囲 日 國(図)、 〈pr・miss・rem>… 〈pr・miss・r>[諾 約 者]の 團 圃 。

※ 〈indubio・dubiis>論 → 「索 引 」

〈923>Festinatiojustitiaeestnovercainfortunii.[Festlnati6

jUstitiaeestnovercalnfortUnil.](Hob.97)「 正 義(司 法)の 拙 速 は 不

幸 の 継 母 で あ る 。」 〈festinatio>… 「拙 速 」、 〈noverca>… 「継 母 」、 〈infort

unii>… 〈infortunium>[不 幸]の 團 圏 。

〈924>Fiatjusetpereatmundlls.[JUsflatetmunduspereat.]

(St.Augustinus)「 法 が 行 わ れ よ 。 そ し て 、 世 界 が 滅 び る が よ い 。」 〈mun

dus>… 「世 界 」、 〈pereat>…<pereo>[滅 び る]の 國 囲 国 團 。 ※ 「接 続 法 」

→ 〈232>・ 「索 引 」

〈925>Fiatjustitiaetpereatmundus.[JUstitiafiatetmundus

pereat.](Branch,Princ.161)「 正 義 が 行 な わ れ よ 、 そ し て 、 世 界 が 滅 び

る が よ い 。」 〈mundus>… 「世 界 」、 〈pereat>…<pereo>[滅 び る]の 國 囲 国

團 。 ※ こ れ は も ち ろ ん 一 種 の 皮 肉 で あ っ て 、 い く ら 正 義 が 貫 徹 さ れ て も 、

そ の た め に こ の 世 界 が な く な っ て し ま う な ど 、 ナ ン セ ン ス で あ る の は 、 言

う ま で も な い 。 し か し 、 正 義 と い う も の を ど れ だ け 犠 牲 を は ら っ て で も 貫

こ う 、 と す る 考 え か た に は 、 そ れ な り に 説 得 力 が あ る 。 こ れ は 、 お そ ら く 、

現 代 の ア メ リ カ 人 に は 親 し み や す い 発 想 で は な か ろ う か 。 逆 に 、 私 た ち 日

本 人 に は 、 こ う い っ た 正 義 オ ン リ ー の 発 想 は 、 あ ま り に 極 端 す ぎ て 、 ど う

も な じ み に く い 考 え か た で あ る 。 ち な み に 、 〈fiatjustitia>に は 、 「正 義 付

与 命 令 」 と い う 名 詞 化 し た 訳 語 一 概 念 も あ る 。 「接 続 法 」 →232>・ 「索 引 」

〈926>Fiatjustitia,ruatcaelum.[JUstitiaflat,caelumruat.]

(Dyer,385;NathanienWard;FerdinandI;Branch,Princ.161)「 正 義

が 行 な わ れ よ 、 天 が 滅 び る が よ い 。」 〈caelum>… 「天 」、 〈ruat>… 〈ruo>[滅

び る]の 圏 囲 国 團 。 ※ こ こ で は 二 つ の 命 題 が 並 列 的 に な ら ん で い る だ け で

あ る が 、 接 続 法 が 用 い ら れ て い る こ と を 考 慮 し 、 た ん な る 並 列 と は 読 み と

ら ず に 、 も う 少 し 深 読 み を し て 、 「か り に 天 が 滅 ぶ と し て も 、 正 義 が 行 な わ

れ よ 。」 と い う よ う に 、 譲 歩 を 示 す 接 続 詞 を 加 え た か た ち で 訳 出 す る こ と も

十 分 に 可 能 で あ る 。 「接 続 法 」 → 〈232>・ 「索 引 」

〈927>Fiatproutfiericonsuevit.[Flat,proutc6nsuevitfierl.]

(Branch,Princ,;Jenk,Cent.116,Case,29)「 そ れ は 、 な さ れ る の が 常 で

あ る よ う に 、 な さ れ る べ き で あ る 。」<consuevit>… 〈consuesco>[慣 れ る]

の 囲 国 團(意 味 は 現 在 形 の 場 合 の よ う に な る 。 「辞 書 」 に 〈pf.〉[完 了]と
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あ る の が そ れ を 意 味 す る)。 ※ 「現 在 形 の 意 味 を も つ 完 了 」 → 「索 引 」

〈928>Fiatquodpriusfiericonsuevit.[Quodc6nsuevitfierlp

rius,flat.](Branch,Princ.;Jenk.Cent.167)「 以 前 に な さ れ る の が 常

で あ る[こ と が]、 な さ れ よ 。」 〈consuevit>… 〈consuesco>[慣 れ る]の 囲

国 團(意 味 は 現 在 形 の 場 合 の よ う に な る 。 「辞 書 」 に 〈pf.〉[完 了]と あ る

の が そ れ を 意 味 す る)。 ※ 〈prius>に は 、 こ の よ う な 副 詞 の 形 の ほ か に 、 「い

っ そ う 前 の 」 と い う 意 味 の 形 容 詞 の 、単 数 中 性 の 主 格 と 対 格 の 形 が あ る(辞

書 の[45])。 ト ヨ タ 自 動 車 の 「プ リ ウ ス 」 と い う ハ イ ブ リ ッ ド ・ カ ー に は 、

「一 歩 先 を 走 っ て い る ク ル マ(中 性 形 の 名 詞 と し て 〈vehiculum>[車]が あ

る)」 と い う 意 味 で こ の 名 前 が つ け ら れ た の で あ ろ う 。 〈consuesco>は 〈fie

ri>と い う 補 足 不 定 法 を ひ く → 〈171>。

〈929>Fictioceditveritati;fictiojurisnonestubiveritas.

[Ficti6ceditveritatl;ficti6jUrisn6nest,ublveritas.](11Co.R

ep.51)「 擬 制 は 真 実 に 屈 す る 。 し た が っ て 、 真 実 が[在 る]と こ ろ で は 、

法 の 擬 制 は 存 在 し な い 。」 〈fictio>… 「擬 制 」、 〈cedit>… 〈cedo>[ゆ ず る]

の 國 国 團 、 〈veritati>… 〈veritas>[真 実]の 團 團 。 ※ 「擬 制 と 眞 実 」 → 「索

引 」、 「タ テ マ エ(擬 制)と ホ ン ネ(眞 実)」 → 「索 引 」。

〈930>Fictiocessat,ubiveritaslocumhaberepotest.[Ficti6

cessat,ubiveritaspotesthaberelocum.]「 真 実 が 生 ず る こ と が 出 来

る と こ ろ で は 、 擬 制 は 止 む 。」 〈fictio>… 「擬 制 」、 〈cessat>… 〈cesso>[や

む]の 囲 国 團 、 〈veritas>… 「真 実 」。 ※ 擬 制(fictio)と い う テ ク ニ ッ ク

は 、 推 定 や 類 推 な ど と と も に 、 法 の 適 用 ・ 解 釈 の 技 法 が あ る 程 度 理 論 上 発

達 し て き た 状 況 下 に お い て し ば し ば 活 用 さ れ る 高 級 な 法 技 術 で あ る 。 ロ ー

マ で も 、 擬 制 は か な り 重 要 な 役 割 を 演 じ て い る 。 そ の 点 に つ い て い く つ か

の 例 を あ げ て み よ う 。

① ロ ー マ の 市 民 兵 士 が 敵 の 捕 虜 と な っ て 奴 隷 の 身 分 に お ち い る と 、彼 は 、

も ち ろ ん 、 そ の こ と に よ っ て 、 自 動 的 に ロ ー マ 市 民 と し て の 地 位 を 失 な っ

て し ま う 。 し か し 、 幸 運 に も 彼 が 帰 還 を は た し て 、 市 民 に も ど る こ と が で

き た と き 、 そ の 人 に ど う い っ た 扱 い に す る か 、 と い う 問 題 が 生 じ て き た 。

こ の と き 、 ロ ー マ 人 は 、 帰 国 権(postliminium)と い う も の を 考 案 す る 。

こ の 制 度 に よ り 、 さ す が に 婚 姻 は 解 消 し て し ま っ て い て 、 も と に は も ど ら

な い が 、 そ れ で も 、 彼 が 多 く の 権 利 を 捕 虜 の 期 間 中 も ず っ と 保 持 し つ づ け

て い た よ う な 扱 い に し て も ら え 、 も と の ス テ イ タ ス へ の 復 帰 に 有 利 な 扱 い

が な さ れ る 。 こ れ は 、 法 政 策 と し て は 、 か な り よ く で き た 措 置 で あ ろ う 。

一 方 で
、 も し 彼 が 捕 虜 の 状 況 下 で 死 亡 し て し ま っ た と き に は 、 一 ほ と ん ど

す べ て の ケ ー ス で そ の よ う に な る と 推 測 さ れ る が 一 、 捕 虜 と な る 以 前 に 、

当 時 の 風 習 に し た が っ て 正 式 に 作 成 し て い た 遺 言 は 、 市 民 の ス テ イ タ ス を
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失 な っ て しま っ て い た 人 の 遺 言 と して 、 ロ ー マ 法 上 な ん ら の 意 味 も も っ こ

と が で き な い 。 そ れ で も 、死 者 一 と り わ け 、 ロ ー マ に 対 し て 功 績 の あ る 兵

士 一 の 最 終 意 思 を 国 家 が う け と め て や る の は 衡 平 に か な う も の と 考 え ら

れ た せ い で あ ろ う か 、一 つ の 画 期 的 な 法 律 が 前 一 世 紀 に 制 定 され る 。「捕 虜

に か ん す る コ ル ネ ー リ ウ ス 法(lexCorneliadecaptivis)」 が そ れ で あ る 。

こ の 法 の 規 定 に よ り 、 市 民 兵 士 は 、 捕 虜 奴 隷 と し て で は な く 、 一 市 民 と し

て 死 亡 し た も の と扱 わ れ 、 そ の 後 、 法 定 相 続 で は な く 、 彼 の 希 望 ど お り 、

遺 言 相 続 が と りお こ な わ れ る 。 こ れ が 「コ ル ネ ー リ ウ ス 法 の 擬 制(特 典)

(fictio(beneficium)legisCorneliae)」 と 呼 ば れ る も の で あ る 。

② 「プ ー ブ リ キ ウ ス 訴 権(actioPubliciana)」 と い うの は 、 プ ー ブ リ キ

ウ ス と い う共 和 政 時 代(前 一 世 紀)の 法 務 官 が 一 お そ ら く 有 能 な 法 学 者 の

ア イ デ ィ ア を 拝 借 し て の こ と で あ ろ う が 一 創 設 に ふ み き っ た 特 別 の 訴 権

で 、 こ こ で は 、有 名 な 擬 制 方 式 書(formulaficticia)が 用 意 さ れ て い る 。

手 中 物(ロ ー マ 法 上 、 と りわ け 重 要 な い く つ か の 物)を 、 正 式 の 儀 式 的 な

譲 渡 行 為 に よ ら ず 、 無 方 式 の 引 渡 とい う簡 易 ス タ イ ル を 通 し て 所 有 権 者 か

ら 売 買 に よ り譲 り う け た 人 は 、 も ち ろ ん 、 自 主 占 有 の 方 は ち ゃ ん と 確 保 し

て い る の で あ る が 、 手 続 上 の 不 備 に よ り、 所 有 権 を 取 得 す る ま で に は い た

っ て い な い 。ロ ー マ に は 、使 用 取 得(時 効 取 得)の 制 度 が 古 く か ら あ っ て 、

二 年 な い し一 年 の 期 間 、 一 定 の 条 件 を み た し た 状 況 下 で 物 を 占 有 し つ づ け

れ ば 、そ の 占有 者 は そ の 物 の 所 有 権 者 の よ う に な れ る の で あ る が 、し か し 、

そ の 期 間 が 満 了 す る 前 に 、 さ き の 人 が 占 有 を 他 の 人 に よ っ て 奪 わ れ る よ う

な 事 態 が 発 生 す る と 、 そ の 人 は 、 権 原 に 欠 け 目 が あ る た め に 、 所 有 権 と い

う も の を て こ に し て 自身 の 地 位 を 他 者 の 攻 撃 か ら守 りぬ く こ と は で き な い 。

所 有 権 の 移 転 方 法 の 一 つ と し て 社 会 的 に は 十 分 に 認 知 さ れ る よ うに な っ て

き て い た 引 渡 と い う も の を 訴 訟 の 現 場 で 保 護 し て や る た め に 、 当 局(法 廷

を 指 揮 す る 一 人 の 法 務 官)は 、 あ た か も 二 年 な い しは 一 年 の 期 間 が 満 了 し

て し ま っ て い る か の よ う に擬 制 す る 文 言(「 あ た か も 一 年 間 占 有 して い た か

の よ う に して 」)を 含 む 訴 訟 方 式 書 を 審 理 を 担 当 す る 審 判 人 に 指 し示 して 、

事 態 が 衡 平 に か な っ た か た ち で 決 着 す る 道 を 開 い て や っ た の で あ る 。 も ち

ろ ん 、 こ の 方 式 書 は 、 も と も と は あ る 一 つ の 事 件 用 に ア ド ・ホ ッ ク(に)

設 定 され た も の で あ る が 、 よ く あ る よ う に 、 次 年 度 以 降 の 法 務 官 に つ ぎ つ

ぎ に う け つ が れ て 、 しだ い に 法 の ル ー ル へ と格 上 げ さ れ て い っ た 。 こ の ほ

か に も 、 「あ た か も ロ ー マ 市 民 で あ る か の よ うに し て 」 と か 、 「あ た か も 市

民 法 上 正 規 の 相 続 人 で あ る か の よ う に し て 」 と か の 擬 制 方 式 書 の 存 在 が 伝

え られ て い る 。 と こ ろ で 、 〈fictio>[擬 制]と 〈veritas>[真 実]と の あ い

だ が ら に つ い て は 本 項 の ほ か に い く つ か の 命 題 が う ち だ さ れ て い る 。 〈93

1>・ 〈932>・ 〈933>な ど が そ れ で あ る 。 「擬 制 と眞 実 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ
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エ(擬 制)と ホ ン ネ(眞 実)」 → 「索 引 」。

〈931>Fictioestcontraveritatem,sedproveritatellabetur.

[Ficti6estcontraveritatem,sedhabeturpr6veritate.]「 擬 制 は 、

真 実 に 反 す る も の で あ る が 、 し か し 、 真 実 と 扱 わ れ る 。」 〈fictio>… 「擬 制 」、

〈veritatem>… 〈veritas>[真 実]の 團 因]、 〈veritate>… さ き の 〈veritas>の

團 團 。 ※ 「擬 制 と 眞 実 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(擬 制)と ホ ン ネ(眞 実)」

→ 「索 引 」。

〈932>Fictioidemoperaturquodveritas.[Ficti60peraturide

m,quodveritas.]「 擬 制 は 真 実 と 同 じ 力 を 持 つ 。」 〈fictio>… 「擬 制 」、 〈o

Peratur>'"圖 〈・Per・r>[遂 行 す る]の 囲 国 團(図)、 〈veritas>… 「真 実 」。

※ 〈idem～ 、quod>は 相 関 語 で あ る 。 「擬 制 と 眞 実 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ

エ(擬 制)と ホ ン ネ(眞 実)」 → 「索 引 」。

〈932わfs>Fictiojurisnaturamimitaturquantumpotest.[Ficti

6jUrisimitaturnatUram,quantumpotest.]「 法 の 擬 制 は 、 出 来 る 限

り 、 自 然 を 模 倣 す る 。」 〈fictio>… 「擬 制 」、 〈imitatur>… 圖 〈imitor>[ま

ね る]の 囲 国 團(図)。 〈937>

〈933>Fictiojurisnonestubiveritas.[Ficti6jUrisn6nest,

ubiveritas.]「 法 の 擬 制 は 、 真 実 が[在 る]と こ ろ で は 、 存 在 し な い 。」 〈f

ictio>… 「擬 制 」、 〈veritas>… 「真 実 」。 ※ 「擬 制 と 真 実 」 → 「索 引 」、 「タ

テ マ エ(擬 制)と ホ ン ネ(眞 実)」 → 「索 引 」。

〈934>Fictiolegisini唖ueoperatllralicllidamnumvelinjllria

m.[Ficti61egisoperaturdamnumvelinjUriamalicuiinlque.](Br

oom,Max.81;2Co.Rep.35;3Co.Rep.36)「 法 律(法)の 擬 制 は 、 あ る

人 に 損 害 あ る い は 侵 害 を 不 衡 平 に 生 じ さ せ る 。」 〈fictio>… 「擬 制 」、 〈oper

atur>… 圖 〈operor>[遂 行 す る]の 囲 国 團(図)。

〈935>Fictiolegisneminemlaedit.[Ficti61egislaeditnemine

m.](Broom,Max.80;3Co.Inst.32;2Rolle,502)「 法 律(法)の 擬 制

は 誰 も 害 し な い 。」 〈fictio>… 「擬 制 」、 〈laedit>… 〈laedo>[害 す る]の 囲 国

團 。

〈936>Fictiolegisnolloperatllrdamllumvelilljuriam.[Ficti6

1egisn6noperaturdamnumvelinjUriam.](Broom,Max.81;3Co.

Rep.36)「 法 律(法)の 擬 制 は 損 害 あ る い は 侵 害 を 生 じ さ せ な い 。」 〈ficti

o>_「 擬 制 」、 〈operatur>… 図 〈operor>[遂 行 す る]の 囲 国 團(図)。

〈937>Fictionatllramimitatur,唖uantumpotest.[Ficti6imitat

urnatUram,quantumpotest.]「 擬 制 は 、 出 来 る 限 り 、 自 然 を 模 倣 す る 。」

<fictio>… 「擬 制 」、 〈imitatur>… 圖 〈imitor>[模 倣 す る]の 囲 国 團(図)。

※ 〈quantumpotest>は 、 法 律 ラ テ ン 語 で は 重 要 な 言 い ま わ し で 、 「そ れ が
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可 能 で[あ る]か ぎ り お い て 」 と い う 限 定 の 意 味 に な る 。 〈932翫s>

〈938>Fictiononoperatur111tracasumfictum.[Ficti6n6nop

eraturultracasumfictum.]「 擬 制 は 擬 制 さ れ た 事 案 を 超 え て は 作 動 し

な い 。」 〈fictio>… 「擬 制 」、 〈operatur>… 圖 〈operor>[遂 行 す る]の 囲 国

團(図)、 〈fictum>… 〈fingo>[擬 制 す る]の 匠1囹 〈fictus>の[劉[劉 因]。

〈938わfs>Fidejussorislleresexemploreiprillcipalistelletllr.

[Heresfidejuss6risteneturexempl6relprlncipalis,]「 信 命 人 の 相 続

人 は 主 た る 債 務 者 の 例 に 倣 っ て 拘 束 さ れ る 。」 〈fidejussoris>… 〈fidejusso

r>[信 命 人]の 團[圃 、 〈exemplo>… 〈exemplum>[例]の 團 團 、 〈princip

alis>… 〈principalis>[主 た る]の 團 國 圓 。

〈939>Fidemnonservantifidesservandallonest.[Fidesn6n

estservandan6nservantlfidem.](Dam.Reg.Can.51)「 信 義 を 守 ら な

い 人 に 対 し て は 、 信 義 が 守 ら れ る 必 要 は な い 。」 〈servanda>… 〈servo>[守

る]の 國 囮 〈servandus>[守 ら れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 、〈servanti>

… さ き の 〈servo>の 囲 囹 〈servans>の 團 囲 團(囮) 。 ※ 國 囮 → 〈1>。 〈fide

m>は 、 い わ ゆ る 本 動 詞 に か か る の で は な く 、 〈servanti>の も と と な る 〈ser

vo>と い う 動 詞 の 方 に か か る 。 「信 義 誠 実 ・ 誠 意 ・ 善 意 」 → 「索 引 」、 「ロ ー

マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。 〈1006>・ 〈1312>

〈939翫s>Fidemquiperdit,perdereultranillilpotest。[Quip

erditfidem,potestperderenihilultra.]「 信 頼 を 失 な う[人 は]、 そ

れ 以 上 に は な ん ら 失 な う こ と は 出 来 な い 。」 〈perdit>… 〈perdo>[失 な う]

の 囲 国 團 、 〈perdere>… さ き の<perdo>の 囲 困 。

〈940>Fidesbonacontrariaestfraudietdolo.[Fidesbonaes

tcontrariafraudietdol6.](Pα ㍑Z.D.17,2,3,3)「 良 い 信 義 は 欺 瞳 と 悪

意 に 対 立 す る 。」 〈contraria>… 〈contrarius>[反 対 の]の 團[図 国 、 〈frau

di>… 〈fraus>[欺 隔]の 團 團 。 ※ 「信 義 誠 実 ・ 誠 意 ・ 善 意 」 → 「索 引 」

〈941>Fidesestobligatioconscientiaealicujusadintentione

malterius.[Fidesestobligati6c6nscientiaealicUjusadintenti6

nemalterius.](Bac.)「 信 義 は 、 あ る 他 の[人]の 意 図 へ の 、 あ る[人]

の 良 心 の 義 務 で あ る 。」 〈conscientiae>… 〈conscientia>[良 心]の 團 圓 、

<intentionem>… 〈intentio>[意 図]の 團[劉 。 ※ 「定 義 」 → 「索 引 」

〈942>Fideshostiservanda。[Fidesservandahosti.](Snell.Eq.

2)「 信 義 は 敵 に 対 し て[も]守 ら れ る べ き[で あ る]。 」 〈servanda>… 〈se

rvo>[守 る]の 國 圏 〈servandus>[守 ら れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 。 〈h

osti>… 〈hostis>[敵]の 團 團 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 國 囮 → 〈1>、 「国

際 法 」 → 「索 引 」、 「信 義 誠 実 ・ 誠 意 ・ 善 意 」 → 「索 引 」。

〈943>Fidesscripturaeestindivisibilis.[FidesscriptUraeest
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indivisibilis.]「 文 書 の 信 頼 性 は 不 可 分 で あ る 。」 〈scripturae>… 〈scriptu

ra>[文 書]の 團[国 、 〈indivisibilis>… 〈indivisiblis>[不 可 分 の]の 團[図

国 。

〈944>Fidesservanda.[Fidesservanda.](Plautus,Most.4,3,29;

Story,Bills.§15;Metc.(Mass.)551;Barb.3,323:23Barb.521)「 信 義

は 守 ら れ る べ き[で あ る]。 」 〈servanda>… 〈servo>[守 る]の 國 圏 〈serva

ndus>[守 ら れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 國

囮 → 〈1>。 本 命 題 に つ づ い て 〈Simplicitasjurisgentiumpraevaleat.〉

[万 民 法 の 単 純 さ が ま さ る よ う 。]が 入 っ て く る も の も あ る 。 〈simplicitas>

は 「単 純 さ 」 を 意 味 し 、 〈gentium>は 、 〈gens>[国 民]の[園 圏 で 、 〈prae

valeat>は 、 〈praevaleo>[ま さ る]の 國 囲 国 團 で あ る 。 「信 義 誠 実 ・ 誠 意

・ 善 意 」 → 「索 引 」

〈945>Fierinondebet(debuit),sedfactumvalet.[N6ndebet

(debuit)fieri,sedfactumvalet.](Gα ご.D.20,1,4;5Co.Rep.39;She

p.Touch.6;T.Raym.58;1Strange,526)「 そ れ は な さ れ る べ き で は な い

(な か っ た)が 、 し か し 、[い っ た ん]な さ れ た[こ と]は 、 有 効 で あ る 。」

※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。<factum>の と こ ろ を 、 「な さ れ た か ら に

は 」 と 深 読 み す る こ と も で き る 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈946>Filiationonpotestprobari.[Filiati6n6npotestprobari.]

(Co.Litt,126)「 息 子 で あ る こ と は 証 明 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈filiatio>

… 「息 子 で あ る こ と 」。 〈1801>・ 〈2518>・ 〈2520>

〈947>Filiusestnomennaturae,sedhaeres(heres)nomenjur

is.[Filiusestn6mennatUrae,sedhaeres(heres)n6menjUris.](1

Sid.193)「 息 子[と い う 名 称]は 、 自 然 の 名 称 で あ る が 、 し か し 、 相 続

人[と い う 名 称]は 法 の 名 称[で あ る]。 」 〈filius>… 「息 子 」。 ※ 「法 と 自

然 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法)と ホ ン ネ(自 然)」 → 「索 引 」。

〈947わfs>Filiusfamiliasemancipariinvitusnoncogitur.[Fili

usfamiliasinvitusn6nc6gituremancipari.]「 家 子 は 、 そ の 意 思 に 反

し て は 、 家 長 権 免 除 さ れ る よ う 強 い ら れ な い 。」 〈filius>… 「息 子 」、 〈fami

lias>… 〈familia>[家]の 團[国 、 〈invitus>… 「意 思 に 反 す る 」、 〈emanci

pari>… 〈emancipo>[家 長 権 免 除 す る]の 図 囲 困 。 ※<invitus>と い う 形

容 詞 が 、 こ の よ う に 副 詞 的 に 訳 出 さ れ る ケ ー ス は 、 少 な く な い 。 「分 詞 の 訳

し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」、 「意 思 に 反 す る 」 → 「索 引 」。

〈948>Filiusinuteromatrisestparsviscerummatris.[Flliu

sinuter6matrisestparsviscerummatris.](EarlofBedford'sC

ase,7Co.Rep.8)「 母 の 胎 内 の 子 は 母 の 子 宮 の 部 分 で あ る 。」〈filius>… 「息

子 」、 〈utero>… 〈uterus>[母 胎]の 團 匡1、 〈matris>… 〈mater>[母]の 團
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圏 、 〈pars>… 「部 分 」、 〈viscerum>… 〈viscera>[子 宮]の 圓(複 数 形)

〈949>Filiusllaturalisventremse噌uitur.[FlliusnatUralisseq

uiturventrem.](CεZs.D.1,549;C.J.11,48,21,1)「 婚 外 子 は 母 胎 に 従

う 。」 〈filius>… 「息 子 」、 〈ventrem>… 〈venter>[母 胎]の 圓 因]。 〈3854>

〈950>Finisestamicabiliscompositioetfinalisconcordiaex

collsensuetconcordiadominiregisveljusticiarllm.[Fmisest

compositi6amlcabilisetconcordiaflnalisexc6nsensUetconco

rdiadominlregisveljUsticiarum.](Glanv.Lib.8,C.1)「 和 解 調 書 は 、

支 配 者 で あ る 国 王 あ る い は 裁 判 官 の 同 意 お よ び 協 約 に 基 づ い た 、 友 好 的 な

和 解 お よ び 最 終 的 な 協 約 で あ る 。」 〈finis>… 「和 解 調 書 」、 〈compositio>

… 「和 解 」
、 〈amicabilis>… 〈amicabilis>[親 し い]の 團 國 国 、 〈concord

ia>… 「協 約 」、 〈finalis>… 〈finalis>[最 終 的 な]の 團 因 国 、<c・nc・rdia>

… さ き の 〈concordia>の 團 團
、<justiciarum>… 〈justicia>[裁 判 官]の 國

國 圏 。 ※ 「定 義 」 → 「索 引 」

〈951>Finisfinemlitibusimponit.[Finisimponitfinemlitibu

s.](3Co.lnst.78)「 和 解 調 書 は 訴 訟 に 終 わ り を 置 く 。」 〈finis>… 「和 解

調 書 」、 〈imponit>…<impono>[お く]の 囲 国 團 、 〈finem>… 〈finis>[終

わ り]の 團 圃 。

〈952>Finis(1egum)consistitinacquirendoconservandomin

uelldo.[Flnis(legum)c6nsistitinacqulrend6c6nservand6minue

nd6.](σZp.D.ヱ,3,41)「(法 律(法))の 目 的 は 、 取 得 す る こ と 、 保 持 す る

こ と 、 減 少 さ せ る こ と に 在 る 。」 〈finis>… 「 目 的 」、<consistit>… 〈consis

to>[な り た つ]の 囲 国 圓 、 〈acquirendo>… 〈acquiro>[取 得 す る]の 國 囮

〈acquirendum>の 圏(團)、 〈conservando>… 〈conservo>[保 持 す る]の 國

囮 〈conservandum>の 圏(團)、 〈minuendo>… 〈minuo>[減 少 さ せ る]の

國 囮 〈minuendum>の 團(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈953>Finisreiattendendusest.[Finisreiestattendendus.]

(3Co.Inst.51)「 物 事 の 目 的 が 注 目 さ れ る べ き で あ る 。」〈finis>… 「 目 的 」、

〈attendendus>… 〈attendo>[注 目 す る]の 國 囮 〈attendendus>[注 目 さ

れ る べ き[で あ る]]の 團 囲 国 。 ※ 國 圏 → 〈1>。 〈851>

〈954>Finisuniusdieiestprincipiumalterius。[FlnisdielUnI

usestprincipiumalterius.](2Bulst.305)「 一 日 の 終 わ り は 、次 の[日]

の 始 ま り で あ る 。」 〈finis>… 「終 わ り 」、 〈diei>… 〈dies>[日]の 團 圓 、 〈p

rincipium>… 「は じ ま り 」。

〈955>Finitoofficiocessantoneraofficii.[Oneraofficilcessa

nt,offici6flnlt6.]「 職 務 が 終 了 す る と 、 職 務 の 負 担 は 消 滅 す る 。」 〈oner

a>… 〈OnUS>[負 担]の 圏 国 、 〈CeSSant>… 〈CeSSO>[な く な る]の 囲 国 國 、
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〈finito>… 〈finio>[終 え る]の 囲 囹 〈finitus>の 團 園 圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の

構 文 が 見 え る 。 「名 詞(officio)プ ラ ス 完 了 分 詞(finito)」 型 で 、 そ の 意

味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 囮 團 → 〈22>

〈956>Firmioretpotentiorestoperatiolegisquamdispositi

ohominis。[Operati61egisestfirmioretpotentiorquamdisposit

i6hominis.](Co.Litt,102)「 法 律(法)の 働 き は 、 人 の 措 置 よ り も 、 い

っ そ う 強 固 で 、 ま た い っ そ う 強 い 。」 〈operatio>… 「作 用 」、 〈firmior>… 〈f

irmis>[強 固 な]の 囲 〈firmior>の 團 因 国 、 〈potentior>°"<potens>B虫 い]

の 園 〈potentior>の 團 國 国 、 〈dispositio>… 「処 置 」。 ※ 「法 律(法)と 人 」

→ 「索 引 」、 「 タ テ マ エ(法)と ホ ン ネ(人)」 → 「索 引 」。

〈956わfs>Fiscusexsuiscontractibususurasnondat.[Fiscus

n6ndatUsUrasexcontractibussuls.]「 国 庫 は 、 自 身 の 契 約 に 基 づ い

て は 利 息 を 与 え な い 。」 〈fiscus>… 「国 庫 」、<usuras>… 〈usura>[禾1」 息]

の 圏 囲 。

〈957>Fiscusnonerubescit.[Fiscusn6nerubescit.](Cic.Ep.A

d.Fam.5,13(12),1)「 国 庫 は 赤 面 し な い 。」 〈fiscus>… 「国 庫 」、 〈erubesc

it>… 〈erubesco>[赤 面 す る]の 囲 国 團 。

〈958>Fiscussemperllabetjuspignoris.[FiscushabetjUspig

n6rissemper.](Herπz.D.49,14,46,3)「 国 庫 は 常 に 質 の 権 利 を 持 つ 。」 〈f

iscus>… 「国 庫 」、 〈pignoris>… 〈pignus>[質]の 團 圓 。

〈959>Fiscussemperlocuples(solvendo).[Fiscuslocuples(sol

vend6)semper.](σZ .ρ.D.23,5,2)「 国 庫 は 常 に 支 払 能 力 を 持 っ て[い る]。 」

〈fiscus>… 「国 庫 」、 〈locuples>… 「支 払 能 力 を も っ て い る 」、 〈solvendo>

… 〈solvo>[支 払 う]の 國 囮 〈solvendum>の 團(團)
。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ

て い る 。 〈solvendo>と い う 動 名 詞 の 形 は 奪 格 と 与 格 の ニ カ 所 に あ る の で 、

そ れ に 対 応 し て 、 訳 に は 、 「支 払 い を な す こ と に よ っ て(お い て)」 と 「支

払 い を な す こ と の た め に 」 と の 二 つ が あ る 。 こ こ は 、 意 味 の う え か ら 、 後

者 の ケ ー ス と 理 解 さ れ る 。 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈960>Fitindominatuservitus,inservitutedominatus.[Ser

vitUsfitindominatU,dominatusinservitUte,](Cic.Deiot.11)「 屈

従 は 支 配 の 中 に 生 じ 、支 配 は 屈 従 の 中 に[生 ず る]。 」 〈servitus>… 「屈 従 」、

〈dominatu>… 〈dominatus>[支 配]の 團 團 、 〈servitute>… さ き の 〈servi

tUS>の 陛]圏 。

〈961>Fi1111tscripturae,ut,噌uodactumest,pereasfacilius

probaripossit.[ScrlptUraeflunt,ut,quodestactum,possitpro

barlfaciliuspereas.](Gαf.D.204,4;D.22,4,4)「 文 書 は 、 な さ れ た

[こ と が]そ れ ら を 通 じ て い っ そ う 容 易 に 証 明 さ れ る こ と が 可 能 と な る よ う
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に と 、 作 成 さ れ る 。」 〈scripturae>… 〈scriptura>[文 書]の 圏 国 、 〈actu

m>… 〈ago>[な す]の 匠1囹 〈actus>の 團 匝 】国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈f

acilius>…<facile>[容 易 に]の 囲 。 〈965>

〈962>Fluminaetportuspublicasunt,ideoquejuspiscandi

omnibuscommuneest。[FIUminaetportussuntpUblica,(que)

ide6jUspiscandlestcommUneomnibus.](Mαrcf.D,1,8,4,1;1,J.2,

ヱ,2;Branch,Princ.;Dav,Ir.K.B.55;LordHenry,2Eden.199)「 川 と

港 は 公 け の も の で あ る 。そ し て 、そ の た め に 、漁 を す る 権 利 は す べ て の[人]

に 共 有 の も の で あ る 。」 〈flumina>… 〈flumen>[川]の 國 国 、 〈portus>…

「港 」、 〈ideoque>… 〈ideo>十 〈que>[そ し て 、 そ の た め に]、 〈piscandi>… 囲

〈piscor>[釣 り を す る]の 國 囮 〈piscandum>の 圓(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>

。 〈1540>・ 〈3278>

〈963>Foedumestquodquistenetexquacunquecausa,sive

sittenementumsiveredditus.[Foedumest,quodquistenetex

causaquacunque,sivesittenementumsiveredditus.]「 世 襲 所 有 地

は 、 あ る 人 が 保 有 地 で あ れ 、 地 代 支 払 地 で あ れ 、 任 意 の 原 因 に 基 づ い て 保

有 す る[も の]で あ る 。」 〈foedum>… 「封 地 」、<tenementum>… 「保 有 地 」、

〈redditum>… 「地 代 支 払 地 」。 ※ 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」

〈964>Foedumsimplexquiafeodumidemestquodllereditas,

etsimplexidemest唖uodlegitimumvelpurum,etsicfeodll

msimplexidemest唖uodhereditaslegitimavelheredetaspur

a.[Feodumsimplex,quiafeodumestidem,quodhereditas,etsi

mplexestidem,quodlegitimumvetpUrum,etsicfeodumsimple

xestidem,quodhereditaslegitimavelhereditaspUra.](Litt.§1)

「〈feodumsimplex>[世 襲 所 有 地]と[言 わ れ る]の は 、[ま ず 、]〈foedu

m>が 相 続 財 産 と 同 じ も の で あ り 、 ま た 、<simplex>が 適 法 な あ る い は 単 純

な[と い う 意 味]と 同 じ も の で あ り 、 そ し て 、 こ の よ う に し て 、 〈feodum

simplex>が 適 法 な 相 続 財 産 あ る い は 単 純 な 相 続 財 産 と 同 じ も の と 成 る か ら

で あ る 。」 〈foedum>… 「封 地 」、 〈simplex>… 〈simplex>[単 純 な]の 團 田

国 、 〈purum>… 〈purus>[純 粋 な]の 團 團 国 、 〈pura>… さ き の 〈purus>

の 團 國 国 。 ※ 〈idem～,qu・d>は 相 関 語 で あ る 。 〈961>

〈965>Formadatesserei(etconservateaminesse).[F6rma

datesserei(etc6nservateaminesse).](σZp.D.10,4,9,3:D.50,1

6,ヱ3,1;Gαf.D.35,2,80,ヱ;Nic,Ev.Loc.Arg,Leg.10,1;LordHey,Ch,2

Eden,199)「 形 式 は 物 に 存 在 を 与 え(、 そ し て 、 そ れ を 存 在 の 中 に 保 持 す

る)。 」 〈COnSerVat>… 〈COnSerVO>[保 持 す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈ineSSe>と

い う 形 は 比 較 的 後 代 の も の で あ る 。 な ぜ な ら ば 、 正 規 の ラ テ ン 語 で は 、 不
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定 法 は 、 主 格 と 対 格 の と こ ろ で し か 現 わ れ ず 、 他 の 格(こ の 用 例 の 場 合 で

は 奪 格)で は 、 動 名 詞 や 目 的 分 詞 が 用 い ら れ る こ と に な っ て い る か ら で あ

る 。 不 定 法 → 〈171>。 〈961>

〈966>Formalegalisformaessentialis.[F6rmalegalisf6rmae

ssentialis.](10Co.Rep.100)「 法 律(法)上 の 形 式 は 本 質 的 な 形 式[で

あ る]。 」 〈essentialis>… 〈essentialis>「 本 質 的 な 」 の 團 國 国 。 ※ 動 詞 が

省 略 さ れ て い る 。 〈80>・ 〈2273>・ 〈3064>

〈967>Formamutatamutatursubstantia.[SubstantiamUtatur,

f6rmamUtata.]「 形 式 が 変 更 さ れ る と 、 実 質 が 変 更 さ れ る 。」 〈substant

ia>… 「実 質 」、 〈mUtatUr>… 〈mUt・ 〉[変 え る]の 図 囲 国 團 、 〈mUtata>…

さ き の 〈muto>の 匠1囹 〈mutatus>の 團[図 圏 。※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。

「名 詞(forma)プ ラ ス 完 了 分 詞(mutata)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」

で あ る 。 囮 團 → 〈22>、 「タ テ マ エ(形 式)と ホ ン ネ(実 質)」 → 「索 引 」

〈968>Formanonobservata,inferturadnullatioactus.[AdnUl

lati6actUsinfertur,f6rman6nobservata.](12Co.Rep.7)「[所 定 の]

形 式 が 遵 守 さ れ な け れ ば 、 行 為 の 無 効 が 引 き お こ さ れ る 。」 〈adnullatio>

… 「無 効 」、<infertur>… 〈infero>[ひ き お こ す]の 図 囲 国 團 、 〈observat

a>… 〈observo>[守 る]の 囲 囹 〈observatus>の 團 國 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の

構 文 が 見 え る 。 「名 詞(forma)プ ラ ス 完 了 分 詞(observata)」 型 で 、 そ の

意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 圏 團 → 〈22>

〈969>Formaregiminismutatanollmutaturipsacivitas.[Clv

itasipsan6nmUtatur,f6rmaregiminismUtata.]「 政 府 の 形 式 が 変 更

さ れ て も 、 国 家 そ れ 自 体[の 方]は 変 更 さ れ な い 。」 〈civitas>… 「国 家 」、

〈mutatur>… 〈mut・ 〉[変 え る]の 図 囲 国 團 、〈regiminis>'"〈regimen>[統

治]の 團[国 、 〈mutata>… さ き の 〈muto>の 匠1囹 〈mutatus>の 團[図 團 。 ※

絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(forma)プ ラ ス 完 了 分 詞(mutata)」

型 で 、 そ の 意 味 は 「～ さ れ て も 」 で あ る 。 囮 圏 → 〈22>、 「国 際 法 」 → 「索

引 」

〈970>Fortiorestcustodialegis吼uamllominis.[CUst6dialegi

sestfortiorquamhominis.](2Rolle,325)「 法 律(法)の 保 護 は 、 人

の[保 護]よ り も 、 い っ そ う 強 い 。」 〈custodia>… 「保 護 」、 〈fortior>… 〈f

ortis>[強 い]の 囲 〈fortior>の 團 國 国 。 ※ 「法 律(法)と 人 」 → 「索 引 」、

「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(人)」 → 「索 引 」。 〈1824>

〈971>Fortioretpotentiorestdispositiolegis⊂1uamhominis.

[Dispositi61egisestfortioretpotentiorquamhominis.](Co.Litt.

234;2Rolle,325)「 法 律(法)の 措 置 は 、 人 の[措 置]よ り も い っ そ う

強 く 、 ま た い っ そ う 強 力 で あ る 。」 〈dispositio>… 「措 置 」、 〈fortior>… 〈f
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ortis>[強 い]の 囲 〈fortior>の 團 國 国 、 〈potentior>… 〈potens>[弓 虫 力 な]

の 囲 〈potentior>の 團 國 国 。 ※ 「法 律(法)と 人 」 → 「索 引 」

〈972>Fractionemdieinonrecipitlex.[Lexn6nrecipitfracti

6nemdiei.](Lofft,572)「 法 律(法)は[一]日 の 端 数 を 考 慮 し な い 。」

〈recipit>… 〈recipi・ 〉[う け と る]の 囲 国 團 、〈fracti・nem>… 〈fracti・ 〉[割

れ た も の]の 團 因]、 〈diei>… 〈dies>[日]の 團[国 。

〈973>Fraterfratrisinelegitimollerededefuncto,inbenefic

ioquodeorumpatrisfuit,succedat;sinautemunusefratrib

usadominofeudumacceperit,eodefunctosinelegitimollere

de,fraterejusinfeudumnonsuccedit.[Fratersuccedatfratri

defUnct6sineheredelegitim6inbenefici6,quodfuitpatrise6ru

m;autem,fraterejusn6nsucceditinfeudum,slnUnusefratri

busacceperitfeudumadomin6,e6defUnct6sineheredelegitim

6.](Steph.Comm.1,15th.ed.p.257ff.)「 兄 弟 は 、 彼 ら の 父 に 属 し た 拝 領

地 に 関 し て 、 法 上 の 相 続 人 な し に 死 亡 し て し ま っ た 兄 弟 の 地 位 を 承 継 す る

べ き で あ る 。 し か し 、 も し 、 兄 弟 た ち の 内 の 一[人]が 領 主 か ら 封 地 を 受

領 し た と き に お い て 、 そ の 人 が 法 上 の 相 続 人 な し に 死 亡 し た 場 合 に は 、 そ

の 人 の 兄 弟 は 封 地 を 継 承 し な い 。」 〈frater>… 「兄 弟 」、 〈succedat>… 〈suc

ced・ 〉[ひ き つ ぐ]の 圏 囲 国 團 、 〈fratri>… 〈frater>の 團 團 、 〈defunct・ 〉

… 〈defunctus>[死 ん だ]の 團 囲 團 、 〈beneficio>… 〈beneficium>[拝 領

地]の 團 圏 、 〈patris>… 〈pater>[父]の 團 圓 、 〈succedit>… さ き の 〈suc

cedo>の 囲 国 團 、 〈feudum>… 〈feudum>[封 地]の 團 圖 、 〈fratribus>… 〈f

rater>[兄 弟]の 國 團 、〈acceperit>… 〈accipio>[う け と る]の 國 囲 国 團 、

〈defuncto>… さ き の 〈defunctus>の 團[劉 圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。

「代 名 詞(eo)プ ラ ス 形 容 詞(defuncto)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」

で あ る 。 囮 團 → 〈22>

〈974>Fraterfratriuterinononsuccedetinhaereditate(here

ditate)paterna.[Fratern6nsuccedetfratriuterin6inhaereditat

e(hereditate)paterna.](C.J.6,5843,3;2BI.Com.223;Fort.DeLau

dLeg.Ang.Amos,15)「 父 方 の 相 続 に 於 い て は 、 兄 弟 は 、 同 母 異 父 の 兄 弟

を 承 継 し な い で あ ろ う 。」 〈frater>… 「兄 弟 」、 〈succedet>… 〈succedo>[承

継 す る]の 困 国 團 、 〈fratri>… 〈frater>の 團 團 、 〈uterino>… 〈uterinus>

[同 母 異 父 の]の 團[劉 團 、 〈paterna>… 〈paternus>[父 の]の 團 國 圏 。

〈975>Fraudareeos噌uisciuntetconsellti1111tnemovidetur・

[Nem6videturfraudaree6s,qulsciuntetc6nsentiunt.]「 誰 も 、 知

り そ し て 同 意 す る 人 を 欺 く も の と は 見 ら れ な い 。」 〈fraudare>…<fraudo>

[欺 く]の 囲 團 、 〈sciunt>… 〈scio>[知 る]の 囲 国 圏 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構

B-255



文 が 見 え る 。 主 語 の 〈nemo>は 、 〈videtur>と 〈fraudare>の 双 方 に か か る 。

国 圏 → 〈98>

〈976>Fraudisinterpretatiosemperinjurecivilinonexeve

ntudumtaxat,sedexconsilioquoquedesideratur.[Interpretati

6fraudisdesideraturinjUrecivili,n6ndumtaxatexeventU,sed

quoqueexc6nsili6,semper.](Pαp,D.5047,79)「 市 民 法 に 於 い て は 、

欺 岡[が 在 っ た か ど う か に つ い て]の 解 釈 は 、 常 に 、 結 果 だ け か ら で は な

く 、 意 図 か ら も 求 め ら れ る 。」 〈fraudis>…<fraus>[欺 岡]の 團 國 、 〈desi

deratur>… 〈desidero>[求 め る]の 図 囲 国 團 、 〈eventu>… 〈eventus>[結

果]の 團 團 、 〈consilio>… 〈consillium>[意 図]の 團 圏 。 ※ 〈nondumta

xat～sedquoque>は 相 関 語 で あ る 。 「タ テ マ エ(意 図)と ホ ン ネ(結 果)」

→ 「索 引 」

〈977>Frausestaccipere,quodnonpossisreddere.[Accipere,

quodn6npossisreddere,estfraus.](Syr.7)「 君 が 返 還 出 来 な い よ

う な[も の を]受 領 す る こ と は 、 詐 欺 で あ る 。」 〈accipere>… 〈accipio>[う

け と る]の 國 匠]、 〈reddere>… 〈reddo>[返 還 す る]の 國 困 、 〈fraus>… 「詐

欺 」。 ※ 不 定 法 が 主 語 と な っ て い る → 〈171>。

〈978>Frausestcelarefraudem.[Celarefraudemetfraus.](1

Vern.240,271)「 詐 欺 を 隠 す こ と は 、 詐 欺 で あ る 。」 〈celare>… 〈celo>[隠

す]の 囲 困 、 〈fraudem>… 〈fraus>[詐 欺]の 團 圃 。 ※ 不 定 法 が 主 語 と な

っ て い る → 〈171>。

〈979>Frausestodiosaetnonpraesumenda。[Frausestodi6s

aetn6npraesUmenda.](Cro.Car.550;Bart.Max.159)「 詐 欺 は 憎 む

べ き も の で あ る が 、 し か し 、推 定 さ れ る べ き で は な い 。」 〈fraus>… 「詐 欺 」、

〈odiosa>… 〈odiosus>[憎 む べ き]の 團 國 国 、 〈praesumenda>… 〈praesu

mo>[推 定 す る]の 國 囮 〈praesumendus>[推 定 さ れ る べ き[で あ る]]

の 團 國 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>。 〈et>は 、 こ の 場 合 、 「 し か し 」 の ニ ュ ア ン ス に な

る 。

〈980>Frausetdolusneminidebentpatrocinari.[Frausetdo

lusdebentpatr6cinarineminl.](Gα ムD,44,4,1,1;Dam.Reg.Can.20

;3Co.Rep.78b;Broom,Max.97;Fleta,Lib.1,Co.13,§15)「 詐 欺 と 悪

意 は 、 誰 に も 役 だ つ べ き で は な い 。」 〈fraus>… 「詐 欺 」、 〈patrocinari>… 圖

〈patrocinor>[役 だ つ]の 囲 匠](図)。 〈606>・ 〈806>・ 〈2016>

〈981>Frausetjusnum唖uamcohabitant.[FrausetjUscohabi

tantnumquam.](Wing.Max,680)「 詐 欺 と 法 は 決 し て 同 居 し な い 。」 〈fr

aus>… 「詐 欺 」、 〈cohabitant>… 〈cohabito>[一 緒 に 住 む]の 囲 国 國 。

〈982>Frausinauctoremrecidit.[Frausreciditinauct6rem.]
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「詐 欺 は 本 人 へ 戻 る 。」 〈fraus>… 「詐 欺 」、 〈recidit>… 〈recido>[お ち る]

の 國 国 團 、 〈auctorem>… 〈auctor>[本 人]の 團 圃 。

〈983>Frauslatetingeneralibus.[Frauslatetingeneralibus.]

「詐 欺 は 一 般 的 な[こ と]の 中 に 隠 れ て い る 。」 〈fraus>… 「詐 欺 」、 〈latet>

… 〈lateo>[隠 れ る]の 囲 国 團 。

〈984>Frausmeretllrfraudem.[Frausmereturfraudem.](Plow

d.100;Branch,Princ,)「 詐 欺 は 詐 欺 を 招 く 。」 〈fraus>… 「詐 欺 」、 〈mer

etur>… 圖<mereor>[も う け る]の 囲 国 團(図)、 〈fraudem>… さ き の 〈fr

aUS>の 圓 圃 。

〈985>Frausnumquampraesumitur.[FrauspraesUmiturnumqu

am.]「 詐 欺 は 決 し て 推 定 さ れ な い 。」 〈fraus>… 「詐 欺 」。 〈662>

〈986>Frausomniacorrumpit.[Frauscorrumpitomnia.]「 詐 欺

は す べ て の[も の]を 無 に す る 。」 〈fraus>… 「詐 欺 」、 〈corrumpit>…<co

rrumpo>[ほ ろ ぼ す]の 囲 国 團 。

〈987>Frequentiaactusmultumoperatur。[FrequentiaactUso

peraturmultum.](4Co.Rep.78;Wing.Max.192:719)「 行 為 の 集 積 は

多 く の[も の]を 生 じ さ せ る 。」 〈frequentia>… 「集 積 」、 〈operatur>… 圖

〈operor>[生 じ さ せ る]の 囲 国 團(図)。

〈987翫s>Fructuariusacquirereservitutemnonpotest,retine

repotest.[FrUctuariusn6npotestacqulrereservitUtem,potestr

etinere.]「 用 益 権 者 は 役 権 を 取 得 す る こ と は 出 来 な い[が 、 し か し 、]確

保 す る こ と は 出 来 る 。」 〈fructuarius>… 「用 益 権 者 」、 〈acquirere>… 〈acq

uiro>[獲 得 す る]の 囲 圏 、 〈servitutem>… 〈servitus>[役 権]の 團 圃 、 〈r

etinere>… 〈retineo>[確 保 す る]の 囲 国 。

〈987オer>Fructuariuscallsamproprietatisdeterioremfaceren

onpotest,melioremfacerepotest.[FrUctuariusn6npotestcau

samproprietatisdeteri6rem,potestfaceremeli6rem.]「 用 益 権 者 は

所 有 物 の 状 況 を い っ そ う 悪 く す る こ と は 出 来 な い が 、[し か し 、]い っ そ う

良 く す る こ と は 出 来 る 。」 〈fructuarius>… 「用 益 権 者 」、 〈proprietatis>

… 〈proprietas>[所 有 物]の 團 圓
。 ※ 「 良 く と 悪 く 」 → 「索 引 」

〈987q㍑ α オεr>Fructuariuscustodiampraestaredebet.[FrUctuar

iusdebetpraestarecUst6diam.]「 用 益 権 者 は 保 管 を な す べ き で あ る 。」

〈fructuarius>… 「用 益 権 者 」、 〈praestare>… 〈praesto>[与 え る]の 囲 国 、

〈custodiam>… 〈custdia>[保 管]の 團 因]。

〈988>Fructusaugentllereditatem.[FrUctusaugenthereditate

m.](σZp.D.5,3,20,3)「 果 実 は 相 続 財 産 を 増 大 さ せ る 。」<fructus>… 〈fru

CtUS>[果 実]の 圏 国 、 〈aUgent>… 〈aUgeO>[増 大 さ せ る]の 囲 国 國 。
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〈988わfs>Fructusbonaefideipossessoresredderecogendino

nsunt.[Posses6resfidelbonaen6nsuntc6gendlredderefrUctU

s.]「 善 意 の 占 有 者 は 果 実 を 返 還 す る よ う 義 務 づ け ら れ る べ き で な い 。」 〈c

ogendi>… 〈cogo>[強 い る]の 國 囮 〈cogendus>[強 い ら れ る べ き[で あ る]]

の 圏 囲 国 、 〈reddere>… 〈reddo>[も ど す]の 囲 国 、 〈fructus>… 〈fructu

s>[果 実]の 圏 因]。 ※ 國 匪ヨ→ 〈1>、 「信 義 誠 実 ・ 誠 意 ・ 善 意 」 → 「索 引 」

〈989>Fructuscivilestempussuccessivllmhabent.[FrUctUsc

Ivlleshabenttempussuccesslvum.]「 法 定 果 実 は 連 結 す る 時 を 持 つ 。」

〈fructus>… 〈fructus>[果 実]の[國 国 、 〈successivum>… 〈successivus>

[連 結 す る]の 團 囮 因]。

〈990>Fructusintellegunturdedllctisimpellsis.[FrUctUsintel

leguntur,impenslsdeductls.](Pα ㍑Z.D.5,3,36,5)「 果 実 は 、[取 得]費

用 を 控 除 し た 後 に[存 在 す る も の]と 理 解 さ れ る 。」 〈fructus>…<fructus>

[果 実]の 國 国 、 〈impensis>… 〈impensa>[費 用]の 國 圏 、 〈deductis>

… 〈deduco>[控 除 す る]の 囲 囹 〈deductus>の 團 國 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構

文 が 見 え る 。 「名 詞(impensis)プ ラ ス 完 了 分 詞(deductis)〉 」 型 で 、 そ

の 意 味 は 「～ さ れ た の ち に 」 で あ る 。 囮 團 →<22>。 こ こ に は 〈esse>[存 在

す る]が 省 略 さ れ 、 「存 在 す る も の と(理 解 さ れ る)」 と い う 構 造 が 見 ら れ

る 。 こ こ の と こ ろ は 主 格 不 定 法 の 構 文 で あ る 。 主 語 の 〈fructus>は 、 〈inte

lleguntur>と そ の 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈2281>

〈990わfs>Fructusllonmodoperceptisedetqllipercipihone

stepotuerunt,aestimandisunt。[FrUctUsperceptln6nmodo,se

det,quipotueruntpercipihoneste,suntaestimandi.]「 収[取]

さ れ た 果 実 だ け で な く 、正 し い か た ち で 収 取 さ れ る こ と が 可 能 で あ っ た[も

の も]、 評 価 さ れ る べ き で あ る 。」 〈fructus>… 〈fructus>[果 実]の 圏 国 、

<percepti>… 〈percipio>[収 取 す る]の 園 囹 〈perceptus>の 圏 囲 国 、 〈per

cipi>… さ き の 〈percipio>の 図 囲[蜀 、 〈aestimandi>… 〈aestimo>[評 価 す

る]の 國 囮 〈aestimandus>[評 価 さ れ る べ き[で あ る]]の 國 囲 国 。 ※ 國

囮 → 〈1>、 〈nonmodo～sedet>は 相 関 語 で あ る 。

〈991>Fructuspendentesparsfundividentur.[FrUctUspende

ntesvidenturparsfundl.](Gαf.D.6,1,44)「[榿 寸木 に]付 着 し て い る 果

実 は 土 地 の 一 部[で あ る]と 考 え ら れ る 。」 〈fructus>… 〈fructus>[果 実]

の 圏 国 、 〈pendentes>… 〈pendeo>[ぶ ら さ が っ て い る]の 囲 囹 〈pendens>

の 圏 囲 国 、 〈pars>… 「部 分 」、 〈fundi>… 〈fundus>[土 地]の 團 圓 。 ※ 〈e

sse>[で あ る]が 省 略 さ れ て い る が 、 こ こ に は 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。

主 語 の 〈fructus>は 、 〈videntur>と そ の 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 匠]→<9

8>
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〈992>Fructusperceptosvillaenonesseconstat.[C6nstatfrU

ctUspercept6sn6nessevlllae,](σZp.D,19,1,17)「 収 取 さ れ た 果 実 が

農 場 に 属 し な い こ と は 、 確 定 し て い る 。」 〈fructus>…<fructus>[果 実]

の[國[瑚 、〈perceptos>… 〈percipio>[収 取 す る]の 囲 囹 〈perceptus>の[國 囲

因]、 〈villae>… 〈villa>[農 場]の 團 圏 。 ※ 〈constat>に ひ か れ た 対 格 不 定

法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈fructos>は 、 主 語 と し て 、 隠 れ て い る 〈esse>

に か か る 。 因]困 → 〈35>、 「～ の も の で あ る 」 と い う 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈6

8>〈84>・ 「索 引 」。

〈992わfs>Fructusquamdiusolocohaerentfundisunt.[FrUctU

ssuntfundi,quamdiUcohaerentsol6.]「 果 実 は 、 土 地 に 密 着 し て い

る 限 り 、 土 地 に 属 す る 。」 〈fructus>… 〈fructus>[果 実]の 國 国 、 〈fundi>

… 〈fundus>[土 地]の 團 國 、<cohaerent>… 〈cohaereo>[密 着 す る]の 囲

国 國 。 ※ 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」。

〈993>Fructussineusuessenonpotest.[FrUctusn6npotest

essesineUsU.](σZp.D.7,844,1)「 利 用 の な い 果 実 は 存 在 す る こ と は 出

来 な い 。」 〈fructus>… 「果 実 」。

〈994>Frumentaquaesatasuntsolocedereintelliguntur.[Fr

Umenta,quaesuntsata,intelligunturcederesol6.](1.J.2,1,32)

「播 か れ た 穀 物 は 、 土 地 に 属 す る も の と 理 解 さ れ る 。」 〈frumenta>… 〈frum

entum>[穀 物]の 國 国 、 〈sata>… 〈sero>[種 を 播 く]の 囲 囹 〈satus>の 國

囲 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈cedere>… 〈cedo>[従 属 す る]の 國 圏 。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈frumenta>は 、〈intelliguntur>と 〈c

edere>の 双 方 に か か る 。 国 團 → 〈98>

〈995>Frustraagitquijudiciumprosequinequitcumeffectu.

[Qulnequitpr6sequljudiciumcumeffectu,agitfrustra.](Fleta,

Lib.6,c.37,§9)「 判 決 を 効 果 を 伴 っ た か た ち で 追 求 す る こ と が 出 来 な い

[人]が 訴 え て も 、そ れ は 無 益 で あ る 。」〈nequit>… 〈nequeo>[～ で き な い]

の 囲 国 團 、 〈prosequi>… 圖 〈prosequor>[追 求 す る]の 囲 困(図)。 ※ 〈f

rustra>は 文 章 全 体 に か か る 副 詞 で あ る 。 「無 益 に 訴 え る 」 と い う 訳 は あ ま

り 日 本 語 的 な 表 現 で は な い 。 こ の タ イ プ の 副 詞 は 、 と き に 「批 評 の 副 詞 」

と 呼 ば れ る こ と も あ る が 、 そ の ほ か 、 〈impune>(〈378>・ 〈512>・ 〈548>

・ 〈1164>)も あ る 。 さ ら に 、 〈jure>(独 語 の 〈mitRecht>)、 〈merito>が

あ り 、 「正 当 に 」 と い う 語 義 を も つ が 、 こ れ ら も 、 文 章 全 体 に か け て 訳 さ な

け れ ば 、 日 本 語 の 文 章 と し て う ま く い か な い こ と が あ る 。 「〈frustra>系 の

も の 」 → 「索 引 」

〈996>Frustraestpotentiaquaenumquamvenitinactum.[P

otentia,quaevenitinactumnumquam,estfrUstra.](2Co.Rep.5
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1a)「 決 し て 行 動 へ と 移 ら な い 権 能 は 空 し い 存 在 で あ る 。」〈potentia>… 「権

能 」、 〈venit>… 〈venio>[く る]の 囲 国 團 。 ※ 「〈frustra>系 の も の 」 → 「索

引 」

〈997>Frustraexpectatureventuscujuseffectusnullussequi

tur.[Eventus,cUjuseffectusnUllussequitur,expectaturfrUstra.]

「な ん ら の 効 果 も 生 じ さ せ な い 出 来 事 を 期 待 す る の は 、 無 益 で あ る 。」 〈eve

ntus>… 「出 来 事 」、 〈expectatur>… 〈expecto>[期 待 す る]の 図 囲 国 團 。

※ 「〈frustra>系 の も の 」 → 「索 引 」

〈998>Frustraferunturlegesnisisubditisetobedientibus.[L

egesferunturnisisubditisetobedientibusfrUstra.](7Co.Rep.1

3;Branch,Princ.)「 法 律(法)は 、 そ れ に 従 う[人]お よ び 服 従 す る[人]

の た め 以 外 に は 、 制 定 さ れ て も 、 無 益 で あ る 。」 〈feruntur>… 〈fero>[制 定

す る]の 図 囲 国 國 、 〈subditis>… 〈subdo>[し た が わ せ る]の 囲 囹<sub

ditus>の 圏 囲 團(囮)、 〈obedientibus>… 〈obedio>[月 艮従 す る]の 囲 囹

〈obediens>の[園[劉 團(囮)。 ※ 「〈frustra>系 の も の 」 → 「索 引 」

〈999>Frustrafitperplura,唖uodfieripotestperpauciora.

[Quodpotestfierlperpauci6ra,fitperplurafrustra.](Jenk.cen

t.68;Wing.Max.177)「 比 較 的 少 な い[も の]に 依 っ て な さ れ る こ と が 出

来 る[こ と が]、 比 較 的 多 い[も の]に 依 っ て な さ れ る の は 、 無 益 で あ る 。」

〈pauciora>… 〈paucus>[少 な い]の 國 〈paucior>の[園EE1因](囮)。 ※ 「〈f

rustra>系 の も の 」 → 「索 引 」、 「多 と 小 」 → 「索 引 」。

〈1000>Frustraimpleturdefectasemelconditio.[Conditi6def

ectasemelimpletUrfrUstra.]「 い っ た ん 成 就 し な か っ た 条 件 が 成 就 し

て も 、 役 だ た な い 。」 〈defecta>… 〈deficio>[見 す て る]の 囲 囹 〈defectus>

の 團 國 国 、 〈impletur>… 〈impleo>[実 現 す る]の 図 囲 国 團 。 ※ 「〈frust

ra>系 の も の 」 → 「索 引 」。<376>

〈1001>Frustralegisauxiliumquaerit,quiinlegemcommitt

it.[Quicommittitinlegem,quaeritauxiliumlegisfrustra.](2H

ale.P.C.386ノ 「[自 ら]法 律(法)に 違 反 す る[人]が 法 律(法)の 援 助 を

求 め て き て も 、 無 益 で あ る 。」 〈committit>… 〈committo>[違 反 す る]の 囲

国 團 、 〈qUaerit>…<qUaerO>[求 め る]の 囲 国 團 、 〈aUXiliUm>… 〈aUXili

um>[援 助]の 團 因]。 ※ 「〈frustra>系 の も の 」 → 「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の

バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈1002>Frllstrapetis噌uodmoxesrestitllrus.[Petis,quodes

restitUrusmox,frUstra.](12Kames,Eq.104;15Mas,407)「 君 が す

ぐ に 返 還 す る こ と に な る[も の を]君 が 請 求 し て も 、 無 益 で あ る 。」<peti

s>… 〈peto>[請 求 す る]の 囲 口 團 、 〈restiturus>… 〈restituo>[返 還 す る]
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の 見 出 し 語 困 囹 。 ※ 〈esrestiturus>の と こ ろ に 〈cogerisredderealteri>

[君 は 他[人]に 返 還 す る よ う 強 い ら れ る]が 入 っ て も 、 意 味 は ほ ぼ 同 じ で

あ る(〈cogeris>は 〈cogo>[ヨ 虫 い る]の 図 囲 口 團 、 〈reddere>は 〈reddo>

[も と へ お く]の 囲 困)。 「〈frustra>系 の も の 」 → 「索 引 」、 「未 来 分 詞 」 →

〈179>・ 「索 引 」。

〈1003>Frustrapetisquodstatimalteriredderecogeris.[Pet

is,quodc6gerisredderealterlstatim,frUstra.](Jenk.Cent.256)

「君 が 直 ち に 他[人]に 返 還 す る こ と を 強 い ら れ る[も の を]請 求 し て も 、

無 益 で あ る 。」 〈petis>… 〈peto>[請 求 す る]の 囲[]團 、 〈cogeris>… 〈cog

o>[強 い る]の 図 囲 口 團 、 〈reddere>… 〈reddo>[も と へ お く]の 囲 困 。

※ 「〈frustra>系 の も の 」 → 「索 引 」

〈1004>Frustrapetitde1⊃itum,qui,quoddebet,nonimpendit.

[Quln6nimpendit,quoddebet,petitdebitumfrustra.](Dam.Reg.

Can.35)「 負 っ て い る[も の を]支 払 わ な い[人 が]債 務 を 請 求 し て も 、

無 益 で あ る 。」 〈impendit>… 〈impendo>[支 払 う]の 囲 国 團 。 ※ 「〈frust

ra>系 の も の 」 → 「索 引 」。 〈qui>と 〈quod>で ひ か れ る 、 二 重 構 造 の 関 係 節

が 見 え る 。

〈1005>Frustraprobatur,quodprobatumnonrelevat。[Quodp

robatumn6nrelevat,probaturfrUstra.](C.J.449,21;Broom,Max.

255;13Gray(Mass.)511;Halk.Max.50)「 証 明 さ れ て も な ん ら 役 だ

た な い[こ と は]、 証 明 さ れ て も 、 無 益 で あ る 。」 〈probatum>… 〈probo>

[証 明 す る]の 匠1囹 〈probatus>の 團 匠]国 、<relevat>…<relevo>[軽 減 す

る]の 囲 国 團 。 ※ 完 了 分 詞 〈probatum>が 〈quod>に か か っ て い る か っ こ う

に な っ て い る が 、 こ こ は 、 こ れ が 独 立 的 な 位 置 に あ る も の と 理 解 し て 、 「か

り に そ れ が 証 明 さ れ た と し て も 」 と い う よ う に 深 い と こ ろ ま で 読 み こ み を

し な け れ ば な ら な い 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」。 こ の よ う な 譲

歩 を 意 味 す る 用 法 の ほ か に 、 「～ し な が ら 」、 「～ の で 」、 「～ と き に 」、 「～ な

ら ば 」 な ど 、 い ろ い ろ と 読 め る 。 近 代 欧 米 語 に も こ の よ う な 高 級 な 用 法 が

見 出 さ れ る の で 、 文 法 の 問 題 と し て は そ れ ほ ど 目 新 し い も の で は な い 。 「〈f

rustra>系 の も の 」 → 「索 引 」

〈1006>Frustrasibifidemquispostulatabeoservari,cuifi

demasepraestitamservarerecusat.[Quispostulatfidemserv

arisibiabe6,cuirecUsatservarefidempraestitamase,frUstr

a.](Lib.Sex.5,13,75)「 誰 か が 、 求 め ら れ た 信 義 を 、 自 身 の 側 で 守 る こ

と を あ る 人 に 拒 否 し て い な が ら 、 自 身 に 対 し て 信 義 が 守 ら れ る こ と を そ の

人 か ら 求 め て も 、 無 益 で あ る 。」 〈postulat>…<postulo>[要 求 す る]の 囲

国 團 、 〈SerVari>… 〈SerVO>[守 る]の 図 囲 困 、 〈reCUSat>… 〈reCUSO>[手 巨
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絶 す る]の 囲 国 團 、 〈servare>… さ き の 〈servo>の 囲 困 、〈praestitam>… 〈P

raesto>[与 え る]の 匠1囹 〈praestitus>の 團 國 因]。 ※ 〈recuso>は 補 足 不 定

法 〈servare>を と る 。<postulat>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。

対 格 形 の 〈fidem>は 、 主 語 と し て 、 〈servari>に か か る 。 因]困 → 〈35>。 「〈fr

ustra>系 の も の 」 → 「索 引 」、 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」、 「ロ ー

マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」、 「信 義 誠 実 ・ 誠 意 ・

善 意 」 → 〈939>・ 〈1312>・ 「索 引 」。

〈1007>Fundamentumjusticiaeestfides.[Fidesestfundament

umjUsticiae.](Cic.Off.1.7,23)「 信 義 は 正 義 の 基 礎 で あ る 。」 〈fundam

entum>… 「基 礎 」。 ※ 「信 義 誠 実 ・ 誠 意 ・ 善 意 」 → 〈939>・ 〈1312>・ 「索

引 」

〈1008>Fursemperinmora.[FUrinmorasemper.](Trン ρ.D.13,

ヱ,20;σZp.D.13,1,8,1)「 窃 盗 犯 は 常 に 遅 滞 の 中 に[在 る]。 」 〈fur>… 「窃

盗 犯 人 」、 〈mora>… 〈mora>[遅 滞]の 團 圏 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 〈F

ursempermoramfacerevidetur.〉[窃 盗 犯 人 は つ ね に 遅 滞 を な す も の

と 見 ら れ る 。]と い う 関 連 命 題 も 存 在 す る 。 〈moram>は さ き の 〈mora>の 團

因]で あ る 。 こ こ に は 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈fur>は 、 〈videtu

r>と 〈facere>の 双 方 に か か る 。 国 團 → 〈98>

〈1009>Furiosivelejus,cuibonisinterdictumsit,nullavol

untasest.[VoluntasnUllafuri6slvelejus,cuisitinterdictumb

oms,est,](Po肌 ρ.D.50,17,40;A∫r.D.29,2,47)精 神 錯 乱[者]、 あ る い

は 、 財 産[管 理]を 禁 じ ら れ た 人 に は 、 な ん ら の 意 思 も な い 。」 〈furiosi>

・〈furiosus>[精 神 錯 乱 の]の 團[劉[國(匿 唾]) 、 〈interdictum>… 〈interdi

co>[禁 止 す る]の 囲 囹 〈interdictus>の 團 園 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。

※ 〈interdico>は 、 こ こ で は 奪 格 を 支 配 す る 動 詞 で あ る 。 〈bonis>は 複 数 の

与 格 と 奪 格 と で 同 形 で あ る が 、 こ こ で は 奪 格 で あ る 。 辞 書 に は 〈alicuiaq

uaetigniinterdico>の 用 例 が 見 え る が 、 こ れ は 、 ロ ー マ 刑 法 の 概 念 で 、

「あ る 人(被 疑 者 ・被 告 人)に 水 と 火 を 禁 ず る 」、 つ ま り 、 「あ る 人 を 追 放 す

る 」 を 意 味 す る 。 〈aqua>は 〈aqua>[水]の 團 圏 で 、 〈igni>は 〈ignis>[火]

の 團 團 で あ る 。 と こ ろ で 、 ロ ー マ 法 で 精 神 錯 乱 者(furiosus)に か ん す る

規 定 が 多 い の は 、 そ の 人 が 、 自 権 者 と し て 、 法 定 相 続 や 遺 言 相 続 を 通 し て

そ れ な り の 資 産 を 保 有 す る 地 位 に た つ こ と が 、 決 し て ま れ な 現 象 で は な い

か ら で あ る 。 精 神 錯 乱 者 に は 保 佐 人 が つ け ら れ る 。 中 間 平 静 時(dilucida

intervalla)に な さ れ た 行 為 は 有 効 で あ る 、 と い う 取 扱 い に な っ て い た た

め に 、 ト ラ ブ ル が し ば し ば 生 じ て い る 。 「文 頭 の 属 格 」 → 「索 引 」

〈1010>Furiosivoluntasnullaest.[VoluntasnUllafuri6slest.]

(A∫r.D.29,2,47;Po肌 ρ.D.50,17,40;Broom,Max.214,221)「 精 神 錯 乱[者]
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に は な ん ら の 意 思 も な い 。」〈furiosi>… 〈furiosus>[精 神 錯 乱 の]の 團 囲 圓

(囮)。 ※ 「文 頭 の 属 格 」 → 「索 引 」

〈1010わfs>Furiososententiadicinonpotest.[Sententian6np

otestdicifuri6s6.]「 精 神 錯 乱 者 に は 判 決 が 下 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」〈f

urioso>… 〈furiosus>[精 神 錯 乱 の]の 團 囲 團(囮)。

〈1011>Furiosusabsentislocoest.[Furi6susestloc6absentis,]

(Pα ㍑Z,D.5047,1244)「 精 神 錯 乱[者]は 不 在[者]の 地 位 に 在 る 。」 〈f

uriosus>… 見 出 し 語 形 容 詞 〈furiosus>[精 神 錯 乱 の]の(囮)、<absent

is>… 〈absum>[不 在 で あ る]の 囲 囹 〈absens>の 團[圖 國([囮)。

〈1012>Furiosusnullumnegotiumcontraherepotest.[Furi6su

spotestcontrahereneg6tiumnUllum.](PoπLp.D.50,17,40)「 精 神 錯

乱[者]は な ん ら の 行 為 も 締 結 す る こ と は 出 来 な い 。」<furiosus>… 見 出

し 語 形 容 詞 〈furiosus>[精 神 錯 乱 の]の(匿 囮)。

〈1013>Furiosussolofurorepunitur.[Furi6suspUniturfur6re

sol6.](.Mod.D.48,9,9,2;Mαc.D.1,18,14;4Bl.Com.24;Broom,Max.

15;Co.Litt,247)「 精 神 錯 乱[者]は 精 神 錯 乱[と い う 状 況]に よ っ て の

み 罰 を 受 け る 。」 〈furiosus>… 見 出 し 語 形 容 詞 〈furiosus>[精 神 錯 舌Lの]

の(匿 唾])、 〈furore>… 〈furor>[精 神 錯 乱]の 團 匡1。 ※ 受 動 相 の 構 文 に よ

く 現 わ れ る 「～ に よ っ て 」 の 部 分 は 、 こ の 場 合 、 物(状 況)が 問 題 と な る

の で 、 「手 段 の 奪 格 」 を 用 い て 、 奪 格 そ れ 自 体 で 表 現 さ れ て い る 。 〈ab>[～

に よ っ て]と い う 前 置 詞 は 用 い ら れ て い な い 。 こ ち ら の 方 は 、 人(行 為 者)

が 登 場 す る 場 合 用 の も の で あ る 。 「手 段 の 奪 格 」 → 「索 引 」

〈1014>Furiosusstipularenonpotest,necaliquidnegotium

agere,quianonintellegit吼uodagit.[Furi6susn6npoteststipu

larenecagereneg6tiumaliquid,quian6nintellegit,quodagit.]

(4Co.Rep.126)「 精 神 錯 乱[者]は 、 契 約 す る こ と も な ん ら か の 行 為 を

な す こ と も 出 来 な い 。 な ぜ な ら ば 、 彼 は 自 身 が 行 な っ て い る[こ と を]理

解 し な い か ら で あ る 。」 〈furiosus>… 見 出 し 語 形 容 詞 〈furiosus>[精 神 錯

乱 の]の(囮)、 〈stipulare>… 〈stipulo>[契 約 す る]の 囲 困 。 ※ 〈stip

ulo>と 同 じ 意 味 の デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア 動 詞 〈stipulor>が あ る 。 〈non～ne

c>は 相 関 語 で あ る 。

〈1015>Furiosustemporeintermissifuroristestamentumfac

erepotest。[Furi6suspotestfaceretestamentumtemporefur6ris

intermissl.](Pseudo-Paul.Sent.3,41,5)「 精 神 錯 乱[者]は 、 精 神 錯

乱 が 中 断 し た 時 点 で 、 遺 言 を 作 成 す る こ と が 出 来 る 。」 〈furiosus>… 見 出

し 語 形 容 詞 〈furiosus>[精 神 錯 乱 の]の(囮)、 〈furoris>… 〈furor>[精

神 錯 乱]の 團 國 、 〈intermissi>… 〈intermitto>[中 止 す る]の 囲 囹 くinter
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missus>の 團[到[圃 。 ※ 〈temporefurorisintermissi>を 直 訳 す る と 、 「中

断 さ れ た 精 神 錯 乱 の 時 点 に お い て 」 と な る が 、 日 本 語 で は 、 試 訳 の よ う に

な る の が ふ つ う で あ る 。 こ れ は 、 完 了 分 詞 の 訳 し か た に 注 意 が 必 要 な 例 の

一 つ で あ る
。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」、 「言 い か え の 訳 し か た 」

→ 「索 引 」。

〈1016>Furorcontrallimatrimoniumnollsinit,quiaconsensll

opllsest.[Furorn6nsinitmatrim6niumcontrahl,quiaopusest

c6nsensu.](Pα αZ.D.23,2,16,2)「 精 神 錯 乱 は 婚 姻 が 締 結 さ れ る こ と を 許

さ な い 。そ れ は 、[婚 姻 締 結 に は]同 意 が 必 要 だ か ら で あ る 。」 〈furor>… 「精

神 錯 乱 」、 〈sinit>… 〈sinio>[許 す]の 囲 国 團 、 〈opusest>… 「必 要 で あ

る 」 を 意 味 す る 熟 語(〈opus>は 「仕 事 」 な ど を 意 味 し 、 奪 格 ・属 格 を ひ く)。

※ 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 〈sinit>に ひ か れ た 対 格 形 の 〈matrimoniu

m>は 、 主 語 と し て 、 〈contrahi>に か か る 。 因]国 → 〈35>

〈1017>Furorsuperveniensnonperimitactumpriusperfectu

m.[Furorsuperveniensn6nperimitactumperfectumprius.](σZ

p.D,1,6,8pr.;∫.J.2,12,1)「 後 発 的 な 精 神 錯 乱 は 以 前 に 完 了 し た 行 為 を 無

効 と は し な い 。」 〈furor>… 「精 神 錯 乱 」、 〈superveniens>… 〈supervenio>

[後 に 生 ず る]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈perimit>… 〈perimo>[無 効 に す る]の 囲

国 團 、〈perfectum>… 〈perficio>[完 成 す る]の 囲 囹 〈perfectus>の 團 園 圃 。

※ 〈prius>は 、辞 書 に 〈adv.comp.〉 と 示 さ れ て い る こ と か ら 判 明 す る よ う に 、

こ こ で は 副 詞 の 比 較 級 で あ る が(原 級 に 対 応 す る の は 〈prae,pro>[前 に]

で あ る)、 面 倒 な こ と に 、 こ れ は 形 容 詞 比 較 級 の 単 数 中 性 対 格 ・主 格 と 同 形

に な っ て い る(辞 書 の[45]・[47])。 〈actum>も 〈perfectum>も 問 題 の 團

園 因]な の で 、 こ れ に か け て 読 ん で し ま う 危 険 も た し か に あ る 。

〈1018>Furtumestcontrectatioreialienaefraudulentacum

animofurandi,invitoillodominocujusresillafuit.[FUrtum

estcontrectati6fraudulentareialienae,cumanim6fUrandi,dom

ini6ill6,cUjusresillafuit,invit6.](3Co.Inst.107)「 窃 盗 は 、 窃

盗 す る 意 思 を 伴 っ た 、 あ の 物 を 所 有 し て い た あ の 所 有 権 者 が 望 ま な い と き

に な さ れ た 、 欺 瞳 的 な 、 他 人 の 物 の 領 得 で あ る 。」 〈furtum>… 「窃 盗 」、 〈c

ontrectatio>… 「領 得 」、 〈fraudulenta>… 〈fraudulentus>[欺 隔 的 な]の

團 國 国 、 〈animo>… 〈animus>[心]の 團 圏 、 〈furandi>… 圖 〈furor>[盗

む]の 國 囮 〈furandum>の 圏(團)、 〈invito>… 〈invitus>[望 ま な い]の 團

囲 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(domino)プ ラ ス 形 容 詞(in

vito)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と き に 」 で あ る 。 圏 團 → 〈22>。 國 囮 → 〈1

53>。 「定 義 」 → 「索 引 」、 「望 む ・ 望 ま な い 」 → 「索 引 」。

〈1019>Furtumnonestubiinitiumhabetdetentionisperdo
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miniumrei.[FUrtumn6nest,ubihabetinitiumdetenti6nisper

dominiumrel.](3Co,Inst.107)「 窃 盗 は 、 あ る 人 が[所 有 権 者 本 人 に

よ る]物 の 支 配 を 通 し た か た ち の 保 持 の 開 始 を 持 っ て い る と こ ろ で は 、 存

在 し な い 。」 〈furtum>… 「窃 盗 」、 〈initium>… 〈initium>[は じ ま り]の 團

因]、 〈detentionis>… 〈detentio>[保 持]の 團 國 。

〈1020>Furtumpraesumiturfactllmculpacustodum.[FUrtum

praesUmiturfactumculpacUst6dum,](Pα ㍑Z.D,1,ヱ5,3,2;Nic.Ev.Lo

c.Arg.Leg.107,3)「 窃 盗 は 、 管 理 人 の 過 失 に 依 っ て な さ れ た[も の]と 推

定 さ れ る 。」 〈furtum>… 「窃 盗 」、 〈factum>… 〈facio>の 囲 囹 〈factus>の 團

國 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈custodum>… 〈custos>[管 理 人]の 圏 圓 。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈furtum>は 、 〈praesumitur>と 隠 れ

て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈1021>Furtumsineaffectufurandinoncommittitur.[FUrtum

n6ncommittitursineaffectUfUrandL](Gα ご.D.41,3,37pr.;1.J.3,1

97;Gai.L2,50;3,197)「 窃 盗 を 行 な う 意 思 な し に は 、 窃 盗 は 行 な わ れ な

い 。」 〈furtum>… 「窃 盗 」、 〈committitur>… 〈committo>[犯 す]の 図 國 国

團 、 〈affectu>… 〈affectus>[意 思]の 團 匿]、<furandi>… 圖 〈furor>[盗

む]の 國 囮 〈furandum>の 國(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈1022>Furtumsinecontrectationefierinonpotest,necani

mofllrtumadmittatur.[FUrtumn6npotestfierlsinecontrectati

6ne,necfUrtumadmittaturanim6.]「 窃 盗 は 領 得 な し に は な さ れ る こ

と は 出 来 な い 。 ま た 、窃 盗 は 心 情[だ け]で は 犯 さ れ る こ と に は な ら な い 。」

〈furtum>… 「窃 盗 」、 〈contrectatione>… 〈contrectatio>[領 得]の 團 圏 、

〈admittatur>… 〈admitt・ 〉[犯 す]の 圏 図 囲 国 團 、 〈anim・ 〉'"〈animus>

[心 情]の 團 圏 。
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〈1023>Geminatpeccatum,quemdelictinonpudet。[Quemn6

npudetdelicti,geminatpeccatum.](Syr.295;Vincentv.Beauvai

s,Spec.Doc.5,22)「 不 法 な 行 為 を 恥 じ な い[人 は]、 悪 事 を 倍 化 さ せ る 。」

〈pudet>… 〈pudeo>[は ず か し く 思 う]の 非 人 称 構 文 で(→ 〈265>・[0]

部 門V皿 一p.69)、 〈mealcis(rei)〉[私 は あ る[こ と]を は ず か し く(思 う)]

の 形 が 辞 書 に 示 さ れ て い る が 、 こ こ の 対 格 形 の 〈me>が 、 関 係 代 名 詞 の 対 格

形(團 囲)〈quem>と 対 応 し 、こ こ の 属 格 表 現 の 〈alcis(rei)〉 が 属 格 形(團)

の 〈delicti>に 対 応 す る 。 〈geminat>… 〈gemino>[倍1こ す る]の 囲 国 團 、 〈p

eccatum>… 〈peccatum>[悪 事]の 團 圖 。

〈1024>Generanonpereunt.[Generan6npereunt.]「 種 類 物 は

滅 失 し な い 。」 〈pereunt>… 〈pereo>[ほ ろ び る]の 囲 国 國 。 〈1039>・ 〈10

40>

〈1025>Generaledictllmgeneraliterestinterpretandllm.[Dict

umgeneraleestinterpretandumgeneraliter.](Bac.Max.Reg.3,10

;2Co.Inst.81;8Co.Rep.116;11Co.Rep.59,116)「 一 般 的 な 付 論 は

一 般 的 に 解 釈 さ れ る べ き で あ る 。」 〈dictum>… 「付 論 」、 〈interpretandu

m>… 圖 〈interpretor>[解 釈 す る]の 國 囮 〈interpretandus>[解 釈 さ れ る

べ き[で あ る]]の 團 囲 国 。 ※ 國 圏 → 〈1>。 〈generaledictum>の 位 置 に 〈g

eneraliaverba>[一 般 的 な 文 言]が 、 ま た 、<intepretandum>の 位 置 に 、

〈intelligendum>[理 解 さ れ る べ き[で あ る]]が 入 っ て く る 命 題 も あ る 。

〈verba>は 〈verbum>[文 言]の 圏 国 で 、 〈intelligendum>は 〈intelligo>[理

解 す る]の 國 圏 〈intelligendus>[理 解 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 囲 国 で

あ る 。

〈1026>Generalenihilcertiponit.[Generalep6nitnihilcerti.]

(2Co.Rep.33b)「 一 般 的 な[も の]は 確 か な[も の]を な ん ら 示 さ な い 。」

〈ponit>… 〈pono>[お く]の 囲 国 團 。 ※ 〈ponit>の と こ ろ に 〈implicat>が

入 っ て く る 命 題 も あ る 。 〈implicat>は 、 〈implico>の 囲 国 團 で あ る 。 〈nihi

lcerti>は 、 直 訳 す る と 、 「確 定 し た[こ と]の な に も ～ な い 」 で あ る 。 「属

格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈1027>Generalenihilponit。[Generalep6nitnihil.](2Co.Rep.

33b)「 一 般 的 な[も の]は な ん ら 生 じ さ せ な い 。」 〈ponit>… 〈pono>[お

く]の 國 国 團 。

〈1028>Generaletantumvaletingenerali1⊃usquantumsingul

areinsingulis.[Generalevaletingeneralibustantum,quantum
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singulareinsingulis.](11Co.Rep.59b)「 一 般 的 な[も の]は 、 一

般 的 な[も の]に 於 い て 、 特 殊 な[も の]が 特 殊 な[も の]に 於 い て 、

そ れ ぞ れ[効 力 を 持 つ]だ け の 効 力 を 持 つ 。」 〈singulare>… 〈singulari

S>[特 殊 な]の 團 圃 国(囮)、 〈SingUliS>… 〈SingUli>[イ 固 々 の]の 國 圃

圏(囮)。 ※ 〈tantum～,quantum>は 相 関 語 で あ る 。 「一 般 と 特 殊 」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(一 般)と ホ ン ネ(特 別)」 → 「索 引 」。

〈1029>Generalilegedecerllimusneminemdeberesibiesse

judicemveljussibidiceredebere.[Decernimusneminemdeb

ereessejUdicemsibi,veldeberedicerejUssibi,legeganerali.]

「私 た ち は 、 一 般 的 な 法 律(法)に 依 っ て 、 誰 も 自 身 の た め に 裁 判 官 で あ

る べ き で は な い こ と 、 あ る い は 自 身 の た め に 法 を 宣 言 す る べ き で は な い

こ と を 、 定 め る 。」 〈decernimus>… 〈decern・ 〉[定 め る]の 囲 日 國 。 ※

対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の<neminem>は 、 主 語 と し て 、 二 つ

の 〈debere>に か か る 。 因1匠]→ 〈35>

〈1030>Generaliapraecedunt,singulariasequllntur.[General

iapraecedunt,singulariasequuntur.](Reg.Brev,)「 一 般 的 な[も

の]が 先 行 し 、 特 殊 な[も の]が 後 に 続 く 。」 〈praecedunt>… 〈praeced

O>[先 行 す る]の 囲 国 閣 、 〈SingUlaria>… 〈SingUlariS>[特 殊 な]の 國

園 国(囮)。 ※ 「一 般 と 特 殊(特 別)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(一 般)

と ホ ン ネ(特 別)」 → 「索 引 」。

〈1031>Generaliaspecialibusnonderogant.[Generalian6n

derogantspecialibus.](Pαp.D.50,17,80;Jenk.Kent.120)「 一 般 的

な[も の]は 特 殊 な[も の]を 部 分 的 に 廃 止 し な い 。」 〈derogant>… 〈de

rogo>[部 分 的 に 廃 止 す る]の 囲 国 圏 、 〈specialibus>… 〈specialis>[特

殊 な]の 國 田 團(囮)。 ※ 「一 般 と 特 殊 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(一

般)と ホ ン ネ(特 別)」 → 「索 引 」。<1033>・ 〈1038>・ 〈1700>・<3455>

〈1032>Generaliaverbasuntgeneraliterintelligenda.[Verba

generaliasuntintelligendageneraliter.](Broom,Max.440,647;

3Co.Inst.76)「 一 般 的 な 文 言 は 一 般 的 に 理 解 さ れ る べ き で あ る 。」 〈inte

lligenda>… 〈intelligo>[理 解 す る]の 國 圏 〈intelligendus>[理 解 さ れ

る べ き[で あ る]]の 國 圃 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈1033>Generalibusspecialiaderogant.[Specialiaderogantg

eneralibus.](Halk.Max.51;Loft,351)「 特 殊 な[も の]は 一 般 的 な[も

の]を 部 分 的 に 廃 止 す る 。」 〈specialia>… 〈specialis>[特 殊 な]の 國 匝1

国(囲)、 〈derogant>… 〈derogo>[音 区分 的 に 廃 止 す る]の 國 国 國 。 ※

「一 般 と 特 殊(特 別)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(一 般)と ホ ン ネ(特 別)」

→ 「索 引 」。 〈1038>・ 〈1701>・ 〈3455>
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〈1034>Generalisclalls111anonporrigitllradeaqllaeanteas

pecialitersuntcomprellellsa.[Clausulageneralisn6nporrigitur

adea,quaesuntcomprehensaspecialiterantea.](8Co.Rep.154b)

「 一 般 的 な 条 項 は 、 以 前 に 特 に 規 定 さ れ た こ と へ は 及 ば な い 。」 〈clausula>

… 「条 項 」
、 〈porrigitur>… 〈porrigo>[の ば す]の 図 囲 国 團 、 〈comprehe

nsa>… 〈comprehendo>[つ か む]の 園 囹 〈comprehensus>の 圏 囲 国(受

動 相 完 了 の 構 成 要 素)。

〈1035>Generalisregulageneraliterestintelligenda.[Regula

generalisestintelligendageneraliter.](6Co.Rep.65)「 一 般 的 な 原

則 は 一 般 的 に 理 解 さ れ る べ き で あ る 。」 〈regula>… 「原 則 」、 〈intelligend

a>… 〈intelligo>[理 解 す る]の 國 圏 〈intelligendus>[理 解 さ れ る べ き[で

あ る]]の 團 國 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈1036>Generalitercumdefraudedisputatur,nonquidnon

llabeatactor,sedquidperadversariumnonpotuerithabere,c

onsiderandumest.[N6nquidactorn6nhabeat,sedquidn6npo

tuerithabereperadversarium,estconslderandumgeneraliter,cu

mdisputaturdefraude.](Pαp.D.50,17,78)「 欺 岡 に 関 し て 議 論 さ れ る

と き に は 、 一 般 に 、 原 告 が[現 に]な に を 持 っ て い な い か 、 で は な く て 、

彼 が 相 手[方]の た め に な に を[持 つ こ と が]出 来 な か っ た か 、 が 考 慮 さ

れ る べ き で あ る 。」 〈adversarium>… 〈adversarius>[相 手]の 團 因]、 〈co

nsiderandum>… 〈considero>[考 慮 す る]の 國 圏 〈considerandus>[考

慮 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 圃 匡 、 〈disputatur>… 〈disputo>[討 議 す

る]の 図 囲 国 團 、 〈fraude>… 〈fraus>[欺 岡]の 團 團 。 ※ 國 囮 → 〈1>。 〈n

on～sed>は 相 関 語 で あ る 。 〈quid>は 「誰 が ～ か?」 を 意 味 す る 〈quis>

の 團 田 因]で あ る が 、 こ の よ う に 、 〈?〉 と い う 疑 問 符 の 現 わ れ て こ な い 副 文

章 中 に 疑 問 代 名 詞 が 組 み こ ま れ る と 、 そ の 正 体 を す ぐ に キ ャ ッ チ す る こ と

は む ず か し い か も し れ な い 。 「疑 問 代 名 詞 」 → 「索 引 」。 ラ テ ン 語 で は 、 と

に か く 代 名 詞 に は 苦 労 さ せ ら れ る 。 「タ テ マ エ(も つ こ と が で き る)と ホ ン

ネ(も つ)」 → 「索 引 」。

〈1037>Generaliterlexgeneralisaccipidebet.[Lexgeneralis

debetacciplgeneraliter.]「 一 般 的 な 法 律(法)は 一 般 的 に 受 け い れ ら

れ る べ き で あ る 。」 〈accipi>… 〈accipio>[う け い れ る]の 図 囲 国 。

〈1037わ ∫s>Generaliternovimusturpesstipulationesnulliuse

ssemomenti.[N6vimusstipulati6nesturpesessem6mentlnUlllu

sgeneraliter.]「 私 た ち は 恥 辱 的 な 問 答 契 約 が な ん ら の 効 力 も 持 た な い こ

と を 一 般 に 知 っ て い る 。」<n・vimus>… 〈n・sc・ 〉[知 る]の 囲 日 圏 、 〈stip

ulationes>… 〈stipulatio>[問 答 契 約]の 國 因]、 〈turpes>… 〈turpis>[恥
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辱 的 な]の[園 國 因]、 〈momenti>… 〈momentum>[効 力]の 團 圓 。 ※ 〈n

ovimus>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈stipulatione

s>は 、 主 語 と し て 〈esse>に か か る 。 因]圏 → 〈35>。 「属 格 の 訳 し か た 」 →

「索 引 」、 「現 在 形 の 意 味 を も つ 完 了 」 → 「索 引 」。

〈1037孟er>Generalitertraditurreruminllonestarumnullam

essesocietatem.[TraditursocietatemreruminhonestarumnUll

amessegeneraliter.]「 不 面 目 な 事 柄 に つ い て は 、 い か な る 組 合 も 存 在

し な い こ と は 、 一 般 に 伝 え ら れ て い る 。」 〈traditur>…<trado>[伝 え る]

の 図 囲 国 團 、 〈societatem>… 〈societas>[組 合]の 圓 圃 、 〈inhonesta

rum>… 〈inhonestus>[不 面 目 な]の[園 國 圏 。 ※ 〈trado>に ひ か れ た 対 格

不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈societatem>は 、意 味 上 の 主 語 と し て 、

<esse>に か か る 。 因]匿 ヨ→ 〈35>

〈1038>Generiperspeciemderogatur.[Derogaturgenerlper

speciem.](Pαp.D.50,17,80;Pα αZ.D.32,99,5;Lib.Sex.5,13,34)「 類

は 種 に 依 っ て 部 分 的 に 破 ら れ る 。」 〈derogatur>… 〈derogo>[部 分 的 に 廃

止 す る]の 図 囲 国 團 、 〈speciem>… 〈species>[種]の 團 圃 。 ※ 与 格 を

と る 自 動 詞 〈derogo>の 受 動 相 で は 、 英 語 な ど の 場 合 と は ち が っ て 、 そ の

与 格 は 、 主 語 と は な れ ず 、 そ の ま ま の 形 で 残 る 。 与 格 に は 、 受 動 相 の 構

文 に お い て 、 「行 為 者 の 与 格 」 と い う 「～ に よ っ て 」 の 用 法 も あ る 。 ラ テ

ン 語 の 与 格 の む ず か し さ は 、 独 語 の 三 格 の 場 合 の 比 で は な い 。 「自 動 詞 の

受 動 相 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(類)と ホ ン ネ(種)」 → 「索 引 」。 〈103

1>・ 〈1033>。 〈1701>・ 〈3455>

〈1039>Genusperirenoncensetur.[Genusn6ncenseturperi

re.]「 種 類 物 は 滅 失 し な い も の と 考 え ら れ る 。」 〈perire>… 〈pereo>[滅

び る]の 囲 困 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈genus>は 、 〈cen

setur>と 〈perire>の 双 方 に か か る 。 国 圏 → 〈98>。 〈1023>・ 〈1040>

〈1040>Genusperirenonpotest。[Genusn6npotestperire.]

「種 類 物 は 減 失 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈perire>… 〈pereo>[滅 び る]の 囲

匿ヨQ〈1023>・ 〈1039>

〈1041>Glossaviperinaest"uaecorroditvisceratextlls.[G

lossa,quaecorr6ditvisceratextUs,estvlperlna.](11Co.Rep.3

4,70)「 原 文 の 中 核 を 壊 す 解 釈 は 、 有 害 で あ る 。」 〈glossa>… 「解 釈 」、 〈c

orrodit>… 〈corrodio>[破 る]の 囲 国 團 、 〈viscera>… 「中 核 」 の 圃(複

数 形)、 〈textus>… 〈textus>[本 文]の 團 圓 、 〈viperina>… 〈viperinus>

[有 害 な]の 團 園 国 。

〈1042>Glossaeadllerensnonpotesterrare。[Adherensgloss

aen6npotesterrare.]「 言主釈 に 依 拠 す る[人]が 誤 ま る 可 能 性 は 、 な
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い.」 〈・dh・ ・en・ 〉… 〈・dhere・ 〉[よ る]の 囲 囹 〈・dh・ ・en・ 〉の 團 囲 国(囮)、

〈glossae>… 〈glossa>[注 釈]の 團 團 。

〈1043>Gradatimestappellandum.[Estappellandumgradatim.]

(Dam.Reg.Can.64)「 段 階 的 に 上 訴 が な さ れ る べ き で あ る 。」 〈appellandu

m>… 〈appello>[上 訴 す る]の 國 囮 〈appellandus>[上 訴 さ れ る べ き[で

あ る]]の 團 囲 国 。 ※ 國 圏 → 〈1>

〈1044>Gradusaffinitatinullisunt.[GradussuntafflnitatlnU

lll.](Mod.D.38,10,4,5)「 親 等 は い か な る 姻 族 関 係 の た め の も の で は な い 。」

〈gradus>… 〈gradus>[親 等]の 圏 国 、 〈affinitati>… 〈affinitas>[姻 族 関

係]の 團 團 。 ※ こ れ は 少 し と ら え に く い 与 格 の 用 法 で あ る 。 「～ の た め に 」

と い う 、 「向 き 」 を 示 す 格 と 考 え て お き た い 。 「～ 用 の 」 ・ 「～ に 向 い た 」 の

訳 法 も そ の 流 れ に 属 す る 。 〈gradus>も 〈nulli>も 、 い ろ い ろ な 読 み を 誘 う

あ い ま い な 語 形 を し て い る(「 辞 書 」 の[28]と[40]を 参 照)。 『新 ラ テ

ン 文 法 』 §558に は 、 「目 的 の 与 格 」 に つ い て の 解 説 が あ る 。 「与 格(所 有 の

与 格 ・行 為 者 の 与 格 ・ 目 的 の 与 格)の 用 法 」 → 「索 引 」

〈1045>Graecallonlegllntur.[Graecan6nleguntur.]「[法 文 中 の]

ギ リ シ ア[語]は 読 ま れ な い 。」<Graeca>… 〈Graecus>[ギ リ シ ア の]の 團

國 国(囮)、 〈1・gUntU・ 〉… 〈1・g・ 〉[読 む]の 図 囲 国 國 。

〈1046>Grammaticafalsanonvitiatcllartam.[Grammaticafal

san6nvitiatchartam,](9Co.Rep.48)「 誤 ま っ た 文 法 は 捺 印 証 書 を 無

効 な も の と し な い 。」 〈grammatica>… 「文 法 」、 〈falsa>… 〈falsus>[誤 ま

っ た]の 團 因 国 、 〈vitiat>… 〈viti・ 〉[無 効 に す る]の 囲 国 團 、 〈chartam>

… 〈charta>[捺 印 証 書]の 團 因] 。

〈1047>Gratisasseritur.[Asseriturgratis.]「 そ れ は 、 断 言 さ れ る

が 、 役 だ た な い 。」 〈asseritur>… 〈assero>[断 言 す る]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈g

ratis>は 文 章 全 体 に か か る 副 詞 で あ る 。 「<frustra>系 の も の 」 → 「索 引 」

〈1048>Gratuitumdebetessecommodatum.[Commodatumdeb

etessegratuitum.](1.J.3,14,2)「 使 用 貸 借 は 無 償 の も の で あ る べ き で

あ る 。」 〈commodatum>… 「使 用 貸 借 」、 〈gratuitum>… 〈gratuitus>[無

償 の]の 團 囲 国 。 ※ 一 見 す る と 、 前 に あ る 〈gratuitum>の 方 が 名 詞(形 容

詞)の 主 語 で 、 〈commodatum>が 〈commodo>[貸 し 与 え る]の 匠1囹 で 、

こ ち ら の 方 が 〈esse>と ペ ア に な っ て 図 匠1匠]を か た ち つ く っ て い る よ う に

も う け と れ る 。 〈atum>・ 〈itum>な ど の 語 尾 を も つ 抽 象 名 詞 は 、 そ の 匠1囹 か

ら つ く ら れ た も の な の で 、 名 詞 と 囲 囹 は 、 同 形 の も の と し て し ば し ば 登 場

し て く る わ け で あ る 。

〈1049>Gratusessede1⊃et,quibeneficiumaccepit.[Qulaccep

itbeneficium,debetessegratus.](Cic.DeProv.Cons.41)「 利 益 を
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受 け と っ た[人 は]感 謝 す る べ き で あ る 。」 〈accepit>… 〈accipio>[う け

と る]の 囲 国 團 、 〈beneficium>… 〈beneficium>[利 益]の 團 圃 、 〈gra

tus>… 「感 謝 し て い る 」。

〈1050>Gravecrimen,etiamquumleviterdictumest,noce

t.[Crimengravenocet,etiamquumestdictumleviter.]「 重 大 な

非 難 は 、 軽 く 言 わ れ た と き で さ え も 、 害 す る 。」 〈grave>… 〈gravis>[重

い]の 團 田 国 、 〈nocet>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 国 團 、 〈dictum>… 〈d

ico>[言 う]の 園 囹 〈dictus>の 團 匝 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。 ※ 〈q

uum>は 〈cum>の こ と で あ る 。 古 い 表 現 に は こ の 形 が よ く 見 ら れ る 。

〈1051>Gravejudiciumest,quodpraejudiciumnonllabet.[J

Udicium,quodn6nhabetpraejUdicium,estgrave.](Syr.302)「 予

審 を 持 た な い 裁 判 は 重 大 で あ る 。」 〈praejudicium>… 〈praejudicium>

[予 審]の 團 圖 、<graVe>… 〈graViS>[重 い]の 團 圃 国 。

〈1052>Graviormultopoenavidetur,quaeamitivirocons

tituitur.[Poena,quaec6nstituituravir6miti,videturgravior

mult6.](Sen.Clem.1,22,3)「 温 和 な 人 に 依 っ て 定 め ら れ る 刑 罰 は 、[通

常 の 場 合 よ り も]は る か に 重 い[も の]と 見 ら れ る 。」 〈constituitur>…

〈COnStitUO>[定 め る]の 図 囲[ヨ 團 、 〈miti>… 〈mitiS>[温 和 な]の 團 囲

圏 、 〈graViOr>… 〈graViS>[重 い]の 囮 〈graViOr>の 團 國 国 。 ※ 主 格 不 定

法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈poena>は 、 〈videtur>と 隠 れ て い る 〈esse>の

双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈1053>Gravioreculpa,graviorpoena.[Poenagravior,culpa

gravi6re.]「 罪 過 が い っ そ う 重[い]ほ ど 、 刑 罰 は い っ そ う 重[い 。]」

〈gravior>… 〈gravis>[重 い]の 囮 〈gravior>の 團 國 匡1、 〈graviore>… さ

き の 〈gravior>の 團[図 圏 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 絶 対 的 奪 格 の 構 文

が 見 え る 。 「名 詞(culpa)プ ラ ス 形 容 詞(graviore)」 型 で 、 そ の 意 味 は

「～ と き に 」 で あ る 。 囮 匡ヨ→ 〈22>。 「罪 過 と 刑 罰 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ

(罪 過)と ホ ン ネ(刑 罰)」 → 「索 引 」。 〈1785>・ 〈2502>・ 〈2604>

〈1054>Gravisanimusnondubiamllabetsententiam.[Animu

sgravisn6nhabetsententiamdubiam.](Syr.306)「 重 々 し い 精 神

は 疑 問 の あ る 意 見 を 持 た な い 。」 〈animus>… 「心 」、 〈gravis>… 〈gravis>

[重 い]の 團 國 国 。

〈1055>Gravissimumestimperiumconsuetudinis。[Imperium

c6nsuetUdinisestgravissimum.](Syr.309)「 慣 習 の 命 令 は 最 も 重 い 。」

〈imperium>… 「支 配 」、 〈gravissimum>… 〈gravis>[重 い]の 國 〈gravi

ssimus>の 團 圃 国 。

〈1056>Graviusestdivinamquamtemporalemlaederemaje
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statem.[Laederemajestatemdivinamestgravius,quamtemporal

em.](11Co,Rep.29b)「 神 の 尊 厳 を 傷 つ け る こ と は 、 現 世 の 尊 厳 を 傷 つ

け る こ と よ り も 、 い っ そ う 重 大 で あ る 。」<laedere>… 〈laedo>[傷 つ け る]

の 囲 国 、 〈majestatem>… 〈majestas>[尊 厳]の 團 因]、 〈divinam>… 〈div

inUS>[神 の]の 團 國 圃 、 〈graViUS>… 〈graViS>の 囲 〈graViOr>の 團 園 国 、

〈temporalem>… 〈temporalis>[現 世 の]の 團[図 因]。
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〈1057>Habeascorpus.[Habeascorpus.]「 君 が 身 体 を 持 つ よ う 。」

〈corpus>… 〈corpus>[身 体]の 團 因]。 ※ 名 詞 調 の 「人 身 保 護 令 状 」 と い

う の が こ の ラ テ ン 文 に つ い て の 英 米 法 上 の 専 門 用 語 訳 で あ る が 、 こ れ は 、

「〈Habeascorpus>の 言 葉 で は じ ま る 令 状 」 の こ と で あ る 。 正 確 に は 、 〈H

abeascorpusadsubjiciendum.〉 「君 が 提 出 す る こ と に む け て 身 体 を も

つ よ う 。」 と な る 。 〈subjiciendum>は 、 〈subjicio>[提 供 す る]の 國 囮 〈s

ubjiciendum>[提 供 す る こ と]の 対 格(見 出 し 語)で あ る 。 國 囮 → 〈153>

〈1058>Habemusoptimumtestemconfitentemreum.[Habemu

sreumc6nfitentemtestemoptimum.](Fost.Cr.Law,243)「 私 た ち は 、

自 白 す る 被 告 人(被 告)を 最 良 の 証 人 と 扱 う 。」 〈confitentem>… 圖 〈conf

iteor>[自 白 す る]の 囲 囹 〈confitens>の 團 囲 因]。 ※ 〈habeo>に は 、 「～ を

～ と 扱 う 」 と い う 用 法 が あ る 。 二 つ の 対 格 が こ こ で 登 場 す る が 、 〈testem

optimum>と 〈reumconfitentem>が そ れ で あ る 。 こ の グ ル ー プ 分 け が 正 確

に で き な け れ ば 、 こ の 一 文 の 意 味 は と れ な い 。 実 際 の と こ ろ 、<habeo>に

は 、 「も つ 」、 「所 有 す る 」、 「占 有 す る 」、 「保 持 す る 」 系 列 の モ ダ ン な 意 味 が

あ る が 、 本 例 の 場 合 の よ う に 二 重 の 対 格 を と る ケ ー ス に は 要 注 意 で あ る 。

〈nomino>「 ～ を ～ と 名 づ け る 」、 〈facio>「 ～ を ～ と す る 」、 〈creo>「 ～ を

～ に 任 命 す る 」、 〈puto>「 ～ を ～ と 考 え る 」 な ど の グ ル ー プ と 、 〈doceo>

「～ に ～ を 教 え る 」、 〈rogo>「 ～ に ～ を 求 め る 」 な ど の グ ル ー プ と が あ る 。

日 本 語 で は 、 こ の よ う に 、 二 つ 目 の 対 格 は 「～ と 」 と か 「に 」 と か に 訳 出

さ れ て い く の で あ る が 、 近 代 欧 米 語 で も 似 た よ う な 構 文 が あ っ て 、 そ こ で

は 、 前 置 詞 な ど を 用 い て 、 意 味 の と り ち が え を 生 じ さ せ な い よ う に 、 工 夫

も さ れ て い る 。 た と え ば 、 独 語 の 〈haltenfUret.〉 の 場 合 が そ う で あ る 。

「言 葉 の 切 り わ け 」 → 「索 引 」

〈1059>Habilisadnuptiashabilisadpactanuptialia.[Habilis

adnUptiashabilisadpactanUptialia.](Pα ㍑Z.D.23,4,8:D.23,3,7

3pr.)「 婚 姻[締 結]に 能 力 を 持 っ て い る[人]は 、 婚 姻 契 約[の 締 結]に

[も]能 力 を 持 っ て[い る]。 」 〈habilis>… 見 出 し 語 形 容 詞 「能 力 を も っ て

い る 」 が 名 詞 化 し た も の 、 〈nuptias>… 〈nuptia>[婚 姻]の 因](複 数 形)、

〈nuptialia>… 〈nuptialis>[婚 姻 の]の 國EE1因]。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈1060>Haeredem(Heredem)Dellsfacit,nonhomo.[Deusfacit

haeredem(heredem),hom6n6n,](Coke)「 人 間 で は な く 、 神 が 相 続 人 を

作 る 。」 ※ 「神 と 人 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(神)と ホ ン ネ(人)」 → 「索

引 」。
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〈1061>Haeredem(Haeredem)ejusdempotestatisjurisqueesse,

cujusfuitdefuntus,collstat.[C6nstathaeredem(heredem)esse

potestatis(que)jUrisejusdem,cUjusdefUnctusfuit.](σZp.D.50,ヱ

7,59)「 相 続 人 が 死 者 の 保 有 し て い た の と 同 じ 権 能 お よ び 権 利 を 保 有 す る 、

と い う こ と は 確 定 し て い る 。」 〈constat>… 〈consto>[確 定 し て い る]の 囲

国 團 、 〈defunctus>… 「死 者 」。 ※ 〈constat>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文

が 見 え る 。 対 格 形 の 〈heredem>は 、 主 語 と し て 、 〈esse>に か か る 。 因]困 →

<35>。 「<be>動 詞 プ ラ ス 属 格 」 の か た ち で 、 〈potestatisjurisqueejusde

m>と 〈cujus>が 、 そ れ ぞ れ 、 〈esse>と 〈fuit>と 組 み あ わ さ る と 、 「～ の も の

で あ る 」、 っ ま り 「～ を も つ 」 と い う 所 有 の 意 味 に な っ て く る 。 こ の 手 の 属

格 の 用 法 に つ い て は 、 〈55>・ 〈84>・ 「索 引 」 を 参 照 。 〈ejusdem～,cujus>

は 〈ejus～,cujus>系 の 相 関 語 で あ る 。 と こ ろ で 、 相 続 と い う の は 、 ど の

時 代 、 ど の 国 に お い て も 、 財 の 法 的 な 移 動 を 生 じ さ せ る タ イ プ の 、 社 会 的

・ 経 済 的 に 重 要 な 制 度 で あ る 。 相 続 に か ん す る 法 も 、 制 度 も 、 も ち ろ ん 、

そ れ ぞ れ の 共 同 体 の 状 況 に 応 じ て 編 み あ げ ら れ 、 変 遷 し て い く 。 古 代 ロ ー

マ と い う 国 家 の 相 続 法 に は 、 い か に も 古 代 国 家 風 の プ リ ミ テ ィ ヴ な 側 面 が

あ る の と 同 時 に 、 一 や や ル ー ス な 語 法 に よ る こ と を お 許 し 頂 け る な ら 一 モ

ダ ン な 側 面 も 、 た し か に 存 在 す る 。 後 者 に つ い て 見 て み よ う 。 ま ず 、 遺 言

に よ る 相 続 が 無 遺 言 相 続(法 定 相 続)を 比 較 的 早 い 時 期 に お し の け て 、 主

流 と な っ て い る 点 で あ る 。 つ ぎ に 、 相 続 法 の 原 点 と も 言 え る 法 定 相 続 に お

い て 、 男 女 均 分 相 続 シ ス テ ム が と ら れ て い る 点 に 注 目 す る 必 要 が あ る 。 つ

ま り 、 未 成 熟 者(未 成 年 者 の よ う な も の)も 、 婦 女 一 般 も 、 こ こ で は 成 熟

期 に た っ し た 男 子 と 同 じ よ う に 扱 っ て も ら え る 。 し か も 、 そ の 男 子 に つ い

て 言 え ば 、 長 子 と 末 子 で 区 別 は な い 。 な お 、 相 続 人 と し て の 、 家 長(被 相

続 人)の 妻(寡 婦)は 、 現 代 の 場 合 と は 異 な っ て 、 相 続 に あ た り 、 そ れ と

し て 高 い 評 価 を う け る こ と は な い 。 そ の 家 長 の 娘 扱 い 、 と い う 一 段 と 低 い

ラ ン ク で 相 続 に か か わ れ る だ け で あ る 。 と こ ろ で 、 も と も と 、 相 続 は 家 の

祭 祀 の 存 続 を は か る 制 度 で あ っ た が 、 遺 言 相 続 が 普 及 し た 結 果 と し て 、 フ

ァ ミ リ ー の 家 産 を 承 継 し 保 全 し て い く こ と に 重 点 が 移 っ て い く 。 い わ ば 、

相 続 の リ ア ル な 部 分(ホ ン ネ)が 目 に つ く わ け で あ る 。 な お 、 ロ ー マ 相 続

法 の 原 理 を 端 的 に 表 明 し た 格 言 と し て 、 「い っ た ん 相 続 人 に な れ ば 、 つ ね に

相 続 人 」(〈3336>)、 「誰 も 、 あ る 部 分 に つ い て は 遺 言 し て 、 あ る 部 分 に つ

い て は 無 遺 言 で 死 亡 す る よ う な こ と は で き な い 。」(〈1535>)と が あ る 。 そ

れ か ら 、 ロ ー マ 相 続 法 に つ い て 考 え る さ い に マ ー ク し て お く 必 要 の あ る 点

が 一 つ 存 在 す る 。 そ れ は 、 法 務 官 が 、 市 民 法 上 の 「相 続 」 と い う 制 度 の 外

側 に 、 そ の 正 規 の 形(タ テ マ エ)で あ る 相 続 と と き に は 対 立 し 、 そ れ に 対

し て 優 位 を た も つ よ う な 「遺 産 占 有(bonorumpossessio)」(遺 産 の 占 有
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を 許 さ れ た 人 は 、 相 続 の 実 質 的 な 利 益 の 大 部 分 を 手 に い れ た こ と に な る)

と い う 制 度(い わ ば ホ ン ネ 性 の 強 い か た ち)を 法 実 務 の 世 界 で つ く り あ げ

た こ と で あ る 。 そ し て 、 こ れ は 名 誉 法(jushonorarium)の 中 核 的 な 成

果 の 一 つ と な っ た 。

〈1062>Haeredes(Heredes)gignuntur,nonscribuntur.[Haered

es(Heredes)glgnuntur,n6nscrlbuntur.](Syr,)「 相 続 人 は 、 生 み だ

さ れ る の で あ っ て 、書 か れ る の で は な い 。」 〈gignuntur>… 〈gigno>[生 む]

の 図 囲 国 圏 、 〈scribuntur>… 〈scribo>[書 く]の 図 囲 国 國 。 ※ 「タ テ マ

エ(生 ま れ る)と ホ ン ネ(書 く)」 → 「索 引 」。 〈609>

〈1063>Haeredi(Heredi)asemetipsolegarinonpotest.[N6n

potestlegarlhaeredl(heredl)aips6semet,](FZor.D.30,116,1;Pse

udo.Ulp.Lib.Sing.Leg.24,22)「 相 続 人 自 身 に 依 っ て 相 続 人 に 遺 贈 さ れ る

こ と は 出 来 な い 。」 〈legari>… 〈lego>[遺 贈 す る]の 図 囲 国 。

〈1064>Haeredi(Heredi)magisparcendumest.[Estparcendum

haeredi(heredi)magis.](Proc.D.31,47)「[受 遺 者 よ り も]相 続 人 を む

し ろ 大 切 に す る べ き で あ る 。」 〈parcendum>… 〈parco>[大 切 に す る]の 國

囮 〈parcendus>[大 切 に す る べ き[で あ る]]の 團 圃 国 。※ 國 囮 →<1>、 「自

動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈574>。 〈2067>

〈1065>Haereditas(Hereditas)aliacorporalis,aliaincorporali

s;corporalisest,唖uaetangipotestetvideri;incorporalis,qu

aetanginonpotest,necvideri.[Hereditas(Haereditas)aliacor

poralis,aliaincorporalis;corporalisest,quaepotesttangletvi

deri;incorporalis,quaen6npotesttanginecviderL](Co.Litt.9a,

237)「 相 続 財 産 の あ る も の は 有 体 的[な も の で あ り]、 あ る も の は 無 体 的

[な も の で あ る]。 有 体 的 な[も の]は 、 接 触 さ れ る こ と も 見 ら れ る こ と も

出 来 る[も の][で あ り]、 一 方 、 無 体 的 な[も の]は 、 接 触 さ れ る こ と も

見 ら れ る こ と も 出 来 な い[も の][で あ る]。 」 〈corporalis>… 〈corporalis>

[有 体 的 な]の 團[図 国 、 〈incorporalis>… 〈incorporalis>[無 体 的 な]の 團

國 国 、 〈tangi>… 〈tango>[ふ れ る]の 図 囲 圏 、 〈videri>… 〈video>[見 る]

の 図 囲 圏 。※ 〈alia～alia>は 相 関 語 で あ る 。「有 体 物 と 無 体 物 」→ 「索 引 」、

「タ テ マ エ(無 体 物)と ホ ン ネ(有 体 物)」 → 「索 引 」。

〈1066>Haereditas(Hereditas)estsuccessioinuniversumjus

吼uoddefunctushabuerat.[Haereditas(Hereditas)estsuccessi6i

njUsUniversum,quoddefUnctushabuerat.](Co,Litt.237)「 相 続 は 、

死 者 が 持 っ て い た 権 利 全 体 の 承 継 で あ る 。」 〈successio>… 「承 継 」、 〈uni

versum>… 〈universus>[全 体 の]の 團 圃 圖 、 〈defunctus>… 「死 者 」。 ※

「定 義 」 → 「索 引 」
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〈1066わ ∫s>Haereditas(Hereditas)etiamsineullocorporejuris

intellectllmhabet.[Haereditas(Hereditas)habetintellectumjUri

ssinecorporeUll6etiam.]「 相 続 は 、 な ん ら の 実 体 も な い と き に さ え

も 、 法 の 意 味 を 持 つ 。」 〈intellectum>… 〈intellectus>[意 識]の 團 園]、 〈c

orpore>… 〈corpus>[実 態]の 團 圏 。

〈1067>Haereditas(Hereditas)11ihilaliudest,唖uamsuccessio

in1111iversumjus噌uoddefunctusllabuerit.[Haereditas(Heredit

as)estnihilaliud,quamsuccessi6injUsUniversum,quoddefU

nctushabuerit.](J㍑Z.D.50,17,62;Co.Litt.237)「 相 続 は 、 死 者 が 持 っ

て い た 権 利 全 体 の 承 継 に ほ か な ら な い 。」 〈successio>… 「相 続 」、 〈univer

sum>… 〈universus>[全 体 の]の 團 匝]因]、 〈defunctus>… 「死 者 」、 〈hab

uerit>… 〈habeo>[も つ]の 國 園 国 團(直 説 法 未 来 完 了 三 人 称 単 数 に も こ

の 形 は あ る)。 ※ 〈(nihil)aliud～quam>は 相 関 語 で あ る 。 「定 義 」 → 「索

引 」

〈1068>Haereditas(Hereditas)nondelatanontransmittitur.

[Haereditas(Hereditas)n6ndelatan6ntransmittitur.]「 付 与 さ れ

な か っ た 相 続 は 移 転 さ れ な い 。」 〈delata>…<defero>[も っ て い く]の 園 囹

〈delatus>の 團 國 国 、 〈transmittitur>… 〈transmitto>[う つ す]の 図 囲 国

團 。

〈1069>Haereditas(Hereditas)(jacells)personamdefunctisust

inet.[Haereditas(Hereditas)(jacens)sustinetpers6namdefUnctl.]

「(休 止)相 続 財 産 は 死 者 の 人 格 を 維 持 す る 。」<jacens>…<jacio>[休 む]

の 囲 囹 〈jaCenS>の 圓 國 国 、 〈SUStinet>… 〈SUStineO>[維 持 す る]の 囲 国 團 、

〈defuncti>… 〈defunctus>[死 者]の 團 圓 。

〈1070>Haereditas(Hereditas)11umqllamascendit.[Haereditas(H

ereditas)ascenditnumquam.](2Bl.Com.211;Gran.Lib.7,C.1)「 相

続 は 決 し て[親 等 を]登 っ て い か な い 。」 〈ascendit>… 〈ascendo>[登 る]

の 囲 国 團 。

〈1071>Haereditas(Hereditas)proparteadirine吼uit.[Haeredi

tas(Hereditas)nequitadlrlpr6parte.](PαuZ,D.29,24)「 相 続 は 、 部

分 に つ い て は 、 承 認 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈nequit>… 〈nequeo>[～ で

き な い]の 囲 国 團 、 〈adiri>… 〈adeo>[承 認 す る]の 図 囲 国 、 〈parte>… 〈P

ars>[部 分]の 團 圏 。

〈1072>Haereditatis(Hereditatis)aditioindubiononpraesum

itllr.[Aditi6haereditatis(hereditatis)n6npraesUmiturindubi6,]

「疑 問 の あ る[こ と]に 於 い て は 、 相 続 の 承 認 は 推 定 さ れ な い 。」 〈aditio>

… 「承 継 」
。
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〈1073>Haeredum(Heredum)appellationeveniunthaeredes(he

redes)11aeredllm(11eredum)inillfinitum.[Haeredes(Heredes)hae

redum(heredum)veniuntappellati6nehaeredum(heredum)inInfln

itum.](Co.Litt.9a)「 相 続 人 と い う 名 称 に 依 っ て 、 相 続 人 の 相 続 人 が 無 限

に 来 る 。」 〈veniunt>… 〈venio>[く る]の 囲 国 圏 、 〈appellatione>… 〈app

ellatio>[名 称]の 團 圏 、 〈infinitum>… 〈infinitus>[無 限 の]の 團 匝]園]

(囮)。

〈107∠ ト>Haeres(Heres)estalteripse,etfiliusestparspatris.

[Haeres(heres)estipsealter,etfiliusestparspatris.]「 相 続 人 は

も う 一 人 の 自 身 で あ り 、 そ し て 、 息 子 は 父 の 部 分 で あ る 。」 〈filius>… 「、自、

子 」、 〈pars>… 「部 分 」、 〈patris>… 〈pater>[父]の 團 國 。 ※ 「親(父 ・

家 長)と 子(息 子)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(親 ・ 父 ・ 家 長)と ホ ン ネ(子

・ 息 子)」 → 「索 引 」
。

〈1075>Haeres(Heres)estautjureproprietatisautjurerePra

esentationis.[Haeres(Heres)estautjUreproprietatisautjUrere

praesentati6nis,](3Co,Rep.40b)「 相 続 人 は 、 あ る い は 所 有 物 の 権 利 に

依 っ て 、 あ る い は 代 位 の 権 利 に 依 っ て 、 存 在 す る 。」 〈proprietatis>… 〈pr

oprietas>[所 有 権]の 團[國 、 〈repraesentationis>… 〈repraesentatio>[代

位]の 團 國 。 ※ 〈aut～aut>は 相 関 語 で あ る 。

〈1076>Haeres(Heres)esteadempersollacumantecessore;pa

rsantecessoris.[Haeres(Heres)estpers6naeademcumantecess

6re;parsantecess6ris.](Branch,Princ.;Co.Litt.22)「 相 続 人 は 被 相

続 人 と 同 じ 人 格 で あ り 、 ま た 被 相 続 人 の 部 分[で あ る]。 」 〈antecessore>

… 〈antecessor>[被 相 続 人]の 囲 團
、 〈pars>… 「部 分 」、 〈antecessoris>

… さ き の 〈antecessor>の 團 圓
。

〈1077>Haeres(Heres)estnomencollectivum.[Haeres(Heres)e

stn6mencollectivum.](1Vent.215)「 相 続 人[と い う 名 称]は 集 団 的

な 名 称 で あ る 。」 〈collectivum>… 〈collectivus>[集 合 の]の 團 圃 国 。

〈1078>Haeres(Heres)estnomenjuris,filiusestnomennatu

rae.[Haeres(Heres)estn6menjUris,flliusestn6mennatUrae.](B

room.Max.Reg.11)「 相 続 人 と い う の は 法 の 名 称 で 、 息 子 と い う の は 自 然

の 名 称 で あ る 。」 〈filius>… 「息 子 」。 ※ 「法 と 自 然 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ

エ(法)と ホ ン ネ(自 然)」 → 「索 引 」。

〈1079>Haeres(Heres)estparsantecessoris.[Haeres(Heres)es

tparsantecess6ris.](Co,Litt.22b)「 相 続 人 は 被 相 続 人 の 部 分 で あ る 。」

<pars>… 「部 分 」、 〈antecessoris>… 〈antecessor>[被 相 続 人]の 團 圓 。

〈1080>Haeres(Heres)etpureetsubconditioneinstituipote
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st.[Haeres(Heres)potestinstituietpUreetsubconditi6ne.](1.

J.2,14,9)「 相 続 人 は 、無 条 件 で も 条 件 つ き で も 、指 定 さ れ る こ と が 出 来 る 。」

<institui>… 〈instituo>[指 名 す る]の 図 囲 困 。 ※<et～et>は 相 関 語 で

あ る 。

〈1081>Haeres(Heres)factadefunctipraestaredebet.[Haeres

(Heres)debetpraestarefactadefUnctl.]「 相 続 人 は 死 者 の 行 為 に 責 を

負 う べ き で あ る 。」 〈praestare>… 〈praesto>[責 を 負 う]の 囲 困 、 〈defun

cti>…<defunctus>[死 者]の 團 國 。 〈1085>・ 〈1273>・<1295>・ 〈2605>

〈1082>Haeres(Heres)haeredis(heredis)meiestmeushaeres

(heres).[Haeres(heres)haeredis(heredis)meiesthaeres(heres)

meus,](σZ .ρ,D.50,16,65;C,J.6,2444,2;WhartonLawDict,)「 私 の

相 続 人 の 相 続 人 は 、私 の 相 続 人 で あ る 。」〈mei>… 〈meus>[私 の]の 團 囲[国 。

※ 「言 葉 遊 び 」 → 「索 引 」

〈1082わfs>Haeres(Heres)ignorationesuadefunctivitianone

xcludit.[Haeres(Heres)n6nexclUditvitiadefUnctiign6rati6nes

ua.]「 相 続 人 は 自 身 の 不 知 に 依 っ て 死 者 の 暇 疵 を 排 除 し な い 。」 〈excludit>

… 〈excludo>[排 除 す る]の 囲 国 團
、 〈vitia>… 〈vitium>[欠 陥]の 圏 圖 、

〈defuncti>… 〈defunctus>[死 者]の 團[圃 、 〈ignoratione>… 〈ignoratio>

[不 知]の 團 圏 。

〈1083>Haeres(Heres)1egitimllsest⊂1uemlluptiaedemonstran

t.[Haeres(Heres)legitimusest,quemnUptiaedem6nstrant.](Bra

c.Fol.88;Broom,Max.334;Co.Litt.7b;Fleta,Lib.6,C.1;Mir.Jus.70)

「法 定 相 続 人 は 婚 姻 が 示 す[人]で あ る 。」 〈nuptiae>… 「婚 姻 」(複 数 形) 、

〈demonstrant>… 〈demonstro>[示 す]の 囲 国 國 。

〈1084>Haeres(Heres)minorunoetvigilltiannisnonrespon

debit,nisiincasudotis.[Haeres(Heres)minorannlsUn6etvlg

intin6nrespondebit,nisiincasUd6tis.](F.Moore,348)「 ニ ー 才 未

満 の 相 続 人 は 、 嫁 資 の 場 合 以 外 に は 、 責 を 負 わ な い で あ ろ う 。」 〈annis>…

〈annus>[年]の[園 團 、 〈uno>… 〈unus>[一 つ]の 囲[劉 團 、 〈viginti>…

「二 〇 の 」、 〈respondebit>… 〈respondeo>[答 え る]の 困 国 團 、 〈dotis>

… 〈dos>[嫁 資]の 團[国
。

〈1085>Haeres(Heres)succeditinvitiarealiadefuncti.[Haer

es(Heres)succeditinvitiarealiadefUncti.]「 相 続 人 は 死 者 の 実 体 的

な 暇 疵 を 承 継 す る 。」 〈succedit>… 〈succedo>[継 承 す る]の 國 国 團 、 〈vi

tia>… 〈vitium>[欠 陥]の[園[到 、 〈realia>… 〈realis>[物 的 な]の[園[璽[劉 、

<defuncti>… 〈defunctus>[死 者]の 團 圓 。 〈1081>・ 〈1273>・ 〈1295>・

〈2606>

B-278



〈1086>Haeres(Heres)sustinetpersonamdefuncti.[Haeres(Her

es)sustinetpers6namdefUnctl.]「 相 続 人 は 死 者 の 人 格 を 維 持 す る 。」〈s

ustinet>…<sustineo>[支 え る]の 囲 国 團 、〈defuncti>… 〈defunctus>[死

者]の 團 圏 。

〈1087>Hi,吼uiinuniversumjussuccedunt,haeredis(heredis)

10collabentllr.[HI,qulsucceduntinjUsUniversum,habenturl

oc6haeredis(heredis),](PαuZ.D.50,17,1284)「 権 利 全 体 を 承 継 す る 人

は 相 続 人 の 地 位 に[在 る]と 扱 わ れ る 。」<succedunt>… 〈succedo>[承 継

す る]の 囲 国 圏 、 〈UniVerSUm>… 〈UniVerSUS>[全 体 の]の 團 圃 圃 。 ※ 主

格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈hi>は 、 〈habetur>と 隠 れ て い る 〈esse>

の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈1088>Hislegibussolutisrespu1⊃1icastarenonpotest.[Res

pUblican6npoteststare,legibushlssolUtls.](Cicero)「 こ れ ら の

法 律(法)が 解 体 さ れ れ ば 、 国 家 は 存 立 す る こ と が 出 来 な い 。」 〈stare>… 〈s

tO>[た つ]の 囲 国 、 〈SOlUtiS>… 〈SOIVO>[破 壊 す る]の 匠1囹 〈SOlUtUS>

の[園 國 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(legibus)プ ラ ス 完 了 分

詞(solutis)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 囮 團 → 〈22>

〈1089>Hocetnaturaetlegeinstitutum,utlaedentemsimil

isvindictasequatur。[Hoc,utvindictasimilissequaturlaedente

m,estlnstitUtumetnatUraetlege,](Isidor,5,27)「 加 害[者][の

身]に[加 害 と]類 似 の 加 罰 が 結 果 と し て 生 ず る と い う こ の こ と は 、 自 然

と 法 律(法)に 依 っ て 定 め ら れ[た]。 」 〈vindicta>… 「復 讐 」、 〈similis>

… 〈similis>[類 似 の]の 團 國 国 、 〈laedentem>… 〈laedo>[傷 つ け る]の

囲 囹 〈laedens>の 團 囲 圃 、 〈institutum>… 〈instituo>[お く]の 囲 囹 〈in

stitutus>の 團 匝 】国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。 ※ 〈et～et>は 相 関 語 で あ

る 。

〈1090>Hocindictumvolo.[Vol6hocindictum.]「 私 は 、 こ れ が

[自 身 に 依 っ て]言 わ れ て い な い[も の と さ れ る]こ と を 望 む 。」 〈indictu

m>… 〈indictus>[言 わ れ て い な い]の 團 田 因](〈indictus>に は 、 〈in>+〈d

ictus>(〈dico>[言 う]の 完 了 分 詞)の 形 と 、 〈indico>[通 告 す る]の 完

了 分 詞 と し て の 〈indictus>の 形 と が あ り 、 と て も ま ぎ ら わ し い)。 ※ 対 格 不

定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈hoc>は 、 主 語 と し て 、 隠 れ て い る 〈esse>

に か か る 。 〈hoc>を ス ト レ ー ト に 〈indictum>に か け て い く と 、 意 味 は 不 鮮

明 に な る 。 因]困 → 〈35>

〈1091>Hoc噌uidemperquamdllrum,seditalexscriptaest.

[HocdUrumperquamquidem,sedlexestscrlptaita.](σZp.D.40,

9,12,1)「 こ の こ と は 確 か に 非 常 に 峻 厳[で あ る]が 、 し か し 、 法 は そ の
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よ う に 書 か れ た 。」 〈durum>… 〈durus>[厳 し い]の 團 口]国 、 〈scripta>…

〈scribo>[書 く]の 匠1囹 〈scriptus>の 團 國 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。

〈1092>Hocservabiturquodinitioconvenit.[Hoc,quodconve

nitiniti6,servabitur.](σZp.D.50,17,23;Brac.73b)「 当 初 に 於 い て 合

意 さ れ た こ の こ と が 、保 持 さ れ る で あ ろ う 。」 〈convenit>… 〈convenio>[合

致 す る]の 囲 国 團 、 〈initio>… 〈initium>[開 始]の 團 團 、 〈servabitur>

… 〈servo>[守 る]の 図 困 国 團 。 ※ 長 音 を つ け ず に 〈convenit>と 読 む と 、

完 了 で は な く 、 現 在 の 方 に な り 、 「合 意 さ れ る 」 と な る 。

〈1093>Homicidium,velhominiscaedium,esthominisoccisi

oadllominemfacta.[Homicidiumvelcaediumhominis,estocci

si6hominisfactaadhominem.](31nst,54)「 殺 人 あ る い は 人 の 殺 鐵

は 、 人 に 対 し て な さ れ た 、 人 の 殺 害 で あ る 。」 〈homicidium>… 「殺 人 」、 〈c

aedium>… 「殺 鐵 」、 〈occisio>… 「殺 害 」。

〈1094>Hominemhominiinsidiarinefasest.[Estnefashomin

eminsidiarihomini.](FZor.D.1,1,3)「 人 が 人 を 付 け ね ら う こ と は 、 非

道 で あ る 。」 〈nefas>… 〈nefas>[不 正 な](不 変 化 詞)、 〈insidiari>… 圖 〈i

nsidior>[つ け ね ら う]の 囲 困(図)。 ※ 〈estnefas>に ひ か れ た 対 格 不 定

法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈hominem>は 、 主 語 と し て 、 〈insidiari>に か

か る 。[到 匠]→ 〈35>

〈1095>Hominemimprobumnollaccusaritutiusest噌uamabs

olvi.[EsttUtiushominemimprobumn6naccUsarl,quamabsolvl.]

(Liv.34,4)「 悪 い 人 間 が 、 無 罪 と な る よ り も 、[最 初 か ら]告 訴 さ れ な い 方

が 、 い っ そ う 安 全 で あ る 。」〈tutius>… 〈tutus>[安 全 な]の 圖 〈tutior>の 團

園 国 、 〈improbum>… 〈improbus>[悪 い]の 團 囲 圃 、 〈accusari>… 〈acc

uso>[告 訴 す る]の 図 囲 困 、 〈absolvi>… 〈absolvo>[無 罪 と す る]の 図 囲

困 。 ※<esttutius>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈ho

minem>は 、 主 語 と し て 、 〈accusari>と 〈absolvi>に か か る 。 園]匠]→ 〈35>

〈1096>Hominemnonodisedejusvitia.[Odin6nhominem,s

edvitiaejus.]「 私 は 、 人[そ れ 自 体]を 憎 ま ず 、 彼 の 罪 悪 を 憎 む 。」 〈o

di>(完 了 形)… 「(私 は)憎 む 」、 〈vitia>… 〈vitium>[欠 陥]の[園 匿1。 ※

現 在 形 の 意 味 を も つ 完 了 → 「索 引 」。 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。 「タ テ

マ エ(罪 悪)と ホ ン ネ(人)」 → 「索 引 」

〈1097>Hominumcausaomnejusconstitutumest.[JUsomne

estc6nstitUtumhominumcausa.](HθrπLD,1,5,2)「 人 の た め に[こ

そ]法 は す べ て 定 め ら れ た 。」 〈constitutum>… 〈constituo>[定 め る]の 匠1

囹 〈constitutus>の 團 圃 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈hominum>… 〈ho

mo>[人]の[國 圏 、 〈causa>… 〈causa>[原 因]に 由 来 す る 後 置 詞 的 な 表
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現 で 、 こ れ 自 体 は 〈causa>の 単 数 奪 格 形 で あ る 。 ※ こ れ は と て も モ ダ ン な

命 題 で あ る が 、 も と も と こ の 命 題 は 具 体 的 な 事 案 に 関 連 す る も の に す ぎ な

か っ た(〈2422>)。 と こ ろ で 、 〈estconstitutus>の と こ ろ は 、 「定 め ら れ

た 」で な く て 、 「定 め ら れ た 状 態 に あ る=定 め ら れ て い る 」 と い う よ う に 「〈b

e>動 詞 プ ラ ス 完 了 分 詞(形 容 詞)」 と と ら え て も よ い 。 ち な み に フ ラ ン ス

語 な ど に も こ う い っ た 読 み か え が で き る ケ ー ス が あ る 。「後 置 詞 」→ 「索 引 」

〈1098>Homopotestessehabilisetinhabilisdiversistempor

ibus。[Hom6potestessehabilisetinhablistemporibusdlversls.]

(5Co.Rep.98)「 人 は 、 異 な っ た 時 に 於 い て 、[あ る と き は]能 力 を 持 つ 状

況 に あ る こ と も 出 来 、 ま た[、 あ る と き は]能 力 を 持 た な い 状 況 に あ る こ

と も 、 出 来 る 。」 〈habilis>… 「扱 う 能 力 が あ る 」、 〈inhabilis>… 「扱 う 能

力 が な い 」、 〈diversis>… 〈diversus>[異 な っ た]の[國 匠]團 。

〈1099>Homovocabulumestnaturae;personajuriscivilis.[H

om6estvocabulumnatUrae;pers6najUriscivilis.](Calvin.)「 「人

(homo)」 と い う 言 葉 は 自 然 の も の で あ り 、 「人 格(persona)」 と い う[言

葉 は]市 民 法 の も の[で あ る]。 」 〈vocabulum>… 「名 称 」。 ※ 「属 格 の 訳

し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」、 「自 然 と 市 民 法 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ

(市 民 法)と ホ ン ネ(自 然)」 → 「索 引 」。

〈1100>Honestalexesttemporisnecessitas。[Necessitastemp

orisestlexhonesta.](Syr.330)「 時 の 緊 要 は 立 派 な 法 律(法)で あ る 。」

〈necessitas>… 「緊 要 」、 〈honesta>… 〈honestus>[立 派 な]の 團 國 国 。

〈1101>Honestevivere,alterumnonlaedere,suumcuiquetri

buere。[Viverehoneste,n6nlaederealterum,tribueresuumcuiq

ue.](σZp.D.1440,1)「 誠 実 に 生 き る こ と 、 他[人]を 害 し な い こ と 、

各 人 に 彼 自 身 の[も の]を 配 分 す る こ と 。」 〈vivere>… 〈vivo>[生 き る]の

囲 圏 、 〈laedere>… 〈laedo>[害 す る]の 囲 困 、 〈tribuere>… 〈tribuo>[配

分 す る]の 囲 困 。 ※ 不 定 法 止 と な っ て い て(→ 〈171>)、 動 詞 は 表 に は 出 て

い な い 。 〈1501>・ 〈1561>

〈1102>Honestumnonestsemperquodlicet.[Quodlicet,est

honestumn6nsemper.]「 許 さ れ て い る[こ と が]常 に 立 派 で あ る わ け

で は な い 。」 〈honestum>… 〈honestus>[立 派 な]の 團 圃 国 。 ※ 部 分 否 定

の 構 文 が 見 え る 。 「権 利 濫 用 」 論 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(許 さ れ て い る)と

ホ ン ネ(立 派 で あ る)」 → 「索 引 」

〈1103>Horallonestmultumdesubstantiallegotii,1icetin

appellodeeaali唖uandofiatmentio.[H6ran6nestmultumde

substantianeg6til,licetmenti6flatdeeainappell6aliquand6.]

(IBulstr.82)「 時 刻 に つ い て は と き に は 上 訴 に 於 い て 言 及 が な さ れ る け
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れ ど も 、 時 刻 は 行 為 の 実 質 に 関 し て は 重 大 で は な い 。」 〈hora>… 「時 」、 〈s

ubstantia>… 〈substantia>[内 容]の 團 團 、 〈mentio>… 「言 及 」、 〈appe

llo>… 〈apPellum>[上 訴]の 團 團 。

〈1104>Hostesllisunt,quinobisautquibusnosbellumpubl

icedecrevimus;ceterilatronesautpraedonessunt。[Hostessu

nthi,quln6bls,aut,quibusn6sdecrevimusbellum;ceterllatr

6nesautpraed6nes.](Poπ 乙.ρ.D.50,16418;7Co,Rep,24)「 敵 と い う

の は 、 私 た ち に[戦 争 を][布 告 し た]人 々 、 あ る い は 、 私 た ち が 公 け に 戦

争 を 布 告 し た 相 手 方 で あ り 、 そ し て 、 そ の 他 の[人 々]は 賊 あ る い は 掠 奪

者[で あ る]。 」 〈hostes>… 〈hostis>[敵]の[園 国 、 〈decernimus>… 〈dec

ern・ 〉[決 定 す る]の 國 日 圏 、 〈bellum>… 〈bellum>[戦 争]の 團 囲 、 〈ce

teri>… 〈CeterUS>[そ の 他 の]國[劉 国([亘 囮)、 〈latOrOneS>… 〈latrO>[賊]

の 圏 国 、 〈proditores>… 〈proditor>[掠 奪 者]の 圏 国 、<praedones>…<P

raedo>[賊]の[國 国 。 ※ 〈quinobis>と い う 関 係 節 に は 意 味 を と る う え で

重 要 な 三 人 称 動 詞 の 省 略 が あ っ て 、 意 味 を と ら え る の に 手 間 が か か ろ う 。

あ と の 〈quibus>以 下 の 言 葉 を 参 考 に す れ ば 、 意 味 の 方 は な ん と か 補 い が っ

く よ う に な っ て い る 。<qui>と 〈quibus>の 先 行 詞 は 同 じ で 、 「人 々(ii・ei

・i)」 で あ る 。 な お 、 人 称 代 名 詞 の 主 語 の 〈nos>(対 格 形 も 同 じ で あ る)

が 文 中 に 登 場 し て く る の は か な り の め ず ら し い 例 で あ る 。 こ れ は 〈nobis>

[私 た ち に]と 〈nos>[私 た ち が]の 対 比 を 鮮 明 に す る た め の 道 具 立 て で あ

る 。 〈ceteri>の あ と に は 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 「定 義 」 → 「索 引 」、 「国 際

法 」 → 「索 引 」

〈1105>Hypothecaestobligationisfilia.[Hypothecaestfiliao

bligati6nis.]「 抵 当 は 債 務 関 係 の 娘 で あ る 。」 〈hypotheca>… 「抵 当 」、 〈fi

lia>… 「娘 」。 ※ 〈filia>は 女 性 形 で あ る が 、 そ れ は 、 主 語 の 〈hypotheca>女

性 名 詞 な の で 、 そ れ に 対 応 し て い る だ け か も し れ な い 。 そ う 理 解 す る と 、

「娘 」 の と こ ろ は 「息 子 」 と 訳 し て い か な け れ ば な ら な い 。 「女 性 名 詞 の 男

性 名 詞 読 み 」 → 「索 引 」
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